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〝サトゥーです。物語にはジャンルによって、「お約束」と呼ばれる決まった流れや展開があります。もちろん、それを逆手に取った逆張りパターンもあるので油断できません。〟






「ヒカルたん、あそこ見て！」

　淡い薄紫色の髪を翻して元気に言ったのは、元日本人の転生者であるアリサだ。

　アリサが指し示す先では、雲巨人クラウド・ジヤイアントの子供達と遊ぶ聖せい骸がい巨神の姿があった。

　前に聖骸巨神と別れた時は自己修復の為ために石化していたはずだけど、既に石化は解けたようだ。

「……空踏み」

　そんな聖骸巨神を見て、ヒカルが感極まったように言葉を詰まらせる。

　俯うつむいたヒカルの顔を長い黒髪が隠す。

『あー！　小さい人が来てる！』

『ナナだー！　遊んでー！』

　オレ達を見つけた雲巨人の子供達がはしゃいだ声を上げて駆けてきた。

　一見、無邪気な姿だが、身長二〇メートル超えの巨体が向かってくるのはなかなか迫力がある。

「マスター、大きな幼生体達と遊んでくると告げます」

　無表情ながらもウキウキ感を隠せない声で許可を求めるのは、金髪巨乳のナナだ。

　高校生くらいに見える彼女だが、実年齢は一歳のホムンクルスなので、この場の誰だれよりも幼かったりする。

『あれ～？　ナナがいっぱいいるー』

「「「幼生体！　私達はナナの姉妹だと告げます」」」

　今日はナナの姉妹達七人も一緒だ。

　顔はナナと同じだけど、髪型が違うので見分けるのは容易だったりする。

「ポチも一緒に遊ぶのです！」

　シュタッのポーズでそう宣言したのは、茶色の髪をボブカットにした犬耳犬尻しつ尾ぽの幼女ポチだ。

　天てん真しん爛らん漫まんな彼女の発言に、雲巨人の子供達も歓声を上げて喜ぶ。

「タマも一緒に行こうなのですよ！」

「あいあいさ～？」

　ポチに誘われてマイペースに答えたのは、白い髪をショートにした猫耳猫尻尾の幼女タマだ。

　斥候役を務める彼女は、碧へき領りように到着してからずっと周囲の音に耳を澄ませて索敵していたらしい。

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　駆け出すポチの胸元から、小さな白い幼竜リュリュが現れた。

「リュリュなのです！　リュリュも一緒に遊ぶのですよ」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　普段はポチの持つ「竜眠揺篭ドラゴン・クレイドル」の中で眠るリュリュだったが、楽しそうにするポチの心に惹ひかれて目覚めたようだ。

『ミーア、音楽して。楽しいやつ』

「ん、任せて」

　雲巨人の女の子にリクエストされて妖よう精せい鞄かばんからリュートを取り出したのは、エルフの幼女ミーアだ。

　リュートを奏でるのに邪魔だったのか、ミーアはツインテールに結った淡い青緑色の髪を背中に払う。

　髪が後ろに流れた事で、エルフの特徴である少し尖とがった耳が露あらわになった。

『ルル、ルル。肉にく串ぐし焼いて。いっぱい』

　食いしん坊の男の子から肉串を希望されたのは、料理人としてめきめきと腕を上げているチームのお料理番、黒髪ロングの超絶美少女ルルだ。普段から傾けい城せいという言葉が相応ふさわしい美び貌ぼうだが、こうして無防備に微笑ほほえむ姿は城どころか、国まで傾けそうなくらい尊い。

「いいですよ。焼けたら呼ぶから、それまで皆みんなで遊んでらっしゃい」

『分かった！　遊んでくる！』

　食いしん坊の男の子が他ほかの子達が遊ぶ方へ駆けていく。子供は元気だ。

「ルル、一人で焼くのは大変ですから、私も手伝いましょう」

　凜り々りしい声でルルに手伝いを申し出たのは橙とう鱗りん族のリザだ。尻尾や手首にあるオレンジ色の鱗うろこは白銀色の鎧よろいに隠れて見えない。

　礼を言うルルと一緒に、巨大家屋の調理場へと向かう。

『──救世主殿』

　オレを救世主と呼ぶのは、聖骸巨神に宿る雲巨人の「空踏み」だ。

　彼は何百年も前、古代フルー帝国と魔王率いるオーク帝国の戦争で同族の多くを亡くし、絶望に沈んで自暴自棄になっていたところを、オレとテニオン神殿の巫み女こセーラによって救われ、それ以降はオレを救世主と呼ぶようになった。

『オレの事はサトゥーでいいよ』

『そうはいかぬ。我が同はら胞からの受けた恩を思えば、軽々に名を呼ぶわけにはいかぬ』

　なかなか義理堅い人物らしい。

「……空踏み」

『そちらの娘は──まさか、勇者シガ・ヤマトか？』

　──あれ？　聖骸巨神とヒカルは王都で会っていたような？

「やっぱり、あの時は気付いてなかったんだね」

『暴走している時か？　すまぬが記憶にない』

　あの時はシガ王国で反乱を企てたシャロリック第三王子によって、遺跡から発掘された聖骸巨神が王都を暴走していたんだよね。

「そんな事は別にいいんだよ。それよりも、ごめんね。誰にも邪魔されない眠りをあげるって大見得切ったのに……」

『構わぬ。そのお陰で、救世主殿と出会い、こうして同族の子供達に会うことができたのだ』

「……うん。おめでとう、空踏み。謝るより先に、お祝いの言葉を贈るべきだった。本当におめでとう。まさか子供達が碧領に隠れ住んでいたとは思わなかったよ」

　聖骸巨神とヒカルが楽しそうに遊ぶ子供達を見る。

『それも全すべて救世主殿のお陰』

「そっか。ありがとう、イチロー兄ぃ」

　今度は聖骸巨神とヒカルの二人からお礼を言われた。

「たまたま運が良かったんだよ」

　探しに行ったわけじゃなく、子供達の方が自主的にこの都市を見つけて遊びに来たのを見つけただけだから。

　そんな話をした後、用件を思い出した。

「そうだ。王都で倒した聖骸従者の残ざん骸がいを回収してきたけど、どうする？」

　聖骸従者は聖骸巨神を母艦とする艦載機のような存在なので、その取り扱いについて尋ねた。

　第三王子の手先として王都を暴れ回っていたので、仲間達やシガ八剣を始めとした王国軍によって打ち倒されたんだよね。

『どのように扱われても構わぬが、返却してくれるなら回収しよう』

「使い道あるの？」

　横で成り行きを見守っていたアリサが尋ねた。

『半壊程度なら、亜空間格納庫内にある自動修理機構が直してくれる。全壊したモノでも分解してパーツや素材として再利用されるはずだ』

　聖骸巨神によると、無補給で戦う為にフルー帝国の技術者達が叡えい智ちの粋をつぎ込んだとの事だ。

「何体かはシガ王国の王立研究所が確保したみたいだけどいいかな？」

『構わぬ。救世主殿の御み心のままに』

　聖骸巨神が返せって言うなら、ヒカルを介して国王に命じてもらうつもりだったけど、その必要はなさそうだ。

「そうだ。イチロー兄ぃ。この都市のどこかに霊れい廟びようを作って良いいかな？」

「霊廟？」

「うん、王子が装備していた聖骸動甲かつ冑ちゆうを眠らせてあげたいんだ」

　王子が装備していた聖骸動甲冑はヒカルが回収したらしい。

『シガ・ヤマトよ。その必要はあるまい。あやつはお前とともにある事を望むと思うぞ？』

「そうなの、かな？」

『うむ、もはや言葉は失ってしまったようだが、互いに生身の身体からだを捨て、このような身体になった同類として、幾ばくかの心は伝わってくる』

「分かった。一緒にいるよ。もう戦場に連れて行くことはないから」

　ヒカルが胸に手を当てて、静かに黙もく禱とうを捧ささげる。

　それは死地を共に駆け抜けた戦友への祈りだったのかもしれない。





◆






「良かった、拠点はちゃんと無事みたい」

　ヒカルと聖骸巨神の再会を見守った後、オレはアリサと一緒に碧領の中に築いたゴウエン氏達の拠点まで様子見に来ていた。

　懸念していた犯罪奴隷部隊ムラサキの反乱も起こっておらず、問題なく運営されているようだ。これもゴウエン氏の人徳によるものだろう。オレ達がお節介を焼いておいた拠点環境がそれに寄与しているなら嬉うれしいんだけど。

「どのあたりまで進んでいるのかしら？」

「まだ足場固めの段階だよ。今は周辺の土地を調査しているみたいだ」

　王国側の最終目標は碧領の解放なのだが、ゴウエン氏達に課せられた目的は最寄りの都市跡までの経路を調べる事だ。

　もっとも、一足飛びにそれができない事は王国側も承知しているので、まずは拠点を再確保して、そこを恒常的に使用できるようにするのが第一段階になる。

「飛空艇や飛竜騎士ワイバーン・ライダーは使わないの？　空から調べた方が楽じゃない？」

「碧領は飛行型の魔物も多いからね」

　飛空艇はもちろんの事、一騎当千の飛竜騎士でも、雲うん霞かのごとく飛行型の魔物に纏まとわり付かれたら危ない。

　貴重な飛空艇や飛竜騎士に被害が出るようなマネはしないだろう。

「調査が得意な人間を都市跡に派遣する感じ？」

「中継地点もなしに派遣したら、途中で死ぬか、迷子になった振りをして逃げるんじゃないかな？」

　ムラサキの構成員は重犯罪者が中心だし、ゴウエン氏以外は王国への忠誠なんて持ってないだろうからね。

「しばらくは、地図作りをしつつ、中継地点の構築場所を探すんじゃないかな？」

　飛び石のように中継地を作って、奥地へと進んでいく調査形式になると思う。

「数年もあれば、一番近くにある都市跡──碧七都市に辿たどり着けると思うよ」

「でも、碧領の樹海を切り開いて辿り着いた都市が既に解放されていたら、がっかりでしょうね」

　アリサが心配そうに言う。

「大丈夫だよ。碧七都市は彼らが到着する前に再放棄するつもりだから、敷地内の魔物を狩り尽くしただけで、他は手を付けていない」

　都市解放を成したら、ゴウエン氏に恩赦が下りて家族と一緒に暮らせるようになるかもしれないからね。

「いいの？」

「別に王様になりたいわけじゃないし、再利用してくれる人の手に渡った方がいいだろ？」

「それもそうね。せっかくだし、都市解放戦は強大な敵が待ち構えているとか楽しそうよね！」

「そうだね。ほどほどの相手を探しておくよ」

　黒竜ヘイロンあたりに頼んだら嬉き々きとしてやってくれそうだけど、死者が出たり被害が大きくなったりする未来が思い浮かぶから却下だ。碧領には手て頃ごろな魔物がたくさんいるから、その中から丁度良い試練になりそうな魔物を連れてきてやればいいだろう。

　遊び半分とか言われそうだけど、難敵を倒して勝ち取った方が達成感があると思うんだよね。




「そういえば日本人の子はどうするの？」

「日本人の子ってシン君の事かい？」

　第三王子の謀む叛ほんの後に、一人の日本人と縁ができた。

　シンはセーラの姉で勇者ハヤトの元従者である「天破の魔女」リーングランデ嬢が連れてきた日本出身の男子中学生だ。

「リクエスト通り、アオイやユイに会わせてみるよ」

「あの二人と会わせても、あの生意気ながきんちょは何も変わらないと思うけどね～」

　嘆息するアリサの言葉に、オレはシンとの出会いを思い起こした。





◆






　聖せい骸がい巨神の暴走を鎮め、王都に戻ったオレとセーラの前にリーングランデ嬢が現れた。

　飛空艇から降り立った彼女とセーラのじゃれ合いを見守っていた時──。

「うわっ、すっげー美人！」

　無遠慮な声に視線を向けると、リーングランデ嬢の後ろにいた中学生くらいの黒髪少年が、ルルを見て目を丸くしていた。

　そう、大陸全般の人族が不美人扱いをするルルを見て、だ。

「リーングランデ様、彼はもしかして」

「ええ、この子は──」

　リーングランデ嬢が少年を手招きし、オレ達に紹介してくれた。

「この子はシン。勇者召喚の儀式でやってきた、勇者の国『日本』の少年よ」

　彼女らしからぬ奥歯に物が挟まったような言い方が気になって確認したら、シンは「勇者」ではなく「巻き込まれた異世界人」という称号を持っていた。レベルも一ひと桁けたで、スキルも持っていない。勇者や転生者のようなユニークスキルはもちろんない。言葉は翻訳指輪を使っているようだ。

「リーングランデ様──」

　呼びかけたものの、シンが勇者ではない事を問う前に、リーングランデ嬢が人差し指でオレの口を塞ふさいだ。

「後で屋敷に遊びに行くわ」

　リーングランデ嬢はウィンクとともにそう言って、シンを連れて馬車で王城へ行ってしまった。




　オレ達は第三王子が起こした反乱騒ぎの後始末の手伝いをしたり、炊き出しの食糧や避難所への物資を供出したりしながら、その日を過ごした。救助活動なんかはヒカルが率先して行っていたので、オレ達は裏方を担当したのだ。

　リーングランデ嬢が来訪したのは、翌日の昼前で──。

「やっぱり、ルルの淹いれるお茶は美お味いしいわね」

「変な色のお茶だな──あちぃ！」

　優雅に白磁のカップを傾けるリーングランデ嬢の横で、シンは淹れ立ての青紅茶を一気飲みしようとして、熱さに驚いてカップの中身をテーブルにぶちまけた。ずっとルルに見み蕩とれて注意が疎おろそかになっていたからだろう。

　ルルが慌ててハンカチを差し出そうとするのを、部屋に控えていた王都邸のメイドが止め、自分が代わりにシンの服に掛かったお茶を拭ぬぐい、別のメイドがテーブルを綺き麗れいにする。

「ちぇ、おばさんより、あっちの綺麗な子の方が良かったのに」

　シンの言葉に部屋の空気が変わった。おばさん呼ばわりされたメイドの表情は変わっていないが、明らかに目が笑っていない。

　ちなみに彼女は二〇代前半なので、おばさん呼ばわりは失礼と言わざるを得ない。

「お黙りなさい」

　リーングランデ嬢がシンの頭をペシッと叩たたく。

「痛いてぇ、何するんだよ！」

「不平を言う前に粗相をした事を詫わびる方が先でしょう？　それと彼女への無礼な発言も詫びなさい」

「えー、客が汚したテーブルを拭ふくのは従業員の仕事だろ？」

　日本のファミレスや喫茶店なんかだと、そういうサービスをしてくれる店が多いけど、それでも手間を掛けた事に対する詫びや火傷やけどを気遣ってくれた事への礼は、普通に口にすると思う。

　まあ、まだ子供だし、その辺は親や周囲の行いを見て育ったという感じだろうか？

「いいから詫びなさい」

「……ごめ」

　反発していたシンだが、リーングランデ嬢に睨にらまれて渋々といった感じで詫びを口にした。

　もごもごと口の中で詫びていたから、メイド達の耳には届いていない気がする。

「ケチなプライドねー、まだ反抗期なの？」

　オレの横で黙って見守っていたアリサが口を開いた。

　反抗期というか、思春期なんだと思う。

「なんだ、このガキ？」

「ガキにガキ呼ばわりされたくないわ」

「なんだと！　やんのかクソガキ！」

　アリサに煽あおられたシンが口汚く罵ののしり返す。

　聞き流していたのでよく覚えていないが、ヤンキー漫画を読んで勉強しろと言いたくなるくらい語ご彙いが少なかった。

「アリサ、そのへんで」

「ごめん、ちょっと大人げなかったわね」

　シンが興奮して立ち上がったあたりで止めた。

　リーングランデ嬢に「ちょっと頭を冷やしてきなさい」と言われて、シンがメイドの案内で庭を散歩しにいく。

　彼はちょっと言動が危ういので、マーカーを付けてマップで行動を見守るとしよう。

　案内のメイドさんはルルから護身術を習っているので、不ふ埒らちな行いには相応の対処ができる女性だ。

「まったく、勇者とはとても思えない言動ね」

　アリサが意味ありげに言う。

「あの子は普通の少年よ。勇者の国から来た、ね」

　リーングランデ嬢がチラリと部屋のメイド達を見たので、目め配くばせして退室させる。

「彼は勇者ではないという事ですね？」

　メイド達が退出を終えてから核心を衝ついてみた。

「ええ、そうよ。サトゥーは最初に会った時に気付いていたみたいだけど」

「彼からはハヤト様と会った時のような迫力というか、カリスマを感じませんでしたから」

　オレがそう言うとリーングランデ嬢が同意の笑みを浮かべた。

「シンはサガ帝国の勇者召喚に巻き込まれたのよ」

「そんな事あるの？」

「初めての事らしいわ」

　それはまた特殊なケースだ。

　シンと召喚された勇者は知り合いだったものの、勇者ではない自分に劣等感を抱き、勇者との関係がギクシャクしてしまっているらしい。

　巻き込んでしまった手前、サガ帝国はシンの生活を面倒見て、なるべく彼の自由にさせていたそうなのだが──。

「なんていうか、問題児なのよ」

　護衛やメイドを付けて帝都見物をさせたら市民や貴族とトラブルを起こし、学習や訓練を勧めてみたら三日坊主どころか三分で集中力を失って逃げ出してしまう。挙げ句の果てには皇族に無礼を働き、危うく牢ろう獄ごくに放り込まれるところだったそうだ。

「つまり、シガ王国にはほとぼりを冷ましに来たのね？」

「それもあるけど、自分と同じ境遇の子達がいるって聞いて、シンが興味を持ったからよ」

「同じ境遇──アオイ君とユイの事ですか？」

　オレの問いにリーングランデ嬢が首肯する。

　アオイ少年とユイはルモォーク王国で召喚された日本人だ。

「ええ、そうよ。今、王都にいるのよね？」

「アオイ君もユイも元気に働いていますよ」

　リーングランデ嬢が確認してきたので、二人の近況を伝える。

「ええっ?!　働いているのか！」

　散歩から帰ってきたシンが驚きの声を上げた。

「今言った二人って、俺と同じくらいの歳としなんだよな？　未成年を働かせてるのかよ！」

「ここは日本じゃないのよ。学校に通っている子供自体が少ないし、年齢による就労制限なんてないわ」

　文句を言ってくるシンに、アリサが答えた。ちょっと声が冷たい。

「なんでだよ！　子供は勉強するのが仕事だろ?!」

「勇者様の国は素晴らしいですね。シガ王国もゆくゆくは子供達が学校で勉強するのが当たり前にしていきたいものです」

　なんとなく日本アゲのセリフになってしまったが、これはオレの本心だ。

　まだまだ迷宮都市の探索者学校や私立養護院で試しているところだけど、思った以上に文字や計算に興味を持つ子供は多い。

　今は私立養護院の子供達を王立学院の幼年学舎に留学させるくらいだけど、ゆくゆくはその対象を広げていきたいと思っている。もちろん、事務作業や選抜は面倒だから、信頼できる有識者に外部委託アウトソーシングするけどさ。

「馬ば鹿かにしてるのか?!」

「いいえ、残念な事に現状では、勇者様の国の常識はシガ王国の常識ではないのですよ」

　嚙かみついてきたシンに、言葉の意図を説く。

「それに、アオイ君もユイも自分の意志で、やりたい事を見つけ、将来に向けて努力しているんですよ」

「それに、日本でも若年で働いている人はいっぱいいるでしょ」

「いねぇよ」

「いるってば。子役のタレントさんとか学生作家とか学生漫画家とかさ」

「そ、それはそうだけど！　そんなの一部の才能があるヤツだけじゃないか！」

「そんな事ないって。動画サイトで収益化した学生や起業する小学生だっている。門戸は誰だれにでも開かれているわ。失敗を恐れず、一歩を踏み出せるかどうかの違いよ」

　失敗する方が普通だ。むしろ一回で成功する方が珍しい。失敗を糧に、諦あきらめずに邁まい進しんするからこそ、勝利の女神の前髪が見えてくるんだとオレは思う。

　とはいえ──。

「アリサ、話がズレてる」

「ごめんごめん。とにかくアオイとユイが働いているのは本人の意志よ」

　アリサはオレに謝った後、シンにもう一度大事な事を伝えた。

「なんで働くんだよ。どうせ金持ちに搾取されるだけなのに……」

「本人に尋ねてみるかい？」

　大人の意見にはついつい反発してしまうのが思春期だけど、同年代の言葉はわりと素直に受け止めてくれるんじゃないかと思う。

「分かった」

　アリサが「上から目線」とかぼやこうとしていたが、ややこしくなりそうだったので、最速で口を塞いだ。

「サトゥー、悪いけど面会の手配を頼める？」

「ええ、お任せください」

　ほぼ同郷の子供の為ためだし、この程度はお安い御用だ。





◆






「まずは同性の方が話しやすいでしょう」

　リーングランデ嬢に頼まれた翌々日、そして碧領の聖骸巨神とヒカルを会わせた翌日、オレは朝からシンを連れてアオイ少年の下を訪れていた。

　もちろん、リーングランデ嬢も一緒だ。ゼナさんは上司に呼ばれてセーリュー伯爵邸へ戻っており、他ほかに同行者はいない。

「メイド喫茶？」

「へー、これが？」

　シンの呟つぶやきを耳にしたリーングランデ嬢が物珍しそうに言う。

「彼の職場は機密情報を扱う事が多いので、こちらで待ち合わせをしました」

　エチゴヤ商会の会議室を借りてもいいんだけど、密室で会ったりしたらサガ帝国との癒着を疑われかねないので配慮した。

　それに、こういう場所の方が宰相閣下の間かん諜ちようが情報収集しやすいだろうからね。

「あれ？　若様っす！」

「ネルさん、今日はこちらで勤務ですか？」

　メイド喫茶に入るなり驚いた声を上げたのは、エチゴヤ商会で働く赤毛のネルだ。

　彼女は本店勤務だったはずだけど、今日は喫茶店のヘルプに入っているらしい。元気で朗らかな彼女なら、メイド喫茶でも人気が出そうだ。

「そうっす！　三名様っすね。ＶＩＰルームに案内するっすよー」

「いや、今日は待ち合わせをしているから。アオイ君は来ているかな？」

「アオちゃんなら、ちょっと前から待ってるっすよ」

　ネルが「こっちっすー」と言って先導してくれる。

　周りのメイド達が「若様だ」「すっごい美人」「もしかしてリーングランデ様？」と騒ぎ出す。客達も「魔王殺し」「ペンドラゴン子爵様だ」「リーングランデ様だぁ」と口々にざわめく。

　落ち着いて話せなくなりそうなので、アオイ少年に軽く挨あい拶さつした後、ＶＩＰルームへ席を移す事になってしまった。

「はじめまして、アオイ・ハルカです」

「……ハルカちゃん。可愛かわいい」

　さっきまで横を通り過ぎる巨乳メイドの谷間に鼻の下を伸ばしていたシンが、アオイ少年の美少女顔を見て顔を赤らめた。

　たぶん、今のは無意識の呟きだろう。

　忘れがちだけど、アオイ少年って声も高いし「男の娘こ」ジャンルでトップを取れそうなほど美少女っぽい雰囲気なんだよね。

「あの、こんな見た目ですけど、ボクは男ですから。あと、『春はる賀か』の方が姓です」

　アオイ少年が苦笑しながらシンに言う。

「男？　本当に？」

「ええ、本当ですよ」

　アオイ少年がそう言って、服の胸元を引っ張って平らな胸板を見せる。

　シンがさらに真っ赤になった。思春期の少年は難しい。

「ご注文は何にするっすか？」

　ネルがテーブルにおしぼりとお冷やというエチゴヤ名物サービスをしつつ注文を取る。

　もちろん、この日本っぽいサービスは相談役であるアリサの発案だ。けっこう好評だとティファリーザが言っていた。

「メニューないの？　メイド喫茶ってオムライス以外って何があるんだ？」

　シンが横柄な感じにネルに尋ねる。

「メニューなら、これっす。読めなかったら、代読もしているっすよ」

「いらねぇよ！」

　文字が読めずに困るシンにネルが親切に提案したら、それを恥だと感じたのか、シンが不機嫌な様子でそっぽを向いた。

　翻訳指輪で言葉を理解しているシンがシガ王国の文字を読めるはずもなく、メニューを睨にらみつけるばかりで注文をできずにいる。

　困惑するネルにジェスチャーで気にしないように言って、オレが代わりに提案してみる事にした。

「軽食セットがありますから、そちらを頼んでおきましょう。飲み物は何がいいですか？」

「俺はコーヒー、ブラックで！」

　話を振られたシンがキメ顔で言う。浮き沈みの激しい少年だ。

　そういえば、中学生くらいってむやみにブラック・コーヒーにステイタスを求めるよね。

　銘柄は色々あったのだが、特に好きな銘柄はないようなので、万人向けのブレンドを勧めておいた。

「コーヒー？　あんな苦い泥水はごめんだわ。私は青紅茶で」

　リーングランデ嬢は紅茶派らしい。

　アオイ少年も青紅茶を頼んだので、オレはシンに合わせてコーヒーを頼む事にした。疲れている時以外は砂糖やクリームを入れないけど、今回はシンが失敗しそうな予感がしたので、砂糖壺つぼとクリームのピッチャーを添えるように注文を取るネルに伝える。

　自己紹介がまだだったリーングランデ嬢がアオイ少年に自己紹介したところで、軽食が載ったケーキスタンドと飲み物が運ばれてきた。なかなか早い。他のテーブルの注文よりも優先してくれたようだ。

「おー、何かおしゃれじゃん」

　そう言いつつも、シンの視線は配はい膳ぜんするメイドさん達の胸元にロックオンされていた。

「俺はコーヒーに五う月る蠅さいぜ」

　そう言いつつブラック・コーヒーを傾けた。

　案の定、コーヒーの熱さと苦さにむせていたので、無言で砂糖壺とクリームのピッチャーを彼の方に押し出しておいた。一人だと使いづらいだろうから、オレもコーヒーに砂糖とクリームを入れる。

　──甘い。

「それで今日は何を？」

　アオイ少年はシンの反応に首を傾かしげつつ、オレに用件を聞いてくる。

　アポイントを取った時は、先入観を抱かないように「日本から召喚された少年がいるので会ってやってほしい」とだけしか伝えていないんだよね。

「シンの境遇は──」

「聞いてます。ボクやユイちゃんと同じように、地球から召喚された人、ですよね？」

　リーングランデ嬢の問いにアオイ少年が答える。

「お前も勇者召喚に巻き込まれたのか？」

「いえ、違います。とある小国で召喚されました」

　アオイ少年がルモォーク王国の名を出さずに説明する。

「マジか。やっぱり、異世界はクソだな。あっちこっちの国に誘拐犯がいやがる」

「その発言には同意できないわね。サガ帝国の勇者召喚は相手の同意を得てからしか召喚されないわ」

「俺は同意なんてしてないぞ！」

「ええ、あなたは不幸な事故ね」

　激げき昂こうするシンを、リーングランデ嬢は冷たく突き放す。

　勇者召喚を貶おとしめるような発言にお冠らしい。

「事故で召喚されたんですか？　それは不運でしたね」

　アオイ少年が気遣わしげに言う。

「お前も、ハルカも事故だったのか？」

「事故っていうか、ボクの方はランダム召喚みたいな感じでしたね。たまたま、ゲートを開いた先にいたから召喚されてしまったそうです」

　アオイ少年がこの世界に来た状況を語る。

「マジか！　最悪じゃねぇか！」

「まあ、落雷や交通事故で死ぬ人もいますし、怒っても仕方ないでしょ」

「いーや！　誘拐犯には相応の償いをしてもらわねぇと割に合わねーよ！」

　シンが立ち上がってまくし立てる。

「償いなら終わってますよ。ボクを召喚した人達は死んじゃいましたし、その血縁の方には独り立ちするまで色々と支援していただきましたから」

「独り立ち？　お前、まだ小学生だろ？」

「小学生？　幼稚舎の事ですか？」

「いくらなんでも幼稚園じゃないだろ？」

「教育制度が違うんですね」

「何、言ってんだ？」

　シンにはアオイ少年が言わんとしている事が分からないらしい。

「シン君。アオイ君は君とは別世界の日本──大おお倭やまと豊とよ秋あき津つ島しま帝国の出身なんだよ」

「別世界の日本？」

　彼はパラレルワールドという概念を知らないのか、意味不明だと言いたげな顔をしている。

「本題から逸それちゃいましたけど、年齢なら一一歳です。元服には少し早いですけど、武家ならそう珍しくありませんから」

　アオイ少年は前から歳としの割に大人びていると思ったけど、育った環境が色々と違ったようだ。

「ゲンプク？　武家って時代劇かよ」

　シンが「わけ分かんねー」と言って、だらしなく座席にもたれて後ろに頭を倒した。

「君は何の仕事をしているの？」

「エチゴヤ商会で博士達を手伝ったり、魔法道具マジツク・アイテムの開発をしたりしています」

　考える事を放棄したシンに代わって、リーングランデ嬢がアオイ少年に尋ねた。

「魔法道具？」

「はい、元の世界にあった家電──便利なモノを魔法道具で再現しようと思って」

「え、マジ？　野生の天才かよ。スマホは？　スマホはあるのか？」

　アオイ少年の発言にシンが食い付いた。

「ありません。さすがに集積回路を作るのはハードルが高すぎて」

　シガ王国にも真空管やトランジスタに相当する魔法的な技術はあったはずだけど、あれだと魔力をバカ食いするし、サイズも大きくなりすぎるんだよね。エルフの技術を伝える訳にはいかないけど、ヒントだけでも今度クロとして会った時に教えてやろう。

「無いのかよー」

　シンがふてくされる。

「この人と一緒に召喚された人は、彼の知り合いなんですか？」

「ええ、彼のセンパイとクラスメトらしいわ」

　先輩とクラスメイト、つまり今回召喚された勇者は二人以上って事か。

「なら、大丈夫ですね。話せる相手がいるなら大丈夫ですよ。ボクもユイちゃんや殿下が一緒だったから、ホームシックになったりせずにいられましたから」

　アオイ少年はシンの境遇を心配していたようだ。

　もっとも、当のシンはアオイ少年に興味がなくなったようで、ＶＩＰ席の近くを通るメイドさん達の艶あで姿すがたを目で追っていた。マイペースというか周りが見えていないというか、当事者意識が低い少年だ。

「ユイちゃんとも会うんですか？」

「この後、彼女のネイルサロンに行く予定だよ。アオイ君も来るかい？」

「はい！　ユイちゃんに開業のお祝いも言っていないし、久しぶりに会いたいです」

「ユイちゃんってのは女か？　可愛いのか？」

　シンの不ぶ躾しつけな問いにアオイ少年が鼻白んだ。

「そうですね。可愛い方だと思います」

「そうか！　あー、でも小学生じゃ可愛くてもしかたないか」

「ユイちゃんはあなたと同じくらいの年齢ですよ」

「よし！　行こうぜ！」

　シンがアオイ少年の手を引っ張って席を立つ。

　乱暴にされて痛がるアオイ少年からシンの手を剝はがし、リーングランデ嬢を促して店を出る事にした。

「あれ？　もう帰っちゃうんすか、若様？」

「また今度、ゆっくりお邪魔するよ」

　名残惜しそうなネルに詫わび、会計を済ませて店を出る。

　店長が顔パスで無料にしてくれると言ったが、特別扱いされるのは悪いので普通に支払った。

　それが不思議だったのか、シンが訝いぶかしげな顔でオレに詰問してきた。

「あんた、何者なんだ？」

「リーングランデ様の知り合い、かな？」

「はぐらかすな！　そんな事を聞いてるんじゃねぇよ！」

　シンが萎い縮しゆくしないように爵位や肩書きを口にしなかったのだが、それは彼の気に障ったようだ。

「その辺にしておきなさい。彼は『魔王殺し』。先代勇者ハヤトと一緒に魔王を討伐した剣豪よ」

「私はハヤト様を手伝っただけですよ」

　オレはすぐさま訂正したのだが、リーングランデ嬢は苦笑するだけで流してしまった。

「こんなひょろいヤツが？　魔王って弱いのか？」

「弱いわけないでしょ。ハヤトや私達が全滅寸前まで追い込まれたような相手よ。もし、ここに現れたら、シガ王国の王都でもあっという間に壊滅しちゃうくらい強いわ」

「──勝手に滅ぼさないでくれる？」

　割り込んできた声に振り返ると、リーングランデ嬢に勝るとも劣らない美人さんがいた。

「久しぶりね、ミーナ」

　リーングランデ嬢がシガ八剣の「銃聖」ヘルミーナ嬢に気さくに話しかける。

「全くよ。王都に来ていたなら、私の屋敷か聖騎士団の駐屯地に顔を出しなさいよ」

　今日のヘルミーナ嬢はいつもの鎧よろい姿ではなく、聖騎士の制服だ。女性用の制服はロングのスカートらしい。

「来て早々に、サトゥーに粉を掛けていたの？」

　ヘルミーナ嬢が後ろからオレを抱き寄せて、オレの肩越しにリーングランデ嬢を牽けん制せいする。

　趣味の良い香水の香りと、背中の柔らかな感触が素敵だ。

「あれ？　そっちの子達は？　サトゥーと同郷の子？」

　ヘルミーナ嬢がアオイ少年とシンを見た。

　アオイ少年はヘルミーナ嬢に如才なく挨あい拶さつし、シンはヘルミーナ嬢の美び貌ぼうに見み蕩とれている。

「ちょっと訳ありでね。詮せん索さくはしないで」

「そう？　まあいいわ。その代わり、今晩は付き合いなさい。ビスタールワインの良い奴やつが手に入ったのよ」

「いいわね。私もサガ帝国で買った銘酒を持って行くわ。料理はサトゥーに頼もうかしら？」

「構いませんよ。後でお届けします」

　美人の頼みなら、ケータリングくらい喜んでサービスしましょう。

「もちろん、あなたも来るのよ」

　ヘルミーナ嬢がオレを誘う。

　せっかくのお誘いだけど、旧友の再会祝いを邪魔したくない。ここは断腸の思いで断ろう。

「俺も！　俺も行きたいです！」

　シンが空気を読まずに声を上げた。

　ヘルミーナ嬢のシンを見る瞳ひとみが、無機物を見るそれへと変わる。

「リーン、これからどこに行くの？」

「ねいるさろん、だったかしら？」

　ヘルミーナ嬢はシンの発言をなかった事にするようだ。

　リーングランデ嬢が確認してきたので、ユイが店長を務めるアカサキ・ネイルサロンに行く予定だと告げる。

「あら、目的地は一緒だったのね」

「だったら、一緒に行きましょう」

　リーングランデ嬢とヘルミーナ嬢が楽しげに談笑しながら歩き出す。

　シンはなんとかして話題に交ざろうと奮闘していたが、二人から完全に無視されて最後には諦あきらめていた。

「いらっしゃい、サトゥーさん！」

　ネイルサロンに到着したら、ユイが出迎えてくれた。

「アオイじゃない！　元気してた？」

「久しぶり、ユイちゃん。ボクは元気だよ」

　ルモォーク王国で召喚された二人が久々の再会を祝う。

　そこにシンが不躾に割り込んだ。

「ユイユイ！　アイドルのユイユイじゃないか！」

「え？　誰だれ？」

　ユイが引いている。

「彼はシン。君達と同じように日本から召喚された少年だよ」

「ああ！　この子が！　もしかして、この子が八人目だったの?!」

　ユイが言う「八人目」というのはルモォーク王国で召喚された最後の人物で、召喚直後に魔族に攫さらわれてしまったという話だったはず。

「八人目、そうだ。俺が八人目だ」

　シンがユイに同調するような発言をした。

　彼はサガ帝国で勇者召喚に巻き込まれたのだから、彼がルモォーク王国で召喚された八人目であるはずがない。

「シン！」

　リーングランデ嬢が慌てた様子でシンを制止する。

「リク先輩やカイ先輩、それにメイコ達と違って、俺だけは勇者じゃなかった」

「勇者？　何の事？」

　ユイが困惑した顔でアオイ少年に尋ねている。

「ちょっと、リーン！　サガ帝国は七人もの勇者を召喚したって言うの？」

　ヘルミーナ嬢が驚いて問う。

「ええ、そうよ。悪いけど、サガ帝国から正式な使者が来るまで内密にしておいてくれない？」

「宮仕えの身としてはそういう訳にもいかないんだけど……まあ、いいわ。貸しにしておく。サトゥーもいいわね」

　シガ王国とサガ帝国の政争に巻き込まれるのはごめんなので、素直に首肯しておく。

「ユイ、シン君はルモォーク王国で召喚された八人目とは別の人間だよ」

「そうなんだ。ようやく行方が分かったのかと思ったけど、違ったんだね」

「そういえば、セーリュー市で日本人っぽい少年の目撃情報があったらしいよ」

　ユイにジョンがセーリュー揚げという名のコロッケを普及したエピソードを教えてやる。

「へー、一度会ってみたいな」

「王都の近くで目撃情報があったから、縁があったら会えるよ」

　ヒカルやナナ姉妹が王家直轄地に隣接するゼッツ伯爵領で会ったって言っていたし、王都の近くに来ていると思うんだよね。

「立ち話もなんだし、応接間に案内するよ」

　そう言うユイに案内されて、オレ達は応接間に向かう。ヘルミーナ嬢もついてこようとしたが、リーングランデ嬢に指摘されて予定通りネイルアートの施術ブースの方へ行かされていた。

「ふーん、巻き込まれ召喚かー」

「そ、そうなんだ、ユイユイ」

「さっきも言っていたけど、ユイユイって何？」

「何って、愛称じゃん。アイドルのユイユイだろ？」

「確かにアイドルだったけど、ユイユイなんて呼ばれた事ないよ？」

「え？　テレビでもそう呼ばれてたじゃん」

　ユイとシンの会話が嚙かみ合っていない。

「えっと、違う日本なんじゃない？　ユイちゃんは南日本連邦の出身でしょ？　シンさんの出身は？」

「南日本、連邦？　なんだそりゃ？　大阪か京都に首都があるのか？」

「首都は西東京だよ。あんたの出身は何ていうの？」

「に、日本だよ。南とか北とか付かない日本」

　どうやら、ユイはシンのいた日本でもアイドルとして存在しているようだ。

「ふーん、南北に分かれていない日本か。きっと平和なんだろうねー」

「平和？　戦争はないけど、クソみたいな場所だ。オヤジは最低のクソ野郎だし、借金残して消えちまった。母親は俺が小さい頃ころにオヤジに愛想尽かして男作って逃げた。俺みたいなガキを誰も引き取りたがらなくて、親しん戚せきをたらい回しにされて、どこに行っても俺は邪魔者だ」

　シンが聞いてもいない身の上話をしだした。

　喋しやべっている内に一人でヒートアップを始める。それに反比例するように、ユイの瞳が温度を失っていく。

「ふーん？　かわいそーって同情してほしいの？」

「──同情なんているか！」

　シンが激げき昂こうして立ち上がる。

　ユイに手を出そうとした彼を、素早く取り押さえる。

「放せ！」

　非力な中学生に振りほどけるほど、レベル三一二の筋力は低くない。

　びくともしない手に怯おびえたのか、オレを見上げた後、俯うつむいて力を抜いた。

　思春期にしても情緒不安定すぎる。彼には親身になってくれるカウンセラーの助けが必要かもね。

「落ち着いたかな？」

　オレの問いに、シンが口の中でモゴモゴと答える。

「ちょっと意地悪な言い方だったかな？」

　ユイがシンにそう言った後、「ごめんね」と謝った。

　シンはふてくされたのかそっぽを向いたままだ。

「あんたも」

「何？」

　シンの呟つぶやきにユイが反応する。

「あんたも働いているのか？　そいつみたいに」

「そいつってアオイの事？　もちろん、あたしも働いているわよ。だって、このお店の店長さんだもん」

　シンはネイルサロンに来る前のリーングランデ嬢達との会話を聞いていなかったのか、ユイの言葉に意表を突かれた顔になった。

「ダーリンは働かなくていいって言ってくれているけど、家でダーリンの帰りを待ってるだけなんて、あたしらしくないもの。それに、向こうの世界にいた頃もアイドルとして働いていたし、ここのネイルサロンの仕事は前からやってみたかったから、お客さんが増えて嬉うれしいわ」

　笑顔で語るユイから、シンは眩まぶしい物を見たように目を背けた。

「なんで……」

　シンが呟く。

「なんで、こんなクソみたいな状況を受け入れられるんだよ！　誘拐だぞ、誘拐！」

「あー、そういう受け取り方をしてるのかー。あたしやアオイの時は、狙ねらって召喚したんじゃなくて、ゲートが開いた場所にあたし達がいたって状況だから、ちょっと違うのかもだけど──」

　ユイがそう前置きしてから話を続ける。

「こっちは日本とは違うんだよ。あたし達の身を守ってくれる人権や法律なんてない」

　この世界の人を擁護させてもらうと、元の世界ほど人権意識はないが人命を貴ぶ意識はある。軽いけど。法律も地域によるが、ちゃんとある。小国や地方領主だと、恣し意い的てきに歪ゆがめられるくらいには緩いものの、それは元の世界でも国によるから一緒だろう。

「恨み辛つらみを忘れろとは言わないし、許してやれとも言わないけど──」

　ユイがそう前置きして話を続ける。

「感情のまま振る舞うより先に自分の立ち位置を固める方が先だと思うよ？」

「女のくせに説教くさいんだよ！」

　シンが激昂して立ち上がり、応接間の外に飛び出していった。

　サガ帝国の諜ちよう報ほう機関の人達が陰から見守っているから大丈夫だと思うけど、一応、シンに付けたマーカーを強調表示にしておこう。

「ごめん、ちょっと言い過ぎちゃった」

「そんな事ないわ。同じ立場から諭してくれてありがとう」

　謝るユイにリーングランデ嬢が答える。

「あの、サトゥーさん。追わなくていいんですか？　あの人、土地勘とかないですよね？」

　人の好いいアオイ少年がシンを心配する。

「そうだね。迷子になる前に追いかけるとするよ」

　大丈夫だと思うけど、あまり放置したら拗すねそうだ。

　ほぼ同郷の年長者として、思春期の少年を保護しに行くとしよう。

　オレはアオイ少年とユイに「今日はありがとう」と声を掛け、リーングランデ嬢と一緒にシンを追った。





◆






「まったく、どうしてあの子はあんなに短絡的なのかしら」

「確かに感情的だと思いますけど、あの年頃の少年なら普通だと思いますよ」

　急な環境の変化もあるだろうけど、先輩やクラスメイトが勇者としての力を与えられたのに、自分だけ味み噌そっかす扱いされたら、少しくらいいじけたって普通だ。

「でも、さっきの子達の方がしっかりしていたわよ？」

「あの子達は特別ですよ」

　比較対象がなかったから気付かなかったけど、アオイ少年もユイも自分というものをしっかり持っている。あの年齢にしては珍しいね。

「そうかしら？」

　リーングランデ嬢が小さく首を傾かしげる。

　彼女も優秀だし、彼女の周囲にはエリートがいっぱいだったはずだから、ごくごく普通の少年というものが分からないようだ。

「私もあのくらいの歳としの頃は色々不安定でしたよ」

「あのくらいの年齢って、サトゥーと二歳くらいしか離れていないでしょ？」

　そうだった。今のオレの身体からだは一六歳だったっけ。

「旅に出てから変わったんですよ」

　そういう事にしておこう。

　そんな事を話しながら歩いていると、路地裏で地元のチンピラに絡まれるシンがいた。

「いい服着ているじゃないか」

「坊ちゃん、金恵んでくれよ」

　この辺りは聖騎士団の駐屯地も近いし治安のいい場所なんだけど、路地裏にはこういった輩やからがいる事もあるようだ。

「お、俺は金なんて──」

「なら、この服でいいぜ。脱げよ」

「子供相手に止やめなさい」

　シンのストリップが始まる前に、リーングランデ嬢が後ろから声を掛けた。

「おー、すげー別べつ嬪ぴんさんだ」

「こいつの代わりにあんたが相手してくれるのか」

「いいわよ」

　リーングランデ嬢がにっこりと笑うと、男達がやに下がった顔で彼女の方に歩み寄る。

　男達がシンから手を離した瞬間、リーングランデ嬢が目にも留まらぬ速さで男達の股こ間かんを蹴けり上げた。

　──痛そう。

　悶もん絶ぜつする男達をスルーして、シンを連れてその場を離れる。

「怪け我がはない？」

「……ない」

　立ち話もなんなので、近くの喫茶店に二人を誘う。

　ここもエチゴヤ商会系の喫茶店だ。メイド喫茶ではなく、ドーナツやスイーツを楽しむ女性向けの店舗らしい。店員さんがイケメンばかりなので、執事喫茶をイメージしているのかもね。

「……ダセェやつだと思ってるんだろ？」

　シンが昏くらい目でオレに言う。

　さっきの事かな？

「チンピラ二人に絡まれただけで、びびっちまう」

「大柄で強こわ面もてなチンピラに絡まれたら、怯えて普通じゃないか？」

　オレが中学生の頃だったら、あんな暴力的な成人男性二人に絡まれたら、怖くて萎い縮しゆくしてしまったに違いない。

「強くなればいいじゃない」

　リーングランデ嬢が言う。

「訓練して強くなれば、チンピラの一〇人や二〇人なんて片手で蹴け散ちらせるわよ？」

「く、訓練って、リク先輩達がやってた？」

　シンが怯えた声を出す。

「ええ」

「無理！　あんな訓練やったら死ぬって！」

　シンが青い顔で叫ぶ。

　新勇者達がどんな訓練をしていたのか知らないが、シンの様子を見る限り、尋常じゃないくらい激しいものだったんじゃないかと思う。

「心配しなくても、勇者用の訓練を一般人にさせたりしないわよ。ずっと素振りをしたり、一日中走ったりするくらいよ」

「無理だって！　運動部じゃないんだぞ！」

　運動不足な人間にいきなりやらせるのは無茶だろう。

「だったら、魔法使いを目指してみたらいいんじゃないかな？」

「それだ！　メラメラとかファイエルとか火魔法がいい！」

　オレの助言にシンがゲーム知識らしい魔法名を挙げて食い付く。

「なら、まずはこっちの文字を覚えないとね。勇者の国の言葉に翻訳された魔法書なんかはないから」

「え、勉強？」

「そうよ？　文字を覚えないと魔法書が読めないでしょ？　二、三年もあれば初級の火魔法くらいは使えるようになるわよ」

「いや、俺、勉強はちょっと……」

　シンは勉強が苦手らしい。

「先に目標を立てたらどうかな？　目標が定まっていたら、努力の方向性も定まると思うよ？」

　老婆心から、ちょっと助言してみた。

「目標？」

「将来、どんな自分になりたいか、かな？」

「そんなの分かんねーよ」

　シンがふてくされる。

「学校でも進路をうだうだ聞かれて、異世界でまで進路かよ……」

　進路希望や将来の目標を問われて頭を悩ます年とし頃ごろだし、この拒否反応も分からなくはない。

「そんなに難しく考えなくていいよ。もっとアバウトに、こんな風になりたいくらいで」

　魔法系か物理系か生産系か、くらいのアバウトさで十分だ。

「なんかでっかい事がしたい！」

　おっと予想以上にアバウトな答えが返ってきた。

「例えば？」

「それは……」

　具体的なビジョンはないらしい。

　まあ、これは中高年でも「何者かになりたい」という欲求はあるみたいだし、そんなに変な望みでもないだろう。

「じゃあ、でっかい事をして、それで？」

「金持ちになりたい！　あと女にモテたい！」

　それは願望だと言いたいけど、目標としてはよくあると思う。

「なら、金を稼いだり、女性にモテたりするような大きな事を目標にすればいいよ」

「俺をバカにしているのか？」

「バカになんてしていないよ」

　比較的メジャーな願望だと思う。

「それを長期目標として、それを実現する為ための中期目標と短期目標を立てよう」

　会社でよくやるヤツだ。

「中期？　短期？」

「三年後の目標と、一ヶ月後の目標、みたいな感じかな？」

　本当はもう少し長いスパンで考えるんだけど、彼は性急なタイプに感じたからちょっと短めにした。

「長期目標を叶かなえる為に、何をすればいいと思う？」

「そんなの、分かんねぇよ」

　彼は自省したり、深く考えたりするのが苦手なようだ。

　これまでの人生で、学習機会が少なかったのかもしれない。

「簡単じゃない」

　リーングランデ嬢の言葉に、シンがすがるような視線を向ける。

「強くなればいいのよ。強くなれば魔物狩りや迷宮探索でいくらでも稼げるし、女性にもモテモテよ」

「俺、勇者じゃないし」

「サトゥーだって勇者じゃないわよ」

　すみません、実は勇者です。

「彼は勇者じゃないけど、お金持ちだし、女性にもモテモテよ？」

　リーングランデ嬢がシンに見せつけるように、オレの腕を抱いて自分の胸に押しつけた。今日は鎧よろいを着ていないので、ダイレクトに幸せな感触が伝わってくる。セーラよりも二回りほど大きい。

「そういえば、顔がイケメンって訳でもないのに、どこに行ってもモテてた。イケメンじゃないのに！」

　事実だけど、イケメンじゃないって殊更に強調するのは止めてほしい。

「でしょ？　それにお金持ちよ。身一つで成り上がって、今では王都にお屋敷まで持っているわ」

「すげー！　その歳で持ち家があるのか！　そういえば最初に会った時、すっごい美人のメイドを連れてた！」

　ルルの事を思い出したのか、シンが興奮した声を上げる。

「強くなったら、俺にも……」

「そういう事よ。頑張りなさい」

　どうやら、その気になったようだ。
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「まったくもう、文句ばっかりなんだから！」

　シンを案内した夜、オレは約束通りケータリングサービスをしにヘルミーナ嬢の邸宅を訪れていた。護衛役としてリザも一緒だ。初めはアリサとミーアがついてくると主張していたのだが、夜中に幼女を連れ回すのは外聞が悪いので、お目付役はリザになった。

「リーンは若い子に期待しすぎ。貴族子弟も半分くらいはあんな感じよ？」

　荒ぶるリーングランデ嬢と対照的に、ヘルミーナ嬢はゆったりと落ち着いた感じだ。

　オレが来る前から酒盛りを始めていたらしく、すでにほんのりと顔に朱が差している。瞳ひとみもとろんとしていて、少しラフな部屋着も相まって色っぽい。少し胸元が無防備すぎると思う。

　オレは胸元に視線がいかないように注意しながら、勧められたソファーに腰を落ち着ける。

「リザも座りなさい。サトゥーに護衛は要らないわ」

「いえ、そういう訳には──」

「いいから座りなさいってば」

　ヘルミーナ嬢がリザを座らせ、酒杯を渡した。

　リザが視線で問いかけてきたので、飲酒を許可する。リザもたまには羽目を外さないとね。

「そういえばリーン。あなたの愛いとしの妹君は大丈夫なの？　シャロリック元殿下に加担した容疑で城で尋問されてるって聞いたわよ」

「セーラなら大丈夫よ。お祖じ父い様が一緒だし、シャロリックのバカに唆されるような子じゃないのは陛下も知っているわ」

　セーラはテニオン神からの神託でシャロリック第三王子の下に身を寄せていたのだが、その第三王子が王国に対して反乱を起こした為に、叛はん意いを疑われて王城に軟禁されている。

　ヒカルから国王に冤えん罪ざいを説明してもらったし、聖せい骸がい巨神の暴走を止められたのはセーラのお陰だと、勇者ナナシオレからも伝えてあるから近日中に釈放される予定だ。

「それに、セーラが軟禁されている本当の理由は、潜伏しているバカ王子の支持者からセーラを守る為よ」

　なるほど、道理で拘束期間が長いと思った。

「良かったわね、サトゥー」

　なぜか、ヘルミーナ嬢がオレに話を振ってきた。

「ミーナ、どうしてサトゥーに言うのよ？」

「聖騎士団の駐屯地にまで連れてくるくらいだもの、サトゥーの本命に違いないって聖騎士達が賭かけをしていたわよ。今のところ、本命レースはカリナ嬢が一番人気で、セーラ嬢、ゼナ嬢、ナナの順番ね。意外とアリサやミサナリーア様に賭けているのも多いわ」

　ヘルミーナ嬢が「私は『あの中に本命はいない』に賭けているの」と続けた。

　正解です──とは言えないので、オレは曖あい昧まいな笑みで誤魔化した。

「リザは誰だれだと思う？」

「ご主人様の秘密を暴露するような不忠な行いはいたしません」

　勧められた肉料理を摘つまんでいたリザが、静かな口調できっぱりと拒否した。

「リザも似合いそうだけど、どうなの？」

「私にそのような願望はありません。戦場でご主人様のお役に立てれば十分です」

　リザが凜りんとした顔で言うが、視線の向きがおかしい。

「我が槍やりはご主人様の為。我が武勇の全すべてを懸けてご主人様に尽くす所存です」

　リザが真剣な顔で宣言する──観葉植物に向けて。

　どうやら、リザは既に酔っ払っているらしい。

「ちょっと悪いた戯ずらが過ぎたかしら？」

　ヘルミーナ嬢が酒瓶を振りながら舌を出す。

　どうやら、リザのカップにお酒を足したらしい。

「リザはあまりお酒に慣れていませんから」

　うとうとし始めたリザに水を飲ませ、オレに凭もたれさせる。

　魔法薬で彼女の酔いを醒さましてもいいけど、たまには酩めい酊てい気分を味わうのもおつなものだ。

　オレの腕に身を預けて甘えるリザの髪を撫なでながら、ヘルミーナ嬢が話すリーングランデ嬢の昔話に耳を傾ける。

　仲の良い二人の話を聞いていると、オレまで同じ時代を生きたような不思議な気持ちになる。

　そんな風に微笑ほほえましく聞けたのは最初の内だけで、途中から異性に聞かせるのが憚はばかられるような赤裸々な身内トークが始まったので、オレは夜二刻の鐘の音を合図に引き上げさせてもらった。

　二人の名誉の為にも、若い日の過ちは聞かなかった事にしよう。
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「イチロー兄ぃ！　助けて！」

　眠ってしまったリザを背負って戻ると、慌てた様子でヒカルが屋敷に飛び込んできた。

「どうした、ヒカル」

「ジョン君が死にそうなの」

　セーラか聖骸巨神に何かあったのかな？　と思ったら予想外の答えが返ってきた。

　ジョンというのはヒカルやナナ姉妹の知り合いで、セーリュー市の魔法兵ゼナさんの友人であるリリオの元彼氏で、ルモォーク王国で召喚された三人目の日本人という噂うわさのある少年だ。

「分かった。何とかしよう」

　治療行為になりそうなので、眠っていたミーアを起こして同行してもらおう。

　オレはミーアと共にヒカルの屋敷──ミツクニ公爵邸に向かった。

「サトゥーさん！」

「「「マスター！」」」

　ミツクニ公爵邸にはセーラとナナ姉妹がいた。

　セーラは王城で軟禁中だったはずだから、ヒカルが無理を言って連れ出したに違いない。

「患者の容態は？」

　廊下を移動しながら尋ねる。

「ジョンは急に苦しみだしたのだと告げます」

「目覚めた時は普通だったのに、義手を──」

　姉妹達が口々にバラバラの情報をしゃべり出す。

「あなた達は黙りなさい。巫み女こセーラ、マスターに説明を」

「呪じゆ詛そ払いや治癒系の魔法で癒いやしましたけど、すぐに症状が再発してしまって、どんどん衰弱していくんです」

　アディーンに促され、セーラがジョンの容態を教えてくれる。

「むぅ」

　患者の部屋に入るなり、ミーアが顔を顰しかめた。

　広い部屋には大きなベッドがあり、黒髪の少年──ジョンが寝かされている。

「瘴しよう気き」

　言われて瘴気視で確認したら、ジョンの左手を濃い瘴気が覆っている。

　ＡＲ表示によって、彼の名前がジョンではなくジョンスミスだと分かったが、そんな事よりも、もっと気になる事があった。

「義手か──聖骸動甲かつ冑ちゆう？」

　聖骸左腕という固有名を持つ聖骸動甲冑のパーツだとＡＲ表示されている。

　ならば、彼の状態は──。

「聖骸巨神の心臓部と同じ？」

「はい、おそらくは」

　セーラも同意見らしい。

　聖骸巨神の心臓部には「竜りゆう焰えん玉ぎよくの欠片かけら」という名の虹にじ色いろをした炎があり、その周囲を魔神残ざん滓しと同質の漆黒の穢けがれが覆っていた。それが暴走状態になると、穢れが解けて持ち主を苛さいなむようだ。

「義手を外すのはダメなのか？」

「もう肉体と融合して一体化しているみたいなの」

　ヒカルが辛つらそうな顔で首を横に振る。

「そうか……」

　そんな単純な方法は既に検討済みだったようだ。

「イチ──サトゥー」

「大丈夫、なんとかなるよ」

　心配そうなヒカルに頷うなずいてやる。

　今回は幽体離脱した時のようなイマジナリーな環境じゃないけど、やる事は同じだ。

　オレはいつもの聖碑回路付きの魔法陣手袋を両手に塡はめて作業を始めた。

　まずは聖骸左腕のメンテナンスハッチを全て開いてから、術理魔法の「透視スルーアイ」で聖骸左腕を透かし見て、件くだんの「竜焰玉の欠片」が収められた魔力炉を調べる。

　凄すさまじく精密な回路だった。

　ゴム仕掛けの玩おも具ちやを弄ろうとしたら、超精密な機械式の腕時計だったような、そんな気分だ。

　エルフの里で見た魔法装置と遜そん色しよくない。むしろ、エルフ達のオーバーテクノロジーを使わない分、より複雑になっている。

「ここか──」

　見つけた。

　ごま粒よりも、もっと小さい「竜焰玉の欠片」を収めた心臓部。繊維のように細い穢れを物質化した素材で覆ってあり、それが不安定に歪ゆがんでいる。

　オレは精密操作に向いた魔術的な念力サイコキネシスである「理力の糸マジツク・ストリング」を使って、穢れを整形しようとしたが、残念ながら干渉する事ができなかった。

「ぐうぅうううう」

　ジョンスミスが苦しみだした。

　さっきよりも穢れの歪みが大きくなっている。時間がない。

　オレは決断する。

　聖骸巨神の心臓部を修繕した時に得た、穢れの結晶をストレージから取り出し、指先で捏こねて髪の毛よりも細い針状に加工して、それをピンセット代わりに使う。

　──行ける。

　理力の糸では干渉できなかった穢れも、同質の結晶を加工した針ならアクセス可能なようだ。

　オレは米粒に細密画を刻むような繊細さで、穢れを調整していく。

　溢あふれた穢れがオレの指先を侵食して死ぬほど痛いが、無表情ポーカーフエイススキル先生の助けを借りてなんとか顔に出さずに耐えた。

　ここで痛みを露あらわにしたら、無意味にヒカルやセーラを不安にさせるだけだからね。

　流れ出ようとする脂汗さえも押さえ込み、涼やかな顔で作業を進める。

「──術式完了」

　少しおどけた声で、作業完了を報告する。

　痛みのせいで少しハイになっていたようだ。

　指先に侵食していた穢れは、前回のように爪つめの先に集まって結晶化したので、針と一緒にストレージ送りにする。

「大丈夫？」

　ミーアが心配そうにオレを覗のぞき込む。

　そんなミーアの頭を撫で、「もちろんだよ」と返事をした。

　彼女にはオレのやせ我慢がバレていたようだ。

「ありがとう、サトゥー」

「しばらくは衰弱状態だと思うけど、栄養剤を飲んで寝ていれば回復するよ」

　オレはそう言って、要よう塞さい都市アーカティアで量産した勇者屋印の栄養剤をテーブルの上に並べる。

「「「マスター、感謝だと告げます」」」

　ナナ姉妹達がオレに礼を言う。

　彼女達にとってジョンスミスは戦友のような存在らしい。

「そうだ。ヒカル、これを」

「スマホ？」

「前に闇やみオークションで手に入れた品だ。彼がロックを解除できるようなら返却しておいてくれ」

　せっかく落札した品だけど、オレにはロック解除ができなかった品だ。

　状況的に考えて彼の所有物の可能性が高いし、ヒカルやナナ姉妹の様子を見る限り、性根の悪い少年ではないようなので返却する事にした。

「彼がスマホの所持者なら、こっちも一緒に渡してくれ」

「うん、分かった」

　オレは自家製の雷かみなり石いし充電器とウェストポーチ型の小容量「魔法の鞄マジツク・バツグ」を一緒に渡す。

　魔法の鞄の中には、開示できる範囲で神々の禁忌に関する注意書きを入れておいた。これで迂闊な行動は自重してくれると思う。

　それともう一つ伝言を──。

「そうだ。ジョンスミスの元カノが迷宮都市にいるから、彼が元気になったら会いに行くように伝えてくれないか？」

「うん、分かった」

　オレはそう言って、リリオ達が暮らす宿舎の地図をヒカルに手渡した。

「夜も遅いし、オレはもう帰るよ。セーラさんは──」

　滞在先まで送ろうと思ってセーラに声を掛けたのだが、途中でヒカルと一緒じゃないと戻れない事実に気付いて言葉を止めた。

「私は朝まで患者の様子を見ます」

　責任感の強いセーラを残し、オレとミーアは部屋を出る。

　マップで確認したら、滞在しているはずのバンやムクロを始めとした転生者達は誰もいなかった。

　ムクロが迷宮の外をうろうろしているのが神々に見つかったら「神の使徒」がやってきてうっとうしいのだと言っていたし、用事を終えて迷宮に帰ったのだろう。

「まあ、また会えるか──」

　事件後すぐに寄った時にお礼は言ったんだけど、もう少し色々話したかったから、ちょっと残念だ。また暇ができたら、彼らが隠いん棲せいするセリビーラの迷宮下層にお邪魔しよう。
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「「「お帰りなさいませ、クロ様！」」」

　ジョンスミスを治療した翌日、オレはクロの姿でエチゴヤ商会に来ていた。

　上機嫌で挨あい拶さつしてくる幹部娘達にクールに返礼し、支配人や秘書のティファリーザから報告を受ける。

「先日の反乱騒ぎの件ですが──」

　支配人が反乱の規模を見誤り、オレへの連絡が遅れた事を詫わびた後、クーデター首謀者達の処遇について教えてくれた。

　クーデターを企てたシャロリック第三王子の処遇を巡って揉もめに揉めたらしいが、最終的に毒杯による自裁ではなく、公開処刑する事になったらしい。他ほかの首謀者達も同様だ。

　処刑リストの中にソーケルの名前がなかった所を見ると、クーデターの最中に死亡したようだ。マップ検索でも引っかからないしね。

「やはり、事件の黒幕は第三王子だったのか？」

「はい、反乱を主導していたのはシャロリック殿下で間違いないようです」

　支配人が少し奥歯に物が挟まったような物言いになる。

「そう誘導した者がいる、と？」

「証拠はございませんが、僻へき地ちの修道院に蟄ちつ居きよさせられていた第三王子が企たくらんだにしては、反乱までの流れが速すぎます。絵図を描いた第三者がいたと考える方が自然でしょう」

「魔王信奉集団や第三王子派閥の人間か？」

　魔族が企てたとは思えないし。

「あるいは外国の勢力という見方も──」

「外国の勢力？」

「鼬イタチ帝国です」

　おっと、意外な名前が出てきたぞ。

「遠方の国がシガ王国で反乱を起こさせた？　狙ねらいはなんだ？」

　オレの質問に秘書のティファリーザが答える。

「おそらく狙いは東方小国群か東南諸国への侵攻を、シガ王国に邪魔されないように混乱を狙ったのではないかとエチゴヤ商会の戦略部が分析していました」

　──ティファリーザ？

　戦略部なんてあったっけ？

　ストレージの資料を検索したら、結構前に支配人に貰もらった資料の中にあった。当時は非常勤の人材が一人だけだったのに、今ではけっこうな人数に増えているらしい。

「反乱事件の直前に、スァーベ商会の会頭ホミムードーリが船でタルトゥミナを出航した記録もありますし、ドリス王女に贈られた翡ひ翠すい鳥の籠かごに赤縄の魔物を仕込んだ犯人も、スァーベ商会であると報告があったそうです」

　翡翠の一件にも絡んでいた訳か。

　つまり──。

「鼬帝国は第三王子の反乱が成功するとは考えていなかった？」

「もしくは、反乱が成功しようと失敗しようと、どちらでも良かったという事でしょう」

　なるほど、それで戦略部はさっきのような分析をしたわけか。納得。

「スァーベ商会はもぬけの殻か？」

「いいえ、番頭一名と従業員達は残っていたようです」

　番頭達はシガ王国の顔を立てる為ための生いけ贄にえにされたらしい。

　スァーベ商会は取り潰つぶしとなり、商会の建物や人員は王国政府によって徹底的に調査されたそうだ。

　クーデターの件が一通り終わった所で、次の報告に移る。

「クロ様、ピピンから報告書が届いています」

「ピピンから？」

　ピピンはパリオン神国で騒動を起こした賢者ソリジェーロの弟子セレナとともに、賢者が生前に大陸各地に派遣した他の弟子達の足跡を追っている。

　ざっと目を通すと、セーリュー市に派遣された賢者の弟子パサ・イスコに関する報告書だった。

「不穏な気配はなし、か」

　セーリュー市の弟子は研究馬ば鹿かタイプらしく、何時間も専門的な話を聞かされて辟へき易えきしたとピピンが恨み言を書いている。大陸西方のピアロォーク王国で「まつろわぬもの」を復活させた賢者の弟子バザンのような困ったヤツはそうそういないようだ。

「王都の復興に必要な資材をクロ様が運んでくださったお陰で、思ったよりも早く移民が始められそうです」

　エチゴヤ商会の支部で建材を備蓄させていたから、今回は調達もスムーズだったしね。

　第三王子のクーデターや聖せい骸がい巨神の暴走で被害を受けた王都だったが、被害報告を読む限り、年末の赤縄事件の時よりも被害が少なくて済んだようだ。

「ムーノ伯爵との打ち合わせは？」

「そちらも済んでおります」

　ムーノ伯爵とニナ・ロットル執政官は先に小型飛空艇で伯爵領に戻って受け入れ準備の最終確認を行い、カリナ嬢が主家を代表して移民船団に同行する。船団と言っても、移民に使う大型飛空艇は二隻だけだ。

「オーユゴック公爵領に寄港するのか？」

「はい、公爵領に寄港するのは水の補給です。フジサン山脈を迂う回かいすると、どうしても日数が嵩かさんでしまうので、水の補給が不可欠なんです」

「貨物室に移民を大量に乗せる為に高度を取れず、フジサン山脈を越える事ができないそうです」

　人数が多いと必要な水の量も増えるからね。

　それで大型飛空艇が二隻に増えたのか。

「公爵達も乗るのか？」

「はい、貴賓室が空いていますし、断ると彼らの帰領が優先されて、移民が先延ばしになってしまいますので」

　異世界だとリモートワークもできないだろうし、公爵領の政務を考えたら向こうが優先になってしまうのも分かる。

「分かった。他に確認しておく事はあるか」

「はい、こちらを──」

　オレは移民の最終確認を行い、続けてエチゴヤ商会の通常業務に関するあれこれを片付けて、最後にアオイ少年や博士達の研究所にお邪魔して気晴らしをした。

「なぜ、ここに聖骸従者の残ざん骸がいがある？」

「王立研究所から融通していただきました」

　オレの質問にアオイ少年が答える。

「王立研究所が、か？」

　研究資料を独り占めしそうなイメージがあったんだけど？

「はい、クロ様から公開を許された研究資料の提供を条件に入手しました」

「ワシもついていったが、アオイの交渉はえげつないぞ。尻しりの毛まで抜きそうなくらい──」

「──博士」

　アオイ少年が貼り付けた笑顔で、口を滑らせた博士の肩を叩たたく。

「まあ、そういう訳じゃ。交渉事はアオイに任せれば万事解決という事じゃな」

　博士が誤魔化すようにそう言ってアオイ少年を持ち上げた。

　実際、公開予定の研究資料を提供しただけだから、エチゴヤ商会に損はない。

「よくやった、アオイ。他に必要な素材があったら──」

　リストアップしておけと続ける前に、博士達が餌えさを前にした鯉こいのように一斉に集まってきて、口々に素材をリクエストしだした。

　蒼そう貨かやエリクサーのような扱いが難しい品物は却下したが、だいたいの素材や機材はストレージにストックがあったので、後でアオイ少年やティファリーザ経由で提供しようと思う。

　いきなり渡さなかったのは、博士達の後ろでアオイ少年がジェスチャーで止めていたからだ。

　後で理由を聞いたら、リクエストされてすぐに渡すと要求がエスカレートするからとの事だった。

　いやはや、アオイ少年はしっかりしているね。
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「お久しぶりです、ゼナさん」

　七日ぶりに王都邸を訪れたゼナさんは、なんだか暗い雰囲気だった。

「どうかされたんですか？」

「サトゥーさん、私──」

　うつむき加減のゼナさんが途中で言葉を詰まらせた。

「──セーリュー伯爵領への帰還命令が出たんです」

「ずいぶん、急ですね」

　第三王子のクーデター騒ぎまでは、セーリュー伯爵の命令でオレの護衛任務に就いてくれていたのに、わずか七日で急な方向転換だ。

「実はこの間の騒ぎで──」

　ゼナさんによると、クーデター騒ぎの時に活躍しすぎたらしく、セーリュー伯爵が「領内最強のキゴーリ卿きようと肩を並べうる人材をいつまでも遊ばせておくわけにはいかぬ」と言い出したそうだ。

　セーリュー市に戻ったら、今回の活躍の報奨として名誉士爵に叙せられるらしい。

「ゼナさんって、前から士爵様じゃありませんでしたか？」

「違うわよ、ルル。ゼナたんは士爵家令嬢だから、本人に爵位はないの。たぶん、ゼナたんの急成長を知ったセーリュー伯爵が、ゼナたんをご主人様へのハニトラ要員にするのを勿もつ体たいなく感じて、領内に囲い込む方針に変えたんじゃないかしら」

　後ろで聞いていたアリサとルルが、そんな会話をしている。

　アリサの予想はわりと正せい鵠こくを射ている気がするが、迂う闊かつに同意する訳にもいかないので、鈍感系ラブコメ主人公のように聞こえなかったふりをする。

「それでいつごろ帰省されるんですか？」

「今日の午後に出発なんです」

「ずいぶん、急ですね」

「はい、伯爵様とご一緒に小型飛空艇で戻る事になってしまって……」

　ゼナさんが栄達する人間とは思えないような暗い顔で言う。

「私達も移民船団に同行してムーノ伯爵領へ戻るんですよ」

「そうだったんですね。皆みんな、バラバラに──」

「だから、移民事業が一段落したら、セーリュー市に遊びに行きますね」

　鬱うつ発言をしようとしたゼナさんの言葉を遮って、言うべき事を伝える。

「本当ですか?!」

「はい。元々、迷宮都市での修行が終わったら、セーリュー市を再訪する予定でしたから」

　ポチとタマを門前宿のユニちゃんに会わせてやりたいし、リザも昔むかし馴な染じみに会いたいだろう。

　ナナや姉妹を連れて、「揺り篭クレイドル」跡地に花を供えに行ってもいいかもね。

「私、待ってます！　ずっと待ってますから！」

　ようやくゼナさんが笑顔になった。

　いつものお日様のような笑顔には遠いが、やっぱりゼナさんは笑顔が一番だと思う。

　オレ達は空港までゼナさんを送り、小型飛空艇の小さな窓からいつまでも手を振るゼナさんが見えなくなるまで、大きく手を振って見送った。

「サトゥー！」

　空港に戻ると旅支度をしたリーングランデ嬢がいた。シンも一緒だ。

「リーングランデ様、もうサガ帝国にお帰りになるのですか？」

「違うわよ。国王陛下からようやくセリビーラの迷宮の使用許可が下りたから、先行調査に行くのよ」

「使用許可、ですか？」

「ええ、今回は勇者の人数が多いから、育成する場所が足りないのよ」

　まあ、七人も勇者がいたらサガ帝国にある迷宮だけじゃキャパ・オーバーになるのも仕方ない。

　──とはいえ、セリビーラの迷宮は仲間達のレベル上げで、上層や中層の奥地はほとんど狩り尽くしてしまったので、魔物資源が復活しているかは微妙な感じだ。

「昔馴染みにも会いたいし、シンの訓練に使えそうな場所がないかも探してみるわ」

「彼に迷宮は早いのでは？」

「大丈夫よ、いきなり迷宮に行かせたりしないわ」

　今でこそ慣れたけど、セーリュー市の迷宮で魔物に初めて遭遇した時は怖かったからね。

「セーラさんとは会えたんですか？」

「ええ、王城で少しだけね。でも、セーラとはもっとゆっくり話したいから、セリビーラでの仕事が終わったら、迷宮遺跡の調査がてら公都に行くわ。サトゥーも遊びに来なさい。公都の名所を案内してあげる」

「それは楽しみですね。移民船団の予定が合えば、ぜひ」

[image: ]

　リーングランデ嬢の社交辞令に、オレも社交辞令を返す。飲み会に誘われた時の「行けたら行く」というヤツだ。

　まあ、リーングランデ嬢が本当に案内してくれるなら、喜んで名所巡りに同行するけどね。
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　ゼナさんとリーングランデ嬢を見送った数日後、ようやく移民船団の出発日となった。

　昨日は王城前の広場で、シャロリック第三王子を始めとした反乱の首謀者達の公開処刑があったのだが、そんな悪趣味な催しには参加していない。

「子爵様、お客様です」

　カリナ嬢と一緒に移民用の大型飛空艇の艦長と打ち合わせをしていたら、カリナ嬢のメイドである新人ちゃんが呼びに来た。

　彼女が指し示す方を見ると、軟禁状態からようやく解放されたテニオン神殿の巫み女こセーラがいた。後ろにはオーユゴック公爵を始めとした公都の貴族達もいる。

　今回はナナの姉妹達は同行しない。ヒカルの手伝いで王都でお留守番だ。

「セーラさん、今日はよろしくお願いします」

「はい、サトゥーさんと一緒に旅ができるなんて楽しみです」

　ヒカルの屋敷で会った後も、何度か用事で王城に行ったついでに彼女が滞在する迎賓館に寄っていたので、久しぶりという感じはしない。

「サトゥー殿、公都に寄港したおりには、是非我が家に」

「待て待て、サトゥー殿は我が家の厨ちゆう房ぼうこそ相応ふさわしい」

　食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵がオレの前に現れた。

「お二人とも、喧けん嘩かをする方の家にサトゥーさんは行きませんよ」

「おおう！　それはまずい！」

「うむうむ、ここは間をとって公爵城の厨房か？」

「やむを得ませんな」

　オレが厨房で料理する事は決定事項らしい。

　まあ、王都では盛大なお祝いをしてもらったし、手料理を振る舞うくらい吝やぶさかではないけどね。

「あれ？　トルマ殿は？」

「小お父じ様なら『久々の王都をもう少し堪たん能のうしてくるよ』と言ってどこかに行ってしまいました」

　顔が見えなかったのでセーラに確認したら、そんな答えが返ってきた。

　自由人なトルマらしい。

「巫女セーラ！」

　挑戦的な響きの声に振り返ると、そこには車くるま椅い子すに座ったパリオン神殿の巫女ラビニアがいた。

「こんにちは、ラビニア様。復調されたようで何よりです」

「パリオン神様が勇者ナナシを病床に伏せる私の下に遣わしてくださったのですわ」

　巫女セーラの視線が一瞬だけオレの方を向く。

　聖骸巨神を動かす為ためのパーツとして第三王子に使い捨てにされた巫女ラビニアは、本人の弁通りオレが深夜にこっそりと訪問して手持ちの魔法薬で治療した。

　彼女は治療のエキスパート揃ぞろいの神殿関係者なので、初めは放置するつもりだったんだけど、ちょっとした懸念があって治療に行ったのだ。

　幸いな事に、巫女ラビニアは重度の衰弱状態だったものの、オレが懸念した魔神残ざん滓しと同質の穢けがれに侵されてはいなかったので、オレの杞き憂ゆうだったんだけどさ。

「さすがは勇者様ですね。今日はそれを自慢しに来られたのですか？」

　セーラがちょっと意地悪だ。

　いつの間にかセーラに握られたオレの手が締め付けられているところを見ると、ちょっとした嫉しつ妬と心を抱いているのかもしれない。

「いいえ、本日は巫女セーラに、以前の無礼な発言のお詫わびに参りました」

　巫女ラビニアは従者に支えられて車椅子から立ち上がり、倒れそうになりながらも深々と頭を下げてセーラに詫びの言葉を述べた後、おずおずと質問の言葉を続けた。

「セーラ様、あなたは荒ぶる巨人の心を鎮められたのですね？」

「私一人の力ではありません。大切な人と共にあったからなしえたのです」

　セーラが握った手の指を愛いとおしげに絡める。

「……本当にあの試練を乗り越えられたのですね」

　巫女ラビニアが感嘆の声で呟つぶやいた。

「私では到底敵かないません。いえ、競う事自体が間違っていたのかもしれません」

　悟りを開いたような巫女ラビニアは、以前のとげとげしい感じが抜け落ちて、巫女らしい落ち着きが備わったような気がする。

「巫女セーラ、あなたこそ真の聖女です」

　そう言われたセーラは少し戸惑った顔をした後──。

「いいえ、私はまだまだ未熟です。聖女とはユ・テニオン巫女長様のような方を言うのだと思います」

　二人の巫女が穏やかな顔で微笑ほほえみ合う。

　仲良き事は美しき哉かなってやつだね。

「ちょっぷ」

　いつの間にか現れたミーアが、セーラと繫つないだ手を手刀で分離し、自分がその手を握る。

　ほっぺを膨らませ、「浮気禁止」と拗すねた顔で告げた。

「サトゥー、そろそろ乗船してほしいそうですわ」

　カリナ嬢が声を掛けてくれたので、王都の知り合いと別れを惜しんでいる仲間達を呼び、最新型の大型飛空艇に乗り込む。

　早朝から始まっていた移民達の乗船がようやく完了したようだ。

「サトゥー様、ぜひまた王都にいらしてくださいね」

「私と翡ひ翠すいも待っているからね」

　──ぴぴる、ぴる、ぴる。

　システィーナ王女やドリス王女、そして神鳥の翡翠が見送りをしてくれる。

　翡翠は籠かごを抜け出してムーノ伯爵領まで遊びに来そうだけど、ドリス王女が心配するので自重してほしい。

「子爵様、私もお待ちしています」

　ピンク色の髪をしたルモォーク王国のメネア王女がオレの手を握って色っぽい声で別れを惜しむ。

「はいはい、そこまで。色仕掛けは禁止よー」

「ん、禁止」

　すかさず反応したアリサとミーアの鉄壁ペアが、オレからメネア王女を引き離した。

　二人に促されて、大型飛空艇のタラップを登る。

　少し離れた場所では、ポチとタマの知り合い──元シガ八剣のゴウエン氏の娘であるシェリン嬢を始めとした王立学院のマブダチやシャテイ達が見送ってくれている。

　その向こうには王都の貴族達や忙しい最中に見送りに来てくれたエチゴヤ商会のネルやアオイ少年といった知り合いの姿も多い。

　見知らぬ人達は「魔王殺し」を見に来たのかもしれない。

　それでも、オレ達を見送りに来てくれたのは間違いないので、搭乗ハッチが閉まりきるまで、見送りの人達に手を振った。








神像の奉納







〝サトゥーです。神事というのは年始のお参りと七五三くらいしか縁がありませんが、幼おさな馴な染じみのヒカルの実家が神社という事もあって、一年を通して色々な神事がある事は知っています。神楽舞を踊っている時のヒカルは別人のように凜り々りしいんですよね。〟






「あら？　いつもと航路が違う？」

　仲間達と一緒に展望室から窓外を眺めていたセーラが訝いぶかしげに呟いた。

「今回は客室以外にも人を乗せているので、フジサン山脈を迂う回かいするコースなんですよ」

　オレは事前のブリーフィングで聞いていた情報を伝える。

　オレ達がいる貴賓室や一般の客室は大丈夫だが、移民達が押し込められている貨物室はフジサン山脈越えの高度だと低気圧な上に極寒の冷蔵庫になってしまうので、今回は安全をとって迂回コースを選んだのだ。

「魔物～？」

「騎士のヒトが飛んでったのです！」

「さすがは飛竜騎士ワイバーン・ライダーですわね。あっという間に魔物を倒してしまいましたわ」

　窓の外を行く護衛の飛竜騎士達に、ポチとタマとカリナ嬢が大きく手を振っている。

　これまでに何度か飛行型魔物の襲撃があったのだが、いずれも移民船団に近寄らせる事なく、鮮やかな手並みで排除してくれた。

「サトゥーさん、移民の方達の様子を見に行きませんか？」

「わたしも行きたい！」

「行く」

　セーラを牽けん制せいしてオレの左右に陣取っていたアリサとミーアが、オレより先に賛同する。

　オレもそろそろ様子見に行こうと思っていたので、四人で貨物室へと足を向けた。

　貨物室の扉の前には武装した警備員が控えていた。

「子爵様、ここから先は貴人が足を踏み入れる場所ではありません。どうぞ、ご遠慮ください」

「移民達の様子を見に来たんだ。入れてくれないかな？　我が領への移民だから気になってね」

　オレはそう言いつつ、二人に少額のチップを渡す。

「承知いたしました。どうぞ──」

　そう言って警備員が扉についたハンドルを回して気密扉を開ける。

「思ったよりも薄暗いね──ミーア」

「ん、■……■　■■　蛍泡バブル・ライト」

　ミーアの周囲に淡く光るシャボン玉のような球体が幾つも生まれる。

「行って」

　ミーアが杖つえを振ると、光球が貨物室の奥へと漂っていく。

　その光に移民達が照らし出された。子供達や目め敏ざとい人達が光に気付いて周囲を見回す。

「むぅ」

「ぎゅうぎゅう詰めじゃない！」

　移民達はオレの想像よりもぎっちりと詰め込まれていた。

　希望者が予定より多かったんだろうけど、それにしても詰め込みすぎだ。

「これは酷ひどいですね」

　このままだとエコノミー症候群になりそうなので、顔役の青年に声を掛けて一定時間ごとに身体からだを動かすよう皆みんなに伝えさせる。

「陰いん鬱うつ」

「ご主人様、ミーアに演奏をお願いしてもいい？」

「寝ている人もいるみたいだから、ゆったりとした曲をお願いできるかな？」

「ん、任せて」

　ミーアがリュートを奏で始めると、陰鬱な顔で座り込んでいた人達が顔を上げ、ミーアの曲にうっとりとした表情をする。

　精霊魔法を併用したらしく、広い貨物室の隅から隅まで曲が届いているようだ。

「にゅ？」

「人がいっぱいなのです」

　後ろからタマとポチが現れた。

「これは移民の人達かしら？」

　カリナ嬢も一緒だったらしい。

　彼女の後ろには護衛を兼ねたメイドのエリーナと新人ちゃんもいる。

「カリナ様、移民達に飴あめを配ろうと思うのですが、ご一緒にいかがですか？」

「それはとてもいい考えですわ！　もちろん、一緒にやります！」

「ポチも頑張るのです！」

「タマもお手伝い～？」

　皆に飴が入った大きい袋を渡し、手分けして飴を配る。

　子供だましかもしれないけど、ちょっとでも気分転換になればと思ったのだ。

「どうぞ、一人一つです」

「すんません。お代の持ち合わせが……」

「ムーノ伯爵様からの振る舞いなので、お代は結構ですよ」

　せっかくなので、ムーノ伯爵による慈善事業という事にした。

「あ！　魔王殺しだ！」

　子供の無邪気な声に、近くにいた親が慌てて子供の口を塞ふさいで必死に頭を下げて詫びる。

　薄暗くて気付いていなかった人達もオレを認識したらしく、握手やハグを求められたり、赤子や幼子に触る事を求められたりした。後者は「子供が元気に成長できますように」という験担ぎらしく、年寄りや母親に拝まれてしまった。

　移民達の環境は再考の余地があるものの、大きなトラブルもなく、翌日の午前中には公都へと到着する事ができた。
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「わーい～？」

「広々～なのです！」

「あんまり遠くに行ってはいけませんよ」

　ずっと室内にいたせいか、タマとポチが広々とした空港に降りてテンション高く駆け回っている。

「ごろごろ」

「ここ、温かい」

　アシカっ子達が日差しで温まった地面の上を転がる。

「巫み女こもやろ」

「ナナもやろ」

「イエス・幼生体」

「──ダメ」

　誘われたナナがアシカっ子達と一緒に転がろうとするのを、ミーアが止めている。

「ご主人様、ちょっとルルと一緒に補給の様子を確認に行ってくるわ」

「すみません、ちょっと気になって」

「いいよ、行っておいで」

　アリサとルルが補給物資を集積する場所へ向かう。

　そういえば、公都の空港に到着して結構経たつのに、いつまで経っても移民達が降りてくる様子がない。

　ニナ執政官の部下で、移民の運営をしている役人氏にその件を尋ねると──。

「補給の間の移民達の扱い、ですか？」

　役人氏が予想外の事を聞かれたと言いたげな顔でオレを見る。

「ムーノ市に到着するまで、あのままですが？」

　そう言い切る役人氏だが、エチゴヤ商会で作成した移民計画書には、公都での休憩が明記してあったはずだ。

　その事を指摘したのだが──。

「乗降に時間と経費が掛かるので省略しました。半日は早く大型飛空艇が返却できますし、これで浮いた経費は領政府の予算に還元できます」

「却下です」

　そんな馬ば鹿かな事を言い出したので、きっぱりと計画変更を却下した。

　多少の経費を浮かせる為ために、ムーノ伯爵領の新たな領民達のモチベーションを下げるのは悪手に過ぎる。

「却下と言われましても……」

「ムーノ伯爵領第三席貴族として命じます。計画書通り、移民達を飛空艇から降ろして、休憩所を設営するように」

　権力を振りかざすのは本意じゃないけど、移民達を劣悪な環境に放置するよりはマシだ。

「そんな横暴な。なんの権限があって──」

　彼はオレの発言を聞いていなかったのかな？

「ムーノ伯爵直臣、ペンドラゴン子爵としての権限だ」

　食い下がってくるので、少し強めの口調で言う。

　計画の立案者でもあるけど、それはクロとしての仕事なので口には出さない。

「で、ですが、既に公都の役人には休憩所の設営は不要だと伝えてありまして……」

「ならば今すぐ訂正を。──君達、船倉にいる移民達に、外で休憩ができると伝えてきなさい」

　ぐずぐずする役人氏をスルーして、彼の部下達に命じる。

「え、越権行為ですよ！」

「──ご主人様、どうしたの？」

　ヒステリックな叫びを上げる役人氏の声にトラブルの気配を察知したのか、アリサ達が集まってきた。

「サトゥー、移民達が降りてこないようですけど、何か問題でも起きましたの？」

　カリナ嬢が来たので、役人氏が言い訳する前に事情を伝える。

「そ、そのような悪意ある伝え方を！」

「この人、自分の立場が分かってないわね。公都の上級貴族家の出みたいだけど、今は単なる役人にすぎないって分かってる？」

「た、単なる役人だと?!　私は次期執政官候補だぞ！　成り上がり貴族とは違うのだ！」

　辛しん辣らつなアリサの言葉に、役人氏が逆上した。

「そんな話は聞いた事ないわ。カリナサマは知ってる？」

「いいえ、全く」

「女子供が大人の仕事の話を知っている訳がなかろう！」

　おおっと、領主一族のお姫様を罵ば倒とうしたぞ？

　もしかしなくても、彼はカリナ嬢の顔を知らないようだ。

「エリーナさん、ロットル執政官から預かった紙を」

「そうだったっす！　カリナ様、これを」

　新人ちゃんに促されて、メイドのエリーナが封書をカリナ嬢に渡す。

「さすがはニナですわね。この方の次席は？」

「自分であります」

　カリナ嬢が問うと、実直そうな青年が進み出た。

「ニナ執政官からの命令書です。以後はあなたが責任者です」

「そんな馬鹿な！」

　役人氏がカリナ嬢から命令書をひったくり、絶望の悲鳴を上げた。

　そこには、このような事態が発生したら、役人氏を罷免して次席の役人を新たな責任者に任命し直すように書かれてあった。さすがはニナさん。

　もっとも、こんな風になる可能性が高いなら、最初から任命しないでおいてほしかった。

　そう思うのは贅ぜい沢たくだろうか？

「お前が──いえ、あなた様がムーノ伯爵のご息女とはつゆ知らず」

「今さら態度を変えても遅いです」

「新人ちゃんの言う通りっす」

　役人氏、改め無職氏がなおも言い募るが、主あるじを腐された新人ちゃんとエリーナが塩対応で追い払う。

「まだ話は終わっていません」

　新しい責任者が無職氏をこの場から引き離そうとするが、無職氏は往生際悪く駄々をこねる。

「放せ！　私が責任者だ！　令嬢なら令嬢らしい態度で──」

　なおもわめく無職氏だったが、さすがに主家のお姫様への無礼が過ぎる。

「そこまでっす！　ふけー罪で捕縛するっすよ。──新人ちゃん」

「はい、無礼者は投獄です」

　抵抗する無職氏だったが、迷宮でカリナ嬢と一緒にレベル上げをしたエリーナと新人ちゃんのペアに抗あらがう事などできず、縄でぐるぐる巻きにされて引き摺ずられていった。

「あの馬鹿役人って、カリナサマの教材だったのかしら？」

　アリサが思案顔で言う。

「そうかもね」

　もしくは、オレに対する教材だったのかもしれないけどさ。

　無職氏に代わって責任者になった次席氏は、滞りなく職務を全うし、船倉から降ろした移民達を一夜の宿である仮設テントへと振り分けてくれた。

　時間制限はあるものの、希望者には公都の市場見物なんかができるようにスケジュールを組んである。これからムーノ伯爵領を開拓する彼らの目標や糧になってくれる事を願って。
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「マスター、あれを見てほしいと告げます」

　アシカっ子達と戯れていたナナが、空を指し示す。

「サガ帝国の中型飛空艇？」

　リーングランデ嬢が乗っている飛空艇だ。

「迷宮都市へ行ったはずなのに、どうしたのかしら？」

「もう向こうの用事が終わったんじゃないか？」

　ちょっと早い気もするけど、飛空艇から降りてきたリーングランデ嬢はいつも通りの感じだった。

「あら？　サトゥー、私のお出迎えしてくれたの？」

「サトゥーさんはそんなに暇じゃありません」

「セーラまでお出迎えしてくれるなんて、姉様は嬉うれしいわ」

　アシカっ子達と一緒にいたセーラが、リーングランデ嬢にトゲトゲした対応をする。

　リーングランデ嬢はそんな態度も愛いとしいのか、満面の笑みでセーラを抱き締めて嫌がられていた。

「それで、公都には何をしに？」

　抱擁から脱出したセーラが問う。

「あれよ」

　リーングランデ嬢が指し示す先、サガ帝国の中型飛空艇から、何か大きな魔法装置が運び出され、白衣ならぬ白いローブを着た技師達が魔法装置のセッティングを始めている。

「瘴しよう気き濃度測定装置ですか？」

　声に振り返ると、燃えるような赤毛をした公都の近この衛え騎士イパーサ・ロイド卿きようがいた。

「久しぶりね、イパーサ。サガ帝国の飛空艇が何をしに来たか調べに来たの？」

　彼はオレとセーラが出会った時に、彼女の護衛をしていた人物の一人だ。

「前に勇者様の従者ウィーヤリィ殿が魔王出現の兆候がないか調べるのに使っていた装置ですね。今回も同じ目的で？」

「ええ、そうよ。ここで簡単な調査をして、『黄金の猪王』が復活した迷宮遺跡に降ろして精密調査をしたいわ」

「遺跡での調査は公爵閣下のご許可が必要です」

「分かっているわ」

　リーングランデ嬢がイパーサ卿に答えながら、瘴気濃度測定装置の方を見つめる。

「前は間に合わなかったけど、今回は……」

　リーングランデ嬢が小声で呟つぶやくのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　たぶん、セーラが魔王復活の生いけ贄にえにされた件を阻止できなかったのを後悔しているんだと思う。

「良かった。ここの調査結果は良好のようね」

　装置の前にいた技師が、両手で大きな丸を作ってリーングランデ嬢に報しらせている。

「ちょっと許可を貰もらってくる。またね、サトゥー」

　リーングランデ嬢がそう言って、イパーサ卿を連れて公爵城へと去っていった。

「サトゥーさんはこの後はどうされるんですか？」

「公爵様にご挨あい拶さつした後、晩ばん餐さん会までは時間がありますから、公都の知り合いに会ってこようかと」

　できれば、オークのガ・ホウ達にも会っておきたい。王都の地下に潜み暮らすオーク達の近況も報せてやりたいしね。

　それと、前に「遠話テレフオン」や「遠見クレアボヤンス」の巻物を手に入れた古本屋にも顔を出そう。

「セーラさんは？」

「私もご一緒したいところですが、テニオン神殿に戻って王都での神託の件や聖せい骸がい巨神に乗り込んだ件の話を伝えに行かないといけなくて」
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　セーラが残念そうに言うので、後でテニオン神殿にも寄ると約束した。

　仲間達を連れて知り合いを訪ねて回る。少し慌ただしい訪問になったが、シーメン子爵邸でトルマの娘のマユナちゃんの成長に驚き、巻物工房で技師のナタリナさんや工房長から注文していた巻物を受け取り、新しく商売になりそうな呪じゆ文もんを幾つか渡しておいた。

　ナタリナさんからオマケで新作だという「氷柱槍アイシクル・ランス」という単体攻撃用の中級氷魔法の巻物を譲ってもらえたので、落ち着いたら魔法欄に登録しておこうと思う。

　スプリガンのユーカム氏が経営する隠れ本屋では何冊か古文書を入手できたが、生あい憎にくと新しい巻物は手に入っていない。

　日が傾き始めた頃ころ、オレは一人でテニオン神殿を訪れていた。

「これは巫み女こセーラの像、ですか？」

「いいえ、セーラ様にも似ていますが、これはテニオン神の像です」

　大陸西方の花と恋の国、テニオン中央神殿があるオーベェル共和国で顕現したテニオン神を見たという話をする。

「噂うわさは本当だったのですね！」

「本当に巫女セーラに似ていたのですか？」

「はい、セーラ様よりも、幾分か年上でしたが、よく似ていました」

　まあ、セーラに似ているのは、カリオン神とウリオン神に頼まれてテニオン神の彫像を彫った時にセーラをモデルにしたからだが。

　オーベェル共和国でテニオン神が神界に帰った時に、依より代しろにしていた彫像が塩に変わってしまったので、新たに世界樹製の彫像を奉納しようと思ったのだ。

　依り代にテニオン神が顕現してくれたら、セーラと直接会話する機会もできるだろうし、そうなれば自分が巫女失格だと思い込んでいるセーラの誤解を解いてくれるだろうと期待している。

「それでその時にあの場にいた彫刻家が彫り上げた神像がこれです。ぜひとも、縁ある神殿に奉納したいと思い、こうして持参いたしました」

「ああ！　敬けい虔けんなるペンドラゴン子爵に、テニオン神の祝福あらん事を」

　感極まった神殿長が神へ祈り、オレに対する祝福をくれる。

「神像を聖域に！　──ペンドラゴン子爵様も、どうかご一緒に」

　神殿長に乞こわれて神殿の聖域へと同行する。

　聖域にはセーラや巫女長さんもいるので、ぜひとも挨拶しておきたい。




　そして聖域では──。

「まあ、素敵。これがテニオン神の似姿なのね」

　神殿長に神像を見せられた巫女長さんが乙女のような表情になる。

「見て、セーラ。あなたにそっくりよ」

「はい、巫女長様。本当に……」

　うっとりと見つめる巫女長さんの横で、セーラが神像を見つめながら滂ぼう沱だのごとく涙を流す。

「セーラ、良かったわね」

「はい、巫女長様──」

　セーラがオレに気付いた。

　──ありがとうございます、サトゥーさん。

　彼女の口がそう動き、雨上がりの空のように明るい笑顔になった。

　うん、これだけでも神像を彫った甲か斐いがあるというものだ。
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「ふはははは、サトゥー殿のテンプラ！」

「夢にまで見た美味である！」

　食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵が、周囲に伝染しそうな満面の笑みで天ぷら料理を堪たん能のうしている。

　泣きそうなほど喜んでくれるのはいいのだが、オレを天ぷらにして食べそうな言い方は止やめてほしい。

「全く、他領の上級貴族を料理番のように使うなど……」

　そう苦言を呈したのは、「ルルの実」の件で知り合ったエムリン子爵だった。

　わざわざ太守を務めるスウトアンデル市から高速艇で公都まで来てくれたらしい。

「喜んでくださるなら、それに勝る報酬はありませんよ。エムリン子爵閣下もいかがですか？」

「閣下は止めていただきたい。出会った頃ならいざ知らず、恩人であり、『魔王殺し』の誉れ高いペンドラゴン子爵に閣下と呼ばれては増上慢と言われかねない」

　エムリン子爵はそう言いながら、オレの勧める料理に舌鼓を打つ。

　彼も食いしん坊貴族の二人ほどじゃないけど、けっこうな美食家なんだよね。

　ルルと一緒に揚げたて天ぷらを提供していると、人垣を押し分けて年若い貴族達がやってきた。

「また、使用人のように媚こびを売って、我が領を貶おとしめているのか」

　不機嫌そうな声に顔を向けると、ムーノ伯爵令息のオリオン君がこちらを睨にらみつけていた。

　前にトルマの案内で夜のお店をはしごした時に、けっこう仲良くなれたと思ったんだけど、今日はやけに言葉がトゲトゲしい。

　やっぱり、貴族的にはＮＧな行為だったのだろうか？

「全くです。『魔王殺し』などというから、どれほどの美丈夫かと思えば、このように軟弱な少年とは」

「オリオン様のような生粋の貴人とは生まれが違うのです」

「子爵家の者とはいえ、このような少年を太守に据えるのはいかがなものかと」

　オリオン君の取り巻きらしき青年貴族達が口々に言う。

　前に会ったオリオン君の友人達は取り巻きの後ろの方で、バツが悪そうな顔でオレに会釈している。

「ペンドラゴン卿、あなたはムーノ伯爵領の貴族としてのお立場をどうお考えか！」

　オリオン君の横にいた高そうな服を着た貴公子が、眉まゆを吊つり上げてオレに指を突きつけてくる。

　見覚えのない子だ。公都のお茶会でも会った事はなかったはず。

「えーっと、君は？」

「名門ボビーノ伯爵家のダィーエだ。オリオン様のお側そばでいずれ執政官となる。覚えておきたまえ！」

　総合スーパーみたいな名前の貴公子が顎あごを反らしながら嘯うそぶいた。

　どうやら、オリオン君に取り入って栄達を望んでいるらしい。現代日本でいうなら、大企業の創業者社長の一人息子に取り入って、無試験で正社員に登用されようと目もく論ろむ感じだろう。

「ムーノ伯爵に仕官するのかな？」

「その通り！　貴殿の専横もこれまで！」

　──専横？

　記憶にないな。

「我ら一同が仕官した暁には！　オリオン様をお助けし、ムーノ伯爵領をより良い方向へ導いてみせましょう！」

　貴公子が自分に酔った顔でまくし立てる。

　彼は気付いているのだろうか？

　周囲の公都貴族達が冷ややかな表情で注目している事に──。

「演説は終わったかね？」

「なんだと?!　私を誰だれだと──」

　貴公子は反射的に怒鳴り返そうとしたが、問いかけた相手がスウトアンデル太守のエムリン子爵だと気付いて言葉を詰まらせた。

「子供の言う事だと黙って聞いていたが、我が家の恩人を愚ぐ弄ろうするのを聞き流すわけにはいかん」

「い、いえ、愚弄した訳では……」

「専横と聞いたぞ」

「うむ、確かにサトゥー殿が専横を働いたと言っておった」

　言い訳する貴公子に声を被かぶせたのは──。

「「我らのサトゥー殿に暴言を吐くなど度し難い愚か者だ！」」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵の言葉が重なる。

　公都の重鎮達の勢いに貴公子がじりじりと後ろに下がり、オリオン君の後ろに隠れた。

「次期殿、取り巻きの手綱はしっかりとな」

「さようさよう。取り巻きの手綱を握るのは主あるじの役目」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵の二人がオリオン君に釘くぎを刺す。

「しっかりせねば、ソルナ殿やカリナ殿の子を次期伯爵に推す者が出ぬとも限らぬぞ」

　でも、一五歳になったばかりの少年を脅すのは止めてください。

「閣下、オリオン様の伯爵位相続は盤石なのでご安心ください」

「サトゥー殿はこう言っているが、そうなのかな？」

「は、はい。盤石です」

　ロイド侯爵、オリオン君の顔を横から覗のぞき込んで威圧するのは止めてあげてください。

　脂汗を流すオリオン君がかわいそうです。

「オリオン、こんな所にいたのね。婚約者のミューズ様を放置するなんて紳士失格ですわよ？」

「あ、姉上」

　ムーノ伯爵令嬢のカリナ嬢がミューズ・ラゴック男爵令嬢を連れてこっちに来た。

　オリオン君の取り巻き令嬢達が、登場したミューズ嬢を見て「貧乏くさいドレス」「野暮ったい化粧」と小声で貶けなすのを聞き耳スキルが拾ってくる。ミューズ嬢は朴ぼく訥とつな感じだし、実家も決して裕福とはいえないから、最新流行のドレスを新調する事ができなかったのだろう。

　ミューズ嬢を貶す令嬢達は、領主となるオリオン君の夫人の座を狙ねらっているのだろうけど、そんな風に悪あし様ざまに陰口を叩たたくのは自分の価値を下げるだけだと気付いてほしい。

「あら？　どうかなさったの？」

　ようやく周囲の雰囲気に気付いたカリナ嬢がキョロキョロと辺りを見回し、不安そうにオレに尋ねた。

「なんでもありませんよ。少し子供達の相手をしていただけです」

　オレの発言を聞いた貴公子が、オレをキッと睨んだ。

　なあなあで事を収めようとしたのだが、オレの擁護は青少年の敏感な所を刺激したらしい。

「そこの君。もう少し感情を表に出さないように修行したまえ。腹芸の一つもできないと、執政官は務まらないよ」

「なんだと──っ」

　貴公子が反射的にキッとした視線を声の主に向けたが、すぐに青い顔で固まった。

　巫女セーラの兄であり次々期オーユゴック公爵のティスラード氏であると気付いたからだろう。

「良かったら、向こうで少し話さないか？」

「は、はい。私で良ければ」

　ティスラード氏に誘われたオリオン君がバルコニーの一つに向かう。

　貴公子を始めとした取り巻きがついていこうとしたが、ティスラード氏の側仕えに追い払われていた。




「大丈夫かしら？」

　カリナ嬢がバルコニーで話すオリオン君の方を心配そうに見る。

「大丈夫ですよ。ティスラード殿とは立場が似ていますから、先達として色々と心得を教えてあげているのでしょう」

　聞き耳スキルが断続的に拾ってくる会話からして、ティスラード氏がオリオン君に苦言を呈しているようだ。会話の内容から察するに、オリオン君は主家の跡継ぎである自分より歓待されるオレを見て気分を害していたらしい。

「ご主人様、懐かしい人を連れて来たわよ」

「サトゥー様──いえ、ペンドラゴン子爵様、ご無ぶ沙さ汰たいたしております」

　アリサの横で綺き麗れいに淑女の礼をする少女は、グルリアン市の太守令嬢だ。グルリアン城に宿泊した際に、ミーアやアリサと一緒に魔法について教えた事がある。

　前は男装していたけど、今日はちゃんとしたドレス姿だ。

「ご主人様、あっちにお肉の柱があるのです！」

「削って削って、けばぶ～？」

　ローストビーフのような肉が山盛りになったお皿を持って、タマとポチがやってきた。ドレスの胸元が汚れないように着けた白い前掛けが可愛かわいい。

「二人とも、はしたないですよ」

　そう言うリザも、手に持つ皿に盛られた肉の量は二人と変わらない。こちらはドレスではなく、軍服風の礼服を着ている。

「マスター、助けてほしいと告げます」

　ナナの後ろには、目をハートマークにしそうな青年貴族達が連なっていた。ミーアが防波堤になっているようだが、彼らの目はミーアを素通りしてナナにロックオンされている。

「君達、悪いけど、彼女が困っているから引いてくれないか？」

「私の恋路を──いえ、なんでもありません。失礼いたします！」
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　抗弁しようとした青年貴族達だったが、オレの方を見て急に青い顔をして回れ右して去って行った。

　不思議に思って振り返ると、公爵領の重鎮達が目に入った。

　なるほど、上司の上司みたいな人達の前でナンパするのはバツが悪いだろうね。

「皆さん、素敵なドレスですね。私とは大違いです」

　オリオン君の婚約者のミューズ嬢が、自分のドレスと仲間達のドレスを見比べて落ち込んでいる。

「あら、そんな事はありませんわ。ミューズ様の魅力を引き立てる素敵なドレスですわ」

「オリオンサマに新しいドレスを作っていただいたらいいんじゃないかしら？　今のムーノ伯爵領なら、それくらいの予算はあるわよね？」

　苦しいフォローをするカリナ嬢の後ろから、アリサがそう提案した。

「い、いけませんわ！　まだ輿こし入いれしていない私がそんな贅ぜい沢たくをするなんて！」

　てっきり、おねだりしたくてドレスを比べる発言をしたのかと思ったけど、ミューズ嬢は本気で拒否している。

　アリサと目め配くばせし合う。どうやら、彼女もオレと同じ事を思っていたようだ。

「あら？　オリオンの帰省と一緒にムーノ伯爵領へ来て、そのまま結婚式をするのではなかったの？」

「は、はい。オリオン様からはそう伺っていますけど……」

　ミューズ嬢が次第に顔を俯うつむかせる。

「しがない男爵令嬢の私なんかが伯爵様の嫡男であるオリオン様の正室になるなんて、あまりにも分不相応です」

　離れた場所で聞いていたオリオン君の取り巻き令嬢が、「分かってるじゃない」「そうそう、さっさと婚約解消しちゃいなさい」「やっぱり正室になるなら、子爵家以上の家格はほしいわね」と口汚く囁ささやき合っているのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　それが聞こえたのか、ミューズ嬢が俯いた目元に涙を浮かべる。

「そんな事ありませんわ！」

　カリナ嬢が力強い声で断言した。

「あなたはムーノ伯爵領が『呪のろわれ領』と蔑さげすまれていた頃ころに、ただ一人だけ、オリオンの婚約者として名乗りを上げてくださったわ。それがわたくし達一家に、どれほどありがたく誇らしかったか！」

「……カリナ様」

「だから、顔を上げて。あなたが俯く必要なんてありませんわ」

　カリナ嬢がミューズ嬢の顎に指を当てて、顔を上げさせる。なかなかイケメンな仕草だ。

「カリナサマだけに良いい格好なんてさせないわ。ここからはわたしのターンよ！」

　アリサが気合いの入った顔でミューズ嬢の前に行く。

「うん、素材は悪くない。ちょっと休憩用の控え室を一つ借りるわよ」

　アリサが戸惑うミューズ嬢を連れて、メイドが用意した控え室の一つに向かう。

　そして小一時間後──。

「まあ、とっても素敵ですわ！」

「あ、ありがとうございます、カリナ様」

　アリサによって化粧を直し、眉を整え、髪型を今風にアレンジされたミューズ嬢に、周囲の視線が集まる。ドレスもアリサが手直ししたらしく、野暮ったさが減じ、風格さえ感じさせる重厚さと少女らしい軽やかさが同居する絶妙なドレスに変わっていた。

「アリサ、偉い」

「ふふん、もっと褒めてもいいのよ」

「さすがはアリサ。良い仕事だ」

　ミーアに褒められたアリサがチラチラとこちらを見たので、ぐりぐりと頭を撫なでながら褒めてやる。

「……ミュ、ミューズなのか？」

「はい、オリオン様」

　オリオン君はお色直ししたミューズ嬢に惚ほれ直したらしい。

　仲なか睦むつまじい二人の様子に、オリオン君に取り入ろうとしていた令嬢達がハンカチを引き裂きそうな顔で悔しがっている。

　それを見たアリサが、変なポーズで「ざまあ、完了！」なんて言ってニヤリとしていた。
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「あー、いたいた。サトゥー！」

　人垣を割ってリーングランデ嬢が現れた。

　ドレス姿ではなく、昼間に見た格好のままだ。

「あれ？　セーラは？」

「テニオン神殿でご用があるとかで不参加です」

　主にオレが奉納した神像のせいだ。

「それは残念ね」

「ドレスにはお着替えにならないのですか？」

「ええ、さっき地下から戻ったところだから、着替える暇がなかったのよ」

　リーングランデ嬢がそう言って、オレを手招きし、耳元に口を寄せた。

「迷宮遺跡の瘴しよう気き濃度は通常以下よ。魔王出現の兆候はないわ」

　そう囁くリーングランデ嬢の声には安あん堵どがあった。

「勇者と魔王は引き合うから、勇者召喚に呼応して魔王復活の兆候がないかを調べに来たんだけど、この様子なら大丈夫そうだわ」

「それは朗報ですね」

　猪王や狗く頭とうのような大魔王は言うまでもないが、レベルが低い普通の魔王でも厄介な力を持つので、なるべくなら出会いたくない。

「ちょっと何かお腹なかに入れてくる。後でお酒に付き合いなさい」

　リーングランデ嬢はそう言うと、オレの答えを聞かずに去って行った。




「ペンドラゴン子爵、少し良いだろうか？」

　躊躇ためらいがちな様子で声を掛けてきたのはオリオン君だ。

　オレに否はないので、オリオン君と一緒に人のいないバルコニーに向かう。

「先ほどはすまなかった」

　オリオン君が頭を下げる。

「いえ、私の方こそ、貴族として軽率でした」

　ロイド侯爵やホーエン伯爵に食事を振る舞うのは、彼らのお屋敷に招待された時だけにしよう。

　オレの屋敷に招待して振る舞うのも良いかもしれない。

「厚かましい願いだが、取り巻きの者達の無礼も許してもらえないだろうか？」

「オリオン様が頭を下げる必要はありません。子供のする事に目くじらを立てるほど狭量ではないつもりです」

　言ってから「子供」というＮＧワードを口にした事に気付いたが、オリオン君は反応する事なくホッとした顔になった。

「恥を忍んで尋ねたい。貴公がムーノ伯爵家に望むものはなんだ？　カリナ姉上との縁談か？」

「カリナ様は魅力的だと思いますが、縁談は求めていません」

　オレにはボルエナンの森のハイエルフ、愛いとしのアーゼさんがいるからね。

　既にプロポーズを断られている事を棚に上げ、心の中でそう呟つぶやく。

「栄達ではあるまい。ティスラード殿の話では、貴公は国王陛下から直臣にならないかとの誘いを受けたにも拘かかわらず、それを断ったという。シガ八剣への推挙も断ったと」

　王家の親しん戚せきとはいえ、ティスラード氏はなかなか耳が早い。

「どちらも私の望みではありませんから」

「富でもあるまい。むしろ、我が領は貴公から資金提供を受けているとニナが言っていた」

　まあ、これ以上のお金はあっても持て余す。

　放置してもどんどん増えるから、現状では投資先を探すのが大変な感じだ。

「そんな貴公が我が領に求めるのはなんだ？」

　自分には想像が付かなかったとオリオン君が言う。

「私が求めるのは──」

「貴公が求めるのは？」

　オリオン君が喰くい気味に先を促す。

「──仲間達が安心して暮らせる場所です」

　主に獣娘達が差別されない場所を確保しておきたい。

「安心して暮らせる場所？」

「はい、特にポチやタマは生まれ育った場所で迫害されていましたから」

　セーリュー伯爵領の亜人奴隷達もムーノ伯爵領に移住させたいけど、簡単には行かないだろう。

　資金的には余裕だが、人口の一割弱もの大人数を移動させようと思ったら、領主であるセーリュー伯爵の許可が必要になるはずだ。

　今度、セーリュー市に行ったら、セーリュー伯爵に相談してみよう。

　直接会う前に、博識なナディさんやゼナさんにヒアリングしてからの方がいいかな？

「分かった」

　オリオン君が真剣な顔でオレを見つめる。

「私が領主となった後も、獣人達が安心して暮らせる場所を維持すると約束しよう」

「オリオン様、ありがとうございます。その誓いが果たされる限り、ペンドラゴン家の忠誠はムーノ家のものです」

　お礼だけで終わらせるつもりだったけど、オリオン君が真剣な顔をしているので、リップサービスで少し付け加えてみた。

「ともに手を取り合って、ムーノ伯爵領をシガ王国でも有数の豊かな領地にしていこう」

「はい、オリオン様」

　盛り上がるオリオン君に合わせて、オレも力強く握手で応こたえた。

　バルコニーの向こうからこちらを見守るアリサが、ぐふぐふと腐った笑みを浮かべているのが気になるが今は我慢だ。後で拳げん骨こつを落としてお仕置きをしておこう。




　晩ばん餐さんの夜は、リーングランデ嬢の都合が付かずサシ飲みの約束が流れたので、公都の地下に暮らすオークのガ・ホウやル・ヘウに会い、リ・フウを始めとした王都のオーク達の近況を伝えた。

　彼らの好物の大根を始めとした野菜類に加え、要よう塞さい都市アーカティアで入手した珍しい果物やタウロス肉などもプレゼントしてある。ガ・ホウはいつも通りクールな感じだったが、ル・ヘウはブライブロガ王国の花茶に感激していた。

　ガ・ホウからは返礼にオークの薬品レシピを幾つか教えてもらい、ル・ヘウからは白いワニ革を使った財布やバッグを贈られた。

「王祖ヤマトに会いたいか、だと？　夢む晶しよう霊れい廟びようから目覚めたのか？」

　前に会った時に、王祖ヤマトとの思い出話を語っていたので、彼の意思を確認してみた。

　ヒカルにはガ・ホウの事を知らせていない。まずは隠れ潜むガ・ホウ達に話してからが順番だと思ったからだ。

「わざわざ会いに行く気はない。縁があればいずれ出会うだろう」

「ヤマトに君達が存命だと伝えていいかな？」

「止やめておけ。当時の事など、碌ろくな思い出ではない。ヤマトを過去に縛り付けるな」

　そう告げるガ・ホウの横顔に、王都に運ばれてきた聖せい骸がい巨神を見て泣くヒカルの姿が重なる。

「ヤマトはそんなに弱くないよ？」

　ヒカルなら乗り越えられると思うし、ガ・ホウとの再会を喜ぶだろう。

「あいつは前を向いて生きるのが似合う。過去を振り返るのは、もっと歳としを取ってからでいい」

　ガ・ホウの意志は固そうだし、ここは彼の言葉に従おう。

　オーク達は長生きだし、オレ達よりも先に寿命が来る事はないだろうしね。




　そして最後に──。

「お前に報しらせておく事がある」

　ガ・ホウが闇やみ社会の人間から聞いたという情報を教えてくれた。

「『自由の翼』がイタチどもと手を組んだぞ」

「イタチというと鼬イタチ帝国ですか？」

「そこまでは分からん。鼬人の商人と手を組んで公爵領を出て行ったらしい」

「行方は分かりますか？」

「プタの街を最後に行方を晦くらませている。おそらくは、東方小国群かスィルガ王国、マキワ王国あたりだろう」

「鼬帝国に行った可能性は？」

「可能性はある。だが、鼬帝国なら陸路で行くのは難しい。それなら船を使うはずだ」

　ガ・ホウによると、東方小国群と鼬帝国の間には遭難必至の難所があるそうだ。





◆






「──神像を？」

　翌朝、神殿から面会者が来ていると聞いて、てっきりテニオン神殿の人だと思い込んでいたのだが、オレの前にいるのは予想外の人物だった。

　ガルレオン神殿とヘラルオン神殿の神殿長はそれぞれの神殿の巫み女こを同行させていた。ガルレオン神殿の巫女はセーラに似た年若い少女で、ヘラルオン神殿は老齢の巫女だ。

「はい、我らの神殿に神託が降くだったのです」

　──速やかに神像を奉納せよ、と。

「早朝に人を走らせ、各神殿に問い合わせたところ、ペンドラゴン子爵がテニオン神殿に神像を奉納したと耳にしたので、失礼を承知でこうして馳はせ参さんじた次第でございます」

　まあ、今日の午前中にはムーノ伯爵領に向けて出発するから、朝早くに来たのは間違っていない。

「無理を承知でお願いをするからには、相応の対価を考えております」

　ガルレオン神殿長が年若い巫女に視線をやった後、話を続けた。

「ムーノ伯爵領には神託の巫女がおられぬはず。ガルレオン神殿からは、こちらの巫女ローザをムーノ伯爵領に派遣する事を提案いたしましょう」

「ヘラルオン神殿は私しか巫女がおらぬゆえ巫女を派遣する事ができませんが、代わりに上級の神聖魔法が使える神殿でも有数の司祭と教導に優れた神官を、ムーノ伯爵領に派遣いたしましょう」

　巫女の派遣は嬉うれしい。

　言い方は悪いが、神託の巫女は「神様警報器」としての側面もあるので、領内に一人いてくれるだけで、安心感が全然違うのだ。

　もちろん、優秀な医師の代わりとなる上級神聖魔法の使い手も、きっと大きな助けとなってくれるだろう。

　だが、問題がある。

　カリオン神やウリオン神から、「男神達の神像を作るな」と言われているんだよね。

　理由が「自慢する為ため」みたいだから、彼女達の神像よりもグレードダウンすれば許されるかもしれない。

「子爵様、お耳を──」

　老齢の巫女が何か話があるようなので言われた通りにする。

「我が神より、『双子女神の同意は得た』と伝言がございます」

　それが本当だという保証はないけど、前にヒカルが神は噓うそを吐つかないと言っていたし、ここは信じる事にしよう。事情を知らないなら「双子女神の同意」なんて言葉は出てこないはずだから。

「分かりました。少々お待ちください」

　オレは席を外し、テニオン神の神像を作った時の端材を使って１／６サイズの神像を作る。

　ガルレオン神とヘラルオン神の二体だったので、なんとなく阿あ吽うん像みたいなポーズにしてしまった。

　完成したミニ神像を偽装スキルで作りたてに見えなくしてから、上等な布に包み、桐箱に収めて応接間で待つ神殿関係者の下に届けた。

「こちらが神像になります」

　詐術スキルの助けを借り、中央神殿に奉納する予定の品だったと言っておく。

　渡して「はい、さよなら」とは行かないので、二つの神殿の聖域へとお邪魔して、奉納を見届ける。

　聖域はどこの神殿も、心が洗われるようだ。

　もっとも印象は少し違い、ヘラルオン神殿は厳粛で背筋が伸びるような気がするし、ガルレオン神殿は燃え上がるようなやる気が湧わき出てくるような気がする。

　まあ、そんな印象は良いとして──。

「奉納が終わりました。神はお慶よろこびです」

　満足していただけたようで何より。

「サトゥー様に我が神より神託がございました」

　げっ、マジか……。余計な事を言わないでくれよ。

「月のない夜に気をつけるように。我が神はそう忠告しておられました」

　ヘラルオン神の神託は、まるで脅し文句のようだ。

　もしかしなくても、阿吽のポーズはお気に召しませんでしたか……。

　なお、ガルレオン神からもオレ宛あての神託があり、「お前の行いはしかと覚えた」という恨み言のような預言を告げられた。

　うん、今度作る時は、もう少しこっちの風習に合ったポーズで作ろう。





◆






　神殿で思いのほか時間を喰ってしまったせいで、危うく移民船に置いてけぼりをくうところだったが、オリオン君の鶴の一声で出発を遅らせてくれた事で間に合った。

　オレは慌ただしく、巫女セーラやリーングランデ嬢達と別れの挨あい拶さつをし、公都貴族に見送られて公都を後にした。








ムーノ伯爵領







〝サトゥーです。都市作りはストラテジーゲームやクラフト系ゲームで散々しましたが、どのゲームでも食糧確保と資源確保が重要でした。やっぱり、衣食住が足りていないといけませんね。〟






「ムーノ市が見えてきましたわ！」

　カリナ嬢が勢いよくバルコニーの向こうを指さす。

　その勢いに釣られてぶるんと揺れた母性の象徴に目を奪われそうになったが、なんとか意志の力で煩悩をねじ伏せ、その向こうに広がる景色に視線を向けた。

「ムーノ市を空から見るのは初めてですが、これほど広大な農地が広がっていたのですね」

　リザが言うように、ムーノ市は市壁の外に広大な耕作地を持ち、なおかつ市内の半分が農地になっている。

　つい最近までムーノ市の外は、数万体のゴブリンやアンデッドの大群と大立ち回りを繰り広げた影響で、荒れ地が広がるだけだったのだが、クロとして開拓村を作る為に来訪した時に、「農地耕作カルテイベーシヨン」の魔法で整備しておいた。

　市外の農地と森の間は水路と土壁で区切り、害獣被害を抑制するようになっている。

「あれって果樹園かしら？」

「アリサ、あれが果樹園なの？　小さな苗木しかないみたいだけど？」

「植樹を終えたばっかりだからじゃない？」

　アリサとルルが話題にするのは、ムーノ市内にあるルルの実の果樹園だ。

　かつて「ルルの実」は漬物か家畜の餌えさくらいしか使い道のない果実だったが、調理法を確立した今では、高級果実として公都でも王都でも引く手あまただったりする。

「あれが我らの仕える都市か……」

「『呪のろわれ領』などという大仰な名で呼ばれていたわりに、ぞんがい長閑のどかな所だな」

　同乗する仕官予定の若者達が、ムーノ市を見下ろしながら、口々に批評する。

　移民船団はムーノ市の外周を一回りし、市外の耕作予定地に作られた仮設の空港に着陸した。




「とーちゃーく～」

「地面にらいどんなのです」

「やはり地面の上は良いモノですね」

　飛空艇から降りた獣娘達が大地を踏みしめて、作物が植えられる前の広大な農地を見回している。

　船倉の扉も開かれ、降りてきた移民達は降り注ぐ太陽光が眩まぶしそうだ。

「これが俺達が耕す畑か──肥えた良い土だ」

　聞き耳スキルが拾ってきた声の方を見ると、元農民らしき男性が農地の土に触れて喜んでいる。

「整列してください。乗り込んだ時に渡された布と同じ色の旗を持つ係員の所に並んでください」

　公都で任命した新しい責任者が、てきぱきと移民達を整列させ、順番に仮の宿舎へ移動させる。

「出迎えはまだか？」

「オリオン様、来たようです」

　正門の方から何台もの馬車が来る。

　護衛しているのは、筆頭騎士のゾトル卿きようと正騎士のハウト君の二人だ。魔族執政官に騙だまされて偽勇者をしていた頃ころと違って、今日のハウト君は立派な甲かつ冑ちゆうを着込んでいる。

「オリオン様、カリナ様、ペンドラゴン子爵様、出迎えが遅れて申し訳ありません」

　ゾトル卿がそう詫わび、馬車に分乗してムーノ城へと向かう。

　オリオン君の取り巻きが、粗末な乗り合い馬車に腹を立てていたが、不満なら徒歩で行けとゾトル卿に冷たくあしらわれて渋々といった感じで乗り込んでいた。彼らの矯正はニナ・ロットル執政官にお任せしよう。

「お城～」

「カリナのお家うちはとっても大きいのです！」

「うふふ、久しぶりに帰ってくると感慨深いものがありますわ」

　カリナ嬢が実家のムーノ城を見上げて言う。

　改めて見ても大きな城だ。王城や公爵城と比べても遜そん色しよくない。

　馬車は三つある城壁を抜け、ムーノ伯爵の住まいがある主郭エリアへと入った。

　城の前庭を抜け、正門前のロータリーにオリオン君の馬車とカリナ嬢やオレ達の乗る馬車が入っていく。

　馬車から正門には青い絨じゆう毯たんが敷かれ、文官や武官やメイド達が勢せい揃ぞろいで出迎えてくれた。

「父上！　オリオン・ムーノ、ただいま帰参いたしました！」

「おかえり、オリオン。大きくなったね」

　オリオン君やカリナ嬢とムーノ伯爵の親子の対面を見守り、オリオン君の婚約者であるミューズ嬢が挨拶をする。

　それが終わるのを見計らって、オレ達も挨拶に向かう。

「ただいまなさいなのです！」

「たらりま～」

「うんうん、ポチ君もタマ君も元気そうで何よりだ」

　ポチとタマが元気良くムーノ伯爵に挨拶をする。

　この二人はムーノ伯爵に懐いていたから、感情のままに飛び出して、オリオン君とムーノ伯爵の再会を邪魔しないようにホールドしていたんだよね。

「サトゥー君、おかえり」

「ただいま戻りました」

　ムーノ伯爵が自分の子供にするように温かな出迎えの言葉をくれる。

　オレとしては嬉しいのだが、オリオン君が嫉しつ妬との視線を向けてくるので、もう少しお手柔らかに願います。

「来たね、アリサ。ムーノ市にいる間はたっぷりと手伝ってもらうよ」

　ニナさんがアリサに声を掛けた。

「それはいいけど、文官も増えたみたいだし、わたしの手伝いなんている？」

「いるに決まってるだろ。自分と同じくらい事務処理ができるヤツなんて、重宝するに決まっている」

「はいはい。報酬は期待して良いいのよね？」

「もちろんさ。メイド服の新調から、執事達の制服デザインまで、アリサの好きにしていい」

「おおっ！　ニナさん、分かってる！」

　アリサとニナさんがガシッと握手を交わす。

　ムーノ城で働く人達の為にも、アリサの趣味が暴走しすぎないように、ちゃんと手綱を取るようにしよう。

「ピナ！　久しぶり」

「お帰りなさいませ、カリナ様」

　カリナ嬢の侍女であるピナが再会を祝っている。

　護衛メイドのエリーナと新人ちゃんは、同僚達と楽しげに談笑しているようだ。

「お父様、玄関ホールでの立ち話もほどほどにいたしましょう」

　ムーノ家長女のソルナ嬢がそう取りなしてくれたので、オレ達はムーノ城のサロンへと場所を移動する。

「見かけない顔が増えたわね。新しく仕官した人達？」

「そうさ。過半数は公都出身で、残りは王都で声がけして集めた連中さ」

　武官や諜ちよう報ほう員の中には、ミスリルの探索者も幾人かいる。

「にゅ～、誰だれか見てる～？」

　サロンへの移動中に、タマが物陰から見つめる人物を発見した。

　白い体毛の虎人族の子供だ。文官の制服を着ている。名前はルーニャ。

　なんとなく気になってＡＲ表示される情報を読み進めて、彼女の事を思い出した。

　彼女は黒街ムラァスの闇やみオークションで売られていた白しろ虎とら姫だ。彼女に仕える白虎騎士──「氷雪の騎士」ガルガオロンとちょっとした縁ができ、路頭に迷っていた彼らにお節介でムーノ領を紹介した覚えがある。

　マップ検索したら、白虎騎士と彼の部下達が場内の兵舎にいる。オレの言葉を信じてムーノ市まで仕官に来てくれたようだ。

「ルーニャさん、こちらに来て。皆みんなに紹介するわ」

　ソルナ嬢が白虎姫を呼ぶ。

「彼女は白虎人のルーニャさん。文官見習いとして働いているわ。私の大切な友人でもあるから、丁重に接してね」

　ソルナ嬢の言葉は主にオリオン君に向けられたもののようだ。

　オリオン君は「なぜ、獣人の文官見習いを友人に？」なんてぶつぶつ言っていたが、獣人に嫌悪感を持っているわけではないようで、ちょっと安心した。

「はじめまして、白虎人のルーニャと申します。若輩者ですが、ご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします」

　紹介された白虎姫が淑女の礼をする。

　なんだか新入社員のような挨拶だ。

「ポチはポチなのです！　よろしくなのですよ！」

「はろ～。タマはタマ～？」

「幼生体、私はナナと言うのだと告げます」

　ポチ、タマ、ナナが白虎姫に挨拶を返し、オレ達もそれに続く。

「サトゥー君、ちょっといいかな？」

　ハウト君が兵舎の方から巨漢の白虎人を連れてきた。

「君やリザ殿の知り合いらしいんだけど──」

「ええ、存じています。お久しぶりです、ガルガオロン卿」

　気さくに挨拶したのに、白虎騎士はオレの前で主君にするように跪ひざまずいた。

「ペンドラゴン卿、貴公のお陰で、ルーニャ様や我ら白虎人は安住の地を得る事ができた。この恩は我が一命を賭としても返す所存だ」

　前に会った時は、もっと無頼漢な感じの豪ごう放ほう磊らい落らくな話し方だったのに、今は普通の武人のような口調だ。白虎姫も白虎騎士の横に並んで、「私も感謝しています」と続ける。

「彼はとても優秀で、三番隊の隊長を任されているんだ」

　ハウト君が我が事のように白虎騎士を自慢する。

「剣も体術も凄すごくて、僕も教えてもらっているんだよ」

「ハウト殿は努力家だし筋が良い。もう何年かしたら、俺より強くなるさ」

　白虎騎士が気さくにハウト君を褒める。

　なかなか良好な関係のようだ。

「結局立ち話になっているじゃないか。先にサロンに行っているよ」

　ニナさんがそう言って、ムーノ伯爵達を促してサロンに足を向ける。

　オレは白虎騎士や白虎姫に近況を尋ね、困っている事や要望などがないかヒアリングしてみたが、特に不満はなく、それどころか良い扱いすぎて戸惑う事が多いと言われるほどだった。
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「──とまあ、式の段取りはそんな感じだ」

　サロンでの話題は、主にオリオン君とミューズ嬢の結婚式に関してだった。

「五日後ですか？」

　ニナさんからスケジュールを聞いたオリオン君が疑問の声を上げた。

「不満かい？」

「いいえ、今日明日にでも挙式を行うのかと思っていました」

　こっちの常識なのかもしれないけど、オリオン君はわりとせっかちらしい。

「準備は終わっているからね。すぐにでも式は挙げられるけど、さすがに旅を終えてすぐに結婚式じゃミューズ殿がぶっ倒れちまうよ」

　まあ、飛空艇に乗っているだけとはいえ、それなりに揺れや振動や気圧変化など、慣れていない人には負担が大きそうだからね。

「結婚式のドレスは公都で仕立ててあるんだよね？」

「……はい。地味なドレスでお恥ずかしいですが」

　ニナさんが確認すると、ミューズ嬢が緊張した感じで答える。

「わたし、見てみたい！」

「ん、興味」

　アリサが手を挙げて立ち上がると、ミーアや他ほかの子達も興味津々な視線をミューズ嬢に向ける。

「はい、では後ほど」

　公都の晩ばん餐さん会でドレスをリメイクしたアリサに恩を感じているのか、ミューズ嬢がすぐに了承してくれた。

「ソルナさんとハウトさんはまだ結婚しないの？」

「ソルナ姉上が結婚？」

　アリサの言葉にオリオン君が反応した。

「あら？　オリオンには言っていなかったかしら？」

「聞いていません！　ハウトというのはどこの貴族なのですか？」

「まだ名誉士爵よ。さっきガルガオロン卿を紹介に来てくれた騎士がハウトよ」

「名誉士爵？　いくらなんでも家格が合いません」

　オリオン君の言葉に、男爵令嬢のミューズ嬢がしょぼんとする。

　次期伯爵の正妻になるには、男爵令嬢というのは家格が足りないと、公都の社交界で言われてきたからだろう。

「ああ、すまん！　ミューズの事を言っているわけではないのだ！」

　ミューズ嬢の様子に気付いたオリオン君が慌ててフォローする。

「オリオン、心配しなくてもハウト君はソルナに相応ふさわしい好青年だよ」

　ムーノ伯爵がハウト君を擁護する。

「それに次の新年に、ハウト君には空席になっているドナーノ准男爵の爵位を譲ろうと思っているんだ」

　たしか、ムーノ伯爵が元々持っていた爵位だっけ。

「元平民に、由緒あるドナーノ准男爵家の爵位を？」

「それを言うなら、あたしもサトゥーも元平民だよ？　サトゥーとカリナ殿が結婚する時も反対するのかい？」

　ニナさんが途中から変な事を言い出したので、「その予定はありません」ときっぱり言う。

「ペンドラゴン卿きようは違うではないか！　己の才覚一つで新たなる子爵家を興すなど、めったにない事だ」

　意外な事に、オリオン君も少しはオレの事を認めてくれているようだ。

　公都で次々期公爵のティスラード氏から色々と聞かされたからかな？

「そうだね、オリオン。ペンドラゴン卿は凄い。このムーノ家が滅亡を逃れ、伯爵まで陞しよう爵しやくできた半分くらいは彼のお陰だ」

　ムーノ伯爵がやたらと持ち上げてきたので「半分は言い過ぎです」と否定しておく。オレの功績があったとしても、せいぜい一割か二割くらいだと思う。

「それにドナーノ家は歴史こそ長いが、実のところ何の権益も持たない没落一歩手前の弱小准男爵家だったんだ。陛下や寄親のオーユゴック公爵に抜ばつ擢てきされる前は、そこらの庶民とさほど変わらない生活をしていたんだよ。オリオンが生まれる前の話だし、カリナは小さかったけど、ソルナは覚えているね？」

「はい、お父様。市場で値切ったり、自分でお料理をしたりした事もあります」

「わたくしも朧おぼろ気げに覚えていますわ。ソルナ姉様と一緒に市場でお買い物をしたり、色々な家事をしたりしていましたわね」

　このあたりの話は初めて聞く。

「もしかして、母上が亡くなったのも……」

　オリオン君がしんみりした口調で言う。

「──亡くなった？」

　ソルナ嬢が首を傾かしげる。

「初耳ですわ。お父様、お母様は亡くなられたのですか？」

「いや、そんな報しらせは届いていないが……」

　カリナ嬢とムーノ伯爵も戸惑っている感じだ。

　何か意思疎通ミスの気配を感じる。

「は、母上は生きておられるのですか?!」

「うむ。ここ三年ほどは手紙が届いていないが、彼女は筆無精だから、もう一年か二年もしたら届くんじゃないかな？」

「母上はどこに？」

「南方にある古竜大陸だ」

「なぜ、そんな縁もゆかりもないような遠方の土地に？」

「縁はある。彼女の出身地が古竜大陸のカタヒラ汗はん国なんだよ」

　どういう翻訳か分からないが、汗国というからにはモンゴル風騎馬民族的な国なんじゃないかと思う。

「里帰りをしておられるのですか？」

「いや、違う。伝説の勇者オリオンの足跡を探しに行っているんだ」

「ですが、父上。勇者オリオン・ペンドラゴンは創作に出てくる勇者だったのでは？」

　オリオン君が不思議そうに尋ねる。

「その通り。勇者オリオンは架空の勇者だ」

　ムーノ伯爵が同意した。

「だったら──」

「その疑問はもっともだ。勇者オリオンの功績は王祖様を始めとした歴代勇者と比べても大きすぎるし、神との婚姻を目指すなど現実とは思えない」

　神じゃないけど、悠久の時を生きるハイエルフとの婚姻を目指す者ならここにいます。

「だが、彼女は言っていた。故郷にある伝説と勇者オリオンの物語は符合するエピソードが多い、と」

　ムーノ伯爵はそこで言葉を切り、周りの人達の顔を見回す。

「ただ、それらの伝説はサガ帝国の歴史より古い」

「「──お父様」」

　カリナ嬢とソルナ嬢の言葉が重なる。

　それはそうだろう。だって、サガ帝国の歴史より古い──つまり、初代勇者より以前に、勇者を彷ほう彿ふつとさせる伝説が残っていたという事だから。

「妻は初代勇者以前にも勇者がいたのではないかという異端の学説を唱えているのだよ」

　ムーノ伯爵は娘達の言葉に頷うなずいた後、そう続けた。

「母上の研究については分かりました。ですが、なぜ母上が生きていると教えてくれなかったのですか？　手紙が来た時にも私には一言もありませんでした！」

　オリオン君の訴えに、ムーノ伯爵と娘達が顔を見合わせる。

「そんなはずはありませんわ」

「ええ、お母様の近況をオリオンに伝えた事がありますもの」

「もしかして──」

　オリオン君にも思い当たる事があったようだ。

「分かりませんよ！　『お母様は遠い空の向こうで、オリオンの事を考えていますよ』とか『お母様に誇れる男の子でいてくださいね』とか言われたら、故人の事を言っていると思うじゃないですか！」

「そういえば、オリオン殿が手紙を読んだ事がないのは？」

「それはね──」

「……ああ、アイシャ。私はいつ君に会えるのだろう」

　ムーノ伯爵が南の空を見つめながら、目をうるうるさせている。

「手紙を受け取ったお父様が、あんな風になってしまうから、手紙は一度読んだら金庫にしまうように約束していますの」

　オレの問いに、ソルナ嬢が答えた。

「お父様が領地を放置して古竜大陸に出発したら困りますもの」

　なるほど、愛妻家のムーノ伯爵が領主の仕事を放棄しないように、制限を掛けていた訳か。

「手紙が届いた時には家族で見ていたのだけれど、小さい頃ころのオリオンはよく熱を出していたから、手紙を見た事がなかったのかも。成長してからは公都に留学していたし、帰省もしていなかったものね」

「父上、手紙を見せてください。それと母上の肖像画があれば、それも」

「いいとも。ソルナ、カリナ、今日はいいだろう？」

「仕方ありませんわね。ミューズ様やペンドラゴン卿達もご一緒にいかが？」

　手紙はともかく、肖像画には興味があったので、オリオン君と一緒に見せてもらった。

　カリナ嬢とソルナ嬢のプロポーションが遺伝だというのがよく分かる素敵な肖像画だったよ。
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　ムーノ家の皆さんには家族水入らずで歓談してもらう事にして、オレ達はそれぞれに別行動となった。

「アリサ、新人文官達の仕事ぶりを見に来るかい？」

「ええ、行くわ」

　ニナさんに誘われたアリサは仕事部屋に出かけた。

「それなら私はゲルト料理長の所に行ってきます」

「だったら、お土産の食材も渡しておいて」

　オレはストレージ内で、厳選お土産パックを「魔法の鞄マジツク・バツグ」に詰め込んで、アイテムボックスから出してルルに渡す。

「では、私は訓練所に顔を出してくるとしましょう」

　リザは馴な染じみの場所に顔を出すようだ。

「タマはシバ刈り～？」

「ポチは山に肉を獲とりに行ってくるのです！　メイドのヒト達がとってもとっても喜んでくれるのですよ！」

　タマとポチが籠かごを背負って駆け出した。

「私は幼生体の様子を見てくると告げます」

「同行」

　ミーアが一緒に行ってくれるなら、ナナが暴走する事もないだろう。

　オレは散歩がてら、前に独占していた工房設備のある別館へと向かう事にした。

　カンカンと賑にぎやかな鎚つちの音と職人達の活気ある声が聞こえてくる。以前はオレ一人しか使っていなかったから、まるで別の場所に来たような違和感がある。

「これはこれは貴族様。このような汚れ場にご用でしょうか？」

　工房に近付くと、比較的身なりの良い筆頭職人が出迎えてくれた。

「ちょっと工房を見せてもらっていいかい？」

「それは構いませんが……」

「悪いね。仕事の邪魔をしないように気をつけるよ」

　許可は出してくれたけど、ちょっと迷惑そうだ。

　まあ、その気持ちは分かる。

「おいっ、どうして入れちまうんだよ」

「仕方ないだろ！　相手の身なりを見てみろ。明らかに上級貴族の若君だぞ。邪険に扱って、伯爵様の立場が悪くなったらどうする」

　ベテラン職人が筆頭職人の肩を摑つかんで小声で文句を付けるのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　現場との板挟みにして心苦しいので、長居しないように気をつけよう。

　──おっ。

　後進の職人用に置いていった工具を見つけた。

　なぜか、職人が使うのではなく、壁際に並べられたままだ。

「まあ、職人なら自分の工具があるか……」

　ちょっと悲しいけど、仕方ないね。

「おい！　それに触るな！」

　工具を手に取ったオレの肩を、さっきのベテラン職人が引っ張った。

「ちょ、お前、何やってんだ！」

「放せ！　あいつ、あの工具に触れやがったんだぞ！」

　そのベテラン職人を筆頭職人が羽交い締めにする。

「この工具が何か？」

　元はごく普通の市販品だったけど、使い勝手が良くなるように色々と手を加えたんだよね。

「貴族様、申し訳ありませんが、その工具を戻していただけませんか？」

「ええ、それは構いませんが──」

　あまりに真剣に頼まれたので元に戻す。

「うちのバカが無礼を働いて申し訳ありません。お前も頭を下げろ！」

「だってよ！　あの工具を無造作に摑みやがったんだぞ！」

「黙れ馬ば鹿か野郎が！　あんな事をしたら無礼討ちにあっても文句を言えないんだぞ」

　いやいや、シガ王国ではそこまで命は軽く──なかったよね？

「頭を上げてください。謝罪は不要です」

「本当に申し訳ありません。その工具は、俺達の目標とするお方の道具なんです」

「目標？」

「はい、貴族様はゾトル様やハウト様がお持ちになっている剣はご存じですか？」

「ええ、もちろん」

　魔剣じゃないけど、ムーノ城にいた頃にオレが打った剣だしね。

「その工具は、あの素晴らしい剣をお造りになった『士爵様』がお使いになっていたものなのです」

「その『若様』の工具にあんたが気軽に触れたんだ」

　口を挟んだベテラン職人が筆頭職人に「敬語を使え」と怒られている。

　それはともかく──。

「あの拙つたない剣がそこまで褒められると少し気恥ずかしいですね」

「なんだと！　若様の剣を侮辱するってのか！」

「いえ、今なら、もう少しマシな剣が打てるようになりましたから」

　オレはそう言って、アイテムボックス経由でストレージから練習用に打った普通の剣を取り出す。

　これは贈答用に作った鍛造の剣なので、魔剣じゃないけど見栄えがとても良いのだ。

「こ、これは！」

「間違いない！　これは若様の剣だ！」

「それじゃ、あんたが──」

「──ペンドラゴン卿きよう！」

　廊下の方から文官服の女性に呼ばれた。

　あの萌もえ袖そでの文官服は、ユユリナ文官だろう。

「すみません、呼ばれたので失礼します。その剣は飾るなり使うなり好きにしてください」

　同じようなのが何十本もあるからね。

「ペンドラゴン？　ま、魔王殺しのペンドラゴン?!」

「噓うそだろ？　ムーノ伯爵領のお偉いさんじゃねぇか！」

「やべぇ、俺は明日から無職決定か……」

「おい、それより、この剣を見ろよ。すげーぞ。ゾトル様達の剣を拙いって言うだけはある」

「くそう、こうなったら自や棄けだ。首になるまでに、その名剣をこの目に焼き付けてやる」

　職人達の方が騒がしい。

　まあ、あの剣を気に入ってくれたようで何よりだ。

　仕事終わりの頃にでも、酒と肴さかなを差し入れてやろう。さっきの様子だと、ミスリルとか素材の方がいいかもね。

　そんな事を考えながら、ユユリナ文官の方へ向かう。

「ユユリナさん、何かありましたか？」

「子爵様宛あての為替や贈り物が届いておりましたので、お届けに参りました」

　為替は小切手みたいなものだし、贈り物も高価な物だけを別に保管していたらしい。

「お部屋に届けておこうとも思ったのですが、何分、高価な物が多いので、誰だれもいない部屋に放置していいのか迷いまして」

　オレはユユリナ文官に礼を言い、その場で受け取ってアイテムボックス経由でストレージに収納しておいた。主に公都貴族からの品々だ。ボルエハルトのドワーフ達からも、以前贈った銘酒のお礼に手紙と小物などの品が届いていた。

「若様だ！」

「お帰りなさい、子爵様！」

　ムーノ城を散歩していると、メイド達や雑用をしている子供達が嬉うれしげに挨あい拶さつをしてくれる。

　中には抱き着いてくる困ったメイドもいたけど、大抵は同僚のメイド達に叱しかられて引き剝はがされていた。本人の弁明によると「ちょっとした歓迎の意を示しただけ」らしい。

　厨ちゆう房ぼうでルルと料理をするゲルト料理長に挨拶し、試作品を味見する欠食メイド達に飴あめをねだられ、兵士達や雑用をする下男達からは憧あこがれの目で見られた。たぶん、「魔王殺し」とかの話が広がっているのだろう。

　途中で見かけた食糧倉庫は、備蓄が空になったままの場所が多かったので、碧へき領りようで量産して余っている食糧を詰め込んでみた。見張りの人もいないし、「勇者の従者クロ、参上」とでも書いた紙を貼はっておけば大丈夫だろう。

「千手防陣マルチプル・パリイですわ！」

　食糧倉庫を出た所で、カリナ嬢の元気な声が聞こえてきた。訓練所の方からだ。

　どうやら、親子の会話が終わって身体からだを動かしているらしい。

「さすがはカリナ様っす！　新人ちゃん、連係するっすよ！」

「はい、エリーナさん！」

　訓練所では護衛メイドのエリーナと新人ちゃんがカリナ嬢と模擬戦をしていた。

「そうはさせませんわ！　──桜花百烈閃せん！」

　カリナ嬢が連続で蹴けりを放つ必殺技を二人に浴びせる。

　本来は槍そう術じゆつの技だ。使うのを初めて見たから、最近覚えたばかりの技なんだろう。

「うぎゃー、攻撃系の必殺技はダメっすよ！」

　エリーナが短たん槍そうを捨て転がるように背後に跳ぶ。

「軸足が弱点です！　足薙ぎアンクル・マウ！」

　回り込んだ新人ちゃんがカリナ嬢の足下を狙ねらうが、カリナ嬢は強引に軸足でジャンプしてそれを躱かわした。

「旋風散華ですわ！」

　カリナ嬢は空中で連続蹴りをキャンセルし、回し蹴り系の必殺技を放った。

　これも本来は槍術の技だ。迷宮都市で護衛メイドのエリーナ達に槍術を教えた師匠から学んだのかな？

「きゃっ」

　新人ちゃんはとっさに短槍でガードしたが、ガードごと吹き飛ばされて地面を転がっていった。

「すげぇ」

「オレ達より護衛対象のお嬢様の方が強いぞ」

「メイド達ですら、オレ達より強いんじゃねぇか？」

　三人の模擬戦を見ていた兵士達が冷や汗を搔かいている。

「カリナ様、迷宮都市で腕を上げられましたね」

「うふふ、ゾトル卿に褒めていただけるなんて、迷宮で頑張った甲か斐いがありましたわ」

　軍の最高責任者であるゾトル卿に褒められたカリナ嬢が、誇らしげに胸を張った。

　若い兵士達の視線が、その胸に吸い寄せられたのは自然の成り行きだろう。

「さあ、お前達！　今度はカリナ様にお前達の訓練成果を見せる番だ！　俺に恥を搔かせるなよ！」

「「「応！」」」

　ゾトル卿の号令で、兵士達が激しい訓練を始める。

　邪魔したら悪いので、オレは声を掛けずにその場を後にした。




「まだ、夕飯までは時間があるし──」

　ぐるりと一周したのだが、思ったよりも時間が掛からなかったので、市内に足を伸ばしてみる事にした。

　城を出ると、噴水付きの広場があり、その外周沿いに大きな市役所や公民館のような建物や七つの神殿が建ち並んでいる。

　商会などは広場の先のメインストリート沿いに並んでいるようだ。

「そこな貴族の若君！　敬けい虔けんなあなた様なら、偉大なるザイクーオン神様の神殿に喜捨いただける！　私はそう信じておりますぞ！」

　偉そうな物言いだが、すがるような神官の必死の眼まな差ざしに負けた。

「いいですよ。些さ少しようですが──」

　そう言って金貨二〇枚ほどの小袋を彼に渡す。

「こ、こんなに宜よろしいのですか？」

「ええ、神殿の修繕費には足りないでしょうが、運営費の足しにしてください」

「貴族様、お名前をお聞かせ願えないでしょうか？　喜捨のお礼に、朝夕の祈りであなたのお名前をザイクーオン神に唱えましょう」

「いえ、そういうのはけっこうです」

　御利益よりも厄介事が舞い込んできそうだから。

「神殿長様！」

　清貧な感じの女神官らしき女性が駆け寄ってきた。

　聖印の形からして、彼女もザイクーオン神殿の神官らしい。

「また身なりの良い方に喜捨を強要しているんですね！　そういうのは止やめてください！　市場とかですっごく評判悪いんですよ！」

「ち、違うぞ、ミャーム神官！　この方は快く喜捨してくださったのだ」

「本当ですか？　ザイクーオン神殿に喜捨しても、回復魔法も解かい呪じゆもできませんし、聖水すらお祈りしただけの井戸水なんですよ？」

「ミャーム神官！　聖水の件は我が神殿の極秘事項だぞ！」

「何を言っているんですか！　市場では誰でも知っている話ですよ」

　大人しそうな顔をしているのに、女神官はなかなかハッキリしたタイプらしい。

「ミャーム神官、ご心配ありがとうございます。ですが、私は現世利益の為ために喜捨した訳ではありませんからご安心ください」

「ほら見ろ、ミャーム神官！　この方はザイクーオン神の敬虔な信徒なのだぞ！」

　オレの言葉を聞いた神殿長が勝ち誇った笑みを女神官に向ける。

「いえ、私はザイクーオン神の信徒ではありません」

「──え？」

　神殿長が変な顔で固まった。

「だったら、どうして喜捨を？」

「久々にムーノ市に戻ったので、各神殿に寄附しているんですよ」

　女神官に事実を伝える。

「サトゥー殿！」

「やはり、サトゥー殿ではないか」

　ザイクーオン神殿の前で話していたら、他ほかの神殿の神殿長達が集まってきた。

　彼ら彼女らは魔族執政官にムーノ城の地ち下か牢ろうに収監されていた人達で、オレとも面識がある。

「今はペンドラゴン子爵様とお呼びした方がいいかな？」

「お好きな呼び方で構いませんよ」

　彼らと会った時はまだ貴族ではなかったので、サトゥー呼びの人が多い。

「サトゥー殿のお陰で、我が神殿にも巫み女こを招く事ができる。有事の際は、深夜だろうが早朝だろうが報告に向かいますぞ！」

「我らが神殿にも、上級魔法を使える司祭が派遣される事になりました。これも子爵様のお陰とか。これで多くの人々を救えます」

　ガルレオン神殿とヘラルオン神殿の神殿長がオレに礼を言う。

　ザイクーオン神殿の神殿長は話についていけなくて目を白黒させていた。

　巫女や司祭の受け入れ準備に追われる神殿には少し多めに、それ以外は均等に寄附して回る。




　広場の端に辻つじ馬車がいたので、それに乗ってムーノ市を一巡してみた。

　王都や公都に比べたら品揃えは悪いけど、市場の露店には以前からは考えられないほど品物が並んでいる。

「まずまずの活気だね」

「そうでございますね。執政官が変わってから治安も良くなりましたし、商人も戻ってきて賑にぎやかになりました」

　オレの独り言に反応した御者が色々とムーノ市の近況を教えてくれる。

　ムーノ市の人口も短期間の内に増えているし、ムーノ領を出て行った人達が徐々に戻ってきているのだろう。

　区画整理した長屋も賑やかだし、市内の畑も実りが良さそうだ。

　養護院で子供達と遊ぶナナやリュートの曲を聴かせているミーアに手を振り、新しめの建物が並ぶ区画に向かう。

「この先で宜しいんで？　あそこは移民達の天幕があるだけですが……」

「ええ、そこに用があるんです」

　辻馬車のお陰で効率的に回れたので、最後に移民達の様子を見ていこうと思ったのだ。

「ペ、ペンドラゴン子爵様？　すぐに管理官を呼んできます！」

　入り口で見張りをしていた兵士は、オレの顔を知っていたらしく、すぐさま責任者を呼びに走って行った。

「子爵様、何か問題でもございましたか？」

　息せき切って駆けてきた管理官に一言詫わびを告げ、移民達の様子を尋ねた。

「様子ですか？　不安半分期待半分な感じですね」

　新しい土地での生活を思えば不安なのも分かる。

　オレは管理官に断ってから、移民達の様子を少し離れた所から見せてもらった。

「都市の外の農地で働くのかな？」

「あそこはここの住民達の農地じゃろ」

「いや、あれだけ肥えた土地だ。領主様の荘しよう園えんなんじゃないか？」

　聞き耳スキルが移民達の声を拾ってくる。

「あの荘園で働けるなら農奴でもかまわん」

「まったくだ。開拓村で飢えて子供らを死なせるくらいなら、農奴の方がなんぼかええ」

「だけど、開拓村なら切り開いた土地は、自分達の畑になるじゃないか」

「若わけぇもんならそれも良かろう。わしらには日々食べられるくらいの作物が得られたらそれで十分じゃ」

　話を聞いていて思ったけど──。

「彼らにはこの後の処遇に関して教えていないのですか？」

「はい、明日、領主様から発表があるので、それまでは余計な事を言っていません」

　ちなみに、手に職がある人間はムーノ市で振り分けられ、農村経験者と希望者は開拓村へ送られる予定だ。

　ムーノ市郊外の畑に関してはオマケだったので、兼業農家向けのレンタル農地として解放するつもりでいたんだけど、彼らの話を聞く限りだと、ここも十分に魅力的なようだ。

「思ったよりも開拓村の人気がないね」

「それは仕方ないのかもしれません。一般的に開拓村は命がけですから」

　管理官が難しい顔で答える。

「振り分け前に、希望者を連れて開拓村を案内した方がいいかもしれないね」

「いえ、その必要はありません。職能や希望は募集時に聞いていますから、それを元に強制的に割り振ればいいのです」

　おっと、管理官は実直そうな人なのに、権力パワーを振りかざしてきたぞ。

「それは反発されないかな？」

「問題ありません。どんなに不満に思おうと、あの開拓村を見れば気が変わります」

　管理官が自信満々に言う。

「君は見たのかい？」

「はい、私も今の仕事を引退したら移住したいと思うくらいに素晴らしい場所でした」

　高給取りのはずの役人ですらそう言ってくれるとは思わなかった。

「それに開拓村は最初の三年間は無税で、しかも十分な収穫が得られるまでは、領主様が食糧を配給してくださいます。これで文句を言ったら天罰が下りますよ」

　神様達はそんなに暇じゃないと思うけど、彼の言いたい事は分かる。

　ここは彼の言葉を信じて何もせずに城へと戻った。

　なお、開拓村への入植はオリオン君の結婚式が終わってから順次行われるそうだ。





◆






『ご主人様、助けて！』

　そんなアリサからの遠話テレフオンに駆けつけてみると、花嫁衣装の前でミューズ嬢が泣いていた。

「アリサ、何があったんだ？」

「これよ、これ。公都の令嬢から嫌がらせにあったみたい」

　そう言ってアリサがテーブルの上の壊れたアクセサリーを指し示した。

　宝石が台座から剝はがれている上に、よく見たら宝石の表面に傷が付けられている。

「これを直せばいいのか？」

「──できるのですか?!」

　ミューズ嬢が泣きはらした顔を上げた。

「ええ、お任せください」

「お願いします！　それは祖母の形見なんです」

　そんな大事なモノにイタズラをするなんて酷ひどい話だ。

「宝石の色も変ですね。何かの薬品でくすんでいます」

「いえ、それは私が小さい頃ころに粗相をして……」

　おおっと、これは別件だったか。

「装飾品はこれだけなんですか？」

「はい、ラゴック家は裕福ではないので……」

「すみません、そういう意味で言ったわけではないんです」

　他の品にもイタズラされていないか気になって尋ねたのだが、ミューズ嬢の劣等感を刺激してしまった。

「とにかく、こちらの宝石はお任せください。結婚式には必ず間に合わせます」

　オレはそう言ってアリサと退出する。

「ご主人様、間に合いそう？」

「ああ、すぐできるよ」

　伝説の宝石魔法使いジュエル師ほどじゃないけど、宝石の補修や装飾品の再加工なんてお手のものだ。

「──ほらね？」

「ほらね、って……相変わらずデタラメね」

　綺き麗れいに復元されたアクセサリーを見て、アリサが溜ため息いきを吐ついた。

「あら？　宝石のくすみが消えてる？」

「ついでにミューズ嬢の幼い頃の粗相も直した」

　こちらは修復の過程で意図せずに直っちゃったんだけど、問題ないだろう。

「でも、こんなに速く終わらせちゃったら、ありがたみがないわね」

　ありがたみはともかく、あまり速いとどうやったのかと疑われそうだ。

　アリサと話し合った結果──。

　信頼できる補修職人に預けた事にして、この装飾品は結婚式当日にミューズ嬢へ返却する事にした。





◆






「──ブライトン市の太守、ですか？」

　晩ばん餐さん後に話があるからとムーノ伯爵の執務室に行ったオレは、ニナさんからブライトン市の太守に就任してほしいと正式にオファーされた。

　そういえばエチゴヤ商会で支配人からオフレコの話として聞かされていたけど、ニナさんやムーノ伯爵からその話を聞かされるのは初めてだ。

「すごいじゃない、ご主人様！」

「さすがはご主人様です」

　同行していたアリサとリザが、オレより先に反応した。

　喜んでくれている二人には悪いけど、太守なんて大任を引き受ける気はない。

「申し訳ありませんが、まだ腰を落ち着ける気はないので──」

「まあ、待ちな」

　断ろうとしたオレをニナさんが止める。

「今はムーノ伯爵が領内全すべての都市や街を統べているんだ」

　ニナさんがホワイトボードに概略図を描かく。

　このホワイトボードはアリサの提案でオレが自作したヤツだ。油性ペンの代わりを用意するのが大変だった。

「それは当たり前では？」

　彼が領主なんだし。

「形式的な話じゃない。複数の都市核シテイ・コアを直接支配するのは大変な事なんだよ」

「そうなんですか？」

「都市核は知っているね？　領主が都市核と繫つながっているとね、常に都市核から情報が届くんだよ。それが一つなら慣れればいいが、幾つもあると疲労が重なって精神の安定を失っちまうのさ」

「そうなのですか？」

　オレは大砂漠や碧領の都市核を一〇個以上支配しているけど、なんの問題も起きていない。

　都市核からの情報はメニューのログにアップされるから、あまり気にならないのかもね。

「だから、太守を間に挟む事で雑多な情報を取捨選択させて、領主への負担を減らすんだよ」

「サトゥー君が不在でも、太守代理候補や守備隊の隊長候補はいるから実務はそちらに任せればいい」

「その方を太守にするのはダメなのでしょうか？」

「太守や守護にするには、シガ王国の爵位が必要になるんだ。守護なら准男爵以上、太守なら子爵以上の爵位がいる。それ以下でも任命できるが、都市の機能を十全に使えないのさ」

「なるほど──」

　承諾しかけて途中で気付いた。

「それならニナさんが太守になれば宜よろしいのでは？」

「あたしは執政官だからね。ムーノ伯爵に何かあった時に代理を務められるように、身を空けておかなきゃならないのさ」

　太守を押しつける計画は即座に頓とん挫ざしてしまった。

「実務はできませんよ？」

「構わないよ。年に一度くらい都市核のお守りをしてくれればいいさ」

　まあ、それくらいならいいか。

「分かりました。若輩の身ではありますが、その大任を引き受けさせていただきます」

　オレがそう言うとムーノ伯爵とニナさんがほっとした顔になった。

「これで第二都市の太守が定まった。後は三つの街の守護が決まれば、他領にも格好が付くよ」

　ニナさんがそう言うと、ムーノ伯爵がリザを見る。

「一つはハウト君がドナーノ准男爵の爵位を継いだら守護に任命する予定なんだが、それでもあと二つある。女准男爵であるリザ殿なら──」

「申し訳ありません。私は無学な無骨者ですので、領民の命を預かる地位に相応ふさわしくありません」

　ムーノ伯爵のオファーを、リザが喰くい気味に断った。

「そうか……残り二つの内一つは獣人達の多い街だから、なかなか適任者がいなくてねぇ」

　ニナさんが水を向けるが、リザは口を閉ざしたままだ。

「嫌がる者に無理は言えないね」

　オレの時と違って、ムーノ伯爵がすぐに引いた。

「これから入植を始めるブライトン市と違って、それらの街は規模が小さいから私がなんとかするよ。名誉准男爵くらいなら、何年か待てばゾトル君や他ほかの者を任じてもらえるからね」

　さすがに上級貴族に分類される子爵級の爵位は簡単にはいかないのだろう。





◆






　翌日、朝からオレ達はムーノ伯爵と一緒に、ムーノ城のバルコニー前に集まった移民達との顔合わせに参加していた。

「ようこそ、ムーノ伯爵領へ！　我々は諸君を歓迎する」

　ムーノ伯爵が台本通りに移民達に声を掛ける。

　彼の素だと移民達に侮られてしまうので、ニナさんが事前に台本を用意したのだ。

　台本に沿ってムーノ伯爵が歓迎と激励の言葉を告げ、これからの彼らの処遇について伝える。

「諸君はブライトン市に移動後、開拓村へと送られる。村単位で移民してきた者は同じ開拓村に派遣されるように配慮してあるので安心してほしい」

　その言葉を聞いた移民者達が様々な反応をする。

　知り合いと離ればなれにならずに済むと安あん堵どする者が多いが、中には失望したような顔になる者も何人かいる。

「ただし、職人や兵役を希望する者はこのままムーノ市に残る事になる」

　一部の移民者達がざわざわし出した。

「兵士になればムーノ市に残れるのか？」

「農奴でもいいから、あの豊かな土地を耕したい」

　聞き耳スキルがそんな言葉を拾ってきた。

　そういえば移民達の宿舎に様子を見に行った時もそんな話をしていたっけ。

　伯爵の話が終わった後、何人かの老移民が前に出た。

「伯爵様、私を伯爵様の農奴にしてくだせぇ」

　老移民の代表がそう言った後、その場で平伏した。

「農奴？」

　彼らの言葉にムーノ伯爵が戸惑う。

「どういう事だろう？」

「たぶん、ムーノ市周辺の農地を見て惚ほれ込んじまったんだろうさ」

　ムーノ伯爵の疑問にニナさんが答える。

「入植地へ赴いてなお、この地で農奴になる事を望む者がいるなら受け入れよう」

　ニナさんはそのままバルコニーの側そばに行き、移民達に声を掛けた。

「もっとも、そんなヤツは一人も出ないと思うがね」

　ニナさんが言うように、開拓村の農地もムーノ市周辺と同じくオレが魔法で耕したから、条件は一緒だしね。わざわざ同条件で農奴を選ぶ人はいないだろう。





◆






「あー！　貴族様だ！」

「爺じいちゃん！　若様が来たよ！」

　見張り塔の上でオレ達を見つけた子供達が、砦とりでの中に声を掛けた。

　移民達との面会の後、まとまった時間が取れたので、オレは元怨おん霊りよう砦とりでで現オレの別荘である山の上の砦へとやってきていた。

　ここには元少年少女盗賊団や姥うば捨すて老人達が住んでいる。

　ニナさんが手を回してくれたので、正式な住人として登録されており、オレの家臣としてムーノ伯爵領から一定額の生活費が支給されているらしい。

　ニナさん曰いわく、「空き砦にして盗賊や魔物が棲すみ着いたらたまらん。定期的な駆除費用を払うくらいなら管理人を置いた方が安く付く」との事だ。オレの年金から支払うように手続きしたので、今後は領政府への負担はないだろう。

「サトゥー様、ようこそおいでくださいました」

「お兄ちゃん！　見て見て！　畑が豊作なんだよ！」

「服も見て！　新しいの！　お城の人が届けてくれたんだよ！」

　代表老人の挨あい拶さつが終わるなり、子供達がオレの手を引いて畑や衣装を見せてくれる。

　最近は行商人が顔を出してくれるようになったそうだ。

「幼生体、私の両手も空いていると告げます」

　ナナが淋さびしそうに両手を広げると、空気の読める子供達がナナと手を繫いで微笑ほほえんでいた。

　畑はよく手入れされ、元はがらんどうだった砦の中も、生活感溢あふれる温かな空間になっている。

「わしらが出た村から一緒に暮らさないかとも言われたんじゃが……」

「ふん、口減らしに自分から村を出たわしらはともかく、農奴の子供らを捨てるような村には戻らん」

　領内にある既存の村々は開拓村同様に食糧支援をし、クロの姿で農地を拡張して回ったので、どの村も養える人口はかなり増えているんだよね。

「そうじゃそうじゃ、たまに顔を見せに来いと倅せがれには言うておいた」

「わしらは若様の家臣じゃからな」

　老人達が近況を教えてくれる。

　彼らは子供達の為ためにここに残ってくれたようだ。

「若様！　見てくれ！　梅酒ができたぞ！」

「柿かきを使った果実酒もあるぞ！　こっちは子供らに喰われたから一本しかないがな」

　老人達が壷つぼに入った梅酒や果実酒を出してくれた。

　味見じゃ味見と言って差し出された酒杯を少し傾ける。

　甘味が少なくて、オレの知っている梅酒とは少し違う味わいだ。

「砂糖は使わなかったんですか？」

「そんな高級品はここにはないからのう」

　梅酒を飲み干し、杯に入っていた大きな梅の実を囓かじる。

　梅酒の中の梅の実って、昔から好きなんだよね。

「ここの梅は良い実ですね」

　せっかくなので、ストレージにあった蒸留酒と魔導王国ララギ産の氷砂糖を、梅酒を仕込む材料としてプレゼントしておいた。

　これだけだと氷砂糖が子供達に盗み食いされてなくなりそうな未来が予見できたので、普通の砂糖壷や大量にある飴あめ玉だまも一緒にプレゼントしておこう。





◆






　そして、結婚式の当日早朝──。

「お待たせしました」

　ミューズ嬢へ修理した装飾品を返却する。

「これは！　昔見たままの姿です！　ありがとうございます、子爵様！」

「お気に召していただけたようで何よりです」

　ミューズ嬢が輝くような笑みで喜んでくれた。

　何度もオレに頭を下げるミューズ嬢だったが、準備の時間がなくなるとムーノ城の侍女達に急せかされて控え室の方へと連行された。

　オリオン君はようやく起床した頃ころなのに、女性は色々と大変だ。

　オレ達も結婚式に参加するので、準備をしに部屋に戻る。オレは早着替えスキルでささっと礼服に着替えたら終わりなのだが、せっかくなので髪型も礼服に合わせて整えよう。

「じゃじゃ～ん？」

「じゃじゃじゃんなのです！」

「二人とも可愛かわいいよ。まるで花嫁さんみたいだ」

「にへへ～」

「そんな風に褒められたら照れちゃうのです」

「ちょっとそんなに回ったらダメよ。せっかくセットしたのに！」

　おめかししたタマとポチがオレの前に現れたので、全力で褒めたらくるくる踊り出してセットした髪型が崩れて、アリサに叱しかられた。

「褒めて」

「マスター、可愛いよと綺き麗れいだよのコンボを希望すると告げます」

「ご主人様、似合っていますか？」

「三人ともとっても可か憐れんで素敵だよ」

　後で記念写真を撮ろう。

「ちょっと！　アリサちゃんを褒め忘れているわよ」

「うん、可愛い可愛い」

「褒め方が雑！」

「ごめんごめん、とっても似合っているよ」

　アリサがぽかぽかと叩たたいてきたので、ちゃんと褒めておく。

　いつもより皆みんなの宝飾品が少なめなのは、今日の主役であるミューズ嬢への配慮だろう。

「あれ？　リザは？」

「──え？」

　アリサが物陰に隠れたドレス姿のリザを引っ張り出す。

「もう！　恥ずかしがってないで！」

「ですが、アリサ。やはり私にはこういう華やかな格好は似合わないのでは……」

「そんな事ないってば！　ね、ご主人様？」

　朱絹で作られた現代風のタイトなドレスが、リザの凜り々りしい美び貌ぼうを引き立ててくれている。

　片側の腰や胸元にリボンで作られた大輪の花を模した飾りが立体縫製され、シンプルなドレスを華やかに彩っている。

「うん、とってもいいね。リザの魅力を十二分に発揮してくれているよ」

　オレがそう褒めると、リザが頰ほおを染めて俯うつむいてしまった。

　こういう初う心ぶな反応も可愛くていいね。

「子爵様、そろそろご入場ください。タマさんとポチさんはこちらに」

「あいあいさ～」

「はいなのです。ポチはベール持ちのプロなのですよ！」

　どうやら、タマとポチはベールを持って花嫁の後ろについて歩く、ベールガールの役をやるらしい。

　会場の最前列に案内された。

　左右に分かれた片方にはソルナ嬢とカリナ嬢、そしてハウト君やニナ執政官がいる。ムーノ伯爵はまだ会場入りしていない。カリナ嬢もソルナ嬢もばっちりメイクを決めていて、いつも以上に美人だし、ハウト君も寒村の出とは思えないほど貴公子然としている。

　彼らに挨拶して席に着いた。

　新婦側の出席者はいない。後で教えてもらったけど、領を行き来するのは危険を伴うので、新婦側は自領で花嫁だけの結婚式を開き、新婦側の付き添いがないのが普通らしい。

　公都で見たティスラード氏の結婚式は新婦の親族がエルエット侯爵領から来ていたけど、あれは大貴族同士だからこそ列席していたんじゃないかと思う。

「ムーノ伯爵閣下、ご入場。皆様、ご起立してお迎えください」

　司会の人が風魔法で隅々まで声を届ける。

「これより、オリオン・ムーノとミューズ・ラゴックの結婚式を執り行う」

　緊張した感じのムーノ伯爵が祭壇に着き、結婚式の開始を宣言した。

　どうやら、シガ王国では領主が牧師の役割を果たすらしい。さすがに、貴族の結婚式だけだろうけどさ。

　式場の奥に配置された音楽隊が、アリサ監修のウェディングマーチを奏でる。

「新郎、オリオン・ムーノ様、ご入場」

　オリオン君が白い礼服で入場し、祭壇前でムーノ伯爵に深々と一礼した後、式場の人達の方を向いて一礼した。緊張しているのか、オリオン君の顔色が真っ白だ。

「新婦、ミューズ・ラゴック殿、ご入場」

　──おおっ。

　素朴な素顔を見慣れていたせいか、メイクアップされたミューズ嬢がものすごく美人に見える。まあ、実際に容よう貌ぼうが整っているんだろうけど、公都の時もこれくらい化粧をしていたら、口の悪い貴族令嬢達に文句を言われなかったのに。

「ミューズ？」

　オリオン君がびっくりして呆あつ気けにとられていた。

　目が離せないように、ヴァージンロードを進むミューズ嬢を凝視している。そんなに見つめたら、ミューズ嬢の顔に穴が空いちゃうよ？

「ポチ、タマ、足下に注意なさい。ベールを踏んではいけません。タマ、ナイスです。そのまま、そのまま真まっ直すぐに」

　リザが必死にベールガールをするタマとポチを見守っている。

　緊張した二人がミスをしそうになるたびに、飛び出しそうになっていた。

　式は厳かに進み、新郎新婦の誓約まで進んだ。

「新郎、オリオン・ムーノ。あなたは健やかな時も病める時も、喜びの時も悲しみの時も、富める時も貧しき時も、新婦ミューズを愛し、守り、共に生き、永遠に真心を尽くすことを誓いますか？」

「誓います」

　教会式の結婚式と同じかと思ったら、少し違う感じだ。

　ミューズ嬢の時は「愛し、守り、共に生き」が「愛し、子を産み、共に生き」に変わっていた。

　命の危険が多い世界だけに、子供を産み育てる事が大事なんだろうね。

　ミューズ嬢がオリオン君を見上げて「誓います」と答える。

「では、誓いの口づけを」

　オリオン君がミューズ嬢のベールを持ち上げ、見つめ合う。

　横で生なま唾つばを吞のみ込む音が聞こえてきた。アリサかと思ったらルルだった。離れた場所にいるカリナ嬢の方からも聞こえてきたけど、静寂な式場と聞き耳スキルによるものだろう。

　オリオン君とミューズ嬢が初々しい口づけを交わすと、横からアリサの「きゃー」という小さな歓声が上がった。視線を向けると、アリサやミーアやルルだけでなく、ナナやリザまで頰を染めていた。

　分かる。知り合いのキスシーンって、何か気恥ずかしいよね。

　カリナ嬢が自分の唇を小指で押している。なんだか色っぽい姿に目を奪われていると、急に振り向いたカリナ嬢と目が合った。

　彼女は瞬間沸騰したかのように顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

　愛いとしのアーゼさんがいなかったら、思わずプロポーズしてしまいそうな可愛さだ。

「サトゥー」

　ミーアに耳を引っ張られ、視線を前に戻す。

「ムーノ伯爵領、領主レオン・ムーノの名において、オリオン・ムーノとミューズ・ラゴックの婚姻が結ばれた事を宣言する──■■　婚マリ姻ツジ」

　ムーノ伯爵が宣言に続いて都市核由来の儀式魔法を発動すると、ミューズ嬢の家名がムーノへと変わった。

「新しき夫婦に神々と王祖様の祝福あらん事を！」

　式場に列席する人達から万雷の拍手が新郎新婦に捧ささげられた。

「新郎新婦、退場」

　拍手と音楽に見送られて、オリオン君とミューズ嬢が仲なか睦むつまじく退場していく。

　ミューズ嬢がターンする時に、タマとポチが額をごっつんこして転びそうになっていたけど、なんとか耐えて任務を全うしていた。可愛いけど、ちょっとヒヤッとしたよ。

　新郎新婦に続いてムーノ伯爵が退場すると、上座から順に退場になる。

「マスター、キスとはどんな感じなのかと問います」

「大人になったら分かるよ」

　ナナが答えにくい質問をしてきたので煙けむに巻く。

「キスをしてみたいと要望します」

「ダメ」

「そうです。ダメです」

　オレの唇を見つめて言うナナを、ミーアとルルが制止する。

「そうよ！　それはアリサちゃんが先！」

　アリサが「むちゅー」と言ってタコみたいに唇を伸ばしてきたので、頭にチョップを落としておいた。後はミーアが叱ってくれるだろう。

「ご主人様……」

　ルルが恋する乙女みたいな顔でオレを見つめる。

　うん、思わずプロポーズしかねないので、色っぽい表情は止やめてほしい。

「皆さん、ブーケトスがありますので、こちらに集まってください」

「それは大変！　行くわよ、ルル！」

「待って、アリサ」

　アリサがルルを誘って駆け出す。

「むぅ？」

「花嫁さんの投げるブーケを受け取ったら、次の花嫁さんになれるっていう言い伝え？　験担ぎだったかな？　とにかくそんな感じで、未婚の女性に大人気なんだよ」

「全すべて理解したと告げます」

「行く」

　ナナとミーアがアリサ達の後を追う。

「リザも行っておいで」

「私は……」

　躊躇ためらうリザの背を押して、ブーケトスのコーナーへ送り出す。

「それでは行きます」

　ミューズ嬢が後ろを向いてブーケを投げる。

　腕力のないミューズ嬢のブーケは、鼻息荒く最前列で待ち構えるアリサ達やメイド達の手に届くかと思われたが、一陣の風がブーケを巻き上げ、一番後ろで立っていたリザの手の中にポスッと落ちた。

「──え？」

　受け取ったブーケを手に、リザが挙動不審になる。

「リザさん、おめでとう！」

　アリサはひとしきり悔しがった後、誰だれよりも先にリザに祝福の言葉を投げた。

「おめ」

「ナイスキャッチと祝福します」

「おめでとうございます、リザさん」
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　ミーア、ナナ、ルルがアリサに続き、メイド達や列席者達が拍手や祝福の言葉を贈る。

「おめでとう、リザ」

「はい、ご主人様」

　リザがそう言って、ブーケに頰を寄せて儚はかなく微笑ほほえんだ。

　うん、いつもの凜々しいリザもいいけど、こんな乙女なリザもいいね。
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〝サトゥーです。ゲームや物語だと強大な魔物や不幸が「封印」されていて、ストーリーの進行とともに封印が解かれる事がよくあります。それを見た友人が、「当時は封印するしかなかったんだろうけど、問題を子孫に先送りするのは止めてほしいね」なんて言っていて、思わず同意してしまいました。〟






「見えてきた～？」

　小型飛空艇でムーノ市を出て、二時間ほどでブライトン市へと到着した。

　オレ達と一緒に来ているのはムーノ伯爵とカリナ嬢とメイド二人だ。嫡男のオリオン君も同行を希望したが、ニナさんにキツい言葉で却下されていた。彼は彼でやるべき事が多いのだ。

「あれがブライトン市ですの？　思ったよりもちゃんとした都市になっていますのね？」

　カリナ嬢が上甲板に出てブライトン市を見渡す。

「ちっちゃい人がいっぱい働いているのです！」

「働き者～？」

　ポチとタマもカリナ嬢に並んで、手すりから身を乗り出して街の様子を見下ろす。

「半分以上が畑だと告げます」

「ん、緑」

「あれはガボの実の畑だよ」

　ナナとミーアに、ムーノ伯爵が教えてあげている。

　都市内の畑は救荒作物であるガボの実が植えられているようだ。

「げぇ、あの激マズの実ぃ～。あれってルルやご主人様でさえ美お味いしくできないヤツでしょ？」

「ごめんね、アリサ。力不足で……」

「そういうつもりで言ったんじゃないわよ。そんなマズいのをわざわざ作らなくても、って思っただけだってば」

　落ち込むルルを、アリサが慌ててフォローする。

「あれはあれで優秀な作物なんだよ」

　ガボの実はデミゴブリンの好物という事で壁に覆われた場所でしか作付けできないものの、耕地面積当たりの収穫量が多く、年に何度も収穫でき、しかも土を肥やしてくれる至れり尽くせりの性質がある。

　激マズのガボの実は当面の食糧として分配し、備蓄が一定量に達したら通常の作物に転換していくそうだ。

　そんな事を話している間にも、小型飛空艇は太守邸に隣接する空港へと着陸した。

「ムーノ伯爵様、ペンドラゴン子爵様、カリナ様、ブライトン市へようこそ」

　そう言ってオレ達を出迎えてくれたのは、ムーノ城で侍女として行儀見習いをしているはずのリナ・エムリン子爵令嬢だった。

「どうして、リナさんがここに？」

「……私にもよく分かりません」

　オレの問いにリナ嬢が苦笑いをする。

　なんでも、ニナさんが視察に来た時に随員としてソルナ嬢と一緒に訪れ、色々と手伝っているうちに適性を認められて、あれよあれよという間に太守代理に任命されてしまったらしい。

　一応、ニナさんが付きっきりで速成教育をしたそうだ。

「ニナからリナ君は大変優秀だと聞いているよ」

「そんな、私なんて、まだまだです」

　ムーノ伯爵に褒められたリナ嬢が恐縮する。

「補佐官や文官の方達が優秀なんです」

「「「そんな事はありません！」」」

　リナ嬢が周囲を持ち上げたら、彼女の背後にいた補佐官や文官達が一斉に否定し、口々に彼女の功績を語り出す。どうやら、本当にリナ嬢は周囲に頼られているようだ。

「も、もう、止めてください」

　リナ嬢が真っ赤になって一杯一杯になったので、オレからも口を出して褒め殺しを中断させる。

　彼女は彼らの優秀なリーダーであると同時に、愛すべきマスコット的なポジションでもあるようだ。

「そ、それよりも長旅でお疲れでしょう。歓待の準備ができておりますので、どうぞこちらに」

　リナ嬢がそう言って、オレ達を促す。

「いや、その前にサトゥー君の太守就任を済ませてしまおう」

「え？　もう行うのですか？」

「うむ、ニナから隙すきを与えず、速やかに就任させろと口うるさく言われていてね」

　首を傾かしげるリナ嬢に、ムーノ伯爵が裏事情をぶっちゃける。

　まあ、気が進まないけど、太守に就任しても実務は官僚達や太守代理──リナ嬢に丸投げの予定なので、隙を見て逃げ出すほどじゃない。

　オレ達はリナ嬢の先導で、できたての太守館の儀式の間へと向かう。

　間取り自体はムーノ侯爵領時代の設計を踏襲したが、建物自体はオレがクロとしてブライトン市や周辺の村々を開拓するついでに「家作製クリエート・ハウス」の魔法で建てた。城並みの巨館でも家扱いらしい。

「■■　太守任命アポイント・ヴアイストロイ」





＞称号「太守：ブライトン市」を得た。






　オレは儀式の間で、ムーノ伯爵からブライトン市の太守に任命された。

　ステータスの階級欄の所属リストに、「シガ王国ムーノ伯爵領ブライトン市」が追加されている。

「おめでとう、サトゥー君」

「ありがとうございます、ムーノ伯爵」

　オレはムーノ伯爵と握手を交わす。

　仲間達やカリナ嬢やリナ嬢からも祝福の言葉を貰もらった。

「太守代理！　──いえ、伯爵様！　大変です！」

　和やかな空気をドタバタと駆け込んできた文官の叫びが搔かき消した。

「トッヘル文官、何があったのですか？」

　リナ嬢が緊張した顔で文官に尋ねる。

「コボルト達が！　コボルトの軍勢が現れました！」

　喉のどの奥から絞り出すような文官の声と同時に、オレはマップ検索で周囲の状況を把握する。

　軍勢と言っていたが、コボルトの数は二〇〇人くらい。既に山一つ向こうまで来ている。発見が遅れた理由は、街道を通らずに山越えをしたからのようだ。

　ブライトン市の所属の衛兵は一五〇名ほどいるのだが、その大多数が移民達を開拓村へ送る為ために都市を出ており、今は三〇名だけしか残っていない。

「ど、どうしたらいいでしょうか、伯爵様？」

「どうしたものか……」

　リナに相談されたムーノ伯爵が青い顔をする。

「大丈夫ですわ！　コボルトの二〇〇人くらいわたくし達が撃退してみせますわ！」

「おういえすぅ～？」

「はいなのです！　ポチ達が一緒なのですよ！」

　キリリとした顔で宣言するカリナ嬢の左右でタマとポチがシュピッのポーズを取る。

「まだ戦闘になるとは限りませんよ」

「そうそう、ご近所さんの表敬訪問かもしれないしね」

　オレとアリサが気合いを入れるカリナ嬢達を窘たしなめる。

「ですが、ご主人様。コボルト達と言えば、廃坑都市を不法に占拠し、セダム市の銀山を奪おうと押し寄せた輩やからではありませんか？」

　リザが厳しい顔で言う。

　自身が戦争被害者という身の上だからか、侵略戦争を仕掛ける相手は嫌いらしい。

「ノー・リザ。最初のコンタクトは協調を選ぶべきだとライブラリーにありました」

「ん、話し合い大事」

　ナナとミーアが平和的接触を主張する。

　オレもそれに賛成だ。

「とりあえず会ってみましょう」

　ムーノ伯爵にそう提案し、コボルト達が来訪する門で彼らの到着を待つ事にした。
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「出迎え、ご苦労！」

　集団の先頭を歩いていた若武者みたいな雰囲気の青年コボルトが、偉そうな態度と口調でオレ達に声を掛けた。

　コボルトとは少し血の気の薄い青ざめた肌をした種族で、ふさふさした毛皮の上着を身に帯び、犬頭のようなリアルな被かぶり物ものを身に着けている。腰から生える犬っぽい尻しつ尾ぽは本物らしい。

「いつまで待っても挨あい拶さつに来ないから、一の戦士たる俺様の方から出向いてやったぞ！」

　青年コボルトが背負っていた大剣を鞘さやごと外して、ズドンッと地面に突き立てた。

「はじめまして、コボルト殿。私はムーノ伯爵からこの地の太守に任ぜられたサトゥー・ペンドラゴン子爵と言う」

　こういう傍若無人なタイプは敬語を使うと、自分の方が「上」だと判断してつけあがる傾向にあるので、オレらしからぬ横柄な口調を意識してみた。

「ペンドラ──」

「果実斬ぎり殿！」

　青年コボルトの声を、後ろから飛び出して来たコボルトの少女が遮った。

　フルーツ・スレイヤーなんかになった覚えはないのだが──思い出した。カリナ嬢と訪れた森巨人フオレスト・ジヤイアントの里で出会った少女だ。

「──果実斬り？」

「忘れたのか！　この方が我らに青せい晶しようの在あり処かを教えてくれた剣士殿だ！」

　少女がそう言うと、コボルト達の間にざわめきが走った。

　あの時は「ミスリルを探す山師に会った場所を教えた」だけだったはずだが、彼女の中では「青晶の在り処を教えてくれた」事になっているらしい。

「姫様！　それは真まことか?!」

「うむ、剣士殿がムーノの家臣とは知らなんだが」

　どうやら、オレが知己を得た少女はコボルト達のお姫様だったらしい。

「このお方が我らに未来をくれた剣士殿か！」

　そういえば青晶はコボルト達の子供が生まれた時に必要になるんだと言っていたっけ。

「青晶の剣士殿！」

「果実斬り殿！」

　喜ぶのはいいけど、そのフルーツ・スレイヤーみたいな二つ名は止やめてほしい。

　姫コボルトは他ほかのコボルト達に「鎮まれ！」と声を掛けた後、オレの前に進み出た。

「剣士殿、いやペンドラゴン卿きよう。拙は貴公への恩を忘れておらぬ」

　姫コボルトがオレの前で片かた膝ひざを突くと、青年コボルトを始めとした二〇〇名ほどのコボルト達もそれに倣って一斉に片膝を突いた。

「その貴公がムーノ伯爵に仕えるのであれば、我らもまた恭順しよう」

　恭順──コボルト達がムーノ伯爵の傘下に収まるという事か。

　結構重要な話だと思うけど、姫コボルトの決定は絶対なのか、誰だれも反対の言葉や態度を表さない。あれだけ偉そうだった青年コボルトでさえだ。

「ムーノ伯爵、こう言っていますが、いかがいたしましょう？」

「受け入れよう」

　オレの問いかけに、ナナ達と一緒に後ろで控えていたムーノ伯爵が即答した。

　執政官であるニナさんと相談してから決めるかと思ったけど、迷うそぶりもない。

「ニナには後で伝えるよ。まずは詳しい話をしよう」

　ムーノ伯爵の提案で、姫コボルトと青年コボルトを太守館に招き、他の面々は城壁内にある広場で休息を取ってもらう事になった。

　後日、武装したコボルト達を城壁内に入れた事をニナさんに叱しかられる事になるのだが、この時点でそれを指摘してくれる人はいなかったのだ。
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　姫コボルト──シャルサール姫との会談で、ムーノ伯爵が赴く前に、まずはオレが代表して廃坑都市へ行き、姫コボルトの兄である氏族長から正式な恭順を受ける事になった。

　コボルト的には恭順すべき領主の血族がいないのは困るとの事だったので、ムーノ伯爵家を代表してカリナ嬢も同行する。もちろん、仲間達やカリナ嬢のメイド二人も一緒だ。

　ムーノ伯爵には先にムーノ市に戻ってもらい、ニナさんと情報共有してもらう。

「こういうのんびりした旅も久々ね～」

「ういうい～」

「獲物がいっぱいで楽しいのです！」

　コボルトの武装兵二〇〇名が一緒なので、危険は彼らが率先して排除してくれるのだが、食事時になるとタマとポチの二人が隊列を離れ、猪いのししや山鳥なんかの獲物を狩って戻ってくる。

　たまに大型の魔物まで狩ってくるので、旅立って数日もする頃ころにはコボルト達から一目置かれるようになった。

　それは料理番の座を勝ち取ったルルも同じで──。

「ルル様！　芋の皮かわ剝むきが終わりました！」

「ルル様！　肉の下ごしらえをご命令通り行いました！」

「ルル様！　次は何をやればいいでしょうか！」

　屈強なコボルト達──見た目は上半身裸の少年達がルルに尻尾を振っている。ルルの作る食事の美う味まさが、よっぽど衝撃的だったらしい。

　そんな楽しいキャンプのような旅を何日か満喫しているうちに、オレ達は廃坑都市に到着した。

「山を囲むようにしてあるのね」

「都市の後ろの山々が鉱山になっているのだ」

　アリサの疑問に姫コボルトが答える。

　マップ情報によると、都市と隣接する山の鉱脈は既に枯れており、今は地下深くに坑道を掘り進めているようだ。

「集合」

「マスター、都市の外門にコボルト達が集まっていると報告します」

　ナナに肩車されたミーアが遠とお見み筒づつで確認し、ナナがそれを翻訳して伝えてくれた。

　たぶん、姫コボルトが出した先触れから聞いて出迎えてくれているのだろう。

　──と思っていたのだが、なんだか物々しい。

「ふおん～？」

「なんだかバイオリンな雰囲気なのです」

　ポチが言い間違えたのはバイオレンスだろう。

　ナナが背負っていた大盾を下ろし、後衛陣を守る位置取りをする。

　護衛メイドのエリーナと新人ちゃんはカリナ嬢の後ろに避難した。護衛としてどうかと思う行動だが、カリナ嬢の「ラカの守り」の強きよう靱じんさを考えれば最善だと言える。

「妹よ！　我らを迫害し深山に追放した悪あしきムーノを連れて戻ったのは何ゆえか！」

　姫コボルトの兄らしきコボルトが、抜き身の大剣をこちらに突きつける。

　森巨人達もそうだったけど、前ムーノ侯爵の一族は方々で恨みを買っていたらしい。

「兄者！　この方は悪しきムーノにあらず！　我らに青晶を齎もたらした果実斬りの剣士殿だ！」

「ふんっ、堅けん殻かく果実を一刀で切断するなどというホラ話か？」

　堅殻果実はたくさん切ったけど、ホラ話扱いされるのか……。たぶん、今ならポチでもサクサク切れると思う。

「ホラ話ではない！　それに青晶の鉱脈は兄者も見たはずだ！」

　この様子を見る限り、恭順を申し出たのは姫コボルトの独断のようだ。てっきり、全権委任されているのかと思ったけど違ったらしい。

「ならば、決闘だ！　俺様にその武を見せよ！」

　兄コボルトが姫コボルトを押し退のけて、青せい鋼こうの大剣をオレに向けた。

「ご主人様、私が──」

　リザがそう申し出てくれたけど、疑われているのはオレの果実斬りみたいなので、オレがやるべきだろう。

「いいえ、ここはわたくしがお相手いたしますわ」

　一歩前に出たオレの横をカリナ嬢が駆け抜け、兄コボルトの前に立つ。

「女風情がなんのつもりだ！　下がっていろ！」

「下がりません。ムーノ伯爵家次女、カリナ・ムーノが決闘を受けて立ちますわ！」

「貴様が悪しきムーノか！」

「わたくしと前ムーノ侯爵には、血縁もなんの関係もありませんわ！」

　いきり立つ兄コボルトの叫びを、カリナ嬢が毅き然ぜんとした顔で否定する。

　巨人の里で同じような事を言われた時は、悲しむだけだった彼女だが、それを正面から否定できるくらいに強くなったようだ。

「それがどうした！　女が戦いの場に出てくるな！　弱い女は強い男の後ろに隠れていろ！」

「ん、な！　股こ間かんから燃やしてやろうかしら、この男尊女卑野郎！」

　兄コボルトの女性蔑べつ視し発言にアリサがいきり立つ。

「族長殿、でいいのかな？　女性だからなんだというのです。カリナ様は一人前の戦士です。そんな理由で彼女を貶おとしめるのは止めていただきましょう」

「この女が戦士だと？」

「少なくとも貴方あなたよりは強い。彼女に負けるのが怖いなら、このまま舌戦を続けますか？」

「言ったな、小僧！　この女に分を教えた後、貴様を八つ裂きにしてくれる！」

　兄コボルトがカリナ嬢との戦いを承諾してくれた。

「ご主人様、カリナサマに戦わせていいの？」

「大丈夫だよ、彼女に任せよう」

　心配そうに耳打ちしてきたアリサにそう返す。

　オレの果実斬りは、後で堅殻果実を斬るデモンストレーションでもすればいいだろう。

　そんな事を考えているうちに、コボルト達が人垣で作る即席の闘技場が門前広場にできあがった。

「カリナ、がんば～」

「ふぁいとぉーなのです！」

　タマとポチが最前列でカリナ嬢を応援する。もちろん、オレ達もだ。

「無手だと？　舐なめられたものだ」

「無手ではありませんわ！　わたくしにはラカさんがいます」

　カリナ嬢がそう言うと、彼女の手の甲にピンポイントの「ラカの守り」が集まり、積層障壁のナックルガードを作り出す。なかなか器用な技だ。

「魔法道具マジツク・アイテムか──よかろう、相手としては甚だ不足だが、ほら吹き剣士の前座にムーノを屠ほふってやろう」

　兄コボルトが「行くぞ！」と声を掛けて突撃し、決闘が始まった。

　ジィ・ゲイン流の打ち下ろしを彷ほう彿ふつとさせる兄コボルトの斬ざん撃げきを、カリナ嬢は慣れた動きで受け流す。

「やるなっ、娘！」

「この程度、ポチの斬撃の速さには及びませんわ！」

「だが、この技に耐えられるかな！」

　兄コボルトが斬り上げから始まる連続攻撃でカリナ嬢を攻め立てる。

「タマの双剣に比べれば、このくらい！」

　だが、カリナ嬢は全すべての斬撃を紙一重で避よけ、ジャブのようなコンパクトな打撃で兄コボルトにダメージを蓄積させる。

「ええい！　効かぬわ！」

　苛いら立だった兄コボルトが横斬ぎりでカリナ嬢を下がらせ、荒い息で睨にらみ付ける。

「もう息が上がっていますわよ。あなたには『早朝まらそん』をお勧めしますわ」

　カリナ嬢も呼吸こそ乱れていないものの、玉の汗が額に浮かんでいる。

「うるさい！　貴様が強つわ者ものなのは認めよう！　女と侮った事も詫わびよう！　だが、勝利するのは、この俺様だ！」

　兄コボルトが青鋼の大剣を上段に構える。

「見せてやる。我が氏族の奥義──」

　魔力の奔流が兄コボルトの身体からだから大剣に流れ込み、魔刃を形成する。

「──霊峰青鋼斬りフジサン・バスター！」

　赤い軌跡の残像を曳ひき、兄コボルトがカリナ嬢を一刀両断にしようと迫る。

「ラカさん──」

　カリナ嬢の呼びかけと同時に、手の甲を覆うナックルガードが肥大化し、小盾のようなサイズとなって兄コボルトの必殺技と激突する。

　赤い魔刃の欠片かけらと障壁の白い欠片が飛び散り、カリナ嬢の足下の地面が格闘漫画のように陥没する。

「──っう」

　拮きつ抗こうしたのも束つかの間ま、カリナ嬢が身体を捻ひねって兄コボルトの斬撃を受け流す。

　そして、受け流した勢いのまま旋回し、回し蹴げりで兄コボルトの側頭部を奇襲した。

「ぬおっ！」

　兄コボルトはギリギリで反応し、その一撃を回避してみせる。

　だが、そこまでだった。カリナ嬢は空振りした蹴りを振り子の重しのように使い、宙に浮かんだ状態のまま反対側の足で体勢の崩れた兄コボルトの頭を蹴り飛ばしてみせた。

「兄者ぁああ！」

　完全に不意を突かれた形になった兄コボルトが錐きり揉もみしながら吹き飛んで、観戦していたコボルト達を巻き添えにした。

　兄コボルトが完全に気絶しているのをＡＲ表示が教えてくれる。

「勝ち、ましたの？」

「いえすぅ～？」

「カリナの大勝利なのです！」

　呆ぼう然ぜんとした顔で呼吸を整えるカリナ嬢の左右に、ポチとタマが飛び出して勝利を祝う。

「おいおい、我らが族長様は女ごときに負けたのか？」

　無粋なダミ声で割り込んできたのは、大柄で筋肉質なコボルトの男達だった。

「戦士ザトサード！　拙の兄者を愚ぐ弄ろうする事は許さんぞ」

「シャルサール姫、また戦士の真ま似ね事ごとか？　女はさっさと嫁に行って子供でも産んでろ」

　大柄コボルトが腰に剣を下げた姫コボルトを見下ろして、現代日本だったら炎上間違いなしの女性蔑視発言をする。

　アリサが横で「ないわー」と呆あきれ顔がおだ。

「女、我らが相手をしてやろう。女が戦士に及ばぬ事を教えてやる」

　大柄コボルト達が剣を抜きながらカリナ嬢に歩み寄る。威圧感バリバリだ。

「ご主人様」

　ルルが心配そうな声を出す。

「心配は無用です。ご覧なさい、ルル」

　リザの視線の先では、ポチとタマがやる気十分な顔で歩み出ている。

「カリナはお疲れだから、ポチが相手をしてあげるのです」

「タマも助太刀さん～？」

「なんだ、ガキども。邪魔だ」

　ポチ達を雑に蹴け飛とばそうとした大柄コボルトの足を、タマがにゅるんとした動きで投げ飛ばす。

「いざ、尋常に勝負なのです！」

　ポチがカタナを抜いて大柄コボルト達に駆け寄る。

「ちょこざいな小僧め！」

「ポチは小僧じゃないのです！　乙女なのですよ！」

　ポチがもう許さないとばかりに、大柄コボルト達をコテンパンに叩たたきのめす。

　それはもうプライドの欠片まで粉砕するような一方的な立ち回りだった。

「……す、すごい」

「俺様の相手がムーノの娘で良かった……」

　姫コボルトと兄コボルトが抱き合って、ポチとタマの無双に震え上がっていた。

　まあ、色々と衝撃的な光景だったからね。

「ムーノの娘よ、我ら氏族のコボルトは強き者に従う」

　兄コボルトがそう言って、恭順のポーズでムーノ伯爵領に属する事を承諾した。

　なお、恭順のポーズがお腹なかを上にして仰あお向むけになる犬っぽいポーズだったので、笑いが漏れないようにするのが大変だったよ。
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「これが氏族の現状だ」

　兄コボルトや姫コボルトに案内されて、オレ達は廃坑都市を検分している。

　農地は瘦やせ、鉱山からは僅わずかに銀と鉄が取れるのみ。氏族の古老達からは、廃坑都市を捨て青晶の取れる山に新たな集落を築いて移住するべきとの意見も出ているそうだ。

「せめて有望な鉱脈があれば……」

　そう嘆く兄コボルトの言葉に背を押されてマップ検索してみた。

　──あるじゃないか。

　現在の鉱脈の向こう側、分厚い岩盤の向こうに有望な金鉱脈があり、他ほかにも鉄、錫すず、銅、亜鉛などの鉱脈もある。三つ向こうの山には、コランダムを始めとした宝石の鉱脈もあった。

「そういえば姫が言ってた青晶って何に使われているの？」

　一通り見学して回った後、コボルトの子供達が遊んでいるのを眺めながらアリサが呟つぶやく。

「ああ、それならあそこにいる幼子達の──」

　それを耳にした姫コボルトが、犬の被かぶり物ものをした子供の方を見る。

　──危機感知。

　頭上に小さな影が差したと思ったら、それが瞬く間に大きくなり、巨大なワイバーンが音もなく子供達の上に急降下していた。

「危ない！」

　カリナ嬢が飛び出し、子供達を抱き締めて危機を回避し、いつの間にか子供とワイバーンの間に割り込んでいたナナが大盾の盾攻撃シールド・バツシユでワイバーンの鼻先を叩いて追い払う。

　悲鳴を上げて舞い上がろうとしたワイバーンは、スナイパー・ルルの抜き撃ちで翼の付け根を狙そ撃げきされて地面をのたうち回る。

　そこに駆け寄った獣娘達が、サクサクとワイバーンに止とどめを刺した。

「す、すごい。空の悪魔をあんなに簡単に……」

　兄コボルトが仲間達の手際に感嘆する。

「アリサ」

　ミーアの視線の先には、カリナ嬢の腕に抱えられ、犬の被り物が脱げた子供達がいた。

「何──ああ、もしかして、あれが青晶？」

　露あらわになった子供達の額には、薄くカットされた青い宝石──青晶の欠片が輝いている。

「はい。幼子が制御しきれない余剰魔力を、あの青晶が安全な形で発散してくれます」

　さらに鉱毒や瘴しよう気きなどから、幼い子供達を守ってくれる力もあるそうだ。

「空の悪魔から幼子を救ってくれて感謝する」

　兄コボルトが礼を言う。

「都市を守る結界は発動していないのですか？」

「やつらは結界の外から一気に急降下してくるから効かぬ」

「それに都市の力は全て鉱山の採掘に割り当てているのだ」

　オレの問いに、姫コボルトと兄コボルトが答えてくれる。

「やつらの巣を何度か攻めたのだが、切り立った崖がけの上にあって難攻不落なのだ」

「だったら──」

　アリサ達がオレを見る。

「ここまで聞いてしまっては見て見ぬ振りもできませんね」

　オレはそう言って仲間達を見回す。

「お任せあれ～？」

「ポチ達は魔物退治の専門家なのですよ！」

「幼生体の安全は私が守ると告げます」

　マップ情報によるとワイバーンが二〇体ほどだから、すぐに狩れるだろう。
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「ムーノの娘よ、ここがそうだ」

　兄コボルトが半ば鉱山にめり込むように建つ古城を指し示す。

　廃坑都市の子供達の安全の為ためにワイバーン狩りに向かうはずだったのだが、オレとアリサ、そしてカリナ嬢達は廃坑都市に残っていた。

「長い階段ですわね」

「この辺りから建築様式が変わっていますね」

　今は使われていないという古城の奥にある長い長い階段を下る。

　階段の上半分はシガ王国の建築様式だったが、下半分はオーク帝国時代の建築様式に変わっていた。

「見えたぞ、あれが『試しの扉』だ」

　階段の下には謁見の間のような天井がやたら高い縦長の部屋があり、その最奥には壁一面を構成する巨大な扉があった。

「我らが四〇〇年前に悪あしきムーノに都市を追い出されるまでは、強き者が来たらこの扉に触れるのが習わしだったのだ」

　兄コボルトが扉について語る。

「触れたらどうなるんですの？」

「扉が開き、その奥に封印された『災い』を討つ使命を与えられるそうだ」

　カリナ嬢の質問に兄コボルトが答える。

『族長殿、「使命を与えられるそうだ」と伝聞で言うという事は、奥の「災い」に挑んだ者はおらぬのか？』

　カリナ嬢の胸元で青い光を湛たたえる「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカが、兄コボルトに尋ねた。

「うむ、残念ながら、俺様も含め、この『試しの扉』に触れ、扉を開けることのできた者はおらぬ」

　兄コボルトがそう言って扉にレリーフされた絵を見上げた。

　そこには醜いバケモノと徒と手しゆ空くう拳けんで戦うオークが描かれている。

「試すがいい、強きムーノの娘よ」

「わ、分かりましたわ」

　兄コボルトに勧められ、カリナ嬢が緊張した面持ちで扉に近付く。

「カリナ様、ふぁいとぉおおお！」

「頑張って、カリナ様！」

　護衛メイドのエリーナと新人ちゃんがカリナ嬢を応援する。

　ファイトが英語なのは、たぶんポチやタマが口にするのを聞いて覚えたのだろう。

「い、行きますわ！」

　応援を背に、カリナ嬢が意を決して扉に触れる。

　皆みんなが期待の篭こもった目で扉を見つめる。

「……何も、起きませんわね」

　どうやら、今回も何も起きなかったようだ。

「ささっ、ご主人様」

　アリサが芝居掛かった仕草でオレを促す。

「今こそ、そのチートを発揮して──」

　馬ば鹿かな事を言うアリサの頭に拳げん骨こつを落とすポーズをし、扉に手を掛ける。

「何も起きませんわね」

　ちょっと期待したのだが、カリナ嬢が言うように「試しの扉」には、なんの変化もない。

　──いや、違う。

　扉が微かすかに動いた。

「カリナ様、ちょっと力を貸してください」

　オレはそう声を掛け、扉の下端に指を掛け、カリナ嬢と二人で一気に引き上げてみた。

「そんな馬鹿な！　今まで誰だれにも動かせなかったのに」

　オレ一人プラス「理力の手マジツク・ハンド」の六〇人力でギリギリ持ち上げられるくらいの超重量だから、扉に触れられるくらいの人数だと動かすのは少し無理だろう。それこそ、聖せい骸がい動甲かつ冑ちゆうや動甲冑を着込んだ歴戦の戦士達が必要だ。

　これは「封印：物理」だったのかもね。

「ご主人様、つっかえ棒をしたからもう良いわよ」

　アリサがコボルト兄妹きようだいと協力して扉を固定してくれた。

　扉の向こうは暗黒の空間が広がっている。

「……いかにも何かありそうな雰囲気ね」

　アリサが火魔法で人ひと魂だまっぽい照明球を作って照らす。

　扉の手前と同じような空間が、どこまでも続いている。

　ただ、こっちは暗く掃除もされていないのもあって、なんだか陰いん鬱うつな雰囲気だ。

「奥に何かあるわ」

　照明球が奥にある何かを照らす寸前で消失した。

　魔法が解除されて搔かき消えたというより、闇やみ魔法や影魔法の作り出す絶対暗黒の空間に飛び込んでしまったかのような消え方だった。

「行くぞ！　それこそが『試し』のはずだ」

　兄コボルトが自信満々に歩き出す。

「分かりましたわ！」

　カリナ嬢まで一緒に歩き出したので、放置する訳にもいかずオレ達もついていく。

『カリナ殿、周囲の警戒を怠るな』

「分かっていますわ、ラカさん」

　その声に重なるように、ジャラリと音がして四方八方から何かが襲いかかってきた。鎖だ。

　オレはアリサと姫コボルトを抱えて鎖の襲撃を避よける。悲鳴を上げて逃げ惑う護衛メイドのエリーナと新人ちゃんが少し心配だが、彼女達も迷宮で高レベルに達した前衛だから大丈夫だろう。

「きゃあああ」

　悲鳴に視線を向けると、余裕で避けていたはずのカリナ嬢が複雑怪奇な絡まり方をして、空中に吊つり下げられていた。プロポーションが良いせいか、やたらと色っぽい。

『カリナ殿、……自分から絡まりに行ってどうする』

　ラカの呆あきれるような言葉で分かった。

　鎖を回避する内に、他の鎖に自ら突っ込んで絡まってしまったわけか。

「青鋼の大剣が折れた？」

　鎖を切ろうとした兄コボルトの剣が、ぽっきりと折れてしまった。

「危ない！　兄者！」

「ぐああああ」

　兄コボルトが鎖の不意打ちを受けて吹き飛ばされた。

「兄者！」

　姫コボルトが兄の下に駆けていく。

「エリーナ！　こっちに！」

　ここは鎖が届かないみたいなので、エリーナ達を呼び戻し、アリサの護衛という名目で避難させ、オレは彼女達の代わりにカリナ嬢を助けるべく駆け寄る。

「──すごっ」

「子爵様、どんな身体能力しているんですか……あの鎖の乱舞の中を涼しい顔して進んでますよ」

　後ろから絶句するエリーナや呆れ混じりの新人ちゃんの声が聞こえる。

　そこまで楽勝ではないので、あまり煽おだてないでほしい。

「カリナ様、すぐ助けますよ」

「──サトゥー」

　妖よう精せい剣を取り出そうとして、途中で思いとどまった。

　けっこう硬い青鋼の大剣を折るくらいだし、妖精剣でも刃が傷む可能性がある。

　オレは服の陰でストレージから竜りゆう牙がコーティングの竜りゆう爪そう短剣を取り出して、鎖を切断した。

　カリナ嬢を受け止め、顔を覆う柔らかすぎる感触に意識を奪われないように注意して、彼女に絡みつく残りの鎖を取り払う。

『封印縛鎖を軽々と切断するか……』

　カリナ嬢の背後にある暗闇から、地の底に引き摺ずり込まれそうな怖おぞ気けを伴う声が聞こえてきた。

　オレの腕の中でカリナ嬢が硬直している。ＡＲ表示によると恐慌状態だ。恐らく、さっきの声に「恐怖フイアー」の追加効果があったのだろう。

『サトゥー殿、敵だ。それもかなり強い』

　ラカが警告してくれる。彼には「悪意看破」「強者看破」なんかの能力があるからね。

　オレはカリナ嬢を抱え、背後に跳躍して暗闇から距離を取る。ついでに黄金鎧よろいに組み込んだ対精神攻撃用の魔法回路サーキツトを流用した真っ赤なスカーフを、カリナ嬢の首に巻いてやる。なんとなく、戦隊ヒーローみたいなヤツだ。

　恐怖を操るなら、相手は扉に描かれていたアンデッドの可能性が高いか──ならば。

　──精霊光、全開。

　オレが精霊光によって瘴気を祓はらうのと同時に、アリサが使っていた照明球の照らす範囲が広がる。

　あの暗闇は濃すぎる瘴気の澱よどみだったらしい。オレには感じ取れなかったが、ミーアがいれば離れた場所からでも一瞬で気付いていただろう。

「……ミイラ？」

　瘴気が晴れた闇の中に、磔はりつけにされたアンデッドらしき姿が見えた。

　その手足や身体からだには幾条もの鎖が巻き付き、手足には深紅の杭くいが刺さっている。

「違うわ！　あれは『不死の魔導王リツチ』よ！」

　アリサがエリーナの呟つぶやきを訂正する。鼻の形や少し尖とがった耳からして、リッチがアンデッドになる前の種族はオークだったらしい。

　同種族だからか、なんとなく「黄金の猪王」に相そう貌ぼうが似ている。

『くっくっく、久方ぶりの贄にえか！』

　リッチがオーク語を喋しやべった。

『オークがなぜこんな場所に封印されている』

『この姿を見れば分かろう！　我は禁断の領域に手を出し、黄金陛下によってこの地に封印された』

　オレの問いにリッチが激げき昂こうし、忌々しげに自分の両手両足を壁に縫い止める深紅の杭を見る。

　──いや、杭のように見えたのはガントレットやグリーブのようだ。

『長い封印の間に封印縛鎖の一部を操れるようになったが、未いまだにこの獣王葬具を引き抜く事ができぬ』

　獣王葬具というのは深紅のガンレットやグリーブの事だろう。

『ぶもっ！』

　リッチが身を捩よじると、ジャラリと鎖が鳴り、闇の中から幾本もの鎖が襲ってきた。

「ラカさん！」

『──うむ』

　スカーフの機能で恐慌状態から脱したカリナ嬢が、「ラカの守り」で全すべての鎖を受け止める。

『動甲冑と同じ球状障壁！　貴様らは憎につくきフルー帝国の手先か！』

　このリッチはフルー帝国に恨みがあるようだ。

　聖骸巨神といい、滅亡直前のフルー帝国はあちこちで恨みを買っていたらしい。

『フルー帝国に一矢報いる為ならば、今まで溜ためてきた力を存分に振る舞ってやろう！』

　リッチが固定されている四肢を切断して、ガチガチと歯を鳴らしながら飛んできた。

「きゃあああああ──ですわっ！」

　カリナ嬢が悲鳴を上げながらも、反射的にリッチの横っ面にカウンターの回し蹴げりを叩たたき込んだ。

　同時に飛んできた鎖の束は、ラカの守りが防ぐ。

『くかかかか！　黄金陛下のような技を使うか！　娘！　万が一、我が輩に勝てたならば、封印に使われた獣王葬具をその手にするがいい！　陛下が諦あきらめた活人拳を全うしてみせよ！』

　空気を読まずに妖精剣でリッチを一刀両断にしたいところだが、カリナ嬢がやる気に満ちた顔で「この拳こぶしであなたに安らかな死を」とか言っているので、アリサ達を護衛しつつカリナ嬢達の戦いを見守る事にした。

『鎖は球状障壁で防ぐか──だが、それの欠点は既に把握済み！』

　リッチが強キャラのようなセリフとともに放った鎖が、カリナ嬢を守る球状障壁の一角を突き崩した。

「鎖の連打でピンポイントに砕く訳か……」

「カリナ様！　闇に紛れて何か来るっすよ！」

　エリーナの叫びに反応したカリナ嬢が、球状障壁の穴を抜けてきた闇魔法の弾丸をナックルガード状にした障壁で打ち砕く。

『そう来るか！　プォレースだけではなくウォクシングの技まで使うか！』

　リッチが骨だけになった顎あごをカクカクさせながら叫ぶ。

「もしかして、プロレスとかボクシングって言いたかったのかしら？」

「かもね」

　黄金の猪王も転生者だったはずだし、元が格闘家という可能性もある──いや、ないか。オレとの戦いで格闘技っぽかったのはサバ折りみたいな締め付け攻撃くらいだったしね。

『ふんぬ！』

　リッチの闇魔法と鎖の合わせ技をカリナ嬢が捌さばき、カリナ嬢の蹴りや拳をリッチが鎖で受け流す。

　一進一退のアクロバティックな攻防が繰り返される。

　ラカの守りを崩そうとするリッチの詰め将棋みたいな重ね技にカリナ嬢が嵌はまってハラハラするシーンもあったけど、カリナ嬢はラカに助けられてなんとか互角以上に戦いを進めている。

「よっしゃ！　大きな隙すきができた。今よ、カリナサマ！」

　手に汗握りながらアリサが応援の声を上げた。

「──桜花百烈閃せん！」

　カリナ嬢が連続で蹴りを放つ必殺技をリッチに浴びせる。

「よっしゃー！　あとは蹴りの速さが音速を超えれば完成よ！」

　アリサが無茶な事を言う。

　そういえば名作漫画や格闘ゲームなんかで、ああいう技があったっけ。前者は蹴りじゃなく拳だったと思うけど。

『あばばばば──そのような技など』

　カリナ嬢の連続蹴りを顔に喰くらって喋れなかったリッチだったが、身体を実体から幽体に変えてカリナ嬢の蹴りをすり抜けた。

「──旋風散華！」

　カリナ嬢は連続蹴りに固執せず、次の回し蹴り系の必殺技で封印する鎖を巻き込んで、リッチを地面に叩き付けた。

「幽体なのに地面はすり抜けられないのね？」

「封印の部屋だから、幽体が透過できない造りになっているんじゃないか？」

　アリサと話す内にも、カリナ嬢のストンピング技が続き、リッチが断末魔の叫びを上げる。

『カリナ殿、とどめを』

「分かりましたわ、ラカさん！」

　カリナ嬢が近くの柱を駆け上がって、天井を蹴って勢いよく落下する。

「カリナ、キィイイイイイイイイイイイイイイイック！」

　赤い光を曳ひきながら流星のような勢いで、カリナ嬢がリッチに蹴りをぶちかます。

　勢いが付きすぎたのか、直下の床が音を立てて砕け、周囲の床が波打つように歪ゆがんだ。

　カリナ嬢がドヤ顔でこちらを振り返る。

「カリナ様、さすがっす！」

「カリナ様、素敵です！」

　エリーナと新人ちゃんがヤンヤの喝かつ采さいを上げた。

　──危機感知。

「カリナ様！　まだ終わってません！」

「──え？」

　目を丸くするカリナ嬢の後ろに、手足が揃そろったリッチの姿が浮かび上がる。

『カリナ殿、後ろだ！』

　振り返るカリナ嬢の首を、リッチの骨の指が摑つかみ上げた。

『封印の間を破壊し、我が輩を解放してくれるとはなんと迂う闊かつで愛うい娘だ。その返礼に、貴様も不自由な生から解放してやろう』

「それは遠慮したいかな──」

　オレは縮地でリッチの背後に回り、魔刃装剣で保護した妖精剣でリッチの核を貫いた。

『──何？』

「チェックメイトだ」

　黒い灰になって散るリッチの亡なき骸がらからカリナ嬢を救出し、小こ脇わきに抱いて安全圏に離れる。

『くかかかか、黒髪の勇者を見落とすとは、なんたる不覚。娘よ、よき死合で……あった……』

　言い終えると同時に、最後まで空中に浮かんでいた髑髏しやれこうべが砕けて散った。
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「本当に、わたくしが受け取っていいのかしら？」

　カリナ嬢が深紅のガントレットとグリーブを胸に抱きながら、誰だれにともなく言う。

「それはムーノの娘──いや、偉大なる戦士であるカリナ様が受け取るべきだ」

「うむ、拙も兄者に同意する。獣王葬具は大戦士カリナ様にこそ相応ふさわしい」

　リッチとの激戦を見てカリナ嬢に一目置いたのか、兄コボルトと姫コボルトのカリナ嬢への敬称が「様」に変わっている。

「──サトゥー」

「私も、この二人と同感です。それは格闘装備のようですし、カリナ様に相応しいと思いますよ」

　カリナ嬢が振ってきたのでそう答える。

「じゃあ、わたくしが使わせていただきますわ」

「待ってください」

　いそいそとガントレットを身に着けようとするカリナ嬢を制止する。

「どうしてですの？」

「見たところ、その獣王葬具は呪のろわれているようです」

　何百年もの間、リッチの怨えん嗟さを受け続けて、かなりヤバいレベルで呪われていた。

「ご主人様にも無理？」

「ある程度は解いたけど、しつこい汚れみたいな呪いがこびりついているんだ」

　オレに耳打ちするアリサにそう答える。

　古いセーターに絡みつく小さな毛玉のように剝はがれにくい。

「装備する前に、ムーノ市に戻って浄化していただきましょう」

　カリナ嬢は早く装備したい様子だったけど、ラカからも止められて、しぶしぶ諦めていた。

　地上へと戻ると、仲間達がワイバーン狩りから帰っており、その周りにコボルト達が人垣を作っていた。

「おかり～」

「エモノがいっぱいなのです！」

「ご主人様、はぐれのヒュドラがいたので一緒に狩っておきました」

　獣娘達が戦果を報告してくれる。

「マスター、幼生体の安全は確保したと告げます」

「ん、完かん璧ぺき」

　どうやら、ワイバーン狩りをするついでに周囲の脅威も一緒に除去してきてくれたらしい。

　一部の獲物は既にルルとコボルトの料理人達によって調理中との事だったので、オレ達はすぐに出立するのを止やめ、その日の晩はヒュドラ肉を使ったコボルト達の民族料理で宴会となった。

　丸焼き系の料理が多めで、コボルト伝統のとろりとした甘味のあるタレが非常に美う味まかった。意外に後味が良いので、どんどん食が進む。そのせいか、仲間達もコボルト達も、肉の食べ過ぎでお腹なかを抱えて次々にダウンしていた。

　うん、何事もほどほどが一番だね。
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〝サトゥーです。朝、何気ない会話をした知り合いが、夕方に事故で亡くなった事があります。人生、一寸先は闇やみ──とまでは言いませんが、何があっても後悔しないように、日々を大切に生きていきたいものです。〟






「セーラ、儀式を」

「はい、巫み女こ長様」

　結局、ムーノ市の神殿ではカリナ嬢の獣王葬具を浄化できなかったので、公都のテニオン神殿まで足を伸ばしてお祓はらいをしてもらっている。

　ムーノ市に戻る時には、ドワーフ自治領のボルエハルト市に寄って、久々にドハル老達にお土産の酒や肴さかなを届けようと思う。

　そんな事を考えている内にも、浄化の儀式は進み、長年の澱おりのような獣王葬具の穢けがれが落ちていく。

「テニオン様のご慈悲の光で満たされ、この武具を穢していた澱よどみは払ふつ拭しよくされました」

　巫女長さんがそう言って、カリナ嬢に儚はかなげな笑みを向けた。

　清浄な空気と光の中、獣王葬具が磨き直されたように深紅に輝いている。

　これまでのくすんだ感じは経年劣化の汚れじゃなく、呪じゆ詛その澱みによるものだったみたいだ。

「それにしても、伝説の獣王葬具が実在するとは思いませんでした」

　別室に移った後、巫女長さんから獣王葬具の由来を教えてもらった。

　元々は魔王化する前の「黄金の猪王」が好んで使っていた武具であり、神代の秘宝アーテイフアクトでもあるそうだ。

　なんでも、幾重にも封印が掛けられており、使用者として獣王葬具に認められる事で段階的に封印が解放され、秘められた真の力が発揮されるらしい。

　オーク達の古文書には「猪王は三つある封印を全すべて解いてみせた」と書かれてあったそうだ。

「うはっ、イカしたギミックを付けるじゃない！　胸熱すぎる！」

　こういうのが好きなアリサが気炎を上げて興奮する。

「カリナサマ！　ぜひとも使いこなして封印を解いてよね！」

「ええ、もちろんです！　わたくし、絶対に獣王葬具を使いこなしてみせますわ！」

　興奮したカリナ嬢が、拳こぶしを握りしめソファーから立ち上がった。

　ポチとタマもカリナ嬢の左右で同じポーズをする。

「にゅ？」

　タマの耳がピクリと跳ねる。

　オレの聞き耳スキルが室外の騒音を拾ってきた。

　仲間達が何かあったのかとオレの方を見る。

　バンッと音がして扉が開く。

「いた！　サトゥー、私と一緒に来て！」

　部屋に飛び込むなり、そう言ったのは先代勇者ハヤトの従者リーングランデ嬢だった。

「姉様、あまりに傍若無人な行い──」

「──ごめん、セーラ。お説教は後で聞くわ」

　柳りゆう眉びを逆立てるセーラを無下に扱い、リーングランデ嬢がオレの手を摑んでソファーから引っ張り上げる。ずいぶん、強引な感じだ。

「何かありましたか？」

「ヨウォーク王国の王都に魔王が現れたわ」

　リーングランデ嬢がオレに耳打ちする。

「サガ帝国から急報が入ったの。ヨウォーク王国の王都は既に壊滅状態らしいわ。すぐに出立できる状態だった勇者二人が従者達と派遣されたらしいけど──」

　言い淀よどむリーングランデ嬢の言わんとする事は分かる。

　魔王は一筋縄ではいかない相手だ。たとえ二人いても、召喚間もない新勇者が挑むには荷が重すぎる。

「魔王ですって?!　そんな戦いにサトゥーさんを引き込まないでください！」

　聞き咎とがめたセーラがリーングランデ嬢に抗議する。

「ごめん、セーラ。危ないのは分かっている。でも、経験者で力を貸してくれそうなのがサトゥー達くらいしかいないのよ」

「勇者ハヤト様がいらっしゃるならともかく、あまりに危険すぎます」

「セーラ様、そのへんで──」

　オレはセーラの舌ぜつ鋒ぽうを止める。

　オレの為ために姉妹の溝を深めたくない。

「申し訳ありませんが、私は同行できません」

　代わりに、勇者ナナシで急行して退治するから許してほしい。

「どうして！」

「宰相閣下から魔王討伐などの危険な事に首を突っ込むなと命じられておりまして」

　裏切られたと言いたげなリーングランデ嬢には悪いけど、サトゥーとして向かうわけにはいかない。勇者ハヤトがいない状況で、魔王相手に手加減して戦えるとは限らないからね。

「ごめんなさい」

　リーングランデ嬢が詫わびの言葉を口にする。

　そんな彼女が、後ろ手に窓をバンッと開いた。

「うわっ」

「むぅ、風」

　窓から強風が吹き込んでくる。

　その向こうには飛空艇らしき構造物が見えた。
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「ごめんなさい」

　リーングランデ嬢がオレを抱き締めながら、詫びの言葉を繰り返す。

「悪いけど、一緒に来てもらうわ！」

　オレを抱えたまま、リーングランデ嬢が背後の飛空艇に飛び乗った。

「「「ご主人様！」」」

「マスター！」

　仲間達が次々に飛び乗ってくる。

「わたくしも！」

「ダメっすよ」

「そうです！」

　飛び出そうとしたカリナ嬢を、エリーナと新人ちゃんが抱き着いて止める。

「姉様！　私も行きます！」

「だめよ。あなたではレベルが足りないわ。魔王戦には連れて行けない」

　セーラの願いをリーングランデ嬢が拒否する。

「そんな事──」

　次の言葉をセーラが口にする前に飛空艇が高度を上げる。

「カリナ様！　ちょ、待」

「うそっ、無茶苦茶です！」

　下からエリーナと新人ちゃんの悲鳴が聞こえてきた。

　マップ情報によると、カリナ嬢が飛空艇の下部構造物に飛びついて密航したらしい。

　このままだと危ないので、「理力の手マジツク・ハンド」を準備して、カリナ嬢が乗り込むのを見守った。

「無茶するわね」

「決して足手まといにはなりませんわ」

　呆あきれ顔がおのリーングランデ嬢だったが、引き返す時間もないからと同行を黙認した。
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「強引にして悪かったわ」

　場所を移して、リーングランデ嬢がもう一度詫びた後、詳細を話してくれた。

　ヨウォーク王国は先王が急死した後、酷ひどい内乱状態にあった為、魔王発見が遅れたらしい。

「まだ次の王様が決まってないって事？」

「そうみたいね。密偵の話だと、幼い王子を擁立しようとする王女派の貴族達と先王のお抱え占い師のミュデって女が推す王弟が王位を争ってるらしいわ」

「王弟？　ヨウォーク王に弟なんていたかしら？」

　ヨウォーク王国の隣国であるクボォーク王国出身のアリサが首を傾かしげる。

「いたんじゃない？　まあ、そんな訳で戦争状態の両者の真ん中で魔王が出現して狂騒状態みたいね」

　狂騒状態──パニックって事かな？

「魔王？　魔王ってなんだよ？」

　隣室の扉が開いて、シンが入ってきた。

「非戦闘員を置いてこなかったんですか？」

「ごめん、忘れてた」

　どうやら、シンは公都に置いてくる予定だったらしい。

「噓うそだろ？　リク先輩もカイ先輩もいないのに、俺達だけで魔王のいる国に行くって言うのか?!」

「落ち着きなさい、シン」

「これが落ち着いてられるか！」

　シンがパニック状態だ。

「ルルお姉様」

　アリサがジェスチャーでルルに対応を頼む。

「落ち着いて」

「え、ちょっと、な、何？」

　ルルがシンを優しくハグする──ように見せかけて、頸けい動どう脈みやくを絞めて落とした。

　くてっと気絶したシンを受け取り、ソファーの一つに寝かせる。

「ありがとう、助かったわ」

　リーングランデ嬢がルルに礼を言う。

「でも、この飛空艇で行って間に合うの？」

　サガ帝国の高速飛空艇みたいだけど、それでもヨウォーク王国は遠い。

「普通に行ったら間に合わないわね」

　リーングランデ嬢が伝声管を開き、「艦長、ちょっと無理するわ」とだけ告げる。

　彼女は胸元のボタンを外し、胸の谷間からタリスマンを引き出した。

「もしかして、神授のお守りタリスマン？」

「ええ、そうよ」

　リーングランデ嬢が一度目を閉じた後、毅き然ぜんとした顔でタリスマンを進行方向に掲げる。

「偉大なるパリオン神よ！　我が願いと命数を糧に、我を魔王に挑む新しき勇者の下へ届けよ！　我は従者！　勇者ハヤトの従者リーングランデ!!」

　祈りにも似た宣誓とともに、飛空艇が急加速した。

「ご主人様、窓！　窓の外！」

　窓の外の光景が勇者の御座船ジュールベルヌの次元潜行の時みたいな鈍にび色いろの空間に変わった。

　どうやら、タリスマンでパリオン神の力を借りて、ヨウォーク王国まで一気に跳躍航行するつもりのようだ。

「すごいですわ！　これが勇者の従者の力なのですね！」

　カリナ嬢が感激した顔でリーングランデ嬢に言う。

「気のせいか、リーンたんまで驚いてない？」

「ええ、成功するかどうかは賭かけだったもの」

　彼女にも勇者ハヤトの帰還後にタリスマンが使えるかどうかは分かっていなかったようだ。

「カリナ様、今のうちにこれをお返しします」

「これは──『魔封じの鈴』」

「はい、きっと魔王からカリナ様の身を守ってくれるはずです」

　オレが西方諸国へ旅立った時に借りたままになっていた鈴をカリナ嬢に返却する。

「──にゅ」

「速度低下と告げます」

　タマとナナが警告する。

　それと同時に、飛空艇が鈍色の空間から通常空間に出た。
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「報告します。本機はヨウォーク王国の上空に到着しました」

　伝声管から艦長の声が届く。

　通常空間に復帰した飛空艇はヨウォーク王国の王城上空をフライパスし、大きな円を描いて王都上空を旋回する。

「……酷い」

「えまーじぇんなのです！」

　闇やみの炎に沈む王都が窓の向こうに見えた。

　城は全壊している。王都の町並みも半壊しており、そこかしこで闇あん炎えんが燃えている。

「爆発～？」

「誰だれか戦っているのです」

「あちこちで戦闘が行われているようですね」

　獣娘達が言うように、闇炎の合間に普通の赤い火や爆発が見え、それが王都のあちこちで起こっている。マップ情報によると、あれはヨウォーク王国の人間同士が争っているらしい。

「もしかして、魔王が現れたのに内戦を続けているっていうの？」

「亡国の行いだと批判します」

　呆れ顔に怒りを滲にじませて言うアリサに、ナナが無表情に同意する。言葉からしてナナも怒っているようだ。

「それより、魔王は？」

「王城」

　周囲を見回すリーングランデ嬢に、ミーアが一言で答えた。

「根拠は？」

「瘴しよう気き」

「王城の瘴気が一番濃いそうです」

　ミーアの言葉を補足する。

「艦長！　飛空艇を王城に！　──今のうちに武装をしてて」

　リーングランデ嬢が伝声管に叫ぶ。後半はオレ達にだ。

　彼女はそのまま冷たい風が吹き荒れるバルコニーに出ていく。

「皆みんな、白銀鎧よろいに着替えて」

「ふふん、こんな事もあろうかと！」

　アリサが勝ち誇った顔で、スカートの中に手を突っ込んで捲まくってあった鎧装着用のインナーの裾すそを下げ、肩まで上げてあった袖そでを引き下ろす。

　どうやら、常在戦場の心得がなかったのはオレとカリナ嬢だけらしい。

　カリナ嬢の白銀鎧には自動装着装置がないので、衝つい立たての向こうで着替えてもらう。オレは仲間達以外の視線がなくなったところで早着替えスキルで白銀鎧と盾腕輪を装着し、白銀装備を自動装着した仲間達を連れてリーングランデ嬢を追った。

「リーングランデ様！」

「早かったわね。魔王が王城のどのへんにいるか探して」

　瘴気視では城全体が瘴気に沈んでいて区別が付かない。

　マップだと王城の中央付近に光点がある。

「あそこ！　王城の崩れた壁の向こうで、青い光が見えました」

　ルルが指さして教えてくれる。

「あそこに着けて！　王城の上の方！　壁が大きく崩れている場所よ！」

　リーングランデ嬢に指示された飛空艇が王城に急接近し、壁の崩れた場所に手荒い操船で横付けした。

　リーングランデ嬢に続いて城に飛び移る。

　騎士達が続こうとした時、背後から爆発音がして飛空艇が城から離れた。

「下から攻撃されたようだと報告します」

　王城の庭や物陰で小競り合いをする兵士達が見える。

　彼らの誰かが飛空艇を攻撃したのだろう。

「私達だけで行くわ！　あなた達は飛空艇の安全を確保しなさい！」

　リーングランデ嬢が飛空艇に向けて叫ぶ。

　アリサが火魔法で照明を作り、暗い広間を照らす。

「魔王はどこ？　いないわよ？」

　荒れた広間は闇炎が燃えるだけで、生きている者は誰もいない。

　城が揺れた。どこかで魔王が暴れているのだろう。

　オレはマップを３Ｄ表示に切り替える。

「音は下から～？」

　周囲を見回すリーングランデ嬢に、タマが床に耳を押しつけて答えた。

　光が漏れたであろう離れた床にある大きな穴からは、漆黒の炎が噴き上がっていて入れそうにない。

「廊下はダメね」

　リーングランデ嬢が廊下を覗のぞいて首を横に振った。

「ならば、その穴からですね」

　リザが穴の下を覗き込んで言う。

「燃えているのはすぐ下の階と魔王がいるらしき最下層だけです」

　リザが指示を求めてオレを見る。

　マップ情報からして、前衛陣なら二段ジャンプ系のスキルで減速して軟着陸できるはず。後衛陣はオレが抱えればいいだろう。

「行こう」

　オレがＧＯサインを出すと、躊ちゆう躇ちよなく獣娘達が飛び込み、ミーアを抱えたナナが続く。オレはルルとアリサを抱えて後を追う。

　闇炎が燃えさかるすぐ下の階層を抜けると視界が開けた。

　望遠スキルが最下層にいる魔王を拡大してくれる。魔王は穴の真下にいた。おあつらえ向きに、無防備な背中を晒さらしてだ。

「──リザ」

　オレは魔王の背中を指さす。

「承知」

　リザが魔ま槍そうドウマを投げ下ろす。

　赤い軌跡を残し、魔槍は赤い光線のように真まっ直すぐに魔王の背中へと突き進む。魔槍は赤と黒の閃せん光こうと火花を放って魔王の障壁を穿うがち、そのまま魔王の背中に突き刺さった。元々半分くらいまで減っていた魔王の体力ゲージが、さらに減る。

　──ＱＷＺＧＧＧＧＹＮ。

　魔王の悲鳴が聞こえる。

「減速」

　ポチとタマが空歩で小刻みに減速し、ナナが二段ジャンプの要領で落下速度を殺す。ミーアの体重分だけ減速が足りなかったので、「理力の手」でナナの減速を助ける。

「リザ～？」

　減速しないリザを見てタマが首を傾かしげる。

「今！」

　リザが空歩スキルを使った。

　減速するのではなく、更に加速したのだ。

　──まさか。

　オレの予感通り、リザが片足で魔槍の石突きに着地した。

　十分に加速したリザの落下エネルギーが、魔槍を魔王の背中に深くめり込ませる。

　彼女は魔王の背中に刺さった魔槍が真上を向くタイミングを見計らっていたらしい。

「イアイバットー！　魔刃突ヴアンキツシユ・スト──」

　落下中のポチが閃ひらめいたという顔で突進系の必殺技を重ねようとしたが、痛みから逃れようと魔王が移動してしまった為ために不発で終わった。

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　紫色の光を帯びた魔王が咆ほう哮こうし、乱暴に腕を旋回させてリザを狙ねらう。

　リザは深く刺さりすぎた魔槍の回収を諦あきらめ、魔王の背を蹴けって回避する。

「あれが魔王？　砂さ塵じん王よりは華きや奢しやね。なんとなく貴婦人っぽいフォルムだわ」

　アリサが言うように、魔王は漆黒のドレスを着た貴婦人のようなイメージのある身長三メートル半の異形だ。

　マップ情報によると固有名「背徳妃コルセアーヌ」という魔王で、ユニークスキルは「闇炎抱擁ダークフレア・エンブレイス」一つだけで、転生者が持つ「自己確認セルフ・ステータス」や「技能隠蔽ハイド・スキル」といった先天性スキルギフトが見当たらない。

　あるのは「社交」「舞踏」「陰謀」「威圧」のような一般的なスキルのみだ。成り立ての魔王なのか、レベルは五一しかないし、戦闘用のスキルも持っていないのでユニークスキルにさえ気をつければ苦戦する事はなさそうだ。

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチの胸元の「竜眠揺篭ドラゴン・クレイドル」から白い幼竜リュリュが出てきた。
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「リュリュなのです！　今日は魔王のヒトが相手だから注意するのですよ！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　リュリュがキリリとした声で鳴き、ポチの肩に乗る。

　戦闘生物の竜なら大丈夫だと思うけど、うっかり大怪け我がを負わないように注意しておこう。

「サトゥー、避よけて！」

　穴の上から聞こえたリーングランデ嬢の声に、オレ達はバックステップで距離を取る。

「破裂クイツク・バースト！」

　次の瞬間、オレ達のいた場所で爆裂魔法が炸さく裂れつし、爆圧で減速したリーングランデ嬢が軽やかに着地する。

「きゃあああああ」

　続くカリナ嬢は爆圧に翻ほん弄ろうされて悲鳴を上げながら転がる。

　もちろん、鉄壁の「ラカの守り」があるので、彼女は目を回しただけで怪我一つない。

「リーングランデ教官？」

「げっ、鬼教官?!」

　魔王の向こうから若い声が聞こえた。

　闇炎が邪魔でよく見えないが、おそらくは先に現場入りしたという新勇者の二人だろう。

　マップ情報によると、新勇者の従者達は既に過半数が負傷して戦闘不能、残りは回復や支援が使える者達ばかりで、前衛はほとんど残っていない。なかなかピンチだ。

「リーングランデ殿！　我らが魔王の分体を始末している内に横取りとは許されませんぞ！」

　そう叫ぶのは、数少ない前衛の一人で、パリオン神国の魔ま窟くつで勇者ハヤトと共に魔王討伐に参加していた黒騎士だ。

「おっさん！　そんな事を言ってる場合か！」

「そやで、リュッケンはん。まずはこいつを倒さな」

　新勇者二人が黒騎士を窘たしなめる。

　口は悪いがまともそうな勇者みたいだ。

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　紫色の光を帯びた魔王が咆哮し、巨大な闇あん炎えんが三つ生み出された。

　魔王のユニークスキル「闇炎抱擁ダークフレア・エンブレイス」によるものだろう。

「魔王の分体だ！　気を付けろ！」

「分体は引き受けます！　勇者様達は魔王本体を！」

「任せる！　死ぬなよ！」

　アニキっぽい力強い声の勇者が、即答でオレの提案を受け入れてくれた。

　リーングランデ嬢も一体受け持ってくれようとしたが、彼女には新勇者のサポートをお願いする。

「闇やみの炎はまっくろクロッケーに喰くわれるぞと告げます！」

　ナナが挑発スキルを篭こめた叫びで分体達を引き寄せる。

　分体のレベルは魔王本体と同じなので、複数体を担当させるのはナナでも大変そうだ。

「お前らはこっちだ！」

　オレも挑発スキルを使って、分体のうち二体を引き寄せる。

「カリナ様、鈴を！」

「分かりましたわ！」

　カリナ嬢が「魔封じの鈴」を振るとリーンと澄んだ音色が響き、魔王や分体が身を竦ませる。

「ナイス、カリナサマ！」

「援護感謝と告げます」

　仲間達が分体と戦いを始めるのを見守りつつ、格納鞄ガレージ・バツグから予備の魔剣を取り出し、二刀流で分体の攻撃をあしらう。闇炎の弾丸をシューティングゲームのように撒まき散ちらすのが面倒だが、撃つ時は動きが止まるので、それほど避けるのが難しいわけではない。床が砕かれたり、砕けた天井が落ちてきたりする方が面倒だ。

「私に飛び道具は通用しないと告げます！」

　仲間達が戦う分体の闇炎弾丸はナナが魔法斬ぎりの要領で迎撃している。

　ナナが受け持つ分体を、仲間達やカリナ嬢が協力して削る。魔槍ドウマを回収できなかったリザは、予備の魔槍タウロスで戦っているようだ。

「ご主人様、ダメージの通りが悪いわ」

　分体の体力を「能力鑑定ステータス・チエツク」で確認していたアリサが告げる。

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　リュリュが「竜の吐息ドラゴン・ブレス」を放った。

　成竜達に比べればささやかだが、それでも魔王の分体に大きなダメージを与えた。

「おっ、ダメージが通るようになったわ！　さすが魔族特攻のある竜ね！」

　リュリュのステータスを見る限り、そんな特殊能力はないはずだけど、結果を見る限り、本当にそんな効果がありそうな気がしてくる。




　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　紫色の光を帯びた魔王が咆哮し、闇炎の鞭むちを作り出して振り回している。

　新勇者の従者が使った「魔灯マナ・ライト」に照らされて、勇者サイドの様子がよく見えるようになった。

「くそっ、あの鞭が厄介すぎるぜ」

　鞭を拳こぶしで受け流しながら悪態を吐つくのは、一人目の新勇者リクだ。

　赤く染めたリーゼントに昭和の香りを感じるが、彼がやってきた日本では普通のファッションかもしれないので野暮は止よそう。

　勇者ハヤトが着ていたのと似た聖なる鎧よろいは着ているが、聖剣らしきものは手にしておらず、徒と手しゆ空くう拳けんだ。リーゼントが崩れるかもしれないけど、兜かぶとは被かぶるべきだと思う。

「身体からだを拘束するならできそうやけど、あの鞭は勝手に動きよるから難しいわ」

　鞭を回避しながら、もう一人の新勇者カイがリーゼント勇者に答える。

　金髪に染めた髪と糸目が特徴の細身で背の高い少年で、武器は小剣サイズの聖剣を使う。盾はなしで、リーゼント勇者と同じような鎧を身に着けている。

　兜は一応身に着けているが、ちゃんと被らず、後頭部で止めている。ごく一部のマナーの悪いバイク乗りがするハーフキャップのヘルメットみたいな扱いだ。兜もヘルメットも頭を守る大事な物だから、ちゃんと被らないとね。

「無駄口を叩たたいてないで集中しなさい！」

　リーングランデ嬢が新勇者二人を叱しかりつける。

「そんな事言うたかて、こいつ硬すぎやねん。ボクの小聖剣は通じへんし、リク君は鞭が邪魔で近寄られへん」

　糸目勇者が現状をぼやく。

　リーゼント勇者の方は何回か無理な突撃をして闇炎の鞭を浴びて大ダメージを受けていた。

　従者の中にいた先代勇者ハヤトの従者である女神官ロレイヤが、先読みして詠唱を終わらせていなかったら回復が間に合わなくてヤバかったと思う。

「カイ！　男なら泣き言を言うな」

「えー、そんなんジェンダーフリーの時代に古くさいわ」

　糸目勇者の反論を無視して、リーゼント勇者が果敢に魔王に挑む。

　拳や小聖剣ではリーチが短くて不利みたいだ。新勇者二人は魔王の攻撃を回避しながらチャンスを窺うかがい、リーングランデ嬢は「破裂」を何度も魔王に叩き込んで牽けん制せいする。

「勇者様、ユニークスキルが切れておりますぞ！　相手は魔王！　出し惜しみは禁物ですぞ！」

「それを使う隙すきが作れねぇ。おっさんも手伝え！」

「仕方ありませんな」

　リーゼント勇者に乞こわれた黒騎士が、もったいぶった所作でアイテムボックスから何かを取り出した。

「サガ帝国の最新兵器を喰らうがいい！」

　騎士のくせに、黒騎士は剣術や盾術ではなく、魔導兵器を使って魔王の注意を引く。

　花火を束ねたようなアイテムから、小口径の炎弾が次々に放たれる。炎弾は魔王の身体に届く寸前で搔かき消えていたが、魔王は戦い慣れていないのか、両手で顔を守って大げさに回避行動を取る。

　爆裂魔法のように爆発するまで予兆の少ない技よりも、派手なのが効果的らしい。

「ふははは、サガ帝国制式剣術──茨薔薇囲いローズ・エンクロージヤー」

　黒騎士の必殺技が魔王を縛り上げる。

　動きを止めた魔王を見据え、リーングランデ嬢が詠唱の長い上級攻撃魔法の詠唱を始めた。

「絶対不屈きあいをいれろ」

　応援団を思わせる腰を落としたポーズで、リーゼント勇者がユニークスキルを使う。

「武闘遊戯こぶしでかたれ」

　続いて拳を交差させるポーズから、空手の型みたいな所作で二つ目のユニークスキルを重ねた。

　気のせいか、魔王の闇炎のせいか、リーゼント勇者の身体を流れる聖光が濃かった気がする。

「ちっ……二つが限界か」

　額に玉の汗を浮かせたリーゼント勇者が青い残光を身にまといながら拳を構える。

　今気付いたけど、彼のガントレットは「聖拳」という聖なる武器らしい。カリナ嬢と気が合いそうだ。

「上等上等。ボクはまだ一つずつしか使えへんからな──『瞬足天歩だれよりもはやく』」

　糸目勇者の身体を青い光が包み、その光が両足に集う。

「勇者殿！　まだか！」

　黒騎士の「茨薔薇囲い」が砕けそうだ。

「リュッケンのおっさんが限界みたいや。リク君、行ける？」

「ああ、そろそろ馴な染じんできた」

　糸目勇者が消え、リーゼント勇者が雄お叫たけびを上げて突撃する。

「ぬおおおおおおおおおおお！」

　黒騎士が闇炎の至近弾に打たれて吹き飛ばされた。

　死んではいないようだが、麻ま痺ひの追加効果があるようで、壁際でピクピクしている。

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　青い光を曳ひいて突撃するリーゼント勇者に向けて、魔王が新たな闇炎の鞭を繰り出す。

　その狙ねらいはリーゼント勇者の背中だ。

「させへんでぇ！」

　瞬間移動のような速さで糸目勇者が割り込み、闇炎の鞭を小聖剣で受け流した。

「サンキュー、カイ」

「へへん、リク君の背中を守るのはボクの役目やからな」

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　魔王がいらだたしげに咆ほう哮こうし、反対側の手で懐深く接近したリーゼント勇者を薙なぎ払おうとする。

　──させないよ？

　オレは分体の攻撃をいなしながら、足で蹴け飛とばした瓦が礫れきで魔王の頭を打ち抜いた。

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　魔王はオレの攻撃で上半身を揺らされながらも、腕を振り抜く。幸い、リーゼント勇者の頭が抉えぐり飛ばされる悲劇は回避できた。

　リーゼント勇者は赤い髪を散らしながらも、魔王の懐でその拳を存分に振るう。

「おらおらおらおらぁああああ！」

　どこかの漫画から抜け出してきたようなマシンガンばりの連続パンチを浴びせた。

　必殺技は発動していないようだが、そのわりに魔王の体力ゲージがガンガン削れている。

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　魔王は悲鳴を上げながらも、両の腕をリーゼント勇者に回す。

「させへんで！」

　糸目勇者が聖剣を持つのと反対側の手でピアノ線の束のような物を「無限収納インベントリ」から取り出した。

「──神糸自在いとはさいきよう！」

　糸目勇者の身体を包む青い光が糸を包む。

「行け！」

　青い光を帯びた糸が、生き物のように動いて魔王の両腕と近くの柱に絡みつく。

　魔王の膂りよ力りよくに耐えきれずに柱が折れそうだが、しばらく拘束できれば十分だろう。

「■■■■……」

　それに、そろそろリーングランデ嬢の詠唱が終わりそうだ。

「ご主人様、分体を一つ倒せたわ。次を頂ちよう戴だい」

「分かった。こっちは任せるぞ」

　タイミングよく仲間達が分体を倒したようなので、一体を彼女達に任せ、もう一体をサクッと始末して魔王本体の方に駆け寄る。

　横取りされるとでも思ったのか、新勇者達の険しい視線がオレに向いたが、そのつもりはないので安心してほしい。

　オレは魔王の闇炎の鞭や弾丸を回避し、魔王の背に飛び乗る。

「詠唱が終わったわ！　離れて！」

　ギリギリだったが間に合った。

　オレは魔王の背から、リザの魔槍ドウマを抜いて離脱する。

「連鎖爆裂チエイン・エクスプロージヨン！」

　新勇者達の連続攻撃で障壁を失った魔王の身体に、リーングランデ嬢の放った上級爆裂魔法が直撃した。

　凄すさまじい連続爆発が耳に痛い。

　飛んでくる瓦礫や石つぶてを盾腕輪の障壁で受け流し、土煙から目と鼻を守りながら仲間達の下へと戻る。

「鬼教官の魔法は相変わらずえげつないわー」

「全くだ」

　新勇者二人が気の抜けた発言をする。

『勇者殿！　まだ敵は健在だぞ！』

　カリナ嬢の胸でラカが叫ぶ。

　ほぼ同じタイミングで、土煙を突き抜けて満まん身しん創そう痍いの魔王が現れた。

　この事態を予想していなかったらしく、新勇者の反応が悪い。

　カリナ嬢が戦闘をしている分体の横を全力で駆け抜け、その向こうにいる魔王に──。

「カリナ・キィイイイイイックですわ！」

　カリナ嬢の攻撃は魔王に回避されたが、新勇者達が奇襲に対応する時間はできた。

「おらおらおらおらぁああああ！」

「これで──トドメや！」

　リーゼント勇者と糸目勇者が聖拳の連打と小聖剣の刺突を魔王に叩き込んだ。

　──ＱＷＺＥＥＧＧＧＧＧＧＮ。

　魔王が断末魔の叫びを上げ、全身から黒い靄もやを発散し、ミイラ状に干からびていく。

「今度こそ倒せたみたいだな」

「せやね。レベルも一個上がっとるし、経験値も増えとるわ」

　新勇者達が自分のステータスを確認しながらほっと一息吐く。

「帰りたがっていたガキどもに悪い事をした」

　リーゼント勇者がぼそっと告げる。

　ガキどもっていうのはシンや彼のクラスメイトの事だろう。

「ふふん、この黒騎士の武勇をもってすれば、魔王とて何するものぞ！」

　麻痺から回復した黒騎士が、偉そうに勝ち誇る。

　新勇者二人は黒騎士の態度に呆あきれつつも、彼の働きは認めているようだ。

「あなた達、動ける者は配置に着きなさい。次は私達従者の番よ」

　リーングランデ嬢に指示された勇者の従者達がタリスマンを手に魔王の死し骸がいを囲む。おそらくは「神の欠片かけら」を処分する為ための準備だろう。

「ご主人様、お疲れ様」

　アリサがこっちにやってきた。

「もう一体の分体も片付けたみたいだね」

「魔王が倒された時に、消えちゃったのよ」

　アリサが肩を竦すくめる。

「リザ、これを」

「ご主人様、お手を煩わせて申し訳ありません」

　魔王の背中から回収した魔槍ドウマをリザに返す。

「リザさん、そういう時は『ありがとう』って言った方がご主人様も嬉うれしいと思うわよ」

「そういうものでしょうか？」

　リザに頷うなずいてやると、少し逡巡してから「ありがとうございました、ご主人様」と告げて恥ずかしそうに目を伏せた。なかなかレアだ。こういう年相応のリザも可愛かわいくていいね。

「──変だわ」

　リーングランデ嬢の呟つぶやきを聞き耳スキルが拾ってきた。

「砂さ塵じん王の時と違って、紫色の光が現れませんね」

　オレも「神の欠片」が現れない事が気になっていたので、リーングランデ嬢に話を振ってみた。

「ええ、魔王を討伐したら、必ず現れるはずなんだけど……」

　魔王の死骸は討伐後に徐々に縮んで、今では人族の女性サイズになっており、顔も無機質な異形の顔から魔王化前らしい姿に戻りつつある。

「──あれ？」

　ログの討伐情報が「魔王（偽王）：背徳妃コルセアーヌ」になっている。

　遺体の情報は「コルセアーヌの遺体」となっていて称号情報が消えてしまっているので定かではないが、戦闘前に見た時は（偽王）なんて付かない「魔王」単体の称号を持っていたはずだ。

「どうかしたの、サトゥー？」

「いえ、砂塵王の時は遺体が残らなかった記憶があるので不思議だな、と」

「そういえばそうね……ロレイヤ、分かる？」

　リーングランデ嬢に話を振られた同僚が首を横に振る。

　コルセアーヌという名前や魔王の称号でマップ検索しても何も出てこないし、分体の討伐ログを再確認しても倒したのが「偽王の分体」となっているので、討伐寸前で本物と入れ替わったという訳ではなさそうだ。

「ご主人様」

　アリサ達が確認に来たので、偽王の称号の事をアリサに耳打ちする。

　情報共有していると、休憩していた新勇者の二人がやってきた。

「どないしはったんー？」

「何をぐちゃぐちゃ言ってるんだ？」

　リーングランデ嬢が二人に状況を説明する。

「──魔王じゃなかった、だと？」

　説明を聞いたリーゼント勇者が眉まゆを逆立てる。

「待って、リク君。ほんまや、ボクらの称号が変わってへん」

　糸目勇者がリーングランデ嬢に文句を付けようとしたリーゼント勇者を制止する。

「魔王を倒したら『真の勇者』になるんだったか？」

　リーゼント勇者はなおも信じられない様子だったが、称号の件と魔王討伐後にあるパリオン神からの帰還オファーがない事で、しぶしぶ未討伐の事実を受け入れた。
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「勇者様、悪逆非道な魔王をついに討伐せしめたのですね！」

　粘つく感じの媚こびた声と共に現れたのは、露出過多な服を着た厚化粧の巨乳美女を先頭にした一団だった。

　厚化粧女の後ろでは筋肉の主張が激しい世紀末が似合いそうな巨漢が睨にらみを利かせており、その背後には体格のばらばらな兵士達に守られて、メイドにしがみつく怯おびえた幼い少年がいて場違いな感じだ。

「そこで止まって、あなた達は誰だれ？」

　リーングランデ嬢が抜き身の魔剣を片手に、新勇者達を守るように前に立つ。

「私はヨウォーク王国の正統な後継者であるエシレサーキス王弟殿下の後見人、先王の信頼厚い占い師のミュデと申します」

　──思い出した。

　先王ウサルサーキス一七世と面会した時に、彼女に会った事がある。

　確か「幻桃園」という組織に所属する精神魔法使いの魔女ミュデだ。同じ魔女でもティアさんや「幻想の森」の老魔女とは大違いだね。

「跪ひざまずけ！　庶子とはいえ次期国王陛下の前だぞ！」

　異相の巨漢が歯をむき出しにして威嚇する。

　この巨漢は魔人薬を服用しているらしく、「魔身付与」という状態になっている。後ろの兵士達もだ。顔や腕の入れ墨で隠れているが、身体からだの一部が魔人薬の常用で変質しているようだ。

　巨漢も兵士達も碌ろくでもない人生を歩んできたらしく、ステータスに重い罪科が幾つも刻まれている。

「お止やめなさい、ギギラ。相手は勇者様とその従者達ですよ」

　ＡＲ表示によると、このギギラという巨漢はミュデの弟で、エシレサーキス王弟の父親だ。ちなみに王弟の母親はミュデなので、彼は先王と縁もゆかりもない。

　──いや、それよりも。




　ミュデとギギラにユニークスキルがある。




　それも同じ「臨機応変フレキシブル・スキル」というユニークスキルだ。

　転生者が持っているはずの「自己確認」や「技能隠蔽」といった先天性スキルが見当たらない。さっきの偽王と同じだ。

「それが魔王の死骸ですの？」

　ミュデが立ち塞ふさがるリーングランデ嬢を無視して、偽王の死骸の方に足を向けた。

　ミュデはギギラに合図してうつ伏せに倒れている死骸を蹴け飛とばして裏返させ、死骸の顔を覗のぞき込んだ。

「まあ！　なんて恐ろしい！」

　ミュデが芝居がかった顔で驚いてみせる。

「この顔は間違いなくコルセアーヌ王妃！　魔王化してまで自分の子を王位に就けようとするとは！」

「そいつぁびっくりだぜ！　まさか王妃が魔王だったなんて、びっくり仰天だ！」

　反応の薄い勇者一行を煽あおるように、ギギラがわざとらしい驚き方をする。

「なんて邪悪なのかしら！　皆様もそう思われません事？」

　ミュデが勇者一行に紫色の光を湛たたえた目を向ける。

　ぞわっとした感触に違和感を覚えてログを確認すると、「魅了」をレジストしたとログに出ていた。

「うむ、邪悪だ」

「魔王ですものね」

　新勇者の従者達が魅了されている。

　カリナ嬢を心配して振り返ったが、廃坑都市の地下でプレゼントした対精神攻撃用のスカーフを身に着けていて事なきを得たようだ。

「ねぇ、あなた。今のは宣戦布告と受け取ってもいいのかしら？」

「色仕掛けはもっと正面から来てほしいものだ」

　リーングランデ嬢が黒騎士と並んでミュデ達を威圧する。

　どうやら、リーングランデ嬢と黒騎士は魅了されなかったようだ。新勇者はよく分かっていない様子だったが、ＡＲ表示される状態を見た限り魅了の影響は受けていない。

「……そんなつもりはございません」

　ミュデは魅了されていないリーングランデ嬢達や新勇者二人を不満げに見た後、申し訳なさそうな顔を作って言葉を続けた。

「私の魔眼は常に周囲に影響を与えていて、私の意志では制御できないのです。効果は薄いので勇者の従者様方なら、すぐに解除されるでしょう」

　ミュデは魅了のパッシブスキルを制御できないと誤魔化した。見え見えの言い訳だ。

　リーングランデ嬢のさらなる追及ものらりくらりと躱かわして言質を取らせない。

　睨み合うリーングランデ嬢達の背後で、神官ロレイヤが神聖魔法で魅了を解除した。

「これで大丈夫ですよー。追加効果でー、当分は魅了されないからー、安全ですー」

　ロレイヤはほんわかした表情のままミュデを牽けん制せいする。

　魅了が解除された新米従者達が狐きつねに化かされたような顔をしている。

「まったく、神授のタリスマンがあるのにレジストに失敗しないでよ」

　リーングランデ嬢がぼやき、新米従者達を下がらせる。

「ご主人様、気付いてる？　あのミュデって女と後ろの巨漢のスキル」

　後ろから耳打ちしてきたアリサに首肯し、ミュデ達のユニークスキルの件を小声で共有する。

「ねえ、ちょっといいかしら？」

　アリサがミュデの前に進み出る。

「なんだ、このガキ？」

「どうしてユニークスキルがあるの？」

　アリサは巨漢のギギラを無視してミュデに直球で尋ねた。

「何のことかしら？」

　ミュデがとぼける。

「認識阻害の魔法道具マジツク・アイテムを重ね着しているようだけど、勇者様の鑑定アナライズは認識阻害で妨害できないのを知らないのかしら？」

　アリサがちらりと新勇者二人の方を見てから言う。

「……生まれた頃ころからあったわ」

「噓うそね。前に見かけた時にはなかった」

「何を……」

　アリサがそう言って、カツラの下の紫髪を見せる。

「久しぶりね。幻桃園の魔女ミュデ」

「忌み色の髪の幼子……そう、生きていたのね。亡国の魔女──アリサ王女」

　ミュデが忌々しげな顔でアリサを見下ろす。

「それで、どうして急にユニークスキルが現れたの？」

「あん？　ユニークスキルは後付けできないって、サガ帝国の偉い神官が言ってたぞ」

　後ろでリーングランデ嬢達と事の推移を見守っていたリーゼント勇者から援護射撃が飛んできた。

「以前は隠していたのですよ」

「噓ね。わたしや勇者様達の鑑定は誤魔化せないわ」

　ミュデは誤魔化そうとするが、アリサの追及は止まない。

「うふふ、世界は広いの。神の名を冠する秘宝があるのよ」

　もしかして、盗神の装具や魔神手形の事か？

「また噓？　そんな物があるなら、どうして今は身に着けていないの？」

「お借りしていた方に返したからよ」

「誰に借りていたの？」

「うふふ」

　アリサに追及されても、ミュデは特殊アイテムや借りていた相手の名前については笑みで誤魔化して答えない。

「まあ、いいわ」

　これ以上は喋しやべらないと思ったのか、アリサが肩を竦すくめて矛先を変えた。

「それで──そっちの彼にもユニークスキルがあるのは？」
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　アリサが巨漢のギギラを見ながら言う。

「ギギラは私の弟。私と同じく、子供の頃からユニークスキルがあったの」

　ミュデが淀よどみなく告げる。

「ふーん、それじゃコルセアーヌ王妃も姉弟きようだいだったの？」

「あん？　そんなババアと姉弟なわけ──」

「──ギギラ！」

　ギギラの失言をミュデが制止する。

　いや、失言はミュデの方だ。コルセアーヌ王妃のユニークスキルとミュデ達のユニークスキルに関係があると自白したも同然と言えるだろう。

「しばらく滞在した方が良さそうね」

　リーングランデ嬢が嘆息しながら言う。

「勇者様はお忙しいでしょう？　魔王を退治したのなら、無理に滞在していただかなくても結構です。お国の方で魔王討伐の式典もございますでしょう？」

　ミュデが笑顔で国外退去を促す。

「にゅ？」

　タマがミュデ達が入ってきた通路に視線を向けた。

　聞き耳スキルが言い争う喧けん噪そうを拾ってくる。僅わずかな戦闘音の後、大勢の騎士達を連れた少女と少年がやってきた。

　高校生くらいの少女と学童くらいの幼い少年は、偽王の死し骸がいを見るなり「お母様！」と叫んで縋すがり付く。ＡＲ表示によると少女と少年は、ヨウォーク王国のケラサウーネ王女とヘルソークス王子だ。ミュデが連れていた子供と違って、先王ウサルサーキス一七世の実子に間違いない。

「お前がお母様を殺したのね！　魔女ミュデ！」

　王女がミュデを詰なじる。

「まあまあ、あなたは認めるのですね？　その死骸がコルセアーヌ王妃のものだと？」

「死骸ですって?!　お母様の遺体をそんな風に言うのは許しません！」

　王女がミュデの罠わなに嵌はまった。

「皆様、お聞きになって？　王女が認めましたわ！　王都を闇やみの炎で焼き払った魔王の正体が本物のコルセアーヌ王妃だと！」

「な、何を……」

「勇者様方が証人です。討伐した魔王がその死骸になったのを証言してくださいますわ」

　ミュデが新勇者達に媚びた視線を向けた。

　リーゼント勇者は不愉快そうにそっぽを向き、糸目勇者はニヤニヤとした顔で事の推移を物見高く見物している。

「そんな馬ば鹿かな……」

「お母様が魔王？」

　結果的に新勇者二人がミュデの発言を否定しなかった事で、王女と弟王子が動揺に声を震わせる。

「つまりぃ、あなた方は魔王の実子という事ね？」

　ミュデが粘着質な声で王女達を追い詰める。

「無礼な！　そのような陰謀を弄ろうしてまでも王位を奪いたいのですか！　この者を不敬罪で斬ざん首しゆになさい！」

　王女の命令に、騎士達が臨戦態勢になり、それに反応したギギラ達が得物を抜いて一触即発の状態になった。

「──破裂クイツク・バースト」

　両者の中央で爆発が起こり、爆圧で強制的に距離を取らせる。

「サガ帝国の名代たる勇者、その筆頭従者であるリーングランデ・オーユゴックの名において、当地での紛争行為を一小月の間、禁止します」

　リーングランデ嬢が凜りんとした声で宣言する。

「そ、そのような事……」

「何の権限があって──」

「もし、禁止期間中に紛争行為に及んだ場合、両者等しく殲せん滅めつします。魔王を滅ぼす勇者の力をその身に受けたければ、好きにすればいいわ」

　ミュデも王女も不満そうだったが、続くリーングランデ嬢の脅しで矛を降ろした。

「茶番だな」

「せやねー、ボクも政治利用されるのは好かんわ」

　新勇者二人がこの場から立ち去ろうとする。

「待ちなさい！」

「魔バケ王モノは退治した。もう用はないだろ？」

　リーングランデ嬢が制止するも、リーゼント勇者は足を止めずにこの場を去ろうとする。

　その前に、ミーアが立ち塞がった。

「なんだ？」

「どうしたん、お嬢ちゃん」

　訝いぶかしげな新勇者達に、ミーアがぽそりと告げた。

「消火」
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「■■■■■　雨レイン」

　闇あん炎えん燃えさかる王都で、ミーアの精霊魔法が発動する。

　オレ達は魔王討伐後、勇者一行と一緒にヨウォーク王国の王都で消火活動をしていた。

「水では消えないと告げます」

「むぅ」

　オレもミーアに合わせて「降雨召喚コール・レイン」や「濃霧召喚コール・ミスト」を使ってみたが、闇炎の勢力は衰える様子がない。

「水で消せないなんて気持ち悪い火だな」

　気絶から回復したシンも、新勇者二人と一緒に行動している。

　特に役立つわけではないが、魔王が暴れた場所で一人にするのは危ないので、リーングランデ嬢が同行を許可したのだ。

「水がダメなら氷でいこか。ほな、頼むわ」

「……■　■■■　氷雪嵐アイス・ストーム」

　糸目勇者が自分の従者である氷魔法使いに闇炎を消させようとするが、結果はミーアやオレと一緒だ。

「炎で上書きできないかしら？」

　アリサが火魔法で上書きできないかやってみたが火災が広がるだけだった。

「むぅ」

「ごめんごめん」

　燃え広がったアリサの火は、ミーアとルルが慌てて消していた。

「消火弾でも消えるのはアリサの炎だけでしたね」

　ルルが困り顔で言う。

「おお！　お姉さん、めっちゃ美人やん！　良かったら、ボクと付き合わへん？」

「え？　あの？」

　糸目勇者がルルの超絶美び貌ぼうに魅了されて迫ってきた。

　リーゼント勇者も離れた場所から、目を見開いてルルを凝視している。

「勇者様、申し訳ありませんが、彼女は男性が苦手なのであまり近づかないであげてください」

「何、自分？　この子の彼氏？」

　やんわりとルルを助け出したら、糸目勇者が嚙かみついてきた。

　顔は微笑ほほえんでいるけど、細い目の向こうが鋭い。

「彼女は──」

「ごめんあそばせ、ご主人様とお姉様は結婚の約束をしていますの。相思相愛の婚約者ですわ」

　家族だと言おうとしたオレを遮って、アリサがお嬢様言葉で糸目勇者を撃退する。

「婚約者？　この子まだ高校生くらいやろ？」

「シガ王国では成人年齢ですから、別に不思議ではありません事よ」

　アリサがオホホと笑う。

「あー、そういえば異世界やったわ、ここ」

「おい、カイ。子供と遊んでるな」

　リーゼント勇者が糸目勇者を窘たしなめる。

「なんかいい手はないのか？」

「そう言われても、水でも氷でも爆風でも消えへん真っ黒な炎なんてお手上げやわ」

「やっぱり、自然の火じゃないのか……」

　そんなリーゼント勇者の呟つぶやきで思いつく事があったので、集団から少し離れて闇炎に「魔法破壊ブレイク・マジツク」を使ってみた。

「──おっ、消えた」

　効果範囲内の闇炎があっさりと消えた。

　しばらく待っても、闇炎が復活する様子がないのを確認して、集団の方に戻ってリーングランデ嬢に「魔法破壊」を提案する。

「そうね。やってみましょうか──」

　ダメ元でリーングランデ嬢が実行すると、半径三メートルほどの消火に成功した。

　オレの時と違って闇炎の火勢が衰えて、しばらくしてから消える感じだ。

「やったわ！　サトゥー、お手柄よ！」

　リーングランデ嬢がテンション高くオレを抱き締める。

　せっかくのスキンシップだけど、鎧よろいを着ているのであまり嬉うれしくない。

　他ほかの従者魔法使い達も術理魔法を使うが、リーングランデ嬢ほどの範囲は消えないようだ。

「わ、私も──」

　ルルも術理魔法で参加する。

　ルルは料理以外に術理魔法を使わないので、あまり得意ではないようだが、高レベルゆえの潤沢な魔力があるので、十分戦力になっている。

「マスター、術理魔法の『魔法破壊』で闇炎を消せるなら、魔法斬ぎりでも消去できるのではないかと提案します」

　消す闇炎はまだまだ範囲が広いし、手て持もち無ぶ沙さ汰たなのでナナに実行を許可する。

「成功」

　ミーアがパチパチと拍手する。

　騎士達や勇者達もマネしようとするが成功しなかった。

　ただし、聖剣や聖せい拳けんの放つ聖光で闇炎の勢いが減じる事が判明した。「魔法破壊」ほど広範囲ではないが、彼らも頑張れば消火できるようだ。

　見える範囲の消火が終わった辺りで、オレ達と勇者一行で分かれて消火活動に従事する事になった。

　オレ達はルルとナナを主力に、オレと獣娘達がサポートする感じだ。十分に離れたら、ルルのタイミングに合わせてオレも「魔法破壊」で消火をしよう。

「ナナの魔法斬りみたいなのを、わたしの魔法でもできないかしら？」

「興味」

　手持ち無沙汰のアリサとミーアが面白い事を言い出した。

「複雑な術式だと難しいけど、単純な構成の攻撃魔法ならできると思うよ」

　強引に力業で壊すだけなので、術理魔法ほどの汎はん用よう性は実現できない。

　面白そうなので作ってみると二人に告げ、消火活動を続ける。

「にゅ！　助けを求める声～」

「大変ですわ！　早く助けないと！」

「はいなのです！　ポチは人命救助のプロなのですよ！」

　カリナ嬢はポチ達と一緒に崩落した建物から逃げ遅れた人々を救助する。

　オレも消火活動をしながら、「理力の手」でそれをサポートした。

「他にも被災者は多いのかしら？」

「さっきまではそうでもなかったんだけど……」

　アリサに問われてマップを再検索すると、何箇所もの場所で炎に巻かれそうになっている被災者を見つけた。救助活動開始時よりも増えている。

　マップを観察すると、こんな状況でも小競り合いを続けている王女派とミュデ派に追い立てられて、逃げた先で闇炎に囲まれて窮地に陥っている感じのようだ。

「戦争ってやーね」

「まったくだ」

　アリサに深く同意する。

　リーングランデ嬢の警告も、末端までは届いていないのだろう。

「皆みんな！　手分けして救助活動をしよう」

　オレ達は声を掛け合って分散して消火活動に従事する。いつものように「戦術輪話タクテイカル・トーク」で情報共有を行いたいところだが、魔法破壊を連発しているので、すぐに魔法が解除されてしまうのだ。

　オレはルルと組んで広範囲の魔法破壊で消火して回り、魔法斬りが可能なメンバーで取りこぼした闇炎を消してもらう。ミーアの小シルフ達にはこんな状況で小競り合いをするバカを力尽ずくで排除してもらおう。他のメンバーは人命救助優先だ。

「ご主人様、あれを」

　消火活動の最中に、リザが家屋破壊をしている集団を見つけた。

　漏れ聞こえてくる声からすると、王女配下の兵士達が家屋を破壊する事で延焼を防止しているらしい。荒っぽい消火活動だ。

「あああ、俺の家が……」

「おうちが無くなっちゃったよぉおお」

　対象の家屋に住んでいた人達が、破壊される家々を見て嘆き悲しんでいる。

「──ご主人様」

「そうだね。彼らよりも早く消火活動を行おう」

　救助活動は仲間達に委任して、オレはルルと二人でより広範囲の消火活動を実行する。

　頑張った甲か斐いあってか、日が陰る前には闇炎を消し終わり、あとは通常の火災が何箇所かで燃え残る程度まで消火活動を進める事ができた。




「幼生体が助けを求める声がすると告げます」

　近くで消火活動をしていたナナが、突然そう呟いて駆け出した。

　聞き耳スキルとマップで確認したら、子供が燃える家の中に取り残されているのを見つけた。たぶん、逃げる方向を間違えて逃げ場を失ってしまったのだろう。

　オレ達もナナを追って現場に急行する。

「子供が！　私の子供達が！」

　炎が燃えさかる家の前で、子供の母親らしき人が叫んでいる。

　ここの炎は普通の火だ。たぶん、小競り合いで火ひ杖づえか何かを使ったのだろう。

「俺に任せろ」

「いけません、勇者様！」

　そこにはリーゼント勇者が先に到着していた。

　リーゼント勇者が従者の制止を振り切り、水を被かぶって炎の中に突入する。

「わたくしも行きますわ！」

「待って～」

「ダメなのです！」

　釣られて飛び出そうとしたカリナ嬢を、タマとポチがびたんびたんと張り付いて押しとどめた。

「きゃあああああ」

「幼生体！」

　幼い悲鳴を聞いてナナも突撃してしまったので、ミーアに雨を呼ぶように頼みながら、その後を追った。

「──危なっ」

　屋内に入るなり、焼け落ちた天井が降ってきた。

　オレはそれを打ち払いながら、ナナ達を追いかける。炎で分断されかけたが、魔力鎧を纏まとって突破した。

「もう大丈夫だぞ。外に出してやるからな」

「イエス・勇者。幼生体の安全は必ず守ると確約します」

　リーゼント勇者とナナが幼い子供達を見つけてくれたようだ。

「だが、どうやってここを出る？　俺達はともかくガキ共には火の中を突破するのは無理だぞ」

　リーゼント勇者が煤すすがついた顔に流れる汗を拭ぬぐいながら言う。

「マスター、指示を」

　ナナが丸投げしてきたので、マップ状況から最善の方法を告げる。

「ナナ、そこの壁にシールド・バッシュだ」

「イエス・マスター。オーダーを実行すると告げます」

　ナナが妖よう精せい鞄かばんから取り出した大盾で炎に燃える壁を打ち砕く。

「ちっ、向こう側も火の海だ」

「大丈夫ですよ」

　オレは仲間達を信じる。

「ここよ！　やって、リザさん」

「承知」

　聞き耳スキルが拾ってきたアリサ達の声と同時に、火の海の向こう側の壁が砕け、ミーアの水魔法が隣室の火勢を弱める。

「さあ、今のうちに！」

　オレはリーゼント勇者とナナを急せかし、安全圏へと脱出した。

　子供達はぐったりしているが無事だ。母親が駆け寄り、安心して泣き出した子供達を抱き締めながら、オレ達に何度も何度も感謝の言葉を並べる。

「勇者様、これで顔を拭ってください」

　活躍したリーゼント勇者に、ナナに渡したのと同じ濡ぬれタオルを手渡す。

「おう、サンキュー」

　リーゼント勇者が豪快に顔を拭ふく。

「さっきは助かった。まだ名乗ってなかったな。俺はリクだ。柄じゃないが、勇者をやってる」

「いえ、十分に勇者たる行動だったと思いますよ」

　勇者の身体能力があるとはいえ、なかなかできる事じゃない。

「そうか？　それであんたの名前は？」

「これは失礼しました。シガ王国の観光大臣を務めるサトゥー・ペンドラゴン子爵と申します」

「観光大臣？　アイドルとかがやってるやつか？」

　リーゼント勇者が意外そうな顔をした。

「リク君、ちゃうちゃう。それは観光大使やん」

　そんなツッコミと同時に、糸目勇者が現れた。シンや他の従者も一緒だ。

「それにペンドラゴンって名前も聞き覚えがある」

　糸目勇者が細い目をわずかに開いて剣けん吞のんな光を浮かべた。

「ブリテンの英雄王の父親の家名や。佐さ藤とうはん、あんたがシガ王国の勇者か？」

「ペンドラゴンという家名は寄親のムーノ伯爵家で付けていただいたものです。元は絵本に出てくる勇者様の家名という事ですが、勇者様の国では有名な家名だったのですね」

　予想以上に鋭い事を言うので、家名についてだけ事実を告げて煙けむに巻く。

「絵本？」

「はい、ご興味があれば写本して送りましょうか？　ムーノ伯爵はシガ王国でも有数の勇者研究家ですから、きっと蔵書の中にあると思いますよ」

　カリナ嬢が話に入りたそうな顔でコクコクと頷うなずいている。

　彼女は要らない事までうっかり喋しやべりそうなので、話を振るのは止やめておこう。

「教官の話だと、昔から勇者を召喚していたって言うしな」

「せやな。なら、あんたの先祖が勇者やったん？」

「勇者だったかどうかは分かりませんが、私の先祖は日本人です。名前も代々受け継いだものだと聞き及んでいます。もっとも、サガ帝国の勇者目録にはサトゥーという名は載っておりませんので眉まゆ唾つばかもしれませんが……」

　納得したリーゼント勇者と違い、まだ疑っている感じの糸目勇者に、勇者ハヤトにしたのと同じカバーストーリーを告げる。

　詐術スキルや弁明スキルのお陰で、糸目勇者も最後には納得してくれた感じだ。

「リク先輩、リーゼントの先端が焦げてます！」

「何ぃいいいい！　鏡、鏡はどこだ?!」

　シンの言葉にリーゼント勇者が慌てる。

「よく見ると火傷やけどだらけやん。だれか治癒魔法使ったって」

「任せて」

　詠唱を終えていたミーアが、リーゼント勇者の火傷を癒いやしてあげる。

「おう、助かったぜ」

「ん」

　礼を言われたミーアがこくりと頷く。

「そっちの姉さんは煤だらけやけど、鎧よろいの下に火傷してへんの？」

「イエス・勇者。私は白銀鎧の耐火機能に守られたと告げます」

「へー、勇者の鎧より高性能やん──って、英語！　今、自分、英語使ったやろ」

「イエス・勇者。肯定すると告げます」

「そんなあっさり」

　糸目勇者が疑惑の目をナナではなくオレに向ける。

「前マスターが転生者だったのだと告げます」

「そういえば鬼教官から聞いとったわ。そういうんもあるんやったね」

　ナナにあっさりと告げられ、糸目勇者が素直に納得した。

「でも、そっちの姉さんと違って、あんたは鎧も汚れてへんやん」

　魔力鎧でガードしていたからね。

　もちろん、そんな事を告げるわけにはいかないけど。

「さすがは『傷知らず』のペンドラゴンってところね」

　そう言って割り込んだのはリーングランデ嬢だった。

「『傷知らず』ってそういう問題ちゃうやん。だって、燃えさかる家屋に飛び込んで煤すら付いてへんのは物理法則に反してるやん」

「そういう防護魔法を使ったんでしょ。魔王が残した闇あん炎えんならともかく、普通の火を防ぐ魔法は色々あるわよ。だから、座学もサボらずにやりなさいって言ったでしょ？」

「うわ、藪やぶ蛇へびや」

　リーングランデ嬢を鬼教官と呼ぶだけあって、新勇者達は彼女の事が苦手なようだ。

「ご主人様、周辺の鎮火を確認しました。ミーアの精霊が確認しましたが、他ほかに燃えている場所はないそうです」

　リザが報告に来てくれた。

　マップ検索でも瓦が礫れきの下敷きになった生存者はいないので、救助活動はこれで終了して問題ないだろう。

　リーングランデ嬢達と一緒に、都市の郊外に着地した飛空艇に向かう。

「王城の裏の空き地で良かったんちゃうん？」

「飛空艇は貴重なの。あんな場所に置けないわ」

　ヨウォーク王国には一隻もないし、中央小国群で飛空艇を保有している国は一つだけだったはずだ。

「──リーン」

　砕かれた王都の門を抜けようとしたところで、リーングランデ嬢を背の低い女性が引き留めた。

　先代勇者の従者で斥候セイナだ。

「セイナ、何か分かった？」

「ボクが言えるのは王妃の魔王化が怪しいって事くらいかな？　魔王化直前まで普通にしていたらしいよ」

「魔族の痕こん跡せきは？」

「ぜーんぜん。魔王信奉者はいたけど──」

　無謀にも魔王化した王妃の下に馳はせ参さんじ、闇炎に焼かれて殉教したらしい。

「やっぱり、このまま帰るわけにはいかないか……」

　リーングランデ嬢が申し訳なさそうな顔でオレを見る。

「サトゥー、悪いけど、もうしばらく付き合って」

「仕方ありませんね」

　ここで先に帰っても、また勇者ナナシで引き返してくる事になりそうだし。

「滞在先は王女達が王女宮にある宿舎を一つ貸してくれるって言ってたけど？」

「そうね……」

　斥候セイナの情報に、リーングランデ嬢が思案顔になる。

「私達の飛空艇も、ロレイヤ達が乗ってきた飛空艇も、どちらも速度重視で居住性は最低だし──いえ、やっぱり止めておきましょう」

「うん、ボクも止めておいた方がいいと思う。あっちは弾避よけにする気満々だもん」

「野営用のテントを積んでいるから、飛空艇の周りに駐屯地を作りましょうか。飛空艇の上甲板は高さがあるから、物見塔を作る必要もないし、丁度いいわ」

　リーングランデ嬢はそう結論付け、オレ達の方を向く。

「あなた達もいいかしら？」

「ええ、お供します」

　リーングランデ嬢のお願いに、オレは少しキザに紳士の礼で応こたえた。

「そいつ、教官のええ人なん？」

「あれ？　勇者カイは知らないの？」

　斥候セイナが意地悪な顔になって、糸目勇者に問う。

「そいつが観光大臣って事？」

「そーじゃなくて、サトゥーはハヤトと一緒に魔王を倒した『魔王殺し』だよ」

「──魔王殺し?!」

　糸目勇者が細い目をまん丸に開いてオレを凝視する。

　そこまで驚くような事じゃないと思う。

「この優男がほんまに？」

「うん！」

「鋼鉄の鎧を着た騎士をスパスパ一刀両断にするようなバケモン魔王を前に、盾も持たずに超接近戦したってお人？」

「そうだよ！　サトゥーがいなかったら、ハヤトだって危なかったんだから！」

　我が事のように自慢するセイナに「私がいなくてもハヤト様なら大丈夫でしたよ」とフォローしておく。実際、勇者ハヤトなら気合いでなんとかしたと思う。

「人は見かけによらへんねー」

「お、おい、魔王殺し」

　感心したようにオレを見る糸目勇者の後ろから、リーゼント勇者が何かを決心したような顔でやってくる。

「俺と手合わせしてくれ」

　リーゼント勇者が左右の拳こぶしを打ち合わせながら言う。

　そういうサービスはしていないんだよね。

「ご主人様、ここは私が」

　困っていたらリザが進み出てくれた。

「頼むよ。怪け我がはさせないようにね」

「待ってくれ。俺は女とはやらねぇ。俺の拳は漢おとこと殴り合う為ためにあるんだ」

「男女差別は良くないなー」

　アリサが人差し指を振りながら「ちっちっち」と舌打ちのマネをする。

「リザさんは当代の剣聖から教えを受けたシガ王国でも有数の槍やり使いよ。シガ八剣筆頭のジュレバーグさんにだって勝ったんだから！」

　誰だれそれって顔をした新勇者達に、リーングランデ嬢達が剣聖やジュレバーグ氏がどのくらい強いかを教えてあげている。

「つまり教官達と同じくらいヤバイ人かいな」

「なら、相手に不足はねぇ！　手合わせを頼む！」

　気合いに満ちたリーゼント勇者だったが、さすがに相手が悪く、即落ち２コマみたいな勢いで叩たたきのめされていた。
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〝世の中はクソみたいな連中しかいない。隙すきを見せれば奪われるし、情けを掛ければ裏切られる。信じられるのは血の繫つながった姉貴だけ。俺達は二人で地の底から這はい上がり、全すべてを手に入れてやる。




──ギギラ〟






「あいてて、つーか強すぎだろ」

　勇者リクが打ちのめされた身体からだをさすりながらぼやいた。

　彼のトレードマークである真っ赤なリーゼントも、心なしか煤すすけて見える。

　ここにいるのは勇者リク、糸目の勇者カイ、新勇者達の召喚に巻き込まれた少年シンの三人だけで、従者達や護衛の騎士の同行を拒否してヨウォーク王国の廃はい墟きよのような町並みを散策している。

「そんな強かったん？」

　勇者カイが問いかける。

「桁けた違ちがいだ。近接戦闘だけなら、鬼教官より強つえぇ」

「そんなに？」

「ああ、最初の手合わせは訳が分からねぇ内に伸のされたし、その後もマトモに戦わせてもらえなかった」

「リク先輩が勝てないなんて、きっと卑ひ怯きような手を使ったんだ！」

　シンが勇者リクにおもねる発言をする。

「止やめろ、シン。俺が弱いから負けた。それだけだ」

　勇者リクがシンを窘たしなめる。

「そういえばカリナ言ゆうおっぱい姉ちゃんと手合わせせんで良かったん？　えらい戦いたがってたけど」

「あんなお嬢様と戦えるか」

「えー、お嬢様と不良って相性ええやん。恋が芽生えるかもしれんで？」

「そんなものはいらん」

「やっぱ、ソラちゃん一筋なん？」

「ソ、ソラは関係ねぇ！」

　勇者リクはニマッと笑う勇者カイから、赤い顔を背けた。

「それにしても、誰もいないですね」

　なんとなく面白くない顔でシンが話題を変えた。

「生き残りは避難したか、教官達の炊き出しに参加してるんちゃう？」

「リク先輩とカイ先輩は炊き出しに参加しなくて良かったんですか？」

「興味ねえ」

「ボクもああいう人気取りの偽善は好かんわ」

　勇者二人はリーングランデから慰問に参加するように言われていたが、気分が乗らないからと言って逃げ出していた。

「ぎゃははは」

「こうなったら飲むしかないだろ！」

　半壊した酒場では、酔っぱらい達が騒いでいた。

「こんな状況でも営業しとるん？」

「酔っ払いはすげーな」

「入ってみます？」

「興味ねえ」

　三人はそんな会話をしながら、騒がしい酒場の前を通り過ぎる。

「なんやあれ？」

　勇者カイが路地裏に怪しげな黒ローブ集団を見つけた。

　彼が鑑定アナライズスキルを発動する。

　性能の良い認識阻害アイテムを装備しているのか、集中しないと鑑定スキルのピントが合わない。それでもなんとか、黒ローブ集団が賢者の弟子パサ・イスコや孫弟子だと分かった。

「賢者の弟子やて。可愛かわいいんかな？」

「パリオン神国ってどこだ？」

　勇者カイと同じように鑑定を発動した勇者リクが彼らの出身国に眉まゆを顰ひそめた。

「確か大陸の西にある、パリオン神殿の総本山みたいな国やて。ローマみたいなとこちゃう？」

「そのわりに怪しげだな」

「オ、オヤジ?!」

　黒ローブ達の方を見ながら二人の会話を聞いていたシンが、突然叫んだ。

「シン！　お前、シンか！」

　みすぼらしい中年男が黒ローブ達を押し退のけて路地の奥から出てきた。

「なんで失しつ踪そうしたはずのオヤジがこんな場所にいるんだよ！　わけ分かんねぇ！」

　シンがパニック気味に叫ぶ。

「どこだ？　ここは？　お前も俺を嵌はめたヤツとグルだったのか？　まあいい、金を寄よ越こせ。しばらくまともに喰くってないんだ」

　中年男はシンの質問に答えずに捲まくし立て、シンの身体をまさぐって財布を取り上げる。

　それを二人の勇者が止めた。

「自分、何やってん？」

「父親でもやっていい事と悪い事があるぞ」

「五う月る蠅さい！　お前らもあのコスプレ連中の仲間だろう！　俺を拉ら致ちしやがって！　マグロ漁船もベーリング海も嫌だ！　そうだ！　あの紫髪の美人はどこだ？　あんな美女は見た事ねぇ。あいつを抱かせてくれるなら許してやるぜ」

「そんな変な髪の女なんか知るか！」

「俺を拉致した外国の城みたいな場所にいた女だ！」

「どこの国や？」

「知るか！　どっか遠い国だ！」

「なんで知らんの？」

「真っ黒いバケモノが俺を攫さらって、ここで捨てていったんだ」

「バケモノに喰われちまえば良かったんだ」

　勇者カイの尋問に応えていた中年男に、シンが憎まれ口を利く。

「親になんて口利きやがる！」

「お前みたいな毒親は親じゃない！」

「なんだと！」

「止めろ」

　シンに殴りかかろうとした中年男を勇者リクが止める。

「放せ！　俺様を誰だと思ってやがる！」

　中年男は自分より体格のいい勇者二人に怯おびえながら、なおも虚勢を張って叫ぶ。

「誰なん？」

「天下御免の向こう傷！　松戸生まれのゴロー様だ！」

「知らんがな」

「自分のガキの財布を取って何が悪い」

「話が繫がってへんわ」

「カイ、酔っ払いなんか相手にするな」

　勇者二人は中年男の支離滅裂な発言に呆あきれ顔がおになる。

　中年男は勇者二人が自分に興味を失った隙に、「早く寄越せ」とシンに手を伸ばした。

「どっか行っちまえ！」

　いたたまれなくなったシンが中年男に財布を投げつける。

　中年男は近くに落ちた財布をいそいそと拾い上げ、その中から現金を回収した。

「おっほー、金貨まであるじゃねぇか。これで酒が飲める！」

　もう用はないとばかりに、中年男はシン達の顔も見ず近くの酒場に駆け込んだ。

「久々に会った息子より、酒かよ」

　そんな中年男を見て勇者リクが軽けい蔑べつした声で吐き捨てる。

「それより、さっきの奴やつらおらんようになってるで」

　勇者カイが路地裏の黒ローブ達がいなくなっている事に気付いた。

「行こう、先輩」

「ほっておいてええのん？」

「毒親だから」

　シンは硬い声でそう言って、早足でその場を去る。

「そういえば、なんでシン君パパが異世界におったんやろう？」

「どこかの国で召喚されたんじゃないのか？」

　シンを追いながら、勇者カイと勇者リクがそんな会話を交わす。

　もしこの会話をサトゥー達やリーングランデが聞いていたら、東方の小国ルモォークで召喚された八人目の日本人の事を連想したかもしれない。

　だが、ここにいる三人はその事を知らず、特に追及する趣味もなかったので、記憶の片隅で埃ほこりを被かぶる事になる。
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「並んで並んで～」

「ご飯はいっぱいあるから、焦らなくてもいいのですよ！」

　タマとポチの二人が、炊き出しの列を整理する。

　我先にと食事を確保しようと殺気立っていた人々だったが、タマとポチの無邪気な姿やミーアの奏でる落ち着いた曲に宥なだめられ、少しずつ秩序を取り戻しつつあった。

　それでも力ずくで割り込む者はいる。

「幼生体を押し退けて割り込むのは禁止だと告げます」

「うるさい！　俺が先だ！」

「騒ぐ人は一番後ろに並び直し！　リザさん！」

「承知」

　だが、アリサが容赦なくペナルティーを与え、リザがそれを執行する。

　サトゥーはルルと一緒に炊き出し料理の大量生産を行い、ナナやカリナがサガ帝国の人達と一緒に配はい膳ぜんを行う。

　最初こそ、殺到する人達への対応で大わらわだったが、途中からヨウォーク王国の婦人達が手伝いを申し出て、今はなんとか回っている。

　サトゥーは手伝いの人達に、後で日持ちのする食糧をお土産に渡して報いるつもりのようだ。

「美お味いしい」

「久々のまともなメシだ」

「母ちゃん、具がいっぱいだ」

「肉まで入ってる！」

　続く内乱で食糧事情が悪かったのか、人々は質素な炊き出しの料理に涙を流さんばかりに喜んでいる。

「よく嚙かんで食えよ」

「最近はガボの実の配給さえなかったからな」

「あんなにたくさん作らせてた癖に、どこに消えたのやら」

「どうせ、お偉いさんが横流しして懐に入れたんだよ」

　炊き出しにありついた人達の会話が聞こえてくる。

　役人の腐敗も進んでいるらしい。




「サトゥー、手伝うわ」

「私もー、微力ながらー、お手伝いしますー」

　王城に行っていたリーングランデと神官ロレイヤが戻ってきた。

「勇者二人とシンには逃げられたわ」

　リーングランデが「全くもう」と憤慨しながら腕まくりをする。

「放置していいんですか？」

「大丈夫よ。子供でも勇者だし、サガ帝国の騎士達を護衛に付けてあるわ」

　サトゥーの質問に答え、リーングランデが下した拵ごしらえ作業を手伝う。

「上う手まいですね」

「これでも聖騎士団で従士みたいな事をしてた頃ころもあったんだから」

　野菜の皮かわ剝むきをするリーングランデをルルが褒める。

「それで王国の対応は？」

「放置ですって」

　彼女達は焼け出された人達の処遇を確認しに王城へ出かけていた。

「偉い人達はー、国民は自助努力でー、衣食住をなんとかするべきだー、って言ってましたー」

「めちゃくちゃね。困難な時に民衆を支えるからこそ、貴族や王族は敬われるってのに」

　リーングランデの話を聞いたアリサが、軽蔑した顔でヨウォーク王国の首脳陣をこき下ろす。

「そんなんじゃ、為政者失格だわ」

「全く同感だけど、そのへんにしておきなさい。難癖付けようと監視している連中も多いから」

　リーングランデが、炊き出し広場の外からこちらを監視する王女派やミュデ派の人間のいる場所を目め配くばせする。

「カリナ様ー、交代しますー」

　神官ロレイヤがカリナと配膳を交代する。

　カリナはキョロキョロと誰だれかを捜すように視線を彷徨さまよわせる。

「どうかされまし──」

　サトゥーが尋ねようとしたところに、サガ帝国の騎士達が息せき切って戻ってきた。

「リーングランデ様、大変です！　勇者様達を見失いました」

「なんですって！」

　リーングランデがナイフを持ったまま騎士に詰め寄る。

「心配ですね。今のヨウォーク王都は治安がいいとは言えませんし」

　大人びて見えても中高生くらいの子供達が見知らぬ国を彷徨うのは危険だ。

「わたくしが捜して参りますわ！」

　カリナがそう叫んで駆け出した。

「カリナ様！」

　サトゥーとしては、勇者達よりもカリナが出歩く方が危なっかしかった。

「一人はダメ～」

「ポチが一緒に行ってあげるのです！」

　タマとポチがカリナを追った。

　不安倍増である。

「シルフ、追って」

　ミーアが周辺を哨しよう戒かいさせていた小シルフの一体にカリナ達を追わせた。

　これで何かあれば小シルフを通して召喚主であるミーアに伝わる。

「ありがとう、ミーア」

「ん、任せて」

　サトゥーに礼を言われたミーアが薄い胸を張る。

　二人は気付いていなかった。小シルフが報告する時には、既にトラブルの渦中にあるという事に……。
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「ミュデ様、本当にギギラ様と別行動で宜よろしかったのですか？」

「ええ、ギギラには騒ぎを起こして、勇者達をサガ帝国の駐屯地から引き離すように命じてあります」

　ヨウォーク王国を二分して抗争を続ける片方の首しゆ魁かいであるミュデは、少数の護衛を連れてサガ帝国の駐屯地に向かっていた。

「ミュデ様、勇者達は拠点にいないようです」

「先代勇者の従者達と、リーングランデやロレイヤも城下町に向かったとの事です」

　ミュデは駐屯地の近くで、先行させていた間者から報告を受ける。

「あら？　ギギラが騒ぎを起こす必要はなかったという事？」

「いいえ、ミュデ様。勇者達はいつ戻るともしれません。彼らを引きつける策は有効だと思われます」

「そう？」

「はい、ミュデ様」

　側近がミュデを肯定する。

「勇者の従者をするようなサガ帝国の精鋭を掌中に収めたら、尻しりの青い小娘や後ろ盾の堅物貴族達を一気に殲せん滅めつしてあげるわ」

　ミュデには勝機があった。

　魔王との激戦で疲弊していたとはいえ、一度は従者達を魅了する事ができたのだ。

　準備を整えて挑めば、確実に自分のコマにできると彼女は考えていた。

「駐屯地が見えてきた。お前達はここまででいいわ。■■■……」

　長ちよう杖じようを構えたミュデが、精神魔法の詠唱を始める。

　彼女が唱えているのは「誘惑空間テンプテーシヨン・フイールド」という魔法だ。ミュデは誘惑空間に続いて「発情空間ヒート・ハート・フイールド」を使うと、ローブを脱ぎ捨てて薄物一枚で歩き出した。

　彼女が歩く度に、薄い布地に肌や陰りが浮き上がる。

　ミュデの部下達もその後ろ姿に魅了されたかのように、視線を固定していた。

「しっかりしなさい。ミュデ様の援護をするわ」

　側近が水魔法や光魔法の詠唱を始め、周囲を霧と幻術に沈める。




「──霧？」

　サガ帝国の駐屯地で、見張りをする兵士が霧に気付いた。

「そういえば朝夕は霧が多いってセイナ様が言っていたぞ」

「そうなのか？　見張りがしにくくなるな」

「風魔法が使える従者様に、霧を散らすように頼んでくるよ」

「止やめとけ止めとけ、従者様方は昼間の魔王戦でお疲れだ。今は休んでいてもらおうぜ」

　若い兵士が行こうとするのを年とし嵩かさの兵士が止めた。

「まあ、俺達のスキルがあれば、田舎の小国連中くらいなんとでもなるか」

　彼らは索敵スキルや危機感知スキルを持つ精鋭だ。

「そうそ──誰だ！」

　相あい鎚づちをうとうとした年嵩の兵士が、霧の中から来る人物に素早く気付いて誰すい何かする。

「こんばんは。サガ帝国の方」

「すっごい、美人だ」

「誰だ、女」

　色っぽいミュデの肢体に見とれて我を忘れる若い兵と違い、年嵩の兵士は内面から押し寄せてくる渇望にも似た情欲を抑え込む。

「皆様の慰問にまいりましたの」

「うっほー、マジか！　ヨウォーク王国、最高！」

　若い兵士が鎧よろいを脱ぎ捨てながらミュデに駆け寄る。

「お、おい！　任務を忘れるな！」

「先輩も早く！　俺と一緒に癒いやしてもらいましょーよ」

「いや、俺には……任、務が……ある」

　若い兵士は完全に魅了されている。

　年嵩の兵士はミュデに魅了されながらも、自分の異変に気付いた。

「──何か、しやがったな！」

　年嵩の兵士が腕を嚙み、痛みで覚かく醒せいする。

「下っ端まで精鋭なのね。大国が羨うらやましいわ」

　ミュデが顔を逸そらして年嵩の兵士を見下す。

　彼は腰に下げた角笛に手を伸ばす。

「でもね──」

「ぐっ、ぐがががが」

　口から泡を吹く年嵩の兵士の手から、角笛が滑り落ちる。

「傷はいけないわ。だって、この霧にはたっぷりと毒薬が入っているんだから」

　ミュデは魅了が効かなかった場合の保険を早速使ってしまった事に眉まゆを顰ひそめた。

　年嵩の兵士が倒れたにも拘わらず、若い兵士はミュデの身体からだを味わう事に没頭している。

「お前は、しばらく眠っていなさい」

　薄物越しに胸に吸い付いていた若い兵士が昏こん倒とうした。

　服や身体に睡眠薬が塗り込んであったらしい。

「耐性がない者には良く効くわね。私もたまには悪夢を見ずに安眠したいものだわ」

　ミュデはそう嘯うそぶいて、本来の目的を果たすべく、従者達の天幕へと身を滑り込ませた。





◆






「食糧の供出ですか？」

　不思議そうに告げるサトゥーの前には、この国のケラサウーネ王女がいた。

「その通りよ。兵糧が不足しているの。民衆に与える食糧があるなら、私達に供出しなさい」

　お願いではなく命令である。

「その命令に従う義務はありませんが、飢えているなら兵士でも受け入れますから、ここに来て列に並ぶように命じてきてください」

「なんだと！　姫様の命令に逆らうか！」

「この不敬者め！」

　王女の後ろにいた騎士や貴族が、音を立てて武器を構えた。

　列に並んでいた人々が怯おびえつつも、忌々しげに王女達を睨にらみ付ける。

「力尽ずくで奪うつもり？」

　サトゥーの横にいたアリサが王女に尋ねる。

　リザとナナが落ち着いた動きで、サトゥー達をカバーできる場所へと移動した。

「俺達のメシを奪う？」

「住む所を奪うだけじゃなく、やっとありつけたメシまで」

「ゆるせねぇ」「何が王女だ」「何が貴族だ」

　炊き出しに集まった人達が足下の瓦が礫れきを拾い上げ、剣けん吞のんな顔で王女達を包囲する。

「お、お前達！　王国に反逆するつもりか！」

「全員、牢ろう屋やにぶち込んでやる」

　虚勢を張る貴族達の顔色が悪い。

　さすがに、この人数差では多勢に無勢だろう。

「はい、そこまで！」

　パンパンと手を叩たたいたサトゥーが仲裁する。

「喧けん嘩かをするなら、炊き出しを中止しますよ」

　サトゥーがそう告げると、炊き出しに集まった人達はしぶしぶ瓦礫を地面に落とした。

「王女殿下、良かったら食べていってください」

「無礼者！　殿下にそのような雑穀粥がゆを！」

　王女が反射的にサトゥーの差し出した碗わんを受け取ろうと手を伸ばす前に、貴族が割り込んで碗を叩き落とそうとした。

「もったいない」

　サトゥーはするりと貴族の手を躱かわす。

　もちろん、碗の中の雑穀粥は一滴も零こぼれていない。

「き、貴様！」

「──帰ります」

　馬ば鹿かにされたと激げき昂こうする貴族をスルーして、王女が踵きびすを返して歩き出す。

「ひ、姫様？」

「お待ちください、姫様！」

　貴族達や騎士達が王女を追う。

　最後に貴族達が捨すて台詞ぜりふを残していたが、サトゥー達を含め誰もその言葉を聞いていなかった。

「おみごと」

　黙って野菜の皮を剝むいていたリーングランデがサトゥーに言う。

「リーングランデ様、見物に徹するなんて酷ひどいですよ」

「あんな小物、サトゥーなら余裕でしょ」

「過分な信頼痛み入ります」

　サトゥーは芝居がかった仕草でそう言うと、炊き出しに戻った。

　ミーアの小シルフが異変を告げたのは、その直後だ。
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　小シルフが異変を告げる少し前──。

「いませんわね、勇者様達」

「ういうい～」

「大丈夫なのです。すぐに見つかるのですよ」

「本当に？」

「はいなのです。ポチは人捜しのプロなのですよ！」

　カリナ達は勇者達を捜して、瓦礫となった王都を彷徨さまよい歩いていた。

　治安の悪い街中を探索するからか、炊き出しでは外していた武装を身に着けている。

「いや！　止めてぇええ！」

　悲鳴が聞こえた。

「大変ですわ！」

「えまーじぇん～？」

「スクランブル・エッグなのです！」

　カリナ達が悲鳴の方へと走る。

『カリナ殿、あそこだ！』

　カリナの胸から「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカが叫んだ。

　服を引き裂かれた半裸の娘が、巨漢異相のギギラに抗あらがっていた。

「狼ろう藉ぜき禁止ですわ！」

　ダッシュしたカリナがギギラに跳び蹴げりをする。

　ギギラは見かけによらぬ俊敏な動きで、それを回避した。

「だいじょび～？」

「破れた服の代わりに、ポチの毛布をあげるのです」

　タマとポチの二人はギギラの相手をカリナに任せ、被害者の娘をケアする。

「勇者かと思ったら、もっといいのが釣れたぜ」

　ギギラがカリナの肢体に視線を這はわせながら舌なめずりする。

　久しく浴びていないあからさまな視線に、カリナは両腕で豊満な身体を隠すように抱き締めた。

「どうしたどうした。威勢が良いのは最初だけか？」

　ギギラがカリナを煽あおる。

「わ、悪者は成敗ですわ！」

　カリナが勇気を振り絞って構えを取る。

「ほう？　格闘か？　気が合うな──決闘としゃれ込もうじゃないか」

　ギギラが腰に下げていたトゲトゲのナックルガードを両手に嵌はめた。

「わ、わたくしは負けませんわ！」

「俺様が勝ったらお前を貰もらう。たっぷり朝まで可愛かわいがってやる。泣いて許しを乞こうても、壊れても止めてなんかやらないぜ」

　ギギラの宣言にカリナが怯える。

「カリナ、ふぁいとぉ～」

「がんばなのです！　カリナなら絶対に勝てるのですよ！」

『カリナ殿、このような無頼に怯えていては、サトゥー殿の隣に並ぶ事はできぬぞ』

　タマとポチが応援し、ラカが激励する。

「何をぐちゃぐちゃ喋しやべってやがる！」

　ギギラがカリナに殴りかかる。

　カリナは「ラカの守り」に頼る事なく、素早くギギラの攻撃を回避した。

　目標を見失ったギギラの拳こぶしが、近くの建物を打ち砕く。

「ポチの速さやタマの鋭さに比べれば大した事ありませんわ」

「油断大敵～」

「火がぼうぼうなのですよ！」

　カリナの油断をタマとポチが叱しかる。

「おっぱいがでけぇだけのお嬢かと思ったら、なかなかやるじゃねぇか！」

　ギギラが瓦礫と化した建物から拳を抜いて、カリナに猛攻をかける。

　カリナはその全すべてを回避しきり、隙すきを見つけてカウンターさえ放った。

「いいパンチだ」

　カウンターの一撃はギギラの顔を歪ゆがめたが、ギギラはそれをものともせず、両の腕でカリナを捕らえた。

「この状態からは逃れられねぇぜ」

「ラカさん！」

　勝ち誇るギギラの腕を、ラカの守り──小判状の小盾群が弾はじき飛ばした。

「魔法道具マジツク・アイテムか?!」

　カリナはそれには答えず、ギギラに猛攻をかける。

　攻守を変えながら、両者は一進一退の戦いを繰り広げた。

　カリナの重い一撃は、ギギラの体表で赤い光に威力を殺される。

「赤縄？」

『いや、あれは少し違う』

　ギギラの体表に赤黒い光が瞬いている。

　魔人薬を過剰摂取した者が自身を守る「魔身付与」の効果に似ていた。

「魔人薬の御利益だ。お前にもやろうか？」

「そのような禁止薬品に頼ったりしませんわ！」

　ギギラが魔人薬の瓶を揺らしながら言う。

「けっけっけ、お綺き麗れいなこった」

　ギギラが瓶の中の液体を飲み干し、更に肉体を強化する。

「くっ、重い」

「まだまだ威力があがるぜぇええ」

　ギギラの攻撃は「ラカの守り」が威力を減じたが、それでも時折クリティカルが入る。

「このくらいなんでもありませんわ！」

「こんなのはどうだ？」

　ギギラがカリナの顔に砂を掛けて目め潰つぶしをする。

「卑ひ怯きよう者！」

「目潰しは決闘の基本だぜ、基本」

　優等生な戦いをするカリナは、ギギラの何でもありな泥臭い戦い方に対応し切れていない。

　両者のレベルは同じくらいのはずなのに、ラカの優位性だけでは楽勝といかず、カリナはどんどん追い込まれていく。

「カリナ、負けるな～」

「もっとくれーぱーに戦うのですよ！」

　頭に血が上っているのか、カリナの耳にタマの応援やポチのクレバーに戦えという助言は届いていない。

「お前を倒したら、その真っ赤な篭こ手ても貰ってやるぜ」

　ギギラはカリナが装備する獣王葬具を気に入ったらしい。

「もっとも、俺様のデカいのをねじ込んだら、壊れちまうかもしれないがな」

　ギギラが大きな手をワキワキさせながら、ガハハと下品に嗤わらう。

「──これはどういう状況だ？」

　そこに新たな登場人物が現れた。

「おおっと、遊びすぎたか？」

　ギギラがその人物に油断なく視線を向ける。

「悲鳴を聞いて見に来たら、見覚えのある美人さんが戦ってるやん」

「せ、先輩。あいつ、なんか強そうですよ」

　勇者リクがギギラを睨み付け、勇者カイが愉快そうに周囲を見回し、そしてシンが怯えた声で二人の陰に隠れる。

「よく頑張ったな。ここから先は俺の喧嘩だ」

　勇者リクが聖拳を嵌めた左右の拳をガンガンと合わせながら、カリナを庇かばうように前に出る。

「勇者様」

　勇者という存在に憧あこがれるカリナが、ぽわんとした乙女の顔で、自分を庇う勇者リクの背中を見る。

「へっへっへ、騎士様ならぬ勇者様がお姫様を救いに現れたってか？」

　ギギラが勇者リクを嘲あざけるように煽る。

「リク君、油断しーなや。相手はボクらほどやないけど、高レベルやで」

「関かん係けーねえ！　負けそうだから止やめるようなのは喧嘩じゃねえ」

　勇者リクの言葉を聞いたカリナがハッとした顔になる。

「掛かってこいよ、デカぶつ！　俺の拳はちーっとばかり熱いぜ？」

　中指を立てた下品なポーズでギギラを煽り返す。

「カリナ、大丈夫なのです？」

「怪け我がない～？」

「え、ええ、大丈夫ですわ」

　座り込んだカリナを心配して、ポチとタマが声を掛ける。

「後はリク君に任せておいたらええ。あれでも地元では負け知らずや」

「そうそう。女は後ろで守られていろ」

　勇者カイの尻しり馬うまに乗るように、シンが男尊女卑な発言をする。

　──女が戦いの場に出てくるな！　弱い女は強い男の後ろに隠れていろ！

　カリナの脳裏に誰だれかの言葉が甦よみがえる。

「わ、わたくしは……」

　──女性だからなんだというのです。カリナ様は一人前の戦士です。

「……そうでしたわ」

　サトゥーの言葉を胸に、カリナがすくっと立ち上がる。

　勇者カイとシンの視線がカリナに向いた。

「どうしたん？」

「大切な事を忘れていましたわ」

　カリナは獣王葬具の具合を確かめ、決意した表情をギギラに向ける。

「ラカさん、魔力の貯蔵は十分かしら？」

『無論だ。半日程度なら魔力切れの心配はない』

　ラカの超強化がカリナを包む。

「おい！　女は守られてろよ」

「いいえ、これはわたくしの戦いですわ」

　シンにそう告げ、カリナはギギラと勇者リクが激戦を広げる戦場へ足を向けた。

「ええね、そういうんボクは好きやわ」

　勇者カイが糸目を更に細くして微笑ほほえむ。

「リク君！　選手交代やで」

　その宣言に答えるように、勇者リクはギギラから距離を取る。

「カイ、お前がやるのか？」

「違う違う。こっちのお嬢様や」

　勇者リクの顔がカリナの方を向く。

「俺に任せろ。あんたの喧けん嘩かは引き受けた」

「いいえ、あれはわたくしが倒すべき相手ですわ」

　覚悟の決まったカリナの顔に、勇者リクは相手が守られる事を良しとしない事を理解した。

「そうか──なら無粋な事は言わねぇ。全力でぶつかってこい」

「もちろんですわ！」

　カリナの身体からだを「ラカの守り」が鎧よろいのように守る。

「けっけっけ、そいつは蛮勇って言うんだぜ」

　カリナの勇気をギギラが嗤う。

「カリナ、篭手に魔力ぅ～」

「そうなのです！　武器には魔力を満たして手の延長にするのを忘れちゃダメなのですよ！」

「武器──そうでしたわ。これは防具にして武器……」

　タマとポチの助言を受け、カリナが深紅の篭手に視線を落とす。

「獣王葬具をわたくしの一部に──」

「戦闘中によそ見してるんじゃねぇ！」

　ギギラがカリナに速攻を掛けた。

　先程の再現とばかりに目潰しの砂を撒まいたが、同じ技は喰くらわないとばかりに、「ラカの守り」で砂を弾き飛ばす。

　カリナが腕で砂から身を守る事を想定していたギギラは、死角から襲いかかる目もく論ろ見みが外れて舌打ちする。

　強引なギギラのパンチを受け流し、カリナが至近距離から必殺技を放つ。

「──桜花百烈閃せん！」

「こなくそっ」

　ギギラは太い両腕でカリナの攻撃から身を守る。

　金剛身スキルや魔法鎧に仕込まれた防御障壁をもってしても、カリナの攻撃を防ぎきる事はできず、一撃ごとにダメージが蓄積されていく。

「いつまでやってやがる！」

　このままではジリ貧になる事を焦ったギギラが、強引な蹴けりでカリナとの距離を取る。

「蛮我猛爪バンデイツド・クロー！」

　先程の攻守を入れ替えたような猛攻撃がカリナを襲う。

「その程度でラカさんの守りは突破できませんわ！」

　デフォルトでは全方位を守るラカの障壁を、前方に集中して猛攻を凌しのいだ。

「そうかよ──蛮我天落バンデイツド・フオール！」

　カリナの頭上から第三の手が降り注ぐ。

「──なっ」

　密度が薄かった頭上の障壁を打ち砕き、カリナの頭上に命中した。

　鎧のように身体を覆っていた「ラカの守り」によって致命傷は免れたが、それでも少なくないダメージが入った。

「カリナ～」

「あうちなのです！」

　タマとポチがダウンしたカリナを見て心配そうにする。

『猛攻を防ぐ為ために、障壁を前方に集めていたのが裏目に出たか』

　ラカが障壁を操作して第三の手の奇襲に備える。

「あ、あいつ、手が三本ある！」

「キモいな。なんやあれ」

　観戦していたシンが驚き、勇者カイが「えんがちょ」と言って身を引く。

「あれは厄介だな」

　勇者リクだけはギギラと戦った時の攻略に思いを馳はせる。

「便利だろう？　魔人薬の副作用で生えた腕だ。こいつを使わすような相手は久々だぜぇええ」

　ギギラが三本目の手で顎あごを撫なでながら言う。

「さあ、トドメだ！」

　ダウン攻撃を重ねようとしたギギラを、カリナがタマ直伝のブレイクダンスじみた蹴り技で撃退する。

「──ちっ、まだ元気じゃねぇか」

『カリナ殿、無事か？』

「まだ頭がふらふらしますわ」

「あれで死なねぇとは頑丈な女だぜ」

　身を起こしたカリナを見て、ギギラが嗜虐心に満ちた顔で見下ろす。

　カリナはまだ脳のう震しん盪とうが治まっていないらしく、足下がふらついている。

「カリナ、ふぁいとぉ～」

「ねばぎばっぷなのですよ！」

『あの子達はカリナ殿の勝利を疑っておらぬようだぞ』

　ラカに促されて、カリナが自分を応援するタマとポチを見る。

「キョーメイシスイなのです！　まだまだ武器と一体化できてないのですよ！」

　ポチが明鏡止水を挙げ、カリナに助言をする。

「キョーメイシスイ、遥はるか西方の侍大将の教え……」

　カリナが呼吸を整え、獣王葬具の隅々にまで魔力を通す。

　獣王葬具に象眼された獣のレリーフがキラリと光った。

「さあさあ楽しい戦いの時間だぜぇええ──蛮我猛爪バンデイツド・クロー！」

　ギギラが暗赤色の光を曳ひきながら連続技を放つ。

「千手防陣マルチプル・パリイ、ですわ！」

　紅の光を帯びた獣王葬具が、ギギラの拳こぶしを全すべて受け流す。

「生意気な女め！　蛮我天落バンデイツド・フオール！」

　三本目の腕をカリナは身体を傾けて避よける。

「防御が崩れたぜ！」

　──キョーメイシスイなのです！

　自分の顔面を狙ねらって繰り出されるギギラのパンチとポチの助言が重なる。

「避けた！　カリナが避けたのですよ！」

「べりぐ～」

　無意識に動いた獣王葬具がギギラの拳を迎撃したのだ。

「今ですわ！」

　カリナの瞳ひとみの輝きと獣王葬具に象眼された獣のレリーフが同期したように輝く。

　──《第一封印》解放。

　獣の呻うなり声のような音が獣王葬具から漏れ聞こえる。

　それに呼応して、獣王葬具の放つ紅色の光が強くなっていく。

「カリナ・ナッコォオオオオオ！」

　瞬動で踏み込んだカリナが、突進系の必殺技を使う。

　紅色の残光が炎のように飛び散り、防御しようとしたガードの腕ごとギギラを吹き飛ばした。

「今なのです！」

　カリナが跳躍し、上空でくるりと姿勢を変える。

「カリナ・キィイイイイイイイイック！」

　紅ぐ蓮れんの炎を帯びたような紅色の輝きを纏まとい、カリナが起き上がったギギラに飛び蹴りを叩たたき込んだ。

　ギギラはギリギリで両腕でガードして致命傷を免れたようだが、その被害は甚大だ。

　両腕の骨は砕け、吹き飛ばされた先で激突した建物の壁を砕いて失神している。

「成敗、ですわ！」

　カリナが勝利のポーズを取る。

「大勝利～？」

「やったーなのです！」

　タマとポチがカリナに抱き着いて勝利を祝う。

「なかなかやるじゃねぇか」

　勇者リクがカリナを見て呟つぶやく。

「綺き麗れいな上に強いって、戦うヒロインになれそうな子やね」

「技名はダサいですけど」

「それな」
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　勇者カイとシンが笑い合う。

　その陰で密ひそかに獣王葬具から漏れ聞こえていた呻り声が消えて行く。

　──《第一封印》閉鎖。

　物言わぬ声に気付いた者はいない。
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「それは災難だったわね。ミュデには厳重に抗議しておくわ」

　勇者達を回収して戻ってきたカリナに、巨漢のギギラに絡まれた事を告げられてリーングランデが憤慨していた。

　ポチとタマがリザに、カリナがいかに頑張って戦ったかを自慢げに話している。

　賑にぎやかな彼女達から少し離れた場所で、サトゥーが炊き出しの片付けをしながら、宙を睨にらみ付けていた。

「ご主人様、何か分かった？」

「王女の暗殺計画を聞いちゃったよ」

　アリサの問いにサトゥーが応こたえる。

　サトゥーはマップ検索で見つけた幻桃園のアジトを、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」で調べていたのだ。

「マジで？　やっぱ助けるの？」

「さすがに知っちゃったら放置はできないよ」

　話しながらサトゥーはマップ検索で、王女の拠点──王女宮周辺に一般人がいない事を確認する。

　王女宮の中にこそ少数の使用人がいるが、魔王顕現によって多くの人々が逃げ出し、一種の空白地帯になっている。数日も経てば戻ってくる者もいるかもしれないが、当面の間は戦闘の巻き添えになる者を心配する必要はなさそうだ。

「まあ、ご主人様ならそう言うわよね。わたしなら、あんないけ好かない王女は放置したと思うけど」

「はいはい」

　サトゥーがアリサの言葉をスルーする。

　同じ状況にあったら、アリサが文句を言いつつも王女を助ける事を、サトゥーは確信しているからだ。

「なら、要救助者が残っていないかパトロールしてくるって事にする？」

　アリサの提案を採用し、片付けが終わった後に、サトゥー一行はリーングランデ達に二手に分かれる事を了承させた。

「治安が悪いんだから、日が暮れる前に駐屯地まで戻るのよ」

「ええ、分かっています」

　既に日は陰り、一刻もしないうちに山の向こうに没するだろう。

　リーングランデ達から十分に離れた所で、サトゥーは仲間達に提案する。

「この人数だと少し多いね。半分に分けようか」

　サトゥーはそう言って、獣娘達とカリナを別班に分け、一人クロの姿に変身して王都から離れた幻桃園のアジトへと秘密裏に向かった。





◆






「ここがコルセアーヌ王妃が魔王化する前に訪れた場所か……」

　先代勇者ハヤトの従者、斥候セイナは王城の地下にある遺跡に潜入していた。

「エルデォーク大王時代の遺跡か……なんだかいるだけで寒気がする」

　セイナは知る由もなかったが、この遺跡はピアロォーク王国のザイクーオン中央神殿地下にあった「まつろわぬもの」を封印してあった場所に雰囲気が似ている。

「この壁画って魔族を描いたものかな？」

　王妃の痕こん跡せきを探すセイナが、途中で見つけた壁画を見上げる。

　黒い塗料で描かれた奇妙な生き物の壁画は、ザイクーオン中央神殿に現れた厭子エンスの基本形に似ていた。

　だが、「まつろわぬもの」に関する知識を持たないセイナには、ただ単に奇妙な壁画にしか見えない。

　壁画の先には一枚の重厚な扉を見つけた。

「扉──はダメだ。ボクの乙女の勘が言ってる。これは開けちゃダメなヤツだ」

　セイナは危機感知スキルを信じ、厭子が浮き彫りにされた不思議な光沢の扉に触れようとはしなかった。

「でも、なんの扉だろう？」

　セイナは離れた場所から扉を振り返る。

「聖印？　七柱の神々の聖印が等間隔に？」

　扉には厭子の浮き彫りを囲むように聖印が刻まれている。

「聖印が淡く光ってて綺麗だ。あはは、なんかザイクーオン神の聖印だけ、くすんでるし──あれれ？」

　セイナは聖印に違和感を覚えた。

「ひのふのみ、やっぱり九つある」

　扉に刻まれた聖印の数だ。

「七つは神々の聖印よね？　どれが多いんだろ──げっ。これって魔王信奉者の経典に刻まれている邪印じゃん！」

　セイナは見つけた邪印に顔を引きつらせる。

「なんでこんなモノが……あと一つはどれだろう？」

　残り八つの聖印を眺めて違和感を探す。

「あれ？　パリオン様の聖印が二つある？　いや、ちょっと違うのかな？」

　セイナは懐から取り出したタリスマンに刻まれたパリオン神の聖印と見比べる。

　片方の聖印が鏡に映したみたいに左右が逆になっていた。

「パリオン神の聖印じゃないとしたら──もしかして竜神様かな？　勇者召喚の魔法をパリオン様にあげた神様だし、仲が良かったのかな？」

　神話を語った絵本の中には、竜神を八柱目、魔神を九柱目の神様と数えるものがあるのを思い出し、セイナは一人納得の言葉を呟く。

「まあ、仕事に関係ない事はいっか」

　セイナはそう言って周囲を見回した。

「ここに誰だれかいた形跡はあるんだけどな～」

　扉のある広場には椅い子すや机の残ざん骸がいが転がる一角があった。

「──ん？　ここ、何か変」

　セイナが壁画が描かれていない壁をペタペタ触る。

「見つけた！　コレだ！」

　地面の近くにある石を押し込むと、何かが外れる音がして壁に隙すき間まができた。

「おっ、開く」

　ゴゴゴと重い音を響かせて隠し扉が開いた。途中でペキッと石が割れるような音がしてセイナが手を止めたが、しばらく待っても反応がないので慎重に扉を開ける。

「これだけ開けば入れるっしょ」

　壁との間にできた隙間にセイナが滑り込む。

　隠し扉の奥には、小さな棚を備えた書斎があった。

「歴史の本、宗教の本、──これは邪教の経典？　やっぱり、王妃は魔王信奉者だったんだね」

　セイナは魔王信奉集団「自由の翼」の経典を、汚い物を触るように指で摘つまんで捨てる。

「何か手がかりは──この走り書き……教主様？　お師様？　魔王の力を宿す宝玉？　うーん、断片的な単語や走り書きばっかで要領を得ないな～」

　セイナが手がかりになりそうな書き付けをアイテムボックスに収納していく。

「まあ、回収だけして、後はリーンに丸投げでいいね」

　セイナは「もうこれ以上、ここにいたくないし」と呟いて、地下の調査を終了した。

　彼女の背後で、ザイクーオン神の聖印に微かすかな亀き裂れつが入った事に気付く事なく……。
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「随分と静かね」

　駐屯地へと戻ったリーングランデが、閑散とした様子に違和感を覚える。

「変ですねー、お鍋なべが火に掛けられたままですー」

「ほんとや、焦げ付いとるがな」

　神官ロレイヤと勇者カイが黒焦げになった鍋を覗のぞき込む。

　シンは不安そうに周囲を見回し、勇者リクは警戒心も露あらわに視線を巡らせる。

「そんな事より、見張り一人いないのはおかしすぎるわ」

　リーングランデがそう言って、幾つかある天幕をめくって中を確認する。

「誰もいない？　リュッケンがどこかに連れていったのかしら？」

「それはー、無いよーですよー」

　ロレイヤが指さす先には、もごもごと動くイモムシのような物体があった。

　縄を解き、巻き付けられた布を剝はがすと、黒騎士リュッケンが姿を現す。

「リュッケン、これは──」

「──これは何のマネだ！」

　リーングランデの問いを黒騎士が遮る。

「仮眠を取っていた私を縛り上げるとは！　そうまでして手柄が欲しいか！　このシガ王国の犬め！」

　黒騎士がリーングランデを罵ば倒とうする。

「おっさん、あんたを縛り上げたのはここにいない誰かだ」

「せやで、ボクらはさっき炊き出しから戻ったとこや。皆みんな、どこ行かはったん？」

　勇者二人が黒騎士に説明する。

　さすがに勇者の発言を噓うそと断じる事はできなかったのか、黒騎士の舌ぜつ鋒ぽうが弱まった。

「そ、それは真まことで？」

「俺の聖せい拳けんに懸けてもいいぜ？」

　そこまで言われては黒騎士も食い下がる事ができず、しぶしぶ自分の勘違いを認めた。

「教官、こっちの飛空艇には誰もおらへんかったで」

「こっちのー、飛空艇にもー、誰もいませんー」

「飛翔靴フライング・ブーツで高い所から見てみたけど、飛空艇の周囲にはいないみたいだわ」

　各人が情報を交換する。

「誰かにー、連れ去られたんじゃないかしらー」

「でも、ここで戦闘が行われた形跡はないわよ？」

「幻術とかー、精神魔法とかー、魅了とかじゃないかしらー」

　ロレイヤの発言にピンとくるものがあったのか、リーングランデの眉み間けんに皺しわが寄った。

「──幻桃園の魔女、ミュデ」

「もしー、そうならー、勇者の従者達をー連れて行った先はー」

「王女の拠点ね」

　こうしてはいられないと、リーングランデが駆け出す。

「おい！　一人で行くな！」

「いくら鬼教官でも一人はあかんよ」

　勇者二人がリーングランデを追いかけ、シンもそれに釣られて駆け出す。

　後を追おうとした黒騎士の肩をロレイヤが止めた。

「飛空艇をー、無防備にはできませんよー」

「施錠すれば問題なかろう！」

「せめてー、空中に浮かべてからじゃないとー、ダメですー」

　ロレイヤと黒騎士は飛空艇の保全を優先し、リーングランデ達から遅れる事になる。
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「はあ、はあ、はあ、先輩達、速すぎ……」

　駆け出した勇者達に釣られて追いかけたはいいが、レベル五〇の勇者達とレベル一ひと桁けたのシンでは走る速さがまるで違い、あっという間に置いて行かれてしまったのだ。

「なんだ、このガキ？」

「良い服着てるぜ、金持ちのガキだろ？」

「火事場泥棒に来て、どの家ももぬけの殻だったからな。もうこいつでいいだろ」

　暴力的な雰囲気を纏まとった男達がシンを囲む。

「よう、痛い目見たくなかったら、有り金全部出しな」

　脅されたシンはすぐに金を差し出して許してもらおうとしたが、財布が見当たらない。

「しまった、あの時……」

　父親に財布を投げつけて有り金全すべてを失った事を思い出した。

「殴ってから奪ってもいいんだぜ？」

　強こわ面もての一人が指をパキパキ鳴らしながらシンに迫る。

「そこにいるのは誰かしら？」

「乱暴狼ろう藉ぜき、禁止～？」

「悪い事はダメなのですよ！」

「なんだ？　このガキどもは？」

　男達を止めたのは、サトゥー達と別行動をする事になったカリナと獣娘達だった。

「おっと、保護者のべっぴんさんまでいるじゃねーか」

「おじさんの相手をしてく──げっ」

　やに下がった顔でカリナに鼻の下を伸ばした男達だったが、その後ろから突き出されたリザの槍やりに顔を青ざめさせた。

「顔に穴を開けられたくなければ去りなさい」

　殺気の篭こもったリザの恫どう喝かつは、一声で男達を震え上がらせ、あっという間にこの場から追い払った。

「こんな所に一人でどうなさったのかしら？」

「先輩に──なんでもない」

　年上の美女に、迷子になった事が告げられず、シンは不機嫌そうな顔でそっぽを向いた。

「迷子～？」

「それなら、ポチ達が送ってあげるのですよ！」

「違う！　ちょっと散歩してただけだ！」

　誤魔化したかった事実を告げられ、シンが慌てて否定する。

「散歩ですか？　この辺りは治安が悪いから一人は危険です。戻る先は一緒ですから、同行するといいでしょう」

「それがいいですわ！　わたくし達は女性ばかりですし、男性がいると心強いですわ」

　コミュ障のカリナとは思えない男心を分かった発言だったが、それは迷宮都市でゼナ隊のイオナが「女性ばかりだと男に絡まれるから、一人くらい男を連れて行った方がいい」と話していたのを覚えていたからだ。

　もちろん、廃はい墟きよ同然の場所に頼りない少年を放置するのが忍びないという理由の方が大きかったが。

「そ、そういう事なら、一緒に行ってやってもいい」

「では一緒に参りましょう」

　歩き出したカリナ達の耳に、爆発音が聞こえた。

「何かしら？」

「戦闘音ですね」

「お城のある方から～？」

「あ！　小さいシルフのヒトなのです！」

　カリナ達の下に、小シルフが舞い降りる。

『リザさん、王女宮で戦闘発生みたい』

　アリサからリザに遠話テレフオンが届く。

「あっちにはリク先輩とカイ先輩とリーンさんが行ってるんだ」

「シン殿、それは本当ですか？」

「う、うん。サガ帝国の拠点がもぬけの殻になってて、リーンさんが王女の拠点へ行くって」

「どうして、それを最初に言わないのですか！」

　リザに叱しかられたシンが涙目で怯おびえる。

『リザさん、何か分かったの？』

　問いかけるアリサにリザが情報を伝える。

『だったら、わたし達も王女宮に行ってみるわ』

「では私達も──」

　行くと言いかけてリザは、保護対象であるシンが一緒だという事に気付いた。

　リザは小声でアリサにシンが一緒である事を伝える。

『そりはマズいわね。小シルフだけじゃ護衛として弱いし、拉ら致ちされて勇者用の人質にされたらマズすぎるわ』

「シンの護衛に──」

　リザはタマとポチに視線を向ける。

　戦闘力は十分。だが、それでも緊急事態に臨機応変に対応するには幼すぎる。本来、護衛対象であるカリナだけを護衛に残しておくのは論外だ。

『とりま、合流しましょう。それで、その先は安全そうな場所を確保してからね』

　リザはアリサ達と合流する旨を伝え、小シルフの案内で仲間達と合流する。

　そこは一階が酒場になった宿で、内紛や魔王禍でも焼け落ちる事なく建っている頑丈な建造物だ。

「ここなら安全でしょ。火ひ杖づえの直撃くらいじゃ壊れないくらい壁が厚いし、扉も耐火の魔法陣が刻んであるわ」

　たぶん、貴族の隠れ家的な店だったのだろう。

「魔王騒ぎのせいで王女宮以外に人ひと気けはないし、こっそりと潜んでいれば誰だれも来ないと思うわ」

　ミーアの小シルフによる哨しよう戒かいやタマの調査、それにアリサの空間魔法によって周囲に人がいない事は確認済みである。

「ご主人様に連絡は？」

「まだよ。敵地に潜入中だし、ご主人様の邪魔になっちゃうわ」

　それに今の自分達なら、魔王でも出てこない限り、十分に対処可能だと自負していた。

「地下室もあった～」

「入り口にバリケードを積んでおけば、暴漢対策は十分だと評価します」

　タマとナナが宿屋の要よう塞さい化を実行する。

「精霊魔法」

「ミーアが精霊魔法で強化しておいてくれるなら完かん璧ぺきね」

「ん、任せて」

　ミーアが長ちよう杖じようを手に、宿屋の一階を巡る。

「お、おい。俺だけここに置いてけぼりにするのかよ」

　シンが不安そうな顔で偉そうに尋ねた。

「そうよ──って言いたいけど、一人じゃ危険すぎるわね。カリナサマ、悪いけど小シルフと一緒に、ここで待機していてくれる？」

「嫌ですわ！　わたくしは一緒に行きたいですわ！」

　カリナ達が揉もめていた頃ころ、宿屋から少し離れた場所にある王女宮では、人族同士が激しく争っていた。
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「王女殿下！　第三門が突破されました！」

「ベルゾン卿きよう、ゾリルン卿、討ち死に！」

　王女宮の執務室に続々と悲報が届く。

　王女は焦燥感を誤魔化すように爪つめを嚙かんだ。

「……姉上」

「情けない声を出してはいけません。あなたは次の国王となるのですよ！」

　王女はスカートに縋すがり付いてくる気弱な弟を叱しつ咤たし、部下に迎撃の指示を出す。

「殿下、何かおかしいですな」

「そんな事は分かっています。ギギラ一派とミュデに魅了された愚者どもだけでは、こちらの守りをこうも易やす々やすと突破できるはずはありません」

「もしや、鼬イタチどもが……」

「それはありえません。不義理な獣人達ですが、彼らが我が国に価値を見いだすモノは何もありません」

　国王の死後、鼬商人達が手を引いた。

「彼らが我が国に梃て子こ入いれしていたのは、ビスタール公爵領の内乱に我が国の軍隊を使いたかったから。あの内戦で魔獣使いや有人ゴーレムの戦闘記録を得られた今、内乱の絶えない荒れた国などに拘泥するはずがありません」

　その結果としてミュデ一派の台頭に抗しきれず、彼女達は窮地に追いやられていた。

「せめて、鼬どもが残した有人ゴーレムが使えれば……」

「テイマー達は引き抜かれ、有人ゴーレムも整備不良で動かせない──もはや命運は尽きました」

「諦あきらめてどうする！　我らには大義も正統な後継者もいるのだ！　このような場所で由緒ある我らが潰ついえてたまるものか！」

　王女達の部屋で貴族達が口論をする。

「そうとも！　ミュデごときに折る膝ひざはない！」

「王妃様があのような目に遭ったのも、ミュデが王国に引き込んだ怪しげな連中のせいに違いない！」

「……お母様」

　王妃の事を思い出した幼い王子が涙ぐむ。

「止やめなさい。今は繰り言よりも、現状を打開する案を考えなさい！」

「ですが、殿下……」

　既に状況は詰む一歩手前だ。

「で、殿下！　お逃げください！」

　側近と議論を交わす王女の下に、侍従の一人が大慌てで部屋に飛び込んできた。

「ヤツらがすぐそこまで──」

　侍従の胸に刃やいばが生えた。

　血を吐き倒れる侍従の背後に、抜き身の剣を持った異相の男が現れる。

「発見ー。大将！　王女がいたぜぇー」

　侍従を殺した鮫さめ肌はだの男が廊下の向こうに声を掛ける。

「俺様が行くまで手を出すんじゃないぞ！」

　野太いダミ声が聞こえる。

「あの声はギギラ」

「殿下、私が血路を開きます」

　側近が覚悟を決めた目で王女を見る。

「あなたの忠義は忘れません」

「必ず王子殿下の頭上に王冠を」

　側近はそう告げると、ナイフごと異相の男に体当たりをかける。

「そんな泥臭い手は喰くわねぇよ」

　異相の男は側近のナイフを持つ腕を斬きり落とし、無造作に蹴け飛とばす。

　逆手に構えた剣を側近の胸に突き立てようと近寄り──。

「──馬ば鹿かめ」

　側近が胸元に忍ばせていた魔導爆弾のスイッチを入れた。

　側近と異相の男が一瞬で血まみれになり、血しぶきが執務室の壁を汚す。

「行きます」

　王女は弟王子の手を引き、血を踏む事を躊ちゆう躇ちよする弟王子を引き摺ずるように部屋を飛び出した。

　そして、ギギラがやってくるのとは反対側に駆け出す。

　そちらは出口とは逆側。王女達は建物の上へ上へと追い立てられていく。

　ギギラに追いつかれそうになりながら、王女と弟王子は屋上へと転がり出た。

　そこに待っていたのは──。

「ようこそ王女様」

「──ミュデ」

　幻桃園の魔女ミュデ、そして──。

「勇者の従者様方？　どうしてミュデなんかと一緒に」

「なんかとは失礼な。我らは憂国の志を持つミュデ殿に共感し、こうして賊を討つ手助けをしているにすぎん」

　ミュデに魅了された勇者の従者が、熱に浮かされた顔で告げる。

「──賊？　この国の正統な王家の血筋であるこの私と弟が、賊ですって?!」

　王女は怒り心頭の顔で勇者の従者を睨にらみ付ける。

「そこにいるミュデこそ、国を荒らす賊ではありませんか！」

「あら怖い」

　血涙を流しそうな王女と対照的に、ミュデは他ひ人と事ごとのような反応だ。

「ミュデ様を賊などとは、子供といえど許せませんな」

「さっさと殺しちまおうぜ。こいつらを始末したら、王の力を自由にできるんだろ？」

「待ちなさい。生かしておいた方が、王の力を簒さん奪だつしやすいわ」

「こいつらに魅了は通じないんじゃなかったのか？」

「精神操作を阻害する王家のタリスマンがなければ、操るのなんて簡単よ」

「つまり身ぐるみ剝はがせばいいんだな」

　ギギラが嗜し虐ぎやく心に満ちた顔で、王女の身体からだに視線を這はわせる。

　獣欲に満ちた視線を向けられた王女は、羞しゆう恥ちと嫌悪に顔を顰しかめた。

「そ、それ以上近づくなら、ここから飛び降ります」

　王女が弟王子を抱き締めながら、屋上の縁に近づく。

「あ、姉上」

「あらあら、臆おく病びような王子は無理心中するのがお嫌みたいよ？」

　ミュデが鼠ねずみを弄もてあそぶ猫のような笑みで王女を煽あおった。

「誰か、助けて──」

　王女が絶望に膝を折る。

「──ええよ」

　一陣の風が巻き起こり、王女の傍らに糸目の勇者カイが立っていた。

「勇者カイっ」

「はいな」

　パタパタと手を振る勇者カイを、ミュデが苦々しげな顔で睨み付ける。

「教官、ええで」

　勇者カイが懐のタリスマンに囁ささやくのと同時に、ミュデ達のいる一角が下から爆発した。

「ミュデ！」

　入り口から飛び出してきたギギラが、空中のミュデを回収する。

「襲撃犯の首しゆ魁かいは生き延びちゃったみたいね」

　砕けた床から現れたのは、先代勇者の従者「天破の魔女」リーングランデとリーゼントがトレードマークの勇者リクだ。

「別に従者達だって死んでねぇだろうが」

「そりゃそうよ。その為ために威力を抑えたんだから」

　リーングランデと勇者リクが会話する間にも、瓦が礫れきを押し退のけて従者達が階下から屋上に復活した。

「勇者二人と従者一人。たったそれだけで、この人数に勝てるかしら？」

「もちろんよ。そんなにわか従者に負けるほど、勇者の看板と『天破の魔女』の称号は安くないわ」

　ミュデとリーングランデの間で見えない火花が飛び散った。
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「くっそ、借金取りめ。良い気分で吞のんでたのに根こそぎ持っていきやがって」

　ボコボコにされて転がっているのは、シンに毒親と言われた中年男だった。

「まあ、いい。明日もガキを捜して金を巻き上げればいい」

　中年男は自分の息子を心配する事もなく、自分勝手な事を放言する。

「お師様、いました。あの男です」

「手頃な澱よどみを追ってみれば、昼間の男か」

　黒いローブの男達が中年男を見つけて歩み寄ってくる。

「お前らは昼間の──」

　言葉の途中で中年男が昏こん倒とうした。

　黒ローブの男が後ろから怪しげな魔法道具で感電させたのだ。

「少し乱暴ではないかね？」

「ご安心ください。実験体を損ねるような不手際はいたしておりません」

　師の小言に、弟子が慇いん懃ぎんに答えた。

「まあ、いいでしょう。では予定通り、この個体で最後の実験を行いましょう」

「邪魔が入らぬように、闇やみ魔法で路地を塞ふさぎます」

「それでは音が漏れぬように、それがしが風魔法で結界を築きましょう」

　師の指示を待たず、弟子達が率先して行動する。

「お師様、魔王珠の実験は既に十分ではないでしょうか？」

「筆頭弟子の君は、この実験に反対かね？」

「はい、貴重な魔王珠をこのような男で浪費するのは反対です」

　筆頭弟子は師の言葉に正面から反対した。

「すでにコルセアーヌ王妃で能動的な権能の実験は完了し、魔女ミュデやその弟ギギラで受動的な権能の実験もほぼ完了しています」

　筆頭弟子の言う権能とは、サトゥー達が言うユニークスキルの事だ。

「王妃で魔王化まで確認し、討伐時の状態まで実験が完了しております。実験は必要十分です。あえて、残りの魔王珠を浪費する意味を私は思いつきません」

「筆頭！　受動的な権能を持つ者が魔王化する条件を調べるのも実験の一環ではないでしょうか？」

　他ほかの弟子が筆頭弟子に疑問をぶつける。

「その為にミュデやギギラを選んだのではないか。穢けがれに溢あふれる姉弟きようだい、しかも弟は姿が崩れるほど魔人薬を濫用している。それだけ悪条件が重なっても魔王化せぬのだ。受動的な権能を持つ魔王珠では魔王化しないと考えるのが論理的だろう」

「その通り」

　筆頭弟子を肯定したのは彼の師だった。

「だけど、君は一つ忘れている」

　師が胸元から黒い小瓶を取り出した。

「それは……」

「我が師、賢者ソリジェーロ様から託された『煉れん獄ごく呪じゆ詛そ』」

　彼らの言う煉獄呪詛とは、サトゥーの言う魔神残ざん滓し──シガ王国を襲った「魔神の落とし子」の残り滓かすの事だ。

「そう。権能を持つ者を強化し、魔王化を促進する事ができる」

「そんな貴重なものをお使いになると？」

　筆頭弟子の言葉に師が首肯する。

「ですが、師よ。それならば、この男に使わずともミュデやギギラに使えば良いのではないでしょうか？」

「残念ながら、彼らは勘が鋭い。コルセアーヌ王妃が魔王化した今、私達を易やす々やすと近付けないでしょう」

「だから、この男を使う、と？」

「それだけではありませんよ。ミュデに与えたのと同じ権能をギギラに与えた理由を忘れましたか？」

「そうか、共鳴！」

「その通りです。同じ権能は共鳴し合う。ミュデだけに与えた時よりも、ギギラに与えた後の方がミュデの権能が格段に強くなりました。それを再び利用して新たな実験を行うのです」

「さすがはお師様！　私は我が身の不明を恥じるばかりです」

「いいのですよ。こうして一を言って十を理解できたではないですか」

　跪ひざまずく筆頭弟子を、師が慰める。

「師よ。筆頭は理解したようですが、不出来な私達には理解が及びません」

「いったいどのような目的で実験を」

　他の弟子達が師に説明を乞こう。

「共鳴だ！　魔王化の共鳴実験だ」

　筆頭弟子が恍こう惚こつとした顔で語り出す。

「この男にミュデ達と同じ種類の『魔王珠』を与え、しかる後に『煉獄呪詛』を注入して強制的に魔王化させる。これが一つ目の実験。そして、権能の共鳴によって、ミュデやギギラに魔王化が連鎖するかを確認する。それが二つ目、そして師が企図した本命の実験だ」

　説明する筆頭弟子に、師が満足そうに頷うなずく。

　語る内容は非常に物騒だが、議論する姿だけは真しん摯しな研究者に見える。

「なるほど、ようやく理解できました」

「この実験が成功すれば、どのような大国でも落とす事のできる脅威的な兵器になりそうです」

「残念ですが、それは不可能です」

　弟子の物騒な発言を師が否定する。

「なぜなら、魔王珠を再生産する事はできないからです」

「それは賢者様がお亡くなりになったからですか？」

「賢者様がおできになったのなら、直弟子であるお師様にも必ずできるはずです！」

「魔王珠の元となる権能を持つ転生者は、探せば見つかると思うのですが……」

　弟子達が師に言いつのる。

「不可能なのです。私に賢者様の代わりを務める事ができたとしても、聖女様の権能なくして魔王珠は作れません」

　師は弟子達の顔を見回しながら説明を始める。

「聖女様が『祝福の宝珠ギフト・オーブ』からスキルを抽出した後の『無む垢くの宝珠』に、転生者から抜き出した権能を詰めようとして生まれたのが魔王珠。同じ権能を持つ魔王珠が作れたのも、『無垢の宝珠』一つでは権能が溢れ、残りを他の『無垢の宝珠』に詰め直すことができたからです」

　三種の権能から、九つの魔王珠が作られたのだと師が続けた。

「お師様は四つの魔王珠をお持ちと仰おつしやっていませんでしたか？」

「ええ、残り五つは他の兄弟弟子達が持っています。そういえば、賢者様から与えられた時に自分で使った者もいましたね」

「お、お師様」

　ある事に気付いた弟子が蒼あおい顔で師に尋ねた。

「もし、コルセアーヌ王妃に使ったのと同じ魔王珠を、兄弟弟子の方々がお使いになっていたら……」

「もし、共鳴に距離が関係ないとしたら──魔王化していますね」

　良い着眼点だと言いたげな顔で、師が弟子を見る。

「これは新たな実験がまた一つできますね。とても効率がいい。素晴らしい事です」

　師は自分の兄弟弟子が魔王化する事を、悪い事だとは思っていないようだ。

「さて、もう質問はありませんか？」

　師は弟子達の顔を見回す。

「無いようですね。では、この国での最後の実験を始めましょう」

　そう言って、昏倒した中年男に魔王珠を植え付け、術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」を使って危険な「煉獄呪詛」の小瓶を中年男の口こう腔こう内ないに押し込んだ。

「ぐ、ぐがあがががが」

　痙けい攣れんする中年男から師弟が距離を取る。

「ケひゃ、くひゃヒャひゃ」

　中年男の皮膚の内側で、イモムシが這いずり回るように真っ黒な血管が脈動し、皮膚がボコボコと泡立ち始めた。

　暗紫色の光が眼孔や口腔内から溢れ、鼻や指先から黒い靄もやが滲にじみ出る。

「ぎゅＨＹＵダ」

　倒れた状態から無反動で起き上がった中年男が、空に向かって咆ほう哮こうした。

「さあ、新たな魔王の誕生ですよ！」

　──ＳＺＨＵＵＢＢＢＴＹＥＮ。

　中年男の筋肉が一回り大きくなり、粗末な服が内側から破れる。

　その下から現れた身体からだは、漆黒と暗紫色の斑まだらで、金属のような質感を帯びていた。

「お師様、魔王の称号を確認いたしました」

「では、次はミュデ達の確認ですね」

　鑑定スキル持ちの弟子から報告を受けた師が、次の指示を弟子達に出す。

　弟子達は使い魔を放ち、ミュデとギギラを捜させる。

「さて、私達は観察に適した場所に移動しましょう」

　師は魔王化した中年男を放置し、足早に王都の外へと脱出を始めた。

「お師様、これが終われば、予定通り？」

「ええ、セーリュー市の迷宮で苗を育ててから本番をいたしましょう」

「承知致しました。苗の確保は？」

　師の発言を受け、筆頭弟子が他の弟子達に進しん捗ちよくを確認する。

「使い魔を付けております。今は東方小国群で、神の使徒を詐称しているようです」

「神の使徒？　それはまた命知らずな」

「天罰で苗が刈られてしまう前に実験を進めねばなりませんね」

「では、王都から脱出次第、私が苗の確保に向かいましょう」

「頼みましたよ」

　国家転覆にも等しい事を計画しながら、彼らに魔王を顕現させて世を混乱に陥れる願望はない。

　ただひたすら自らの知的好奇心を満たす事だけに腐心しているのだ。

　彼らに足りないのは、「良心」と「常識」、そして「倫理観」の三つだった。





◆






　その頃ころ、サトゥーは王女暗殺を計画していた「幻桃園」のアジトに潜入していた。

「廃鉱山に潜伏しているのか……」

　サトゥーはマップを確認しながら、蟻ありの巣のように入り組んだ廃鉱山を進み、最下層で怪しげな祭壇のようなモノを発見していた。

　祭壇の周辺では怪しげな格好をした幻桃園の構成員が作業をしている。

（魔神牢ろう？）

　サトゥーは祭壇がパリオン神国で見た魔神牢の奥深くにあった儀式場と似ている事に気付いた。

（いや、少し違うか……）

　その場にある品々を次々と鑑定し、危険な品物がない事を確かめていく。

　少し時間が掛かったものの、サトゥーがここに来た目的──王女の暗殺を企てる幹部達は侃かん々かん諤がく々がくの会議を続けていた為ため、遠慮なく時間を掛ける事ができた。

（幻術や精神魔法を増幅する魔法装置みたいだ。たぶん、ミュデの力を増幅する為に用意しているんだろう）

　サトゥーはそう結論付け、帰りに破壊しておこうと決意する。

「──だと言っておるのだ！」

　幹部達が会議している区画に近づくと、聞き耳スキルが声を拾い始めた。

「『富国の隠れ姫』だったか？」

「違う！　『亡国の魔女』だ！」

「二つ名などどうでも良い。あのような年端もいかぬ小娘に何ができる」

　サトゥーはその二つ名に覚えがあった。

「アリサ王女は危険だ！　我らの仕掛けた飢き饉きんでクボォーク王国が傾いた時、今よりもさらに幼いあの娘が立て直したのだぞ！」

「為政者として優れているだけではないか？」

「さようさよう。その後に仕掛けた妨害工作にまんまと嵌はまって、失意の内に奴隷落ちさせられたではないか」

　幹部達は知らない。

　自分達が虎とらの尻しつ尾ぽを踏みにじり、竜の逆げき鱗りんを逆なでする愚を犯した事に。

「我らが始末するべきは、この国の王女だ。そんなに心配なら、王女を殺すついでにアリサという小娘も殺せば──」

　言葉の途中で、会議室の分厚い扉が吹き飛んだ。

　扉はテーブルに激突し、木片を撒まき散らしながら不運な幹部を昏こん倒とうさせる。

「な、何やつ！」

「襲撃だと？　勇者達か？」

　幹部達が慌てふためき、武闘派が暗器や杖つえに手を伸ばす。

「我は勇者ナナシ様の従者クロ」

　クロの姿になったサトゥーが、怒気も露あらわに幹部達を睥へい睨げいする。

「貴様らを王女暗殺未遂の罪で捕縛する」

　一斉に飛びかかってきた武闘派の幹部達を、サトゥーは無詠唱で発動した「軽気絶弾ライト・スタン」と「誘導気絶弾リモート・スタン」で迎撃する。

　情け容赦のない打ちよう擲ちやくの雨が降り注ぎ、幹部達は身を守る事もできずに滅多打ちにされていく。

　動く者がいなくなり、微かすかなうめき声さえ途切れがちになったところで、サトゥーは魔法の連打を止やめた。彼には珍しいオーバーキルである。

「こいつらを縛り上げたら、書類の確認だな……」

　ちらりと見えた書類には、ヨウォーク王国を制圧後に隣国であるクボォーク王国を再征服する為の計画書があった。ガボの実を撒く事でデミゴブリンの繁殖を加速させ、人為的なスタンピードを発生させて軍事力を奪うつもりらしい。

　他ほかにもセーリュー市の迷宮を溢あふれさせる計画書まであった。

「退治しに来ておいて良かった」

　サトゥーは知り合いの顔を思い浮かべながら安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。

「これは？　『幻桃園』を用いた侵略計画？」

　気になるタイトルの書類を見つけ、サトゥーはそれに目を通す。

「組織名の元になった『神代の秘宝アーテイフアクト』か……」

　ミュデの潜在能力を引き上げ、都市一つ分に効果を発揮する危険な秘宝だ。

　先ほどサトゥーが見つけた魔法装置は、その秘宝を模したモノだったらしい。

「まあ、本来の性能を発揮するのに必要な『賢者の石フイロソフイウム』がないみたいだし、心配はいらないか……」

　サトゥーは知らない。

　ミュデに接触した「賢者の弟子パサ・イスコ」が、魔王珠と一緒に「賢者の石」を与えていた事を。

「こっちにも別の計画書が──王妃の夢に侵入し、夜ごとの悪夢で精神を破壊する？　なるほど……」

　その計画書を見て、サトゥーはコルセアーヌ王妃を魔王化させたのが、幻桃園の構成員達だと誤解した。

　サトゥーは知らない。

　ヨウォーク王国の王都で暗躍する「賢者の弟子」がコルセアーヌ王妃を魔王化し、今また新たな人造魔王を生みだそうとしていた事を。

　だが、サトゥーは知っている。

　自分がすべき事を。
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「おらおらおらおらぁああああ！」

「往生せいや！」

　王女宮の屋上では死闘が続いていた。

　レベル差があるとはいえ、王女や王子を守りながら戦うのは難しい。

「さすがにこの人数差は辛つらいわね」

　ミュデに操られて能力が落ちているとはいえ、従者達は勇者と行動を共にできるくらいに優秀である。雑兵相手のように鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで倒せるほどに弱くない。

　何より、ギギラが予想よりも強く、勇者リクが掛かりきりになっているのが辛い。

「セイナやロレイヤが来てくれたら──」

　リーングランデが珍しく弱気な言葉を口にする。

「おほほほほ、いくら待っても助けなんて来ない。さっさと諦あきらめて、王女と王子を差し出しなさい」

　ミュデが後方からリーングランデを嘲あざ笑わらう。




「その必要はないわ！」




　太陽のように熱意ある声が戦場に響く。

「誰だれだ！」

　ミュデが誰すい何かする。

　屋上に隣接する物見塔の上に人影があった。

「天知る地知る人が知る！　ミスリルの探索者にして、光竜級冒険者『ペンドラゴン』！　乙女の求めに応こたえて、ただ今参上！」

　白銀の輝きを身に纏まとった少女達がそこにいた。

「リザさん！」

「ナナ、タマ、ポチ、行きますよ！」

「イエス・リザ」

「あいあいさ～？」

「はいなのです！　今日のカタナは正義に飢えているのですよ！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　獣娘と白い幼竜リュリュが戦場を切り払い、ナナが王女と王子を守るポジションに着く。

　アリサとミーアもナナの背後に移動する。残念ながら、ルルはカリナとシンを護衛する為に、宿屋の拠点に残っている。

「くらえ、酸欠の術！　──酸素燃焼空間オキシジエン・デストロイヤー！」

　アリサがサトゥー設計の対人制圧魔法を使う。

　息ができなくなった者達が狼狽うろたえ、余計に体内酸素を失って次々に昏倒した。

「にゅるる～ん。回収、回収、没ぼつ収しゆーと～？」

　タマが昏倒した人達を忍術で「影の牢獄」に落とす。

　冷静な者や魔人薬でブーストした者達は、すぐに息を止め、「酸素燃焼空間」の外へ飛び出して無事だ。

「さすがは『亡国の魔女』、油断ならない相手だわ」

「そんな蔑べつ称しようで褒められても微妙ね」

「慢心するのもほどほどになさい。この程度で逆転できるとは思わない事ね」

　すでに勝敗は決したようなものだが、チーム「ペンドラゴン」の規格外さを知らないミュデは勝ち誇った顔になる。

「魅了や精神魔法が効かない相手に何ができるのかしら？」

「幻桃園、それがこの秘宝の名前よ」

　ミュデがランタンのような魔法道具を掲げる。

　アリサが無詠唱で秘宝に火弾を放ったが、それは横にいた従者が身を挺ていして防いだ。

「さあ、終わりの始まりよ」

　秘宝から霧が広がる。

「甘い香りなのです」

「もも～？」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチとタマとリュリュが霧から距離を取る。

「リザさん！」

「承知！」

　リザが瞬動でミュデに迫る。

「させるかよ」

　立ち塞ふさがろうとしたギギラを、リザは槍やりの一振りで打ち倒した。

「ぐあああああ」

　秘宝を打ち砕く寸前、ミュデが急に苦しみだした。

　足下に倒れていたギギラもだ。

　リザは構わず秘宝を砕こうとしたが、その槍は急速に巨大化したミュデの身体からだに防がれる。

「リザさん、離れて！　そいつは──」

　こねた小麦生地のようになったミュデの身体が、秘宝を体内に取り込む。




「──魔王よ！」




　アリサの叫びと同時に、ミュデの身体から噴出した霧が、王女宮の屋上を覆い、王城をも吞のみ込んで王都へと広がる。

　サトゥーが王都へと帰還したのはそんなのっぴきならないタイミングだった。








幻桃園







〝サトゥーです。山登りの途中で濃霧のような雲の中に入った事があります。一寸先も見えず、木々の影がぼんやりと霧に浮き上がる景色に、まるで悪夢の中に紛れ込んだような不安感に包まれたのを覚えています。〟






「なんだ、あれ？」

　王城を中心としたエリアが白い霧に包まれていた。

　ＡＲ表示によると「結界：幻桃園」らしい。秘宝「幻桃園」は「賢者の石フイロソフイウム」がなくては起動できなかったはずだが、どこからか入手して使えるようになっていたようだ。

　アリサ達が結界内にいるようなので、空間魔法の「遠話テレフオン」を使おうとしたのだが、阻害されていて上う手まく繫つながらない。

　マップのマーカー一覧で無事は確認しているが、それでも心配だ。霧の中に突入して合流しよう。

　そう決めたオレは突入前に一つ準備をする。

　空間魔法が阻害されるなら、「帰還転移リターン」で脱出するのも妨害される可能性が高いから、ユニット配置で脱出できるように、廃はい墟きよとなった一角に脱出用のセーフハウスを「家作製クリエート・ハウス」の魔法で建てたのだ。

　準備を終えたオレは、速やかに結界の向こうへ進入した。

　濃密なミルクのように濃い霧だが、人体に影響はないらしく、ログを見てもレジスト表示は一切出ていない。

『ご主人様！』

　幸さい先さきが良い事に、結界に入るなりアリサに「遠話」が通じた。

　ノイズ混じりで音声が安定しないが、それでも霧の内側同士なら通じるようだ。

「そっちは皆みんな、大丈夫かい？」

『怪け我がは誰もしていないわ』

　マーカー一覧で無事と分かっていても、直接会話して大丈夫だと確認できると安心する。

『でもね、ルルとカリナサマが別行動中なの』

「どうして、そんな事に？」

　アリサが経緯を説明してくれた。

　王女宮方面で発生した異変を調査に向かう途中に、迷子のシンを発見して放置する訳にもいかず、宿屋を半砦とりで化して保護したそうで、その時に護衛としてカリナ嬢とルルを残したらしい。

　たぶん、カリナ嬢が無茶をしないように、護衛というていで残したのだろう。

　マップを開いて場所を確認しようとしたら、「マップの存在しない空間」と表示されてしまった。

『さっき「遠話」で確認したけど、ルル達も無事だって言っていたわ。それと──』

　アリサが深刻なトーンで話を続ける。

『ミュデとギギラが魔王化したわ。正確には偽の魔王だけど』

　ユニークスキルを持っていた姉弟きようだいだ。

　アリサに聞いた話を時系列に整理すると、魔女ミュデと巨漢のギギラが手勢を率いて王女宮を襲撃し、そこにリーングランデ嬢が新勇者二人と介入、戦闘中にケラサウーネ王女達が害されそうになったので、戦闘を監視していたアリサ達も参戦した。

　その後、突然ミュデとギギラが苦しみだして魔王化、正確には背徳妃コルセアーヌと同じく偽りの魔王──偽王に至ったそうだ。まあ、紛らわしいから魔王でいいか。

『この霧は魔王化した直後に巨大化したミュデが出したモノよ。幻術の類たぐいかと思ったけど、空間魔法で調べた限りだと、この霧の中の一帯が「異界化」しているみたい。樹海迷宮の固有魔法とも違うわ』

　霧が出た直後に、居場所がシャッフルされたそうで、今でも空間の繫がりが流動的に変化しているらしい。

　空白のマップに映るアリサ達やルル達の光点が常に移動しているのも、それが理由だろう。

『わたし達は一緒だけど、リーンたんや勇者達とははぐれちゃった。王女と王子の二人はさっき見つけて保護したわ。ミュデとギギラの行方は不明。タマが影の牢獄に捕縛していた連中も、どこかに消えたみたい。他ほかにも王女宮で戦闘していた騎士や兵士がいると思うわ』

「とりあえず合流しよう」

　アリサ達もだけど、ルルとカリナ嬢のところに魔王が現れたら危ない。

『そうね。ルルは小シルフが見つけて──あ、待って。ご主人様も今見つけたみたい』

　──フォン。

　アリサと話す内に、空から小シルフが降りてきた。

『ミーアは小シルフとの繫がりを手繰れるから、ルルやご主人様との合流は問題ないわ』

　少し間を開けてからアリサが話を続ける。

『小シルフ同士も自分の分身との繫がりを手繰れるっていうから、ルルのいる宿で合流しましょう』

　精霊力による繫がりなら精霊視で見えるかと思ったが、それらしき痕こん跡せきは見えない。物質界ではない精霊達の世界──精霊界的な空間を経由して繫がっているのだろう。

「分かった──頼む、シルフ」

　──フォン。

　オレはシルフを追って移動する。

　マップで検索してみたら、ミュデとギギラは別行動。新勇者達やリーングランデ嬢は一緒に行動しているようだ。他に幾つもある光点が両陣営の騎士兵士だろう。いずれもルルや仲間達から離れているが、現状ではあまり安心できない。

　アリサに断ってから、遠話のターゲットをルルに変更し声を掛ける。

「ルル、話しかけて大丈夫かい？」

『ご主人様！』

　ルルの声に安あん堵どの色がある。

　やっぱり、不安に押しつぶされそうになっていたようだ。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」をマップのマーカーを基準に起動して、ルルのいる場所を確認する。遠話と同じく映像が安定しないが、状況把握には問題ない。

　カリナ嬢やシンも不安そうにしているものの、拠点自体は安全そうだ。視点を拠点の屋上に移動させて周囲を見回したが不審なモノは見当たらない。

　──フォン。

　オレを案内している小シルフが静止し、何かを指し示す。

　しばらくすると戦闘音を聞き耳スキルが拾い、それが急速に大きくなっていく。

「おらおらおらおらぁああああ！」

「軽いンだヨ、クそガキ勇者」

　リーゼント勇者の声と、異音混じりのダミ声が聞こえてきた。

　どうやら、リーゼント勇者とギギラが戦っているらしい。ルルと会話している間に遭遇したのだろう。

「おラ！　死んデろ！」

　霧を突き破って、血まみれのリーゼント勇者が転がってきた。

　それを追って現れたギギラを回し蹴げりで迎撃する。

「喰くラうＫＡよ」

　──おっ、防がれた。

　モーションが大きい回し蹴りだったけど、ギギラが足で防御した。

　まあ、その防御ごと蹴り飛ばすまでだけど。

　ギギラが地面を転がっていく。

　それを目で追いつつ、リーゼント勇者に魔法薬を渡す。

「勇者リク、これを──」

「悪わりぃ、助かるぜ」

　リーゼント勇者は一気に飲み干したが、ＡＲ表示される彼の体力ゲージが回復していかない。

「やっぱり、これもダメか……」

「勇者様？」

「魔法薬の飲みすぎだ」

　ＡＲ表示を確認すると、彼の自己申告通り過剰摂取状態になっている。

　仲間達は用法用量を守って使用しているから滅多にならないけど、魔法薬は使いすぎるとゲームみたいにクールタイムが必要になるんだよね。

　彼にも自己治癒スキルがあるから死なないと思うけど、けっこうな重傷だ。聖せい鎧がいのあちこちが凹へこんでいる。

「もう一人の勇者様やリーングランデ様は？」

「途中ではぐれた」

　マップ情報で見る限り、二人とも体力ゲージが半分以下になるくらいのダメージを負っているものの、リーゼント勇者よりは怪我が軽い。

「ちっ、足ノ骨が折れテやがル。まサか防御シた足ごト吹き飛ばサレるとは思わナかっタぜ」

　起き上がったギギラの足が別の生き物のように波打ち、元の形に戻った。自己再生で骨折を復元したらしい。

　さっきは気付かなかったけど、魔王化したギギラは外見が変わっている。

　元々巨漢だったのに、五割増しで巨体化しているし、身体や顔が異形化して元が人族とは思えないほどだ。

「お前は下がれ、こいつは魔王だ」

　リーゼント勇者がオレを庇かばうように前に出る。

　重傷を負い、ふらふらの状態でも、彼は他人を守る為ために行動できるらしい。

　さすがはパリオン神に選ばれた勇者だ。

「ゲハハハ、クソガキが一いつ端ぱしの勇者気取りカ──蛮我猛爪バンデイツド・クロー」

　手の甲に生えた巨大な爪つめがリーゼント勇者に迫る。

　あれは危険だ。防御系のユニークスキルを持たないリーゼント勇者には荷が重い。

　オレは縮地でリーゼント勇者の前に出て、盾腕輪の前に出した自在盾フレキシブル・シールドでそれを受ける。

　──重い。

　自在盾が一瞬で砕けた。

　手の甲に魔力鎧よろいを瞬間的に展開し、なんとかギギラの爪を受け止める。

　ギギラの爪と魔力鎧が激しく干渉し、飛び散る暗紫の光と赤い魔力光が眩まぶしい。

「ケッ！」

　防がれたと見るや、ギギラがすぐに蹴りを叩たたき込んできた。

　オレは地を蹴って飛び上がり、大木でも余裕で折りそうな蹴りを回避する。

　ギギラの蹴りが途中で軌道を変え、空中にいるオレを追撃してきた。オレは天駆を一瞬だけ起動してギギラの蹴りを避よける。

　通り過ぎる蹴りの風圧が凄すごい。普通の服だったら、風圧だけで破れそうだ。

「ちょコまかト！」

　ギギラの背中からにょきにょきと生えた細い腕が迫る。指先が硬質化していて刃やいばのようだ。

　オレは妖よう精せい剣を抜いて、背中の腕を斬きり払う。

　全すべて斬ってしまうつもりだったのに、何本かは回避されてしまった。

「やるジゃねェか、クソがキ二号」

　魔王ギギラはなかなか強い。

　同じレベルの頃ころのリザに匹敵する。

「だガ──遊びはココまデだ」

　ギギラの両腕と両足の皮膚を突き破り、無数の鉤かぎ爪づめが乱らん杭ぐい歯ばのように不ふ揃ぞろいに生える。

「蛮我秘祭バンデイツド・カーニバル！」

　鉤爪が電動鋸のこぎりの歯のように動き出し、腕をデタラメに振り回したギギラがコマのように回り出した。

　一見コミカルな動きだが、予測不能の軌道で襲ってくるパンチやキックがなかなか避けにくい。

　ゴムのように伸び縮みする手足も相まって、なんども打撃を受けそうになる。

「──あっ」

　うっかりミスでギギラの首を刎はねてしまった。

　ポーンと飛んだ首をごつい手が受け止める。

　ギギラだ。首を失ったギギラが、自分で首を受け止めて、それを元の位置に無理矢理押し込んだ。

「くソっ。このバケもノめ！」

　魔王にバケモノ呼ばわりされてしまった。

「後デ絶対に殺ス」

　ギギラが霧に紛れていなくなった。

　縮地を使う暇もない鮮やかな逃走劇だ。

「ま、待て」

　リーゼント勇者が追いかけようとするも、数歩進んだ所でバタリと倒れてしまった。

　かなり出血していたし、貧血だろう。

　──フォン。

　小シルフが霧の向こうに見える建物を指し示す。

　その建物の屋上で、別の小シルフが手を振っていた。

　どうやら、目的地に着いたらしい。

　オレはリーゼント勇者に肩を貸し、宿に向かって移動した。
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「ご主人様！」

　バリケードを越えて宿屋に入ると、ルルが熱烈なハグで出迎えてくれた。

　たぶん、それだけ不安だったのだろう。

「ルル、悪いけど、先に彼を休ませてやりたいんだ」

　リーゼント勇者が静かだと思ったら、いつの間にか意識を失っていた。

「分かりました。こっちに寝かせる場所があります」

　ルルに先導されて宿の奥に向かう。

「サトゥー！　そちらは勇者様！」

　両手持ちのメイスを構えたカリナ嬢が奥の部屋にいた。シンもだ。

「リク先輩！　お前、リク先輩に何をした！」

「魔王に手傷を負わされた。寝かせるから手伝え」

　勘違いして嚙かみついてきたシンの誤解を雑に解き、リーゼント勇者を楽な姿勢にしてやる。

　今のうちに聖鎧を脱がせ、直せそうな凹みを修理しよう。

「リク先輩！　大丈夫ですか！」

「止やめろ、彼を揺するな。出血が凄いけど、傷口は既に塞ふさがっている」

　血まみれのリーゼント勇者を揺すろうとしたシンを制止する。

「……ここは？」

　その声がうるさかったのか、リーゼント勇者が目を覚ました。

「リク先輩！　大丈夫ですか！」

「ああ、心配するな」

　縋すがり付くシンに、リーゼント勇者は億おつ劫くうそうな声で応こたえる。

　オレはリーゼント勇者に「安全な場所です」と伝え、もう一度、眠るように促す。

「なあ、ポーションとかエリクサーとかないのかよ?!」

「既に使ったよ。これ以上使ったら、薬の使いすぎで副作用が出る」

　矛先をオレに変えたシンに、なるべく分かりやすく状況を伝える。

「彼には優秀な『自己治癒』スキルがあるから、すぐに良くなるよ」

　現に、リーゼント勇者の傷は見て分かるほどに修復されていっている。

　もう一〇分もあれば、動けるようになるだろう。

　オレは「遠見」と「遠耳クレアヒアリス」を発動し、アリサ達の様子を見る。

　向こうも特に問題なさそうだ。

「カイ先輩とリーンさんはどうしたんだろう？　リク先輩と一緒だったはずなんだ」

「オレが出会った時は彼だけだったよ」

　不安で黙っていられなかったのか、シンがオレに声を掛けてきた。

「カイや教官とはギギラとの戦闘中にはぐれた」

「リク先輩」

「もう少し眠っていた方がいい」

　体力ゲージはまだまだ回復していない。

　リーゼント勇者の話だと、三人でいる時にギギラと遭遇して戦闘になったらしい。

　ルルが淹いれてくれたお茶を飲んで一息吐ついた所で、アリサから急報を告げる遠話が届いた。




『ご主人様、魔王ミュデを発見したわ』

　アリサが指さす方に「遠見」のカメラを向けた。

　近くにヨウォークの王城が見える。その城が白い粘液のようなものに押しつぶされた。

　流動する白い粘液に、女の横顔が浮かび上がる。

「──ミュデ？」

　どうやら、魔王ミュデはかなり大型のようだ。

　そういえば魔王化の時に巨大化したとか言っていたっけ。

『やばっ』

　粘液に浮かぶ巨大な眼球が、アリサ達を見つけた。

『先手必勝！　──火炎地獄インフエルノ！』

　アリサが火の上級攻撃魔法で魔王ミュデを撃った。

　空間魔法が効きにくい場所だから、火魔法を選択したようだ。

『すり抜けた？』

『幻影？』

　発動したままの遠耳から仲間達の声が聞こえてくる。

　確かにアリサの火魔法が効いていないように見えた。マップ情報でも、ミュデの体力が僅わずかしか減っていない。

『緊急回避～？』

『えまーじぇんなのです』

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　空から粘液の塊が降ってきた。

　あれはミュデの手だ。

　──ＱＺＥＥＥＢＢＢＮ。

　咆ほう哮こうと同時に無数の白い粘液の手が伸びてくる。

『ファランクスと告げます』

『タマもファランクスぅ～？』

『ポチだってファランクスさんを使うのですよ！』

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　リュリュのブレスが粘液を焼き、二つに分かれた粘液がナナ達の使い捨ての防御盾ファランクスに激突して四方に散る。

『魔王から距離を取れ！』

　オレの近くにリーゼント勇者やシンがいるので、声に出さずにアリサに指示を出す。

　津波のような粘液の質量は凄すさまじく、一番外側のファランクスが砕けてしまった。

『黄金鎧への換装を許可する。必要なら強化外装も使え』

　一撃を浴びせ終わった粘液ミュデが、粘液の手を引き戻した今がチャンスだ。

『でも、王女や王子に見られ──』

『見られてもいい。皆みんなの安全の方が優先だ』

　優先順位を間違えてはいけない。

　それに王女も弟王子も、巨大な粘液ミュデを見て失神している。

『分かったわ！　──《真装》！』

　アリサが最初に登録した変なポーズで黄金鎧に変身する。

　仲間達も粘液ミュデが攻勢に出る前に、黄金鎧に換装させた。

『アリサ、向こうから何か来ます』

『巨漢』

　リザとミーアが巨漢──魔王ギギラを発見した。

『来たぜ、ミュデ！』

　──ＱＺＥＥＥＢＢＢＮ。

　ギギラと違って、ミュデは自我が崩壊しているのか、咆哮を返すだけだ。

　魔王が二体とも向こうに集まっているなら、ここを離れても大丈夫だろう。

「カリナ様、アリサ達の方に魔王が現れたようです」

「まあ！　大変ですわ！　すぐに応援に行かないと！」

「その通りです。ですが、負傷した勇者様を放置もできません」

　オレはラカに目め配くばせし、説得の援護を依頼する。

『カリナ殿、勇者の従者を目指すなら、勇者の護衛はその予行演習になるのではないか』

「ラカさん……分かりました」

「ありがとうございます。勇者様が回復したら、一緒に追いかけて来てください」

　渋々だがカリナ嬢が折れてくれたので、二体いる小シルフの片方を目印に残し、もう一体の先導でルルと一緒にミュデやギギラと戦う仲間達の下へと向かった。

　移動しながら空間魔法で魔王達と仲間達の戦いを見守る。

　中シルフに抱え上げられたアリサが空から粘液ミュデを火魔法で攻撃し、ナナと強化外装を装備した獣娘達がギギラに接近戦を行っているようだ。ミーアは物陰で王女達を護衛しつつ、前衛陣に回復魔法を飛ばしている。

　アリサの魔法攻撃は相変わらず直撃しないようだが、粘液ミュデへの与ダメージは着実に蓄積しているみたいだ。

　ギギラ戦ではナナがギギラの攻撃を完封し、獣娘達の連携技がギギラを圧倒している。

　レベル的に格下とはいえ、魔王級の相手にこうまで戦えるとは思わなかった。

　──危機感知。

　オレはルルを抱えて横に飛ぶ。

　オレ達がいた場所に白い液体が付着し、異臭を上げてどろりと溶かした。

「ご主人様、霧の中に白いスライムみたいなのがいます」

　少し赤い顔をしたルルが、妖よう精せい鞄かばんから取り出した輝炎銃を構える。

　白スライムは粘液ミュデに酷似している。それもそのはず、ＡＲ表示によると白スライムはミュデの分体らしい。マップ検索した限りだと三体ほどいるようだ。

「魔王の手先みたいだ。レベル四〇ちょいだから気を付けて」

　オレはそう言いながら火炎嵐フアイア・ストームの魔法で、手近な一体を蒸発させる。

　地面を燃え溶かすほどの炎が強風を巻き起こし、周辺の霧を吹き飛ばして周囲の視界を明めい瞭りようにする。

「区画の主エリア・マスターの眷けん属ぞく級ですね。狙ねらい──撃ちます」

　居場所が露あらわになった分体の一つをルルが狙そ撃げきした。

　一発では倒しきれず、合計五発ほど必要だった。輝炎銃では少し威力不足らしい。

　オレの火炎嵐ではオーバーキル過ぎるようなので、最後の一体は小火弾フアイア・シヨツトを何発か叩たたき込んで蒸発させた。

「ルル、オレ達も着替えよう」

「はい！　《真装》です！」

　白銀鎧から黄金鎧に換装するルルの横で、オレも早着替えスキルで勇者ナナシに変わる。

「ご主人様、向こうの霧に大きな影が！」

「あれが魔王ミュデの本体みたいだね」

　ルルが見つけたのは小山のような粘液ミュデの影だ。

　たぶん、光源はアリサの火魔法だろう。

　先程の戦闘中に空間魔法が解けてしまったが、もうすぐ合流できそうなので再使用はせずに、移動速度を上げて合流を急いだ。

　その甲か斐いあってか、オレ達はほどなく他の仲間達と合流できた。
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「ごしゅ～」

「ご主人様なのです！」

「チっ、敵が増えやガっタ」

　タマとポチが喜び、魔王ギギラが悪態を吐く。

　──あれ？

　さっきまで満まん身しん創そう痍いだったはずのギギラが無傷になっている。

「閃光螺旋突きシヤイニング・ストラツシユ！」

　オレはルルを降ろし、発動の早い突進系の必殺技でギギラに瀕ひん死しのダメージを与える。

　とっさに勇者ハヤトの技を真ま似ねてみたが、上う手まく発動できたようだ。

「ぐハぁあああ」

　吹き飛んだギギラが霧の向こうに消える。

「ご主人様、油断しないでください」

「もうすぐ来る～？」

　リザとタマが警告し、吹き飛ばしたのとは違う方向からギギラが飛び出てきた。

「──無傷？」

「何度やっテも無駄だゼ」

「閃光六連撃シヤイニング・ヘキサ！」

　ギギラの手足を斬きり飛ばし、首と胴体も真っ二つにする。

　相手は魔王。このくらいで死にはしない。さっきも首を落として平気で再生していたしね。

「やはり再生するか……」

　霧に巻かれたと思ったら、無傷のギギラが別の場所から現れる。

「さっきからずるっ子なのです！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　憤慨するポチに、リュリュがこくこくと頷うなずいて同意する。

「霧が怪し～？」

「ポチもそう思うのです！　乙女の勘がしゅびびんと光るのですよ！」

　タマやポチが言うように、オレもあの霧が全すべての鍵かぎだと思う。

「霧、風×」

　ミーアが霧を風で散らそうとしたけどダメだったと単語で教えてくれた。

　地面を溶かすほどのオレの火炎嵐でも散らせたのは一瞬だけだったし、アリサの上級火魔法でも同じ結果だった。

　試しに使った「魔法破壊ブレイク・マジツク」でも、霧が消えたのは一瞬で、すぐに元に戻ってしまう。

「どわわわわわ」

　シルフと空を飛ぶアリサに、粘液ミュデの対空攻撃が炸さく裂れつしている。

　こっちより向こうの方がヤバそうだ。

「ご主人様、こちらは私達にお任せください」

「分かった、頼む」

　オレはギギラの相手をリザ達に任せ、閃せん駆くでアリサの所に移動した。

　アリサの魔力が枯渇寸前だったので、「魔力譲渡マナ・トランスフアー」の魔法で回復させてやる。

「インフェルノを叩き込んでもダメ」

「ギギラみたいに再生しているのか？」

　試しに小火弾を撃ち込んでみる。

「やっぱり、わたしと一緒。すり抜けちゃってるわ」

　ミュデが粘液の触手を槍やりのように尖とがらせて対空攻撃をしてきたので、つかず離れずの距離で回避する。

「やっぱり、幻術かしら？」

「いや、実体はあそこにある」

　オレに幻術の類たぐいは効かないからね。

「そういえば、ご主人様。新勇者の片方が大怪け我がしたんでしょ？　カリナサマだけで大丈夫？」

「魔王は二体ともこっちにいるし、カリナ様とラカがいれば大丈夫だよ」

　ミュデの分体もあれから増えていない。

　余裕がある今のうちに、空間魔法の「遠見」と「遠耳」を再発動してカリナ嬢のいる場所にピントを合わせておく。

　向こうにリーングランデ嬢がいた。オレが離れたすぐ後に合流したらしい。

　リーゼント勇者と同様に、けっこう怪我をしているようだ。

「どう？」

「リーングランデ様が合流していた」

「なら、向こうは万全ね」

　オレはアリサに首肯する。

　これで安心して、こっちに没頭できる。

「この霧って、やっぱミュデのユニークスキルなのかしら？」

「違うと思うよ」

　ミュデとギギラが持つユニークスキルは「臨機応変フレキシブル・スキル」だ。字面からして再生系のスキルとは思えない。

「何か絡から繰くりが……」

　アリサが思案する。

　──絡繰り？

　その言葉が脳裏に引っかかる。

　──絡繰り、霧、結界。

　走馬灯のように次々とイメージが浮かぶ。

　──幻桃園、秘宝アーテイフアクト。

「そうだ、秘宝だ！」

　ミュデの属する組織の名称にもなっている神代の秘宝「幻桃園」。それはミュデの潜在能力を引き上げ、都市一つ分に効果を発揮する危険な秘宝だ。

　オレは有視界内でマップ検索する。

「──見つけた」

　オレは、ストレージから取り出した魔力過剰充じゆう塡てん済みの聖短たん槍そうを全力で投げつける。ターゲットは粘液ミュデが内包する秘宝「幻桃園」だ。

　レーザーのような青い閃光が粘液ミュデを貫通し、内包していた秘宝を消滅させる。

　魔力過剰充塡済みの聖短槍だとオーバーキル過ぎたのか、風船が弾はじけるように内側から粘液ミュデが消し飛び、その余波に押されるように霧が晴れていく。

　シルフと一緒に嵐あらしのような強風に翻ほん弄ろうされそうになったが、アリサが空間魔法の「立方隔絶壁デラシネーター・キユーブ」で安全圏を確保してくれたので無事だ。

　地上の皆みんなはナナがフォートレスで守ってくれたしね。

「城の真ん中が消し飛んでるわね」

　粘液ミュデが消えた場所には深い深い大穴が空いていた。

　底の方は溶岩状になって、白い湯気がそこかしこで上がっている。

「ご主人様、あれ見て！」

　底に二つの人影がある。片方はミイラのようにシワシワの老婆に──いや、あれは魔王化したミュデだ。粘液状の姿から人に戻ったはいいが、急激に老化している。美女だった頃ころの面影がまるで残っていない。

　ミュデの傍らには満身創痍のギギラが横たわっている。

　ギギラは下半身を失い、左腕も肘ひじから先がない。

　どうやら、秘宝の消滅と同時に、完全回復の絡繰りも解けたようだ。

「シルフ、皆の傍そばに行こう」

　──フォン。

　アリサを運ぶシルフと一緒に、皆の傍に降りる。

「ご主人様、トドメを刺しますか？」

　リザが尋ねてきた。

「そうだね──」

　極悪人だし、このまま倒してしまっても良い気がするけど、今なら元鬱うつ魔王シズカに頼んで「神の欠片かけら」を除去する事も可能だ。

　まあ、シズカに精神的な負担を掛けてまで助けたい相手でもない。

「ＧＩギＲａ」

「ミュデ、死ヌな」

　倒れ伏したミュデに、ギギラが手を伸ばす。

　とりあえず、こいつらが余計な事をする前に魔封蔦つたで縛り上げ、魔力を全て抜き取っておこう。




『きゃあ！』

　作業するオレの耳にカリナ嬢の悲鳴が聞こえてきた。

　遠見の視界に注意を移すと、壁を砕いて宿の中に飛び込んできたらしき糸目勇者の姿が映っている。

『あれ？　リク君におっぱいさん？　それに教官！』

　喜ぶ糸目勇者の声を、壁が崩れる轟ごう音おんが搔かき消した。

　魔王化したギギラ並みの巨体が現れた。ボロを身に纏まとった異形だ。なんとなく、冴さえない中年男のような印象がある。

『何、これ？』

『油断したらあかん』

　異形はくんくんと匂いを嗅かぐ。

　──ＳＺＷＡＢＢＢＢＫＹＥ。

　咆ほう哮こうを上げた異形は、床を破壊して地下の酒蔵に潜り込み、浴びるように酒を飲み始める。

『……オヤジ？』

　シンがふらふらと床の穴に近づく。

『離れなさい、シン！』

　リーングランデ嬢が叫ぶが、シンはまるで聞こえていないように、穴の縁に手を突いて中を覗のぞき込む。

『シン君、離れえ！　そいつは魔王や！』

　──魔王？

　オレは慌ててマップ検索する。

　確かに魔王、正確には偽王だ。しかも、ギギラやミュデと同じユニークスキルを持っている。

　おかしい。今日の昼間にマップ検索した時は、ギギラとミュデしかユニークスキル「臨機応変フレキシブル・スキル」を持つ者はいなかった。それは間違いない。

　ならば、彼はこの短時間の間に、なんらかの方法でユニークスキルを得た事になる。

　いや、オレのマップ圏外から来たと考える方が妥当か。近場だと「都市核シテイ・コアの間」なんかが別マップのはずだし。

「ご主人様、どうしたの？」

「宿に別の魔王が現れた」

　アリサに向こうの状況を伝える。

『他ほかにも魔王がいたなんて……』

「他にも魔王がいたなんて……」

　リーングランデ嬢の声とアリサの声が重なる。

　魔王はミュデやギギラと同様に、ユニークスキル以外に転生者や勇者らしいスキルは持っていない。

『傷口をアルコールで消毒してたら、あのバケモンが飛びかかってきてん』

　糸目勇者も魔法薬の過剰摂取状態になっていて、その状況で未知の魔王とは戦えないと判断して逃げ出したらしい。

『カイならユニークスキルで振り切れたんじゃない？』

『無理。傷が痛んでユニークスキルで加速できひんかった』

　糸目勇者の告白に、リーングランデ嬢が頭痛を堪こらえるようにこめかみを押さえる。

『オヤジ、何やってるんだよ！　そんな姿で！』

　下を覗き込んでいたシンが、悪態を吐つきながら魔王に瓦が礫れきを投げつけた。

　──ＳＺＷＡＢ？

　魔王がシンに反応した。

　身体からだの表面に、中年男のような顔が浮き上がる。

『くそっ、やっぱりオヤジかよっ』

『ほんまや、あの顔見覚えあるわ』

『シンのオヤジが魔王に取り込まれたのか？』

『ちゃうで、リク君。魔王の名前が「ゴロー」になっとる。たしか、シン君パパってそんな名前ちゃうかった？』

　糸目勇者に言われたリーゼント勇者がシンを見ると、シンが悔しそうな顔で小さく頷いた。

『……なんで魔王になんかなってるんだよ、クソオヤジ』

　──ＳＺＷＡＢ？

　嘆くシンと魔王の身体に浮かぶ顔が見つめ合う。

　漆黒の粘液に浮かぶ魔王の口が「シン」と呟つぶやいたように見えた。

　一瞬の間かん隙げきの直後、オヤジ魔王の背中から無数の触手がシンに伸びた。

　左右から二人の勇者とリーングランデ嬢が迎撃に走る。糸目勇者の小聖剣とリーングランデ嬢の魔剣で触手を何本か切断し、リーゼント勇者の聖せい拳けんが触手を次々に吹き飛ばす。

　だが、凄すさまじい触手の数に対応が遅れ、勇者達が迎撃する間隙を縫って、シンの身体に触手が巻き付いた。

『やめろ、オヤジ！』

　──げっ。

　シンがオヤジ魔王の身体に取り込まれた。

　オヤジ魔王の肩にシンの顔が浮かび上がる。

　マジか……。

「ご主人様、何かあったの？」

「……向こうの魔王にシンが取り込まれた」

「マジで？　勇者達やリーンたんは何をしてたのよ！」

　シンが不用意にちょっかい出したのが原因な気もするが、あれがシンではなくカリナ嬢だったらと考えると、そう言いたくなる気持ちも分かる。

「ご主人様、こちらはお任せください！」

「後は頼む」

　こっちの魔王二体はいつの間にか昏こん倒とう状態になっているし、監視を任せても大丈夫だろう。

　リザ達なら半死半生の魔王二体が不ふ埒らちな事を企たくらんでも対処してくれるはずだ。
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『シン！　絶対に助け出してやるからな！』

　遠耳がリーゼント勇者の悲壮な声を拾ってきた。

　二人の勇者が触手に四苦八苦しながら、シンを助け出そうと奮闘している。

『わ、わたくしも協力いたしますわ！』

　カリナ嬢がそう言って「魔封じの鈴」を取り出して振った。

　オヤジ魔王が硬直し、その隙に勇者達が触手を切り払う。

『いいわよ！　その調子で続けて！』

　リーングランデ嬢も触手の除去に参加した。

　オヤジ魔王の触手は脆もろく、けっこうな速さで除去されているのだが、ぬるぬると滑る上に切除しても新しい触手がすぐに生えてくるのでいたちごっこになっている。

　──ＳＺＷＡＢＢＢＢＫＹＥ。

　閃駆で宿屋上空に到着したタイミングで、オヤジ魔王がバフンという音と共に褐色の霧を吹き出した。

『──酒臭っ』

　糸目勇者の声と同時に宿の天井が爆発した。

『あちちっ、教官、無茶したらあかんで』

『火傷やけどくらい何よ。あのままだったら、全員死んでいたわ』

　爆風とともに酒臭い空気が流れてくる。

　オヤジ魔王が噴出した褐色の霧は高濃度のアルコールだったらしい。リーングランデ嬢がアルコールに引火する事も厭いとわずに天井を破壊して換気していなかったら、全員が急性アルコール中毒でダウンしていた可能性が高い。

　現に、リーングランデ嬢以外は酒酔いでふらふらだ。

「リーン！」

「勇者様はご無事か！」

　オレがシンを救出する為ために上空から「透視スルーアイ」の魔法で彼の状態を把握していると、神官ロレイヤと黒騎士が応援に駆けつけた。

「なんだ、このバケモノは！」

「油断しないでリュッケン！　そいつは魔王よ！」

　神官ロレイヤが詠唱を始め、黒騎士が魔剣を構える。

「相手にとって不足なし！」

　黒騎士の殺気に反応して、リーングランデ嬢を追いかけていた触手が黒騎士に殺到する。

「ぐぬぬ、何をする、きさまー！」

　俊敏性の低い黒騎士があっという間に捕まり、触手に巻き付かれて吊つり下げられた。

　おっさんのクッ殺ころなんて見たくない。

　それに解析が終わった。

　オレはストレージから出した聖剣デュランダルを抜く。

「──閃光六連撃シヤイニング・ヘキサ！」

　カリナ嬢が「魔封じの鈴」を振り、オヤジ魔王が硬直した瞬間に仕掛けた。

　閃駆による瞬間移動にも等しい急降下でオヤジ魔王の眼前に移動し、相手が反応できない速さでオヤジ魔王の身体からシンを分離する。

　さらに「理力の手マジツク・ハンド」でシンを摑み、神官ロレイヤの背後に移動させた。

「今度は陰陽師やて？　なんなん、この異世界？」

「知るか。シンを助けてくれたって事は味方だろ。それで十分だ」

　糸目勇者が混乱し、リーゼント勇者はシンプルな考えでオレを受け入れた。

「……■■■　爆裂エクスプロージヨン！」

　リーングランデ嬢が間髪を容いれず、爆裂魔法をオヤジ魔王に叩たたき込んだ。

　オレの斬ざん撃げきで中身をさらけ出していたオヤジ魔王が、爆裂魔法で大ダメージを負った。

「ちょ、教官？」

「あれはシンのオヤジだぞ！」

　勇者二人が文句を言う。

「何を甘い事を言っているの！　あれは魔王よ！」

　リーングランデ嬢と勇者二人が睨にらみ合う。

　カリナ嬢は拳こぶしを構えたものの戦う訳にもいかず、おろおろしている。

「どうでもいい！　そんなヤツ、死んじまえばいいんだ！」

　神官ロレイヤに介抱されているシンが悲痛な声を上げる。

「そんな風に言っちゃダメだよ。いつか自分を苛さいなむ枷かせになっちゃうから」

　オレはナナシ口調を意識しながらシンの肩を叩く。

　うん、シンの父親は無力化してシズカの所に連れて行こう。ミュデやギギラはともかく、彼はまだ殺人なんかの罪は犯していないから、できれば更生の機会を与えたい。

『ご主人様、こっちの魔王が死んだわ』

　アリサから急報が入った。

『どっちの魔王だ？』

『両方！　干からびた状態から砂みたいに崩れちゃった』

　魔封蔦で魔力が回復しないようにしたから、再生できなくなって滅びたのか？

　オレは念の為にマップ検索しようと、マップを開く。

《カケ……ラ》

　検索しようとしたオレの耳に何かの言葉が微かすかに届いた。

　耳を澄まそうとしたタイミングで、壁が爆発するように砕ける。

　──ギギラだ。

　倒したはずのギギラが現れた。

　さすが偽りでも魔王、しぶとさが半端ない。

「げっ、別の魔王が来よった」

　糸目勇者が悲鳴にも似た声を上げる。

「見つケたゾ、残りノ欠片かけら！」

　ギギラがオヤジ魔王を見て叫ぶ。

　──ＱＺＥＥＥＢＢＢＮ。

　ギギラが合わせ鏡のような虚像を身に纏まとう。

　よく見たら、ギギラの肩にミュデの顔が張り付いていた。虚像を作り出したのは、ミュデのようだ。

　合体してミュデギギラにでもなったのだろうか？

　そんな馬ば鹿かな事を考えつつも、オレの身体はすでに動き出している。

「閃光六連撃シヤイニング・ヘキサ！」

　オレは縮地で接近し、ミュデギギラを虚像ごとバラバラに切断する。

　千切れ飛んだ肉片が周囲に散らばり、そのうちの幾つかがオヤジ魔王に降り注いだ。

　──危機感知。

　まずい。それが何かが分からぬままに、オレはオヤジ魔王に向けて氷柱槍アイシクル・ランスを撃ち込んでいた。

　オヤジ魔王の前にいた勇者達に被害を出さないように狙ねらいをずらしたので、氷柱槍はオヤジ魔王の半分を氷結させるに留とどまった。

「甘ちゃンめ」

　千切れたミュデギギラの腕が、オヤジ魔王にぞぶりとめり込んだ。

　魔王達の体表を暗紫の光が包み、マンガのレントゲン表現のように、体内の暗紫の光源を浮かび上がらせる。

「摑ンだ」

　オヤジ魔王の中心にあった暗紫の光源が握りつぶされるように輝きを縮小し、それに反比例するように、ミュデギギラの腕にあった暗紫の光源が大きさを増す。

「「こレで完全体ダ」」

　ミュデとギギラの声が重なる。

　腕が膨れ上がり、ミュデギギラの身体を一瞬で再生させた。

　それと反比例するようにオヤジ魔王の身体が崩れ、べしゃりと黒い水みず溜たまりに変わる。

「ＳＡケ……シＮ……サＫＥかっテＫＯい」

　ミュデと反対側の肩に、オヤジ魔王の顔が浮かび上がり、不ふ明めい瞭りような譫うわ言ごとを漏らし始める。

「何が酒買ってこいだ！　あんた、そんなになってまで酒が飲みたいのかよ！」

　シンには譫言の内容が分かるようだ。

　さっきのシンのように助け出せないかと「透視」してみたが、顔の裏側にシンの父親の身体はなかった。

「シン君、ごめんな。もう助けられそうにないわ」

「シン、辛つらかったら目を閉じていろ。後は俺達が引導を渡してきてやる」

　糸目勇者が詫わび、リーゼント勇者が怒りをギギラに向ける。

「クソがキ勇者が偉ソうニ！　お前達が刈らレる側なンだよ」

　勇者達をなぎ払おうとするミュデギギラを、縮地で接近して蹴けり飛ばす。

　ちょっと本気で蹴りすぎたのか、ミュデギギラが宿屋の壁を砕いて、勢いよく外に転がり出た。

　これで宿の倒壊を気にせず戦える。

「勇者達、注意して。相手はさっきより遥はるかに強いよ。レベルは六〇、称号も偽王から魔王に変わっている──相手は本物の魔王だ」

　さっきギギラ達が言っていた完全体というのが、偽りではない本物の魔王になるという事だったのだろう。

　だけど、さっきから感じる、この危機感はなんだ？

「偽りハ真実。幻ハ現実」

　魔王の肩に浮かぶミュデの顔が喋しやべった。

　そういえばいつの間にかミュデの自我が復活している。

「さア、幻桃園に参りマしょう」

　──ＱＺＥＥＥＢＢＢＮ。

　霧が溢あふれ、合わせ鏡のように魔王が増えた。

「噓うそやん」

「弱音を吐くな。全部倒せばいいだけだ」

　顔を引きつらせる糸目勇者に、リーゼント勇者が虚勢を張る。

「ボクも同感だよ、勇者リク。──閃光六連撃！」

　オレは魔王の一体をバラバラに切断し、青い光で焼き尽くす。

「一体で勝てないなら、数で圧倒してやる」

　四方八方から魔王達が襲ってきた。

「死ぃネええエえ！　蛮我天落バンデイツド・フオール！」

　オレは踏み込まず、魔王達の必殺技を見守る。

　なぜならば──。




「そうはいかないわ！」

　真夏の太陽のように熱量のある幼い声が戦場に響き渡る。

「──次元杭デイメンジヨン・パイル、乱舞！」

　不可視の縛いましめが魔王達を空中で束縛した。

「なンだとォおオお？」

　蜘く蛛もの巣に捕らわれた虫のように、魔王達が藻も搔がく。

　強きよう靱じんな次元杭とはいえ、魔王の力に抗あらがえるはずもなく、ビキビキと音を立てて砕けていく。

　魔王を拘束できるのは一秒程度。だけど、それで十分だ。

「発射！」

『イグニッション！』

　青い光線のような加速砲が、数体の魔王を穿うがち、一体を現実から幻へと還元する。

　霧の向こうに浮かび上がった巨大な影から、超常の技が魔王に放たれた。

「ん、天変地異デイザスター」

　雷撃の雨が魔王達に降り注ぎ、地面が裂けて吹き出した溶岩が魔王を吞のみ込む。

　オレは自在盾を最大数で展開して、味方の攻撃から勇者達を守った。

「くぉノ程度でェえエえ」

　他ほかの魔王を足場にして、三体ほどの魔王が満まん身しん創そう痍いで生き延びた。

　魔王といえど、防御系のユニークスキルを持たない相手だと、ダメージが良く通る。

「何者ダ！」

　ギギラが謎なぞの攻撃者に向けて叫んだ。

「勇者ナナシ様の従者！　黄金騎士団、見参！」

　霧を消し飛ばし、黄金の輝きに包まれた乙女達が現れる。

　なかなか派手な登場だ。

「うフふ。倒しテも、無駄」

　──ＱＺＥＥＥＢＢＢＮ。

　ミュデが咆ほう哮こうを上げると、減らした魔王が増え、傷ついた魔王も元の姿に戻る。

「ふふん、再生するなら、再生できなくなるまで倒せばいいだけよ！」

「その通りです」

　オレンジ色のマントを靡なびかせて、一陣の風が魔王の前に舞い込む。

「魔槍竜退撃ドラグ・バスター！」

　青い光を曳ひき、リザの竜りゆう槍そうが魔王の一体に叩き込まれる。

「させルかヨ！」

　魔王がとっさに太い腕で防御をするが、その防御ごと貫かれる。

「竜槍の前に防御は無意味です」

　──ＱＺＥＥＥＢＢＢＮ。

　ミュデの顔が咆哮を上げ、魔王の身体からだに幻術の装甲を帯びさせる。

「防御は破壊するモノだと解説します──魔刃崩砦ブラスト・フオート」

　白いマントを靡かせたナナの必殺技が、ミュデの張った幻術装甲を破壊する。

　そして、その隙すきを見逃す仲間達ではない。

「魔刃影牙ボーパル・シヤドウバイター～？」

　青い光を帯びたタマの双剣が魔王を斬きり裂き、影の刃やいばが魔王の身体を縫い止める。

「魔刃旋風ヴアンキツシユ・スライサーなのです！」

　強化外装を装備したポチが、長大な魔刀で魔王を一刀両断にした。

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　肉片から再生しようとする魔王を、黄金竜モードになったリュリュのブレスが焼き払う。




「これが勇者ナナシの黄金騎士団？」

「凄すごいですねー。全員が聖なる武器を使ってますよー」

　宿に開いた壁の穴から観戦していたリーングランデ嬢と神官ロレイヤが驚きの声を漏らす。

「噓やん、魔王が雑魚キャラみたいに倒されてるで」

「俺達も行くぞ。あいつらだけに美お味いしい所を取られてたまるか」

「このリュッケンも共にありますぞ！」

「待ちなさい！　ユニークスキルを忘れないで！　ロレイヤ、可能な限り強化するわよ！」

「はいー、分かりましたー」

　リーングランデ嬢と神官ロレイヤが勇者達に支バ援フ魔法を唱え、黒騎士も自己強化魔法を使う。

「絶対不屈きあいをいれろ、武闘遊戯こぶしでかたれ！」

　リーゼント勇者の身体を、濃い青色の光が流れる。

「天下布武おれがいちばん」

　彼はユニークスキルの使用に慣れていないのか、三つ目のユニークスキルを使ったら、先に使った二つが解除されてしまっている。

「勇者リク、順番を変えてみなよ」

「何だと？」

　オレは魔王の数を減らしながらリーゼント勇者に助言する。

　ゲームなんかだと、発動時に他のスキルが解除されるのって結構あるしね。

「騙だまされたと思って、もう一回、今度は武闘遊戯こぶしでかたれを最初に使ってみて」

「──まあ、いい。武闘遊戯こぶしでかたれ！」

　リーゼント勇者がオレの言う通りユニークスキルを使う。

「絶対不屈きあいをいれろ、天下布武おれがいちばん！」

　うん、上う手まくいったみたいだ。

「うわっ、リク君の身体からマンガの戦闘種族みたいに、青い光が噴き上がってるやん」

　糸目勇者が言うように、リーゼント勇者がハイパーモードに突入したみたいなエフェクトを身に纏っている。

　ＡＲ表示される強化度も凄すさまじい。

　元の数倍どころか、十倍近い強化だ。

「噓だろ？　今まで成功した事がなかったのに……」

　リーゼント勇者が自分の身体を見下ろして驚いている。

「……■　幼神武勇セイクリツド・パワー」

　そんなリーゼント勇者を神官ロレイヤの強化魔法が包む。

　きっと今の彼は全能感に満たされているに違いない。

「強化魔法が終わったわ！　行っていいわよ、勇者リク！」

「押忍オツス！」

　拳こぶしを打ち合わせながらリーゼント勇者が魔王に飛び込んでいく。

「クソがキ勇者が舐なめテんじゃネぇ！」

「おらおらおらおらぁああああ！」

　──凄い。

　勇者の拳が触れるたび、魔王の身体が穿たれ血肉が弾はじけ飛ぶ。

　別の魔王が、連続攻撃を放って膠こう着ちやく状じよう態たいのリーゼント勇者の背後に回り込んだ。

「リク先輩、後ろ！」

「大丈夫や──瞬足天歩だれよりもはやく」

　青い光を帯びた糸目勇者が、瞬間移動のような速さで件くだんの魔王の側面に回り込み、全力で体当たりをする。

「ちィいい。速いだけのクソがキがァアああ！」

「させへんで──神糸自在いとはさいきよう！」

　自身をなぎ払おうとする魔王の腕を、糸目勇者の操る鋼糸が搦からめ捕る。

「よくやった、カイ！」

　一体を屠ほふり終わったリーゼント勇者が、鋼糸で搦め捕られた魔王に連打を叩たたき込む。

　格上の魔王を相手にしているとは思えないほどの無双っぷりだ。

「私もお手伝いいたしますぞ！」

「調子に乗ルな雑魚が！」

　──ＳＺＷＡＢＢＢＢＫＹＥ。

　必殺技を放とうとした黒騎士に、オヤジ魔王の顔から褐色のブレスが浴びせられる。

「ぬおおおおお」

「リュッケン！」

　ブレスをまともに浴びた黒騎士が地面を転がる。

　鎧よろいが擦こすれて火花が散ったのか、引火した褐色の靄もやが黒騎士を火ひ達磨だるまにした。

「■■■■■　雨レイン」

　ミーアが精霊魔法で出した雨が黒騎士の火を消す。




「……人質ヲ」

『カリナ殿、後ろだ！』

　魔王の一体がシンを人質にしようと宿の中に忍び込んでいた。

「桜花百烈閃せんですわ！」

「……■　破裂クイツク・バースト」

　カリナ嬢が「魔封じの鈴」を振りつつ牽制の連続攻撃を放ち、リーングランデ嬢の爆裂魔法が魔王を押し返す。

「こノ程度、効クかよ！」

　魔王が爆煙を抜けてきた。

　手助けに行きたい所だが、オレはオレで魔王が一番多い場所を殲せん滅めつ中なので、手が離せない。

　せめてもの援護にと「誘導矢リモート・アロー」を曲射軌道で放っておく。

「ちぃイ、クそ雑魚が邪魔すンじゃネぇ」

　魔王の一撃が「ラカの守り」ごとカリナ嬢を吹き飛ばす。

　リーングランデ嬢が追撃を防ごうとカバーに入った。

「来るト思っタぜ──蛮我秘祭バンデイツド・カーニバル！」

　魔王がリーングランデ嬢に連続技を浴びせた。

　リーングランデ嬢は行使の速い魔法と剣でそれを捌さばいたが、すぐに限界が来る。

「カリナ・ナッコォオオオオオ！」

　カリナ嬢の突進技を、魔王が無造作に受け止めた。

「邪魔だァア！」

　魔王がカリナ嬢を蹴け飛とばす。

「きゃあ」

　ラカがとっさに障壁で守ったが、カリナ嬢が吹き飛ばされて地面を転がる。

「こレで終わリだァア、蛮我天落バンデイツド・フオール」

　連続技で剣を弾かれたリーングランデ嬢の頭上に、追撃の一撃が降り注ぐ。

「幼神聖盾セイクリツド・ベイル！」

　神官ロレイヤが発動待機していた防御魔法で、魔王の追撃を防いだ。

「旋風散華ですわ！」

　動きの止まった魔王に、カリナ嬢が蹴り系の必殺技を放つが、魔王にはまるで通じず、羽虫を払うかのように蹴散らされる。

『さすがは魔王。なまなかな攻撃は通じぬようだ』

「あの時みたいに、この獣王葬具さえ使いこなせれば……」

　カリナ嬢が獣王葬具を見つめる。

「足薙ぎアンクル・マウー」

「うゼぇ」

　神官ロレイヤが長ちよう杖じようで魔王の足を払いに行くが、簡単に踏み潰つぶされる。

　ちょっとマズそうだ。リーングランデ嬢は壁際でぐったりしているし、神官ロレイヤの残魔力は少ない。

　オレは追加の「誘導矢」を連続発動して、魔王をその場に釘くぎ付づけにした。

『キョーメイシスイだったか？　あれを再現できれば──』

「そうでしたわ。ポチに教えてもらったサムライの極意──キョーメイシスイ」

　カリナ嬢が間違えた単語で明鏡止水に至ろうと集中を始める。

　キイインと音がして、カリナ嬢の獣王葬具が紅色の光を帯びた。心なしか少し膨張しているようにも見える。

「できましたわ！　第一の封印を解除した獣王葬具の真価、その身体で味わってくださいませ」

　カリナ嬢が弓に番つがえた矢のように拳を後ろに引く。

「今必殺の──カリナ・ナッコォオオオオオ！」

　紅ぐ蓮れんの光を靡かせ、カリナ嬢の拳が誘導矢の雨に動きを止めた魔王に突き刺さる。

　魔王はとっさに腕をクロスさせて防御したが、カリナ嬢の一撃は魔王のガードごと撃ち抜いて後退させる。

「クそアマぁあア！」

　魔王がカリナ嬢を空高く蹴り上げた。

　ラカが張った防御障壁で、カリナ嬢にダメージはない。

　放物線の頂点に達したカリナ嬢が、二段ジャンプの要領で出した足場を蹴って反転した。

　カリナ嬢は得意の蹴り技を使おうというのだろうが、それはマズい。

　だって、魔王は空を見上げてカリナ嬢を待ち受けているのだから。

　詰んだ状況を、予想外の人物が覆した。

「茨薔薇囲いローズ・エンクロージヤー」

　黒騎士の必殺技が魔王の不意を突いた。

「カリナ・キィイイイイイイイック」

　紅色の光を帯びたカリナ嬢の必殺の蹴りが、茨薔薇囲いで拘束された魔王に炸さく裂れつする。

　魔王の障壁を穿うがち、獣王葬具に包まれたカリナ嬢の踵かかとが魔王の装甲を砕いた。

「ぬぉおおオヲおおお！」

　魔王が茨いばらを引き裂き、カリナ嬢を弾き飛ばす。

　一歩届いたけれど、量産型魔王とはいえレベル四〇台のカリナ嬢にレベル六〇の相手は少し無理があったようだ。

「繚乱滅殺陣デスローズ・ガーデン！」

　黒騎士が美味しい所を持っていこうとしたが、彼の必殺技は魔王の表層を抉えぐっただけで終わった。

「……■　連鎖爆裂チエイン・エクスプロージヨン」

　壁に寄りかかったまま、リーングランデ嬢が上級の攻撃魔法を放った。

　無数の爆発が連鎖し、魔王ごと宿を消し飛ばした。

「ぐはああああ」

　近くにいた黒騎士が爆風に吹き飛ばされていく。

　けっこう良い働きをしたのに、ちょっと扱いが悪くて憐あわれだ。

《カケラ》

　ぞわりとする怖おぞ気けが背中を走った。

「タマ！　戦場で止まったらダメなのです！」

　ポチがタマの隙すきをカバーする。

「……あい」

　タマもこの悪寒を感じたらしい。

　オレは視線を巡らせた。

　この恐れはどこから来る？

《ドコ》

　こぽっと気泡が上がるように、どこかから思念が流れてきた。

「魔王が消えた？」

　オレの眼前にいた魔王が消えた。

　目の前だけじゃない。あれほど沢山いた魔王が消えている。

「術が解ケたダト？」

「ギギラ、気を付ケて」

　ギギラとミュデの声がした。

　場所は宿の前、さっきまでカリナ嬢達と戦っていた魔王だ。

「もう一撃を──」

　リーングランデ嬢が剣を構える。

　あれは桜花一いつ閃せんの構えだ。

「桜花一閃──」

「リーン、ダメぇえええ！」

　必殺技を放とうとしたリーングランデ嬢に、横合いから駆けてきた斥候セイナがタックルした。

「セイナ？　──あれは！」

　リーングランデ嬢が踏み込もうとした先にあった、黒い澱よどみにぼこりと泡が浮かぶ。

　あれはオヤジ魔王の死し骸がいが造った黒い水みず溜たまりだ。

「ごしゅ！」

　タマの叫びとオレの危機感知が同時に教えてくれた。

　悪寒や怖気の正体は、あの水溜まりだ。

《ドコ》

　つー、と音もなく水溜まりが広がる。

《カケラ》

　水溜まりの端が魔王のつま先に触れた。

《ミツケタ》

　ごぽりと水溜まりが内側から盛り上がり、漆黒の異形を生み出した。

　獣であって獣ではなく、竜であって竜ではなく、人であって人ではない。流動する異形が、生き物にはできない挙動で首を巡らせた。

　ＡＲ表示される異形の正体は「正体不明ＵＮＫＮＯＷＮ」。

　そう表示される相手は限られている。

《ミツケタ、カケラ》

　魔王が瞬動並みの速さで後退した。

《イトシイ、ヒトノ、カケラ》

　だが、それに倍する速さで異形が魔王を吞のみ込んだ。

　ボリボリ、ゴリゴリと骨を砕き、肉を食はむ音が霧に囲われた大地に響く。

　ＳＡＮ値が削られそうなホラーな音が止やみ、静寂に包まれる。

《マダ、アル》

　異形の表面に所狭しと幾つもの目が現れ、ぎょろりと勇者達とアリサを見る。

　オレは縮地でアリサを守る配置に着いた。

「ナナ、キャッスルだ」

「イエス・マスター。『不落城キヤツスル』展開と告げます」

　ナナの合い言葉コマンドワードと同時に黄金鎧が変形し、朱色と紅色の光がフラッシュのように瞬いた。パタパタパタと障壁が生まれ、強きよう靱じんなドーム型の積層障壁を作り上げる。

《イトシイ、ヒトノ、シズク》

　異形の目がナナを捉えた。

　なるほど、「神の欠片かけら」を持つ転生者や勇者達だけでなく、神石を組み込んだナナの黄金鎧もヤツのターゲットらしい。

「なんだ、アイツは？」

「ヤバイで、リク君。あれは激ヤバや」

　勇者二人が異形から後じさる。

『ご主人様、あれってもしかして？』

　アリサが遠話で内緒話を届ける。

「ああ、あれは『まつろわぬもの』だ」

　かつて、ザイクーオン中央神殿のあるピアロォーク王国で、神々と共闘した恐るべき敵だ。

「どうして、あんなバケモノがここに？」

「たぶん、王城の地下にあったエルデォーク大王時代の遺跡で、神々に封印されていたヤツだと思う」

　リーングランデ嬢の呟つぶやきに、斥候セイナが答える。

　そういう危険な遺跡の存在は、早めに共有しておいてほしかった。

　もしかしたら、粘液魔王ミュデを倒した聖短槍の一撃で封印が解けたのかもしれない。

「私が時間を稼ぐわ。勇者達は全力で飛空艇まで逃げて」

「女に後を任せて逃げられるか！」

「そやで、そんなタマなしにはなれへんし、何より──」

　糸目勇者がまつろわぬものに視線を向ける。

「──あいつの狙ねらいはボクら勇者みたいや」

「おい、そこの仮面。お前なら、あいつに勝てるか？」

　リーゼント勇者が予想外の言葉を振ってきた。

「たぶんね」

　オレは精霊光を全開にする。

　ヤツが撒まき散らす瘴しよう気きを少しでも薄くしなければ、王都郊外に避難した人達にも被害が出そうだ。

《ダレ？》

　まつろわぬものの視線が初めてオレの方を向いた。

《シッテル？　シラナイ？》

　オレは称号を「神殺し」に変える。

《シッテル！　イトシイヒト！》

　ストレージから漆黒の神剣を抜き放つと同時に、縮地でまつろわぬものの懐に飛び込む。

　足の裏から、突き刺すような激痛と心が腐り落ちそうな負の感情の濁流が侵食してきた。

　オレは歯を食いしばってそれに耐え、神剣でまつろわぬものを一刀両断する。

《コワイヒト！　イトシイ、コワイヒト！》

　真っ二つになったまつろわぬものが、ぱしゃりと水溜まりの中に潜った。

　オレはストレージに神剣を戻し、いつでも抜刀できるように構えを取る。

「うわっ！」

《ヒトジチ。コワイヒト、ユウコウ》

　シンの足下まで広がった水溜まりからまつろわぬものが現れ、一瞬の内にシンの身体からだに粘液のような触手を絡みつかせた。

　オレは縮地でシンとまつろわぬものを側面から捉え、神剣の一刀で切断する。

　素早くシンを蹴けり飛ばし、まつろわぬものの本体をみじん切りにして──。

「ぎゃああああ、はなせえええええええ」

　流動する漆黒の腕の中で、シンが白煙を上げながら悶もだえ苦しんでいた。

　シンに絡みついていたまつろわぬものの組織が、増殖して本体並みのサイズになって、シンを包み込むようにして拘束する。

「シン君！」

「おい！　シンを放せ！」

　勇者達が増殖体に向かって叫ぶ。

　オレもシンを解放させようと縮地で切り込むが、まつろわぬものの本体がそれを阻む。

「俺とタイマンで勝負だ！　武闘遊戯こぶしでかたれ、絶対不屈きあいをいれろ、天下布武おれがいちばん」

　リーゼント勇者がユニークスキルを発動し直す。

「タイマンはあかんて、ボクも付き合うわ──瞬足天歩だれよりもはやく」

「ダメよ！　あれに近づいちゃダメ──」

　二人を止めようとするリーングランデ嬢を振り払い、勇者達が増殖体に歩み寄る。

「止めろ、勇者！」

　勇者達に警告するが遅かった。

「おらおらおらおらぁああああ！」

　リーゼント勇者が増殖体の懐に入り込み、得意の連打を放つが、その全すべての攻撃は漆黒の身体を素通りし、むなしく空を切った。

「なんやそれ！」

　糸目勇者が絶妙のタイミングで側面に現れ、小聖剣でシンを解放させようと動いたが、その小聖剣も漆黒の肌を素通りした。

《イトシイ、ヒトノ、カケラ！》

　二人の勇者を取り込もうと、増殖体の肌から漆黒の触手が無数に湧わき上がる。

　──させないよ？

　縮地で割り込み、二人を触手の圏外へと蹴り飛ばした。

　オレを捕らえようとする触手を神剣で斬きり裂き、その勢いでシンを解放させようとしたが、そこまでの隙はない。

《ヒトジチ。モグ、ヨ？》

「ぎゃあああああああああああ」

　増殖体の漆黒の指がシンの耳をもいだ。

《ツギハ、クビ？》

　シンの頭部を漆黒の指が無造作に摑つかむ。

　ヤツはシンの命をなんとも思っていない。首をもいで死なせても、何の感慨もなく別の人間を人質にするだろう。

《ソレトモ、メダマ？》

「止めろぉおおおおおおおおお！」

　シンが恐怖で絶叫する。

《イイネイロ》

　増殖体と本体が融合する。

『……ン』

　どこかで声がする。

　流動するまつろわぬものの肌に気泡が生じた。

「助けて、リク先輩！　カイ先輩！　オヤジィイイイイイ！」

　あれほど嫌っていた父親に縋すがるほど、シンは追い詰められている。

　オレは「遠見」のカメラを動かし、慎重にシンを救出できる角度を探った。

『……シ……ン』

　一太刀で解放できる場所はない。

「いやだあああああ、オヤジ──父さあああああああああああん」

　泣き叫ぶシンに呼応して、漆黒の肌に浮かぶ気泡が増える。

　──なんだ？

「父さん助けてえええええええ」

『俺ノ息子ＮＩ、何しヤがＲＵぅううううううううううううう』

　漆黒の肌がオヤジ魔王の顔になって、内側からまつろわぬものに組み付いた。

《ノコリカス？　イラナイ》

　まつろわぬものがべりべりとオヤジ魔王を剝はがす。

『俺ノ息子を、かえセェエエえええええ』

　オヤジ魔王が剝がされる寸前に、シンをまつろわぬものから奪い返した。

「カイ！」

「分かってる」

　糸目勇者がオヤジ魔王から受け取ったシンを安全圏に引き離す。

　──今だ。

『アリサ！』

『おっけー！』

　阿あ吽うんの呼吸でアリサの空間魔法が発動し、オレとまつろわぬもの以外の者達を転移させた。

《イトシイヒト、ドコ？》

　まつろわぬものが奇妙な動きでキョロキョロと周囲を見回す。

　もはや周辺被害を気にする必要もない。

　オレはその言葉を告げる。

「──《滅びを》」

　神剣の聖句が真なる闇やみを顕現させた。

《コワイ、コワイ、コワイヒト》

　まつろわぬものが水みず溜たまりに沈む。

　──無駄だ。

　地面に突き刺した神剣が、繫つながる異界ごと水溜まりを滅ぼす。

《ダレ？　イトシイ、コワイヒト、チガウ》

　地上に引き戻されたまつろわぬものが、イヤイヤをするように後じさる。

「チェック──」

　滅びを纏まとった神剣が、まつろわぬものを真闇の底に吞み込んだ。

「──メイトだ」

　周囲に飛び散っていたまつろわぬものの残ざん滓しが、神剣の刀身へと吸い込まれる。

　オレは神剣を鞘さやに収め、ストレージへと収納した。

　滅びを纏った神剣は無敵を誇るけど、使った後に凄すさまじい疲労感がやってくる。

「ふう、疲れた」

　オレはそう呟き、雲一つなくなった空を見上げる。

「今日は新月か──」

　──月のない夜に気をつけるように。

　オレの脳裏に脅しのようなヘラルオン神の神託が甦よみがえった。

　……神様。

　神託はもう少し分かりやすく伝えてください。
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　オレは更なる徒労感に包まれながら、新月の空を見上げて恨み言を呟いた。








エピローグ







〝サトゥーです。親とは甘えから衝突する事がありますが、なるべくその日の内に謝って仲直りするようにしています。孝行したい時に親はなし、なんて言いますしね。〟






「おかえりなさい、ご主人様」

「ありがとう、アリサ。さっきは助かったよ」

　打ち合わせなしに、オレの望んだ行動を取ってくれたアリサに礼を言う。

「それじゃ、勇者達と合流する？」

「ああ、そのつもりだったんだけど……」

　アリサ達の称号に「魔王殺し」がある。

　勇者の称号も得られるかと思ったが、残念ながらそれはなかった。

「やっぱりまずい？」

「お気楽に観光できなくなるくらいには」

　既にオレが「魔王殺し」扱いされているけど、表には出していないので、その内に鎮静化すると思う。

「なら、変えちゃいましょう」

「いいのか？」

「ヒーローは正体を隠すのがお約束でしょ？」

　皆みんなには既に許可を得ているとアリサが言い、サクサクと称号を「光竜級冒険者」に変えてしまった。

「どうやって変えたんだ？」

「スキル・ツリーに『称号変更』っていうスキルがあったからゲットしたのよ」

　今まではスキルポイントが勿もつ体たいないから取得していなかったらしい。

　オレ達は白銀鎧よろいに換装した後、王女達や勇者の従者の生き残りを回収して勇者達に合流した。
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「……オヤジ」

　シンが俯うつむいてべそをかいている。

　憎まれ口を叩たたいていた父親に、身を挺ていして庇かばわれたのが彼の琴線に触れたのだろう。

「魔王殺し」

　リーゼント勇者がオレの方に来た。

「サトゥーでいいですよ」

「なら、サトゥー。今回は世話になった。俺はサガ帝国で鍛えてくる。化け物みたいな勇者ナナシにはなれないかもしれないが、ユニークスキルなしでもあんた達くらいには強くなってみせる」

　同一人物ですとは言えないので、社交辞令を返しておいた。

「魔王を倒したのに、故郷には帰らないんですか？」

「シンを置き去りにはできねぇ」

「そやねー、シン君は寂しがり屋やし」

　勇者二人は「魔王殺し：人造魔王」と「真の勇者」の称号を得ている。

　従者達には「魔王殺し」の称号が付かないらしく、リーングランデ嬢達や黒騎士にも称号は付いていない。シンに称号が付いていないのは当然として、カリナ嬢にも「魔王殺し」の称号は増えていなかった。こちらは与ダメージ量の問題じゃないかと思う。

「鈴が見つかりませんわ」

「だいじょび～」

「そうなのです。ポチは捜し物のプロなのですよ！」

　そのカリナ嬢は戦闘中に「魔封じの鈴」をなくしたらしく、タマやポチと一緒に必死な顔で瓦礫の下を捜している。

　道理で途中から「魔封じの鈴」を使っていなかったわけだ。

「今度会ったら、手合わせをしてくれ。今度こそ、あんたから一本取ってやる」

「何度でもお相手いたします」

　リーゼント勇者の言葉に、リザがお澄まし顔で答えた。

　彼との戦いは楽しかったのか、リザの尻しつ尾ぽが愉快そうに揺れている。

「また、会おなー。特にルルちゃんとはまた会いたいわ～」

　糸目勇者が冗談とも本気とも付かない顔でそう言い、シンの背中を押して飛空艇へと乗り込んだ。

「サトゥー、本当に送らなくていいの？」

　リーングランデ嬢がオレの方に来る。

「ええ、せっかくですから、アリサの故郷やセーリュー市に寄ってから帰ります」

　どっちもヨウォーク王国のお隣だからね。

「分かったわ。私はしばらく勇者達の教育を担当するから、それが終わる前にサガ帝国に来るのよ！」

　リーングランデ嬢がそう念を押して飛空艇に乗り込んだ。

「サトゥー、これあげる。ボクからのお礼だよ」

　斥候セイナが書類をくれた。

　軽く目を通したところ、ヨウォーク王国の魔王騒動に関する報告書だった。

「宜よろしいのですか？」

「うん、機密情報は入ってないから、シガ王国のお偉いさんと共有してね」

　オレは斥候セイナに礼を言い、報告書を格納鞄ガレージ・バツグへと収納した。

　サガ帝国へ帰国する飛空艇に手を振り、オレ達も旅立とうと馬車の方に歩いて行くと、そこにはヨウォーク王国のケラサウーネ王女と弟王子が待っていた。

　勇者の見送りに来た帰りだろうが、明らかにオレ達に用事がありそうな雰囲気だ。

「何か御用ですか？」

　オレが気さくにそう尋ねると、王女がその場で平伏した。

　いわゆる土下座のポーズだ。

　彼女の侍従や侍女達が慌てて止やめさせようとするが、王女はその姿勢から全く動かない。

「──王女殿下？」

　せめて理由を説明してください。

「ヨウォーク王国の罪は私が背負います。ですから！　弟の命だけはお助けください」

　いきなりの命いのち乞ごいだ。青い顔で震えているから、冗談で言っているのではないのだろう。

　身に覚えがないので、部下の人達はオレを睨にらまないように。

「お願いします、アリサ王女！」

　オレを含め、周囲の視線がアリサに集まる。

「私は生きたまま焼かれても構いません。ですから弟や王都を灰かい燼じんに帰すのだけはご容赦ください」

「ちょっとー、風評被害は止めてよねー」

　アリサが口で「ブーブー」とブーイングする。

　冗談めかした態度でも、王女の震えは止まらず、「なにとぞ」を繰り返すのみだ。

「どうしてアリサが、そんな事をすると思ったんですか？」

　王女の耳元で囁ささやいたらビクッとされた。

「わ、私、見てしまったんです」

「見た？」

　アリサも顔を寄せ、浮気を疑ったミーアも顔を寄せる。

　何かの遊びだと思ったのか、タマとポチが同じ事をすると、幼竜リュリュとナナまで興味深げに集まった。

　目を丸くする王女には悪いが話を進めさせてもらおう。

「それで、王女様は何をご覧になったんですか？」

「ア、アリサ王女が小山のように巨大な魔王を火刑にするところをです」

　王女がアリサを盗み見ながら言葉を紡ぐ。

「あー、インフェルノを連発しているのを見られちゃったかー」

　アリサが額をぺちりと叩き、「わたしとした事が迂う闊かつだったわ」なんて言ってる。

「証人も消し炭にしちゃえば──」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　アリサが冗談めかして言った瞬間、王女が地面に額を擦こすりつけて怯おびえる。

「止めなさい」

「はーい」

　人間には冗談を受け入れられない瞬間があるからね。

「さて、王女サマ。あなたには選択肢が二つあります」

　アリサが真面目な口調でそう言うと、王女が縋すがるような視線を向けた。

「一つはヨウォーク王国とともに消し炭になる事──痛っ」

　冗談を続けようとしたので、頭をペシッと叩はたいて止める。

「もう一つは、わたしが魔王を焼いたという話を墓まで持っていき、誰だれにも話さない事」

　アリサはそう言って、王女の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「あなたはどっちを選ぶのかしら？」

「墓まで持っていきます！　絶対に誰にも喋しやべりません！　ヨウォーク王国はクボォーク王国の属国として、未み来らい永えい劫ごう尽くします」

「それはいいわ」

「──え？」

「クボォーク王国はこの国が臣従する事を求めないって事よ」

　王女が信じられないと言いたげな顔でアリサを見る。

「互いに、不干渉で行きましょう。それが一番平和だわ」

「分かりました！　ヨウォーク王国は決してクボォーク王国との国境を越える事はないと誓います！」

　王女が頭を下げてそう誓った。

「それでいいわ。さあ、立って。もう、平伏する必要はないわ」

　アリサがそう言って王女の手を引いて立ち上がらせる。

　手を摑つかまれた時に、王女がビクッと震えたのは致し方ないだろう。

　まあ、この様子だと、彼女が存命の内にクボォーク王国へ戦争をふっかける事はなさそうだ。
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「ふう……、もう王族じゃないってのに」

　アリサが少し寂しそうな横顔でぼやいた。

「アリサ」

「やー、アリサちゃんの溢あふれる高貴さがそうさせるのかしら？　困ッチャウワー」

　ミーアの気遣わしげな視線を受けて、アリサが戯おどけたように誤魔化した。

　彼女のお兄さんであるエルゥス君が国王に即位する障害になりたくないというアリサの想おもいを尊重して、彼女が王位継承権や王族としての地位を捨てるのに賛成したけど──。

「もー、なんでもないってば、ミーアは深読みしすぎ」

「むぅ」

　空元気で誤魔化すアリサを見ていると、彼女をクボォーク王国の王女に戻してやりたくなる。

　今すぐは無理だけど、エルゥス君の立場が盤石になったら、アリサの地位回復について相談してみよう。エルゥス君ならきっと賛成してくれるはずだ。

「ご主人様、クボォーク王国には馬車で行くの？」

「馬車で行ける道は深い谷と長い壁で封鎖したから、途中からは空路で行こう」

　クボォーク王国が復興するまでの間に、ヨウォーク王国がいらぬちょっかいを出さないように塞ふさいだんだよね。

　オレ達はシルフによる空路で、クボォーク王国の領土内にショートカットした。

　空路の終点はクボォーク王都が遠くに見える山の一つだ。

「にゅ？」

「あれは何でしょう？」

「黒い地面が蠢うごめいているように見えると告げます」

　タマが気付き、リザとナナが王都方面の異常を指摘した。

「あれは魔物の群れです！」

「とってもとっても大変なのです！」

　目の良いルルとポチがその正体を見抜く。

　大地を埋め尽くすような魔物の群れがクボォーク王都に向かっているようだ。

　マップ情報によると、魔物は低レベルのものがほとんどで、レベル三〇級は希まれで、レベル四〇超えはいない。

「どうして、こんなにたくさんの魔物が……」

「ヨウォーク王国で魔王が発生したのに合わせて『幻桃園』の連中が引き起こしたのかもね」

　幻桃園のアジトで見た計画書だと、実行時期は未定だったはずだが、誰かが抜け駆けして計画を実行していたようだ。

「幸いな事に、周辺の住民は王都に避難したみたいだね」

　エルゥス君はなかなか優秀なようだ。

「だったら、遠慮はいらないわね。この程度の数なら、アリサちゃん様の広範囲火魔法で一網打尽よ！」

　アリサが腕まくりをして杖つえを構える。

「待って、アリサ」

　一石二鳥の妙案を思いついた。





◆






「エルゥス様！　周辺の農村に住む者達を全すべて王都内に収容いたしました」

　クボォーク王都の正門上にある楼閣で、少年王エルゥス君は騎士の一人から報告を受けていた。

「こちらに接近するのは数万匹を超える魔物の大群です」

「数万！　ま、間違いではないのか？」

「いいえ、この数は最も少なく見積もった場合です」

　エルゥス君が絶望に沈む顔になる。

「恐らくはヨウォーク王国に顕現したという魔王の所業でございましょう」

「魔王が……」

　宰相の言葉にエルゥス君が拳こぶしを握りしめる。

「アリサ、不ふ甲が斐いない兄を許してくれ。今日でこの国は滅びる」

「そんな事させないわよ」

　アリサが透明マントを外してエルゥス君の前に姿を現した。

　今日は身バレしないように、頭から足までをすっぽり覆う外がい套とうを身に着けている。

　その外套のフードを、エルゥス君にだけ見えるようにめくって声を掛けた。

「アリサ？」

「この程度、なんでもないない。わたしに任せなさい」

　アリサが杖を構え、平原を埋め尽くすデミゴブリンの群れを睨み付ける。

「『爆炎姫』アリサちゃんのすご技を見せたげるわ！」

　そう言ってアリサが大きく息を吸い込む。

「自動追尾無限火弾マルチプル・フアイア・シヨツト・チエイサー！」

　オレが作ったこの魔法は、一撃でアリサの魔力を全部消費する──というか、魔力ある限り自動追尾する火弾を撃ち続ける超広範囲の攻撃魔法なのだ。

　無数の火弾が空高く撃ち出され、魔物を発見した火弾が自動で追尾対象をロックオンして命中する。オレのマップと連動する魔法なので、オレが一緒じゃないと使えないという欠点があるんだよね。

「着弾まで、後、三、二、一──」

　遠とお見み筒づつを覗き込むルルが着弾を観測する。

「──今」

　その声と同時に、火弾が命中しデミゴブリン達が次々と火ひ達磨だるまになる。

　平原のそこかしこで火柱が上がるのは、なかなか壮観だ。

「す、凄すごい」

　エルゥス君があまりの光景に絶句する。

「リロード完了」

　魔力譲渡が終わった事をアリサに伝えた。

「おっけー！　どんどん行くわよ！」

　アリサが広範囲攻撃魔法を連続で行使する。

　さすがに、オレも途中で魔力が尽きそうになったので、魔力バッテリーにしている魔剣から補充した。

「アリサ！　大きな魔物が突破してきたぞ！」

　エルゥス君が爆煙の向こうから抜けてきた魔物を指さす。

「大丈夫よ。ルル！」

「はい、アリサ。狙ねらい──撃ちます」

　スナイパールルのヘッドショットが決まり、最後の魔物も地面を転がる。

「ね？　楽勝でしょ？」

　アリサがルルの腕を抱いて笑う。

「さすがはアリサだ」

　エルゥス君がアリサを手招きし、彼女の外套の留め金をするりと外す。

「エルゥス兄様？」

　とまどうアリサの肩を抱き、エルゥス君が声を張り上げた。

「聞け！　王都の民よ！　我が臣下達よ！　今、ここに王国の危機は去った」

　風魔法使いが彼の声を王都中に届ける。

「王国を救ったのは、誰あろう！　我が妹にして、『叡えい智ちの神の愛まな娘むすめ』や『富国の隠れ姫』とも呼ばれる王妹アリサ・クボォークその人である！」

　エルゥス君はそう宣言し、正式にアリサを王族として復権させると国民に紹介し、国を取り戻せたのもアリサとオレ達の協力のお陰だと告げた。

「ありがとう、エルゥス兄様。わたしからも一言」

　アリサはエルゥス君が首肯するのを確認してから言葉を続ける。

「わたし、アリサはクボォーク王国の王位継承権を永遠に放棄します！」

「……アリサ」

「つまんない後継者争いなんて願い下げよ」

　アリサがそう言って笑う。

「だが、アリサ」

「大丈夫。国が欲しくなったら、ご主人様にお願いして新しい国を建国してもらうわ」

　そう言ってアリサがオレを見たので肩を竦すくめておく。

　まあ、掌握している都市核シテイ・コアも沢山あるし、大砂漠を緑化すればシガ王国並みの大国だって作れそうだけどさ。

　その日はクボォーク王城に宿泊する事になったので、クロの姿に変身して人間に戻したキメラ兵達をクボォーク王国へと運んだ。

　何人かのキメラ兵達は元の姿に戻るのを拒否し、そのままクボォーク王国を陰から支える事を選んだので、彼らの意志を尊重して、そのままの姿でクボォーク王国に返してある。もちろん、気が変わったら、いつでも戻してやると約束しているので、遠慮なく連絡してほしい。




「私達ばかり遊んでいていいんでしょうか？」

「いーのよ。ちゃんと働いたんだから、後は地元の人達に任せないと」

　働いた翌日はアリサやルルと一緒に、ルルの生家や育った街を見物して歩いている。

　もちろん、カリナ嬢や他ほかの子達も一緒だ。

「賑にぎやか～？」

「カンパイの音頭が楽しそうなのです」

「うふふ、テーブルの上で踊っている恋人達もいますわ」

　酒場は無事を祝う人達で大おお賑にぎわいだ。

　まあ、国家存亡の危機だったみたいだし、騒ぎたい気持ちも分かる。

「──うわっ」

　酒場で喧けん嘩かでもあったのか、オレの前に黒髪の少年が転がり出てきた。

「大丈夫かい？」

「ええ、大丈夫で──」

　助け起こしてやると、目が隠れるほどボサボサの顔がオレをじっと見つめてくる。

「どうかした？」

「鈴すず木き先輩！」

　黒髪の少年が前髪を搔かき上げて、自分の顔をオレに見せる。

「もしかして、君は──」

　オレの前に現れた黒髪の少年──いや、青年はオレの知る人物だった。

　異世界に来る前に、デスマーチする羽目になった原因。




「──後輩氏？」




　失しつ踪そうした会社の後輩が、異世界にいた。





◆






　オレが後輩氏と予想外の再会をしていたその頃ころ、ヨウォーク王国の国境近くで、一つの事件が起きていた。

「お師様、そろそろ国境です」

　賢者ソリジェーロの弟子パサ・イスコと彼を師と崇あがめる者達が、シガ王国のセーリュー伯爵領と国境を接する魔物の領域を進んでいた。

「それにしても、共鳴連鎖による魔王化は素晴らしかったですね」

「ええ、仮説があそこまで嵌はまると研究者冥みよう利りに尽きます」

　実験の為ために、ヨウォーク王国を壊滅寸前まで追い込んだにも拘かかわらず、この師弟の中には罪悪感を抱く者はいなかった。

「次はいよいよ苗からですね」

「ええ、苗を確保に行った彼が首尾良く入手してきてくれる事を願うばかりです」

「大丈夫ですよ、お師様。あやつならば確実に使命を果たします」

　筆頭弟子は東方小国群へと先発した弟子を信頼していた。

「それに他の弟子達に、魔王珠をセーリュー市の門前宿に送るように依頼をしています。これで本物と偽物の対比実験もできますね」

　わくわく顔の師が物騒な事を呟つぶやく。

　彼は魔王珠による偽りの魔王と、苗──転生者を用いた本物の魔王とを対比すると言っているのだ。

「……また、紛まがいモンを作る気かいな」

　どこかから聞こえてきた訛なまりのある言葉に、弟子達が師を守るように円陣を組んだ。

「何者！」

「ああいう紛いモンは困るねん」

　筆頭弟子が誰すい何かすると、茂みの一つからゴブリンのような小男が姿を見せた。

「お前は！」

「魔王珠と『煉れん獄ごく呪じゆ詛そ』で確かに魔王化したはず！」

　弟子達が小男を睨にらみ付ける。

　どのような関係があるのか、小男の顔は師弟に魔王化させられたシンの父親に酷似していた。

「誰だれかと勘違いしてへんか？　わい、あんたらとは初対面やで」

「問答無用！」

　筆頭弟子が雷かみなり杖づえから電撃を放ち、他の弟子達も氷杖や風かぜ杖づえで小男を撃つ。

　だが、その全てが小男の眼前で搔き消えた。

「効かへん、効かへん、そんなオモチャ」

　小男がピラピラと手を振る

　パリパリという異音と、両足に違和感を覚えた筆頭弟子が視線を下に向ける。

「石化？　バカな！　私には状態異常は効かないはず！」

「効かないはずって、思いっきり効いてるやん？」

「ありえぬ！　人類最強である賢者様の状態異常魔法すらレジストできたのに、このように怪しげな小男の石化が防げぬはずはないのだ！」

「事実は認めなあかんで。それに──」

　石化解除の詠唱を始める他の弟子を一いち瞥べつしつつも、それを邪魔する事なく小男が言葉を続ける。

「言うて、ソリジェーロはんのレベルって九九やん？　わての方が強いさかいな」

「レベル九九を超える小男──」

　何かに思い当たった師が愕がく然ぜんとした声で呟いた。

　小男はニヤリと笑って、短い牙きばと帽子に隠れていた角を見せる。

「──ゴブリンの魔王」

「正解や」

　絶望と恐怖を抱いたまま弟子達が頭まで完全に石化した。

「なぜです」

　首まで石化した師が口惜しげに問う。

「何が？」

「あなたは師と盟友だったはず。なぜ、このような無体な事を」

「あんたがそれ言う？」

　小男はヨウォーク王都の方角をチラリと見ながら嗤わらう。

　実験の為に、無む辜この民を何千人も死なせたお前が言うのかと。

「理由を！　我らを殺す理由が知りたい」

「そんなに必死にならんでも教えたるって」

　小男は石化した筆頭弟子の像を腰の高さで切断し、それを椅い子す代わりにして腰掛けた。

「つーか、最初に言うたやん。『紛いモン』は困るって」

「紛い物──魔王珠によって生み出した人造魔王の事でしょうか？」

「せや」

　小男が首肯する。

「魔王は畏い怖ふの象徴やねん。あんな弱い偽物の魔王なんて広めて、『魔王なんて大した事あらへん』って広まってもうたら魔王業界に大ダメージやねん」

「で、では、以後二度と魔王珠による魔王化は行わないと誓います」

「別に誓わんでええよ」

　小男が遠回しに「お前はここで死ぬ」と師に伝える。

「私は、いえ、私ならば強力無比な魔王を育成できます！　鬼人王陛下や『黄金の猪王』のような偉大なる大魔王を──」

「──黙れ」

　師の口を巨大化した小男の手が顔ごと塞ふさいだ。

「お前ごときが、魔王を語るな」

　めりめりと音がして、小男の指が師の頭ず蓋がい骨こつにめり込んでいく。

「おっと、わいとした事が、まだ殺したらあかんかった」

　泡を吹いて気絶した師から手を放し、自じ嘲ちようする。

「完全に死んでもうたら、異界の海に消えてまうからな──《開け》」

　小男がアイテムボックスを開いた。

　自分のではなく、師弟達のアイテムボックスをだ。

「研究資料ばっかりやんけ。珠はなし、賢者の石フイロソフイウムが何個かあるだけで、穢れの小瓶もなし。貴重品を景気よく使いよってんな。かなわんわ、ほんま」

　小男は自分に必要な幾つかを回収し、強制的に開いた他人のアイテムボックスを閉じる。

「こんなモンやな。石化も終わったし、そろそろ去いのか」

　アイテムボックスの回収が終わる頃には、途中で止めていた師の石化も終わっていた。

「おっと、後始末しとかな」

　石化した師弟の石像が一瞬で塵ちりとなって風に散る。

　空間魔法の「空間消滅デイスインテグレイト」による完全破壊だ。

「これで万が一にも復活はできひんやろ」

　魔族はたまに無茶するからなーと他ひ人と事ごとのように呟く。

「さて、帰ろ」

　小男はその場に「転移門トラベル・ゲート」を開いて、どこかに帰っていく。

　ゲートが閉じた後には、静寂と安あん堵どと愚者の塵が静かに揺蕩たゆたっていた。








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」二六巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　こうして無事に巻数を重ねる事ができているのも、応援してくださる読者の皆様のお陰です。

　これからも今まで以上の面白さを探求して参りますので、ぜひとも今後も変わらぬご支持をお願いいたします。




　さて、それではあとがきを読んでから買うか決める方のために、本巻の見どころを語るとしましょう。

　本巻では前々から話が出ていたにも拘かかわらず、度重なる騒動のせいで延び延びになっていたムーノ伯爵領への移民がようやく実行されます。いや～、長かった。

　ムーノ伯爵領や中継地になった公都では、懐かしの面々との再会や予想外のイベントがサトゥー達を待っています。闇オークションで会ったあの人達との再会も。ムーノ城ではこれまでＷＥＢ版でも語られる事がなかったムーノ伯爵夫人について明かされます。色々な意味でカリナの母親だと実感できる人物なので、お楽しみに！

　もちろん、出会いだけではなく、本巻のカバーでカリナが装備している深紅のガントレットやグリーブなんかの新装備を手に入れるエピソードも新規で書き起こしています。やっぱり、新装備はギミックが必要ですよね。アリサも作者もそういうのが大好きです。

　前半のほのぼのパートとは打って変わって、後半は怒ど濤とうの展開が待っています。前巻の最後でリーングランデと一緒に現れたシン君のエピソードをＷＥＢ版とは変えてしまったので、偽王シンが好きだった方はどうかご容赦を。

　シン君がサガ帝国の巻き込まれ召喚という扱いに変わったせいで、ルモォーク王国で召喚された八人目には意外な人物が割り当てられました。どんな人物が割り当てられたか、想像してみてください。ＥＸエピソードで登場した新勇者達との共闘もありますよ～。

　そんな感じで、九割以上のエピソードが新規書き下ろしなので、ＷＥＢ版既読の方も楽しめる内容となっております。

　あまり書きすぎると、ネタバレに突入してしまうので、見どころのお話はこの辺りで締めましょう。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＩ氏とＡさんのお二人にはいくら感謝してもしきれません。的確な指摘や改稿アドバイスのみならず、作者が見落とした矛盾点や設定間違いなどを的確に見つけてフォローしてくださるお陰で非常に助かっています。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程よろしくお願いいたします。

　素敵なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるｓｈｒｉさんにはいくらお礼を言っても言い足りません。カリナの躍動感のある表紙は最高です。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わる全ての方にお礼を申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最上級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、デスマ二七巻「セーリュー伯爵領、再訪編」でお会いしましょう！


愛七ひろ


















異世界ウォーキング　～エレージア王国編～　電子特別お試し版　（著：あるくひと　イラスト：ゆーにっと）
















　異世界に召喚された日本人、ソラが得たスキルは「ウォーキング」。「どんなに歩いても疲れない」というしょぼい効果を見た国王は彼を勇者パーティーから追放した。

　だがソラが異世界を歩き始めると、突然レベルアップ！

　ウォーキングには「１歩歩くごとに経験値１を取得」という隠し効果があったのだ。鑑定、錬金術、生活魔法……便利スキルも次々取得して、異世界ライフはどんどん快適に！

　拾った精霊も一緒に、のんびり旅はじまります。








プロローグ









「それじゃソラ君。今日はこれを頼むよ」

　顔かお馴な染じみの依頼者から渡されたのは、登山にでも行けそうなくらい大きなバックパックが一つ。誇張なく言うと、幅は俺の体の倍以上もあり、さらにはバックパックに載せるように追加で荷物が縛られている。まるで限界にでも挑戦しているようだ。

　ショルダーストラップを持つとズッシリと重い。見た目を裏切らない重量物が詰まっているようだ。

　背負えば見た目通りの負荷が肩に、体にかかる。この世界の人の平均的な体力は分からないが、以前これと同じような大きな物を運ぶ時に、大の大人が数人で苦労していたのを見たことがあるから、今の俺の体力は一般の大人よりも多いのだろう……違うな、それ以上か。

　それでも気を抜けば思わずよろけてしまいそうなほど重いが。




「おぉ、マジか」

「あれを持ち上げるのか!?」

「なんてこった……」

　持ち上げると依頼人から感嘆の声が上がる。賭かけ事ごとの対象になっていたのか、その後ろでは従業員らしき人たちが喜んでいたり、悔しそうにしていたりする。賭けをするためにあえて荷物を増やしているなんてことはないよね？




「それじゃ行ってきます」

　声を掛け、一歩踏み出す。

　すると今まで重くのしかかってきた重さが噓のように消えて、丸まっていた背中がピンとなる。

　スキル「ウォーキング」の効果「どんなに歩いても疲れない」が発動した。これこそが異世界に召喚された俺が持っていた唯一無二のスキルだ。もっとも俺を召喚した奴らには不評だったが。

　その姿を見て周囲から再び感嘆の声が上がるが、立ち止まることなく先を急ぐ。




　歩き出すと、白い物体がフワフワと近付いてきた。

　正体不明のそれは、聞いた話を信じるなら精霊。色は雪のように真っ白で、見た目は丸々としていて毛がモコモコしている。

　本来精霊は普通の人には見えないらしいが、何な故ぜか俺は見ることが出来ている。そして何故か俺の後をついてくる。理由は依然として謎だが、害はないから放っておいている。

　噓です。時々チラ見してその様子を眺めながら癒いやされています。ペットを飼ったことはないが、きっとペットを飼う人たちはこんな気分ではないだろうかと思っている。気分屋で、時々姿を消してはいなくなるところは、猫に似ているのかな？　見た目はアンゴラ兎うさぎっぽい感じだけど。

「それじゃ今日も一緒に行くか？」

　俺の囁ささやき声に、楽しそうに周囲を飛び回りながらついてきた。




　ギルドで受けた複数の配達依頼の荷物は、背負しよい子こにまとめて持っているから、一件回るごとに徐々に重さが緩和されていく。荷物が減っていくからね。もっともスキルの恩恵で歩いている時は重さを感じないから苦にならないけど。

　他人からは重い荷物を持って大変そうに見えるけど、俺自身は余裕がある。周囲の物珍しい景色に目を向けることだって出来るし、何よりスキルの隠し効果である「一歩歩くごとに経験値１取得」もあるから、配達で歩けば歩くほど楽しみが増える。

　だってウォーキングスキルのレベルが上がるとスキルポイントが獲得出来、そのポイントを使って新しいスキル……【鑑定】【生活魔法】【気配察知】【剣術】などを覚えることが出来たのだから。さらにステータスも上昇するから、歩けば歩くほど勝手に強くなっていく。

　この世界は地球と違い自動車や電車なんていう便利な交通手段がない。乗り物と言えば馬車だ。

　だからこそどれだけ歩いても疲れないというのは物もの凄すごい価値がある、と俺は思っている。




　途中で寄った道具屋で荷物を受け取り歩き出す。昼時ということで次の届け先への通り道である、屋台の立ち並ぶ通りを目指した。通称屋台街。勝手に俺が命名しているだけだから非公式の名前だ。向こうの世界の人が見たら、きっと何の祭りだと言うに違いない。

　大きな荷物を持っての歩行は本来なら邪魔になるが、何故か道行く人が俺を避けて先を譲ってくれる。

「今日のスープは一味違うぜ。一杯どうよ」

「ソラちゃん、そっちのスープよりウチのスープの方がいいよ。まけとくよ！」

　ライバル店同士が互いを罵ののしっているけど、いつもの光景だ。それにこの二人、こんなんでも夫婦で、初めて聞いた時は驚いた。一緒にやればいいのにと思ったら、譲れないものが二人の間にはあるようで別々に屋台を出しているそうだ。

「喉のどは渇いてないか？　冷えた果実水があるぞ！」

「ソラ君。今日は野菜と肉の炒いため物が安いよ～」

　道の両脇に並ぶ屋台の店主たちから声を掛けられるが、手を振って応えるだけ。好意的な声がそこかしこから飛んでくるが、今日は何を食べるかを既に決めている。

　目的の店舗前には既に精霊が待機していた。いつの間に。別に俺がここで買うというのを知っているわけではなく、何日か前からここの前で立ち止まっては作っている料理を眺めていた。興味津々のようだ。

「おっちゃん、新作の串くし二本よろしく」

　俺の言葉に精霊の表情が明るくなったような気がする。少し垂れ気味だった耳がピンと立った。

「おう、ソラじゃねえか。相変わらずデッカイもん背負ってんな」

　近付くと肉の香ばしい匂いがお腹を刺激する。

　支払いの準備のため立ち止まり、小銭入れからお金を取り出そうとして違和感を覚えた。

「ん？　どうした」

　動きを止めた俺に心配そうに声を掛ける屋台の店主、グレイに何でもないと言ってお金を渡す。

　串焼きを受け取りながら、視界の片隅でステータスを確認する。

　その違和感は、立ち止まった時に感じた荷物の重さ。体に感じる負荷が和らいだと思ったら、案の定、スキル「ウォーキング」のレベルが上がって、ステータスが増えていた。順調な成長に、自然と笑みがこぼれる。




　受け取った串焼きを持って食事の出来そうな場所を探した。精霊は今にも肉串に飛び付きそうな感じだが必死に我慢している。さすがに屋台街の近くは人通りが激しいから、一度横道に入って人ひと気けのないところに。背の低い住宅が立ち並ぶ一角に、腰を下ろせそうな場所があったから今日はそこで食事を摂ることにした。

　この辺りの家は煉れん瓦が造りで平屋が多い。一般的な造りの住宅で、木造の家の多かった地元とどうしても見比べてしまう。今でこそ慣れてきたが、中世ヨーロッパを彷ほう彿ふつさせる街並みは、異世界を歩いているような気分にさせる。実際に異世界なんだけど。




　一本は俺の、もう一本は精霊の分だ。精霊が串焼きを食べると、料理が突然消えたようになるから、人前で食べるわけにはいかない。

　以前訪れた村では精霊様の降臨だとお祭り騒ぎになった。あの村で料理の味を覚えたのか色々な屋台でつまみ食いをするものだから、一時騒ぎになった。怒声や叫び声に驚いた精霊は逃げるように姿を晦くらまし、再び戻ってきたのはその数日後だった。

　その数日間に何があったかは謎だが、戻ってきてからは勝手に料理を食べるようなことはなくなった。本当、何があったんだろう？

　そんなことを考えていたからか、気付いたら食べ終わっていた。肉串一本がお昼。言葉だけだと少ないように思うけど大きさが違うから。子供の拳こぶしほどの大きさの肉が四つ刺さっていてボリューム満点。あの厚み、あの大きさで柔らかく焼く腕はさすがの一言。屋台で売るのがもったいないと思うほどの味だ。タレも長年注つぎ足して使っているようで、深みがあるし侮れない。今回はそれにプラスして隠し味の調味料を使っているとかで……鑑定したら普通に何を使っているかは分かってしまったが、そこは企業秘密だよね。




　食休みを挟んで午後の配達へと戻る。立ち上がると満足そうに休んでいた精霊が顔を上げ目が合った。少し眠そうに瞼まぶたが下がっているが、フラフラと浮かび上がり、やがてフードの中にイン。定位置とばかりにすっぽりと収まる。こちらからは触れないのに、どうなっているか不思議だ。

　科学では解明出来ない謎！　みたいな感じか？　さすが異世界といったところだが、いつか解明してそのモコモコに触れて堪能したいとは思っている。




　配達中、よく利用する南門の前を通れば、旅装をした冒険者や商人らしき者の姿が。彼らは門の受付を済ませて入場したら、そのうちの何人かが近くに控える魔術師風の恰かつ好こうをした人たちのもとに近付き小銭を支払っている。

　何をしているかというと、生活魔法の「洗浄」で汗や服に付いた汚れをとっているのだろう。魔法を使える人の中で一番使用者が多いのが生活魔法だが、それでも総人口に比べたら魔法を使える人の数は少ない。そのため自前で使える仲間がいない人たちは、ああしてお金を払って洗浄してもらっている。

　一応風ふ呂ろもあるが、やはり利用出来るのはお金を持っている人たちになる。貴族や大商人が宿泊するような宿になら付いているが、そんな宿に一泊するお金でどれだけの日数を生活することが出来るやら。風呂好きというわけではないが、それでも何十日も入らないと恋しくなるがさすがに手が届かない。今宿泊している宿にはもちろん風呂なんてものはないし。

　俺はスキルの恩恵で殆ほとんど汗をかくことがないが、それでも道を歩けば衣服は汚れていく。

　当初困った俺は、スキルポイントで生活魔法も覚えることが出来ると知って飛びついた。

　そのため彼らのお世話になったことはない。安いとはいえ、一日一回利用すれば塵ちりも積もればで結構な出費になっただろう。生活魔法を使えると知った冒険者仲間から、よく鍛練後に洗浄を頼まれて感謝されるが、使えば使うほどスキルの熟練度が上がるから、俺としても利点がある。

　本当にスキル「ウォーキング」様々だ。

　他にも素人の俺でも剣が使えるようになった剣術や、冒険に役立つ収納魔法を使うことが出来るようになる空間魔法もスキルポイントで覚えた。将来的にはポーションを自作するための錬金術や、街の外に出た時にも美お味いしいものが食べられるように料理のスキルなんかも覚えたいと思っている。




　その日の配達は、結局予定よりも早く終了した。たぶんレベルアップで歩く速度が上がったからだろう。一人で移動する時は自分のペースで歩けるからいい。後はギルドに報告したら完了だ。

　空を見上げれば太陽の位置はまだ高い。基本的に日が暮れるまでに宿に戻るようにしているが、それでも時間はまだまだありそうだ。追加で配達依頼を受けるか悩むところだ。




「ソラ？」

　悩んでいたら不意に声を掛けられた。

　振り返るとそこには二人の少女が立っている。少女と言っても歳は俺と大差ないんだけど。

　俺は手を上げて応えると、二人のもとに向かって歩いていく。

　その時、二人の後方に聳そびえ立たつ王都の象徴である王城が視界に入った。

　今でこそ知り合いも増え、スキルのお陰でそれなりに上う手まくやっていけている。

　それでも召喚された当初は大変だった。

　あの城を見ていると、その時のことが鮮明に蘇よみがえってきた。








第１章









「我の呼びかけに応えし者たちよ。よくぞ参った！」

　視界が回復したと思ったらそこは見たことのない場所だった。高校に行くために電車に乗っていたはずなのに、ここは何処だ？　手に持っていたはずの鞄かばんはないし、制服のポケットの中を確認したがあるはずのものが何一つない。あ、ハンカチはある。

　目の前には大仰に手を広げた派手な服を着たおっさんが、興奮したように震えている。頭にのっているのは王冠？

　その周囲には髭ひげを蓄えた恰かつ幅ぷくの良い中年が。左右には整列して佇たたずむ鎧よろい姿の騎士っぽい人たちが、警戒しながらこちらの様子をうかがっている。

　俺の周囲には、同じような……服装じゃないな。学生服やスーツ姿、カジュアルな軽装をした男女が、俺を含めて七人いる。男が三人、女が四人だ。

　誰もが戸惑い、中には不安そうな顔をした者もいる。

　そもそも呼びかけに応えた覚えはないし、勝手に呼び出したのだろう。原理は謎だ。

「ここは何処ですか？　それにあなたは誰ですか？」

　一人の学生君（たぶん）が一歩前に出て問いかけた。

　その瞬間騎士が動きを見せようとしたが、目の前のおっさんが手をかざして止めた。

「ここはエレージア王国。そして余はエレージア王国国王である。此度は我が王国に伝わる秘術、異世界召喚によって、そなたたちをここに呼び寄せさせてもらった」

　長々と退屈な話を聞かされた。

　要約すると、召喚された者は優れたスキルの恩恵があるので、その力を使って復活した魔王を討伐してくれとのこと。

　学生君が魔王を討伐したら元の世界に戻れるか聞いたら、魔王の持つ魔石を使用することで元の世界に戻ることは可能らしい。魔石とは人間でいうところの心臓。殺して奪えということか？

　説明が曖あい昧まいなのは、あくまで文献に魔石を使用して帰還した勇者がいるとの記録が残っていたからだと、彼らは主張した。

「では、勇者よ。ステータスオープンと唱え、その力を我に示すがよい！」

　周囲からステータスオープンという呟つぶやきが聞こえる。

「ステータスオープン」

　俺も逆らわずに言う。

　言葉とともに透明なパネルのようなものが目の前に浮かび上がった。

　そこにはゲームでいうステータスのようなものが表示されている。

　驚き周囲を見たが、他の人のものは見えない。ただ集中して宙を見る様から、同じようにパネルは見えているようだ。


名前「藤宮そら」　職業「無職」　レベルなし

ＨＰ10／10　ＭＰ10／10　ＳＰ10／10

筋力…１　　体力…１　　素早…１

魔力…１　　器用…１　　幸運…１




スキル「ウォーキング」　効果「どんなに歩いても疲れない」



「なんだこのステータスは……」

　弱キャラだ。最弱モンスターにも勝てるかどうかも怪しい？

　向こうの世界では学生だったが今は無職。何もしていないからか？

　そもそもレベルなしってなんだよ。最初はそういう仕様なのか、それとも文字通りないのか。なかった場合、これ以上の成長は見込めないということになるのか？

「確認は済みましたかな？　済んだなら一人ずつ、この水晶に手を触れるがよい」

　王の傍かたわらに立っていたローブ姿の老人の指し示す先には、豪華な台に置かれた水晶があった。

　これに触れると、触れた者のステータスを他者が見ることが出来るようになるという。

　一人一人。順番に水晶に触れていく。

　まずは先ほど国王に質問していた、学生服をしっかり着込んだ少年。

　ラフな格好で、少し眠そうな女性。

　スーツをビシッと着こなしたお姉さんと、その女性とは真逆の、おちゃらけた印象を受けるスーツを着た男性がその後に続く。

　腰まで伸びる長い黒髪が目立つブレザーの制服を着た少女が水晶に触れ、最後に茶髪のおかっぱヘアーの子が、背を丸めて恐る恐る水晶に近付く。

　ステータスが次々と表示され、それを見た王様と老人、その周囲にいる人たちから、次々と歓声があがる。

「剣王」「魔導王」「聖騎士」「剣聖」「聖女」「精霊魔法士」

　職業の呟きと共に、そのレベルにも驚きの声が上がる。

　高い者で既に50。一番低くても30だ。

　スキルだって皆複数持っている。

　多い者だと一〇個以上もあるだと？　一番少ない者でも六とか……改めて自分のステータスと見比べて思う。この差は残酷過ぎません？

　期待するように見てくる無数の視線が痛い。

　しかし逃げることも出来ず、一歩二歩と歩いていき、諦あきらめて水晶に触れた。

　一瞬ノイズのようなものが走ったが、同じようにステータスパネルが他の人たちにも見えるように表示されたようだ。

　誰もがその表示に言葉を失う。悪い意味でだけど！

　それは同じように召喚された同郷の者たちからも、だ。さっきまであった熱狂が波を引くように収まっていく。

「何じゃこのステータスとスキルは！」

　王様の叫びはごもっとも。

　むしろ俺が聞きたい！　やり直しを要求する。

　ざわつく周囲と自分のダメっぷりに心が折れそうになったその時、ふとステータスパネルに表示されたある箇所が目にとまった。

「……あれ？」

　さっきまでと違っている。


スキル「ウォーキングＬｖ[image: ]」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　21／１０００

スキルポイント　０



　しかし水晶の方に表示されるステータスを見ると追加された項目の表記がない。

　歩くだけでレベルが稼げるとか……けどレベルなしだったからこれは何の経験値なんだ？　あ、スキルにＬｖって付いているからこれか？

　ただ経験値カウンターの数値は０ではなく21となっている。

　水晶まで歩いた歩数がカウントされたのか？

　しっかり覚えていないがそれぐらいの歩数を歩いたような気がする。あとは気になるのがスキルポイントか。

　考え事をしていたらいつの間にか周囲が静かになっていた。

　顔を上げて王様を見ると顔を逸らされた。

　次にローブの老人を見たら同じように顔を逸らされた。

「うむ。此度は六人の選ばれし勇者を無事呼び出すことが出来た。これより歓迎の宴を開こうと思う！　勇者の皆様はこちらへ」

　どうやら俺のことはなかったことにするようだ。

　召喚された同郷の人たちは、困惑する者、視線を逸らす者、心配そうにする者とそれぞれいたが、最終的には強制的に連れていかれた。

　職業が立派でも、レベルが高くても、戦う術なんてない社会で生活していたんだ。武装した騎士に囲まれたら従うしかないのだろう。

　一人残された俺の目の前に、同じく残っていた騎士が近付いてきて小さく「ついてきてください」と呟き、返事も聞かずに歩き出した。

　結果は、ハイ、城から追い出されました。

　王城の扉の前までついていくと待つように言われて、三〇分ぐらい見張りの監視のもと待たされた。

　やがてそれなりに豪華そうな馬車がやってきて、中に押し込まれ、行き先も告げられずに動き出した。

　窓にはカーテンが付けられていて外は見えない。まさかこのまま何処かに監禁とか？

　目の前には屈強な騎士が二人座り、両隣にも挟むように座っている。逃げる隙はない。もっとも隙があっても何処に逃げればいいのか分からないが。揺れた時に触れる金属鎧が痛いんですけど。

「降りろ」

　馬車が停まると、掃き出されるように外に追いやられた。

　振り返るとそこには立派な門があり、今は開いている。門の向こう側には立派な城があり、城に続く道には豪華な、煌びやかな大きな家が道を挟んで立ち並んでいる。

　啞あ然ぜんとその光景を見ていたら、遅れて馬車から下りてきた騎士の一人から、「餞せん別べつだ」と小さな袋を投げ付けられた。

　どうにかキャッチして確認すると、銀色に輝く硬貨が二枚と、銅色の硬貨が一〇枚入っていた。

　これが多いのか少ないのか判断出来ないが、騎士に目を向けるとニヤニヤと馬鹿にしたようにこちらを見ている。悪意を感じるのは気のせいか？

　やがて騎士が乗り込んだ馬車は門の中に消え、開いていた門がゆっくりと閉まっていった。




「世界は違っても人は人か……」

　何処の世界でも嫌な奴はいるなと思いつつ、どうせもう会うこともないだろうと街中に目を向ければ、今まで見たことのない世界が広がっていた。

「…………っ!?」

　圧倒されて言葉が出ない。

　ほんの少し前まで抱いていた嫌な感情が一気に吹き飛んだ。

　何も知らなければ仮装のパレードと思ったかもしれない。道行く人は剣や杖つえを持ち、服装もゲームで出てきそうな鎧を身に着けた人や、物語の中の魔女が被るような鍔つばの広いとんがり帽子の人もいる。異国情緒を思わせる服装は、まるで自分がゲームの世界にでも入ってしまったような不思議な感じにさせる。

　立ち並ぶ建物も石材やレンガを積み重ねて造られていて、一瞬タイムスリップでもしたんじゃないかと錯覚させられた。本やネットでしか見たことがない、中世ヨーロッパのような風景が広がっている。

　しばらく我を忘れて見み惚とれていたが、多くの視線を感じて我に返った。

　最初金髪ばかりの中に黒髪の男がいるのが珍しいのかと思ったが、相手と自分の服装を見て、明らかに浮いているのを感じた。場違い感が半端ない。確かに制服姿の俺は物珍しく目立っている。

　逃げるようにその場を離れながら、今置かれた状況を考える。ドキドキする鼓動を必死に抑えながら、現実的に。

　第一に、お金の価値を早急に知る必要がある。特にこのお金でどれぐらい生活が出来るか。すぐになくなるようなら何かしらの手段でお金を稼ぐ必要がある。

　第二に拠点となる場所の確保。やっぱ宿かな？　さすがに野宿とかは怖い。街行く人を見れば軽装の人もいるけど、普通に武器を持っている人の姿が視界に入る。寝ているところを襲われたら、一瞬で命がなくなりそうだ。

　あとは……この世界についての根本的な知識か。

　そこまで考えて不意に足が止まった。

「この美味しそうな匂いは……何？」

　キョロキョロと周囲を見回し、発生源を見付けると無意識に足が動いた。

[image: ]

「なんだ兄ちゃん。冷やかしなら向こうへ行ってくれ」

　ジッと眺めていたら怒られた。

　お腹が空いていないはずなのに、無性に食べたくなった。その漂う匂いに、抗う術がない。

「これで一つもらえるか？」

　ある意味チャンスだと思い、銀貨と銅貨をそれぞれ一枚差し出す。

　あ、凄すごく変な顔された。

「おいおい、兄ちゃん。銀貨なんて出されても俺じゃ釣りなんて出せねえよ。銅貨なら、銭貨八枚の釣りだな」

　俺は銅貨を差し出し、串くし焼やき一本と銭貨八枚を受け取った。

　色々と聞きたいが、まずは一口。と思い手が止まった。

　一見すると何でもない肉の串焼き。他の人も普通に食べているから食べられるものであるのは違いない。しかし……外国の屋台で食事する番組で、あとからその材料を聞いて驚きよう愕がくする芸能人。それを何故か思い出した。

　思わず買っちゃったけど、本当に食べても大丈夫なのか？

　匂いだけなら間違いなく美う味まい。断言出来る。脳は食べろと指令を発しているが、手がこれ以上動かない。

　そんな俺を訝いぶかしげに見てくる屋台のおっさん。間違いなく今の俺は不審者だ。

　どうする……どうする？

　助けてくれる人は誰もいない。

　その時呼び出したままだったステータスパネルの一部に視線が釘くぎ付づけになった。


スキル「ウォーキングＬｖ１」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　１４９／２０００

スキルポイント　１



　ウォーキングのレベルが上がってスキルポイントが増えている。

　さらに習得可能スキルというリストが新たに表示されている。

　そのリストの先頭にあるスキル……【鑑定】を見た瞬間。考えるよりも先に選んでいた。

　スキルポイントを使用して覚えますか？　との問いにハイと答える。もちろん心の中でだ。

　そのスキルを使用すれば、





【ウルフ肉の串焼き】食用の魔物肉。品質・良






　と吹き出しのように文章が見えた。

　これがスキル!?

　一部気になる単語はあったが、金縛りにあっていた手が動いた。

「……美味い」







　この続きは現在配信中の『異世界ウォーキング　～エレージア王国編～』にてお楽しみください
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